








































































































































































































IV 遺構と遺物

第34表 H -25号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

蓋
3.4 外面 ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ

(回) (須)
4.4 つまみ部は宝珠形を呈する。 内面 ロクロヨコナデ

(16.4) ロクロ左回転)

2 
(杯須) 

13. 1 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(完)
3.8 体部lま外反し、底部平底。 ロ右クロヨコナデ
7.9 クロ回転)

3 
(須杯) 

外内(面面口 体部ロクロヨコナデ、底部回線糸切り

(回)
体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ

6.2 クロ右回転)

4 
長(須頚瓶) 

外面胴後部ロクロヨコナデ、底部は高台部貼り付けの

(回)
高台部は貼り付けによる。 、ナデ。

6.3 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)

5 
(10. 2) 

球口縁状部はあまり大きく外反せず、胴部は 外面面 口口縁縁部部ヨコナデデ、の胴後部、胴部へラケズリ 胎(土5YはR赤4褐/色6) (回)
裂

を呈する。 内 ヨコナ ヘラナデ

第35表 H -25号住居士止出土遺物一覧表く金属器〉

6 
o 5cm 

第78図 H -25号住居士止出土遺物 (1 : 3) 

(26) H -26号住居祉

遺構第79・80図

H-26号住居祉は、第 I区ソ-42グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.7m東西4.35mのやや歪んだ隅丸方形を皇し、床面積13.1討を測り、主軸方

向は N-100 -Wを指す。壁高は20~25cmを測り、周溝は認められない。ピットは、 P 1 ~ P6の6

個が検出されたが、このうち主柱穴と考えられるものは東西の両壁中に 1個ずつみられる P1と

Pzで、ある。 P1は70cmX70cm深さ27cm、Pzは100cmX 70cm深さ40cmを測る。 P4・P5も柱穴と考え

てよいであろうか。 P4は40cmX35cm深さ23cmを測り南西コーナに位置する。その隣りには25cmX

15cm深さ10cmを測る小形のピット P6がある。 P5は南壁中にありかなり斜に開くもので、 50cmX45 

cm深さ75cmを測る。 P3はI区にあるピットで、 53cmX45cm深さ30cmを測る。

遺物は、須恵器部等が比較的良好な状態で出土した。カマド東の北東コーナーからは、 1.2・

10の須恵器杯・ 11の須恵器長頚瓶底部が一括出土した。また、 4・5の杯はカマドの西脇の床面

上より検出された。カマド内からは、 6・9の杯片が出土し、また15の石鉢は半欠した状態でカ

マドの東袖の構材に用いられていた。
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1 竪穴住居祉
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第79図 H -26号住居士止実測国 (1 : 80) 
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o 50cm 

第80図 H -26号住居祉力マド実測図 (1 : 40) 
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IV 遺構と遺物

ミ三長j KE45f 長Y

V=長:il 三三EJ 、ヰゴ
5 6 

三三五ず 、三i-j
7 

O lOcm 

第81図 H -26号住居土Il:出土遺物 (1 : 4) 

カマドは、北壁の中央よりやや東壁寄りに位置するが、すでに壊滅状態にあった。図には掘り

方を示したが、火床部は一旦掘り込まれた後黒色土 (III層)が埋め戻きれた状態のものである。

また、掘り方の時点で袖部が意識されロームがいくぶん削り出されており、それに続いて軽石等

の石材が配列されている。ただし、その構材となった石材の大部分は、カマドの前方部へ放り出

された状態であった。カマドの覆土は 2層に分層された。 I層はカーボンを少量含む黒色土層、
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1 竪穴住居祉

12 

第82図 H -26号住居士止出土遺物 (1: 4) 

36 第36表 H -26号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

杯
14.1 外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(完) (須)
3.9 体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ

胎土は砂粒を多

7.8 (ロクロ右回転)
く含み灰白色

(5 Y 7 / 1) I 

2 
( 杯須) 

12.9 
体底部。はやや丸味をおびて外反し、底部平

外国 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
胎土は精選され

(完)
3.9 
7. 2 

内面 ロクロヨコナテ
lζぶい褐色

(ロクロ右回転)
(7.5YR5/3)内外

3 杯
13.4 

底体部。はやや丸味をおびて外反し、底部平
外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

高面王11::r百#事J荘の火荏否俸・

(完) (須)
4.2 
7.8 

内面 ロクロヨコナデ
み灰白色

(ロクロ左回転)
胎外(面土5Yはと「7砂#/I粒D1を火)含棒

4 杯
13.8 

体底部。はやや丸味をおびて外反し、底部平
外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(完) (須)
3.8 
7.2 

内面 ロクロヨコナデ
み灰色 (N5/0)

〈ロクロ右回転)
焼成時の油鉛が

5 杯
13.6 外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

アパタ状iζ付を着含

3.9 底体。部はやや丸妹をおびて外反し、底部平

胎土は砂粒

(完) 〈須)
6.9 

内面 ロクロヨコナデ
み灰色

(ロクロ右回転) (lOY 6/1)内外
面Ir.rx Jの火樺

(回6) (須杯) 

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
4.3 体部は外反し、底部平底。

胎土は砂粒を多

7.3 
内面 ロクロヨコナデ く含み灰色
(ロクロ右回転) (7.5Y6/1) 

7 
( 杯須) 

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(回)
3.6 体部は外反し、底部平底。

胎土は精選され

K 7.1> 
内面 ロクロヨコナデ 灰色(lOY6/1) 
(ロクロ右回転) 焼成良好

8 
{ 杯須) 

外面体部ロクロヨコナデ、底部は回転糸切りの後 胎多量土は中砂粒を

(田)
体部は外反し、底部平底。 周囲手持ちへラケズリ

Ir.含み灰色

内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)
(10Y6 / 1) 

外面lζ火樺あり

(回9) ( 杯須) K 6.9 高台が貼り付けられる。
外内函 体部ロクロヨコナデ、底部は回転ヘラケズリ 胎土は砂粒を含

面 ロクロヨコナデ み灰色
(ロクロ左回転) (N 5 /0) 

10 14.1 
や底体直部部立平は気底丸味i。味iをEなおびて外反し、 口唇部はや

外面体部ロクロヨコナデ、底部手持ちへラケズリ
杯、 4.7 

(完)
るo 内面黒色研磨

胎土は精選され

6.7 (ロクロ右回転)
Ir.ぶい褐色
(7.5YR5/4) 

11 長頚}仮
底胴部下平半底部。はややふくらむ。

外面胴部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
胎土lま樹立を多く

(完) (須)
6.1 

内面 ロクロヨコナデ
含み灰色倒5/0)

(ロクロ左回転)
内外面IL自然紬
付着
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IV 遺構と遺物

口縁部は僅か「コ jの字状lζ外反する。

口縁部は「く Jの字状IC外反する。

金~ 14 

o 3cm 

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
内面 白縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

外面 白縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

O 

第83図 H -26号住居士止出土遺物 (14=2:3，15= 1 4) 

II層は赤褐色の焼土層であった。

15 

lOcm 

遺物第81・82・83図 第37表 H -26号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

本住居祉より検出された遺物は、須恵

器では杯・長頚瓶・窪が、土師器では坪・

警の器種がみられるが、とりわけ杯類が

良好な遺存状態で一括出土したことは特徴的である。

1~7 の須恵器杯は、いずれも回転糸切りによる底部を有している。 8 の須恵器杯も切り離し

は回転糸切りによるが、その後周囲に手持ちへラケズリが加えられている。

9は、須恵器の高台付坪で、底部は切り離しの後回転へラ削りが加えられている。

10は、内面黒色研磨のなされた土師器坪で、切り離しは回転糸切りによっている。

11は、須恵器の長頭、瓶の底部と考えられるもので、切り離しは回転糸切りによる。

12は、土師器窪で、口縁部は僅か「コ」の字状に外反している。 13は、「く Jの字状に外反する

口縁を有する土師器嚢である。

14は、 II区より検出された黒曜石の両面調整の石鎌である。両脚を古く欠損している。

15は、半欠する石鉢の断片で、カマドの袖石に用いられていたものである。

時期

H-26号住居祉は、奈良~平安時代、前田遺跡第VII期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居枇

(27) H -27号住居祉

遺構第84図

H-27号住居祉は、第 I区ソ-42グリッド

において検出されたが、その西側部分を現在

の水田造成時に大きく削平されてしまってい

る。

本住居祉は、南北3.7m 東西は現況で2.9

m残っており、隅丸方形のプランを呈してい

たものと考えられる。現状から推定した床面

積は9.6m2で、主軸方向はN-160-Wを指す。

壁高は10cm前後を測るのみで、周溝は認めら

れない。柱穴や、その他ピットは一切検出き

o 1m 
包二E二二二二E二Z高二二副

⑧ 
二~I

~ 

<t!1 <t!1 

れなかった。
第84図 H -27号住居土Il:実測図 (1 : 80) 

遺物は、原位置をとどめていると考えられるものは認められなかった。

カマドは、その構材であったと考えられる軽石等から、北壁中央に存在したと考えられるが、

その部分はすでゆこ削平されてしまっている状況にあった。

遺物第85図

本住居祉より検出された遺物はごく少量で、あったが、須恵器では蓋・杯・土師器では墾の破片

が認められた。

1の須恵器蓋は、宝珠形のつまみ部を有するものである。

2 • 3の須恵器杯は、いずれも回転糸切りによる底部を有している。

4の土師器室は、底部のみで、口縁部の形状は不明で、あった。

〆ノー命b:，:"，\:，:，，::，:~

VJ  
第85図 H -27号住居社出土遺物 (1 : 4) 

¥7三云〆
3 

O lOcm 
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IV 遺構と遺物

第38表 H -27号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特〆徴 調 整 備

蓋
3.3 外内(溺面ロ ロクロヨコナデ、天井部回転へラケズリ

胎目(み内オ町食〈外土灰1リ土GDーは掴/は白Y2ブ精色砂花色焼選l粧火成1さ)穆をオ良砺含好i疋:

(回) (須)
つまみ部は宝珠形を呈する。 ロ右クロヨコナデ

クロ回転)

2 
( 須杯) 

(13. 8 > 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(回)
4.4 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ

(7.4) クロ右回転)

3 主事 (13. 5 > 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

胎粒胎G土を土O含はYま若み1<::干灰S1色の)砂妥;(回) (須)
4.1 体部は外反し、底部平底。 ロ右ク回ロヨコナデ

( 6.2 > クロ 転)

4 
窪 底部平底。 外内面面 胴・底部ヘラケズリ

胎櫨(1土色OY 6 /4) (回)
( 4.7 > ヘラナデ

時 算月

本住居祉は、奈良~平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。

(28) H-28号住居祉

1息 物 第86・87図

H-28号住居祉は、第 I区セ-41グリッドに位置し、 H-29号住居祉の大半を切っている。

本住居祉は、南北5.0m東西4.95mの隅丸方形を呈し、床面積20.1m2を測り、主軸方向はN-

7
0

-Wを指す。援高は、 20cm~30cm程度を測り、周溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P 4の4

⑧ 
|の

i∞ 。Vl∞ /ゐ ゐ|

国

|同

Jc1 C11 

A 

o 50cm 

第86図 H -28号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 
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1 竪穴住居社

1t:J |ロ u¥ ⑧ じ|

A 

~ 11 θ ⑥ ¥ I B' 

I~ |匂 0¥ υ| 

A A' 

。 1m 

B B' 

第87図 H -28号住居士止実測図 (1 : 80) 

個が検出された。 Plは65cmX55cm深き55cm、P2は90cmX70cm深さ60cm、P3は75cmX60cm深さ70

cm、P4は75cmX65cm深さ55cmを測る。いずれも掘り方は二段になっている。

遺物は、カマド東脇より 2. 3の須恵器杯と 7の台石が検出された。また、 P3の南からは 1の

杯が検出された。

覆土は I層のみで、細粒パミスをよく含む黒褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、壊滅状態にあった。図には、その掘り方を示したが、火床

が作られる以前の浅い掘り込みと、袖石が蔽まっていたと考えられるピット 3個が認められた。

覆土は 3層に分層された。 I層は焼土を含む黒褐色土層、 II層は赤褐色の焼土層、 III層はローム

粒子が若干混じる黒色土層であった。

遺物第88図
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W 遺構と遺物

三二民主f
3 

U 
O lOcm 

第88図 H -28号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

第39表 H -28号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

開番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 杯須) 

14.1 
体底部部平は丸底味。をおびて外反する。

タ内ト(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
胎土は桝立を含み

(完)
3.9 ロクロヨコナデ

灰色(7.5Y6/0

7.9 クロ右回転)
内外面lζri=TJ 
の火棒

2 
( 杯須) 

11. 8 体完高形部台はあま付り強く外れ反る しない。
外面 体部ロクロヨコナデ、底部は高台部貼り付けの

胎二kは砂粒を含み

(完)
4. 1 が鮎り けら 後、回転へラケズリ

緑灰色(lOGY6/1)

8.7 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)
焼成良好
内面11:f-tt Jの火穆

3 杯 < 12. 4 > 
体高部台がは貼変換点付をもって外反する。

外面 体後部、ロクロヨコナデ、底部は高台部貼り付けの 胎土は精選3れ

(回) (須)
4.5 

り けられる。
回転へラケズリ 灰色(7.5Y6/0

7.0 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転) 焼成良好

4 
(保須) 

(17. 7) 
体高部台lまあま付り強けく外反しない。

外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部は手持ちへラケズリ 胎土は細砂粒を

(回)
7.3 

が貼り られる。
ロクロヨコナデ 多く含み暗膏灰色

11. 7 クロ右回転) (lOBG 3 /1) 

5 縄注文目注部円口簡土器は破欠失片。。 胎床(土面2.5直lまY浅上7黄出/色土3) 

本住居祉から検出された遺物には、須恵器では蓋・坪・長頚瓶・斐が、土師器てやは窪の破片が

あり、縄文器片も検出されている。

l は、回転糸切りのなされた須恵器杯である。 2・3は高台付杯で、底部は回転へラケズリが

なされている。 4も高台付杯であるが、底部は全面手持ちへラケズリがなされている。

5は、縄文中期後半の注口土器の破片である。筒状の注口部は欠損している。 III区床面宜上か

80 



1 竪穴住居枇

~I\~ 
6 「ーコ7

第40表 H -28号住居士止出土遺物一覧表〈石器〉

o 30m 。 100m 

第89図 H -28号住居士止出土遺物(6=2:3，7ロ I: 4) 

らの出土で、本遺跡付近には縄文時代の遺構も認められないため、混入品ではなく、人の手によ

る搬入品と思われる o どこかで目にとまった縄文土器が興味本位に住居内に持ち込まれたのであ

ろうか。この他、図示しなかったが「く」の宇状に外反する土師器護の口縁部もみられた。

石器では、 6のチャートの両面調整の石銀がみられた。また、 7は偏平な河床磯の台石と考え

られよう。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

(29) H -29号住居祉

遺構第90図

H-29号住居祉は、第 I区セ-41グリッドにおいて検出された。その半分以上をH-28号住居

祉に破壊されるが、本住居祉のほうが深いものであるために、その規模等を知り得た。

本住居祉は、南北4.3m東西4.35mの隅丸方形を呈し、床面積15.5討を測り、主軸方向はN-

30-Wを指す。 H一 28tこ破壊されていない部分の壁高は30cmを測る。主柱穴は、 PI-P4の4個

が検出された。 P1は35cmX30cm深さ45cm、P2は40cmX 30cm深さ40cm、P3は48cmX40cm深き30

cm、P452cm X 37cm深さ52cmを測る。

図示した 1-3・5・6の遺物は、 III. IV区より検出されたもので、床面よりやや浮いた状態

で出土している。

カマドは、焼土により北壁中央に存在することが確認されたが、 H-28の構築等によりすでに

破壊された状態にあった。

81 



IV 遺構と遺物

|。
⑧ 

。 A' 

B 

θ s ⑧ 

k~ h 

A A' 

o 1 m 

B B' 

第90図 H -29号住居士止実測図 (1 : 80) 

第41表 H -29号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器穣 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 須蓋) 

2.7 外内面面 ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ 飴土は精選され

(完)
4.7 つまみ部は宝珠形を呈する。 ロクロヨコナデ 脊灰色(5B6/1)
20.2 (ロクロ右回転) 焼成良好

2 
(須杯) 

底底部部平か底ら体。制iへの変換はゆるやか。
外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ 胎土は砂粒を含

(回)
ロクロヨコナテ みにぷい赤褐色

8.0 クロ右回転) (5 YR5 /3) 

3 
長(須頚)瓶

8.6 
は頭比部較は的ラ細ッパす状ほlζ.外反するが、その下部 外内(面面ロ ロクロヨコナデ

胎土は精選され

(完) く まっている。 ロ右クロヨコナデ 灰色 (N4/0)
クロ田転) 焼成良好

第42表 H -29号住居士止出土遺物一覧表く石器〉

挿図番号 器種 材質 長さ 申量 厚さ 重量 備 考

4 紡錘車? 砂岩 5.0 (4.3 1.5 (25 ) 未成品

5 台石 安輝山岩石 (14.5 (13.2 4.3 1，760 

6 不明 安山岩 17.7 14.7 5.4 2，140 

7 砥石 砂岩 22.1 16.9 7.9 4，600 
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第91図 H -29号住居士Jl:出土遺物(4は 3，他は 1: 4) 
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IV 遺構と遺物

遺物第91図

遺物の出土量は少ないが、須恵器では葦・杯・長頚瓶・警が、土師器では警の各器種がみられ

た。

Iの須恵器蓋は、つまみ部が宝珠形を呈するものである。

2は、回転へラキりのなされた須恵器杯底部である。

3は、ラッパ状に開く須恵器長類、瓶の頚部である。

石器では、 4の紡錘車未成品がある。偏平な円形の軽石に両側から穿孔がなされるが貫通して

いない。また、 5は偏平な河床磯の台石である。 6も偏平な河床磯で搬入石材であるが、用途は

不明で、ある。 7は偏平な大形の砂岩の砥石で、表面一面と側面二面が研砥に供されており(図中

矢印)、裏面は研砥に供されていないが4個の窪みがみられる。

なお、本住居祉からはスラグ 1点も出土している。

時期

本住居士止は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。

(30) H -30号住居祉

遺構第92・93図

H-30号住居祉は、第 I区ソ-

42グリッドにおいて検出された。
ほD

A 

A 

泊|

A' 

∞l ∞| 

A' 

o 1 m 

本住居士止は、南北3.6m東西3.33

mの隅丸方形を呈し、床面積10.7

討を測り、主軸方向はN-130-W

を指す。壁高は10cm程度を測るの

みである。周溝は認められない。

主柱穴と考えられるのは、 P1・Pz

で、東西両壁に 1偲ずつ配された

ものである。 P1は60cmX45cm深さ

43cm、Pzは55cmX45cm深さ50cmを

測る。 P3は、 P1の支柱のピットと

も考えられるもので、 30cmX25cm 

深さ27cmを測る。北東コーナーに

はP4' P5が接して存在する。 P4

第92図 H -30号住居士止実測図 (1 : 80) 
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、

υ
④ は38cmX28cm、P5は80cmX80cm深さ30cmを測

る。

1の須恵器蓋がカマド内より転倒

した状態で出土した。

遺物は、

覆土は、パミス等をほとんど含まない暗褐

色土層 I層のみであった。
υj 

カマドは、北壁中央に存在している。半壊

A A' 状態にあるが、東西両袖の袖石は旧状のまま

O 5Ocm 
土中に依っており、面取り軽石と安山岩の双

I層が方が用いられていた。カマド覆土は、

8' B II層が焼若干のカーボンを含む黒色土層、

土・カーボンをよく含む黒褐色土層であった。

H -30号住居t止力マド実測図 (1 : 80) 第93図
第94図物遺

本住居祉より検出された遺物は少ないが、

須恵器では蓋・杯・土師器では警がみられた。

H -30号住居土止出土遺物一覧表〈石器〉第43表1の須恵器蓋は、潰れた宝珠形のつまみ部

を有するものである。

2の杯は、囲転糸切りによる底部をみせる

須恵器王手である。

3は、僅か「コ」の字状に外反する土師饗

R~孟設〆メ宅雪、

4 口Y
M
u
u
l
H
 

85 

lOcm 

H -30号住居祉出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

第44表 Hー 30号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

(完)
蓋

2.9 
つまみ部は宝珠形を呈する。 外内面面 ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ

2.7 
(須)

14.8 
完形。

ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

2 杯
< 13.8 ) 

体底部部平は底大。きく外反する。
外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(回) (須)
3.5 内面 ロクロヨコナデ
6.0 ロクロ右回転)

(22.4) 
3 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ

(回)
墾 ロ縁部は僅か「コJの字状11:外反する。

内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ

の口縁部である。

4は、細長い河床磯の敵石で、一端のみが敵打に供され、階段状に剥落している。

時期

本住居祉は、奈良~平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられる。

(31) H -31号住居士u:

遺構第95図

備 考

胎土は砂粒を含
み灰色
(lOY 5 / 1) 

胎土は砂粒を多
く含み灰黄色
(2.5 Y7 / 2) 

焼成は良好でない

胎土は赤褐色
(5YR4/8) 

H-31号住居士Il:は、第 I区セ-

41グリッドにおいて検出された。

ちなみに、 F-41号掘立柱建物祉

のプランが延長し本住居祉と重複

した場合、本住居祉より F-41の

ほうが古いものとして捉えられよ

l∞ ¥I:P ⑭ 

つ。

1句
¥I:P_ 

A 

本住居祉は、南北3.4m東西3.65

mの歪んだ隅丸方形を呈し、床面

積10.8m2を測り、主軸方向はN-

170-Wを指す。壁高は、僅か 5cm 

程度を測るのみであった。主柱穴

は、東西両壁際に各 1個ずつ認め 第95図 H -31号住居祉実測図 (1 : 80) 

られるもので、 P1は40cmX40cm深さ40cm、P2が40cmX35cm深さ40cmを測った。

遺物は、住居中央の床面より正常位で 1の須恵器原が検出された。

覆土は I層のみで、粘性のある黒褐色土層であった。
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l 竪穴住居社

第45表 H -31号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

器形の特徴 調 整

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ左回転)

カマドは、北壁中央に存在したものと考えられ、北壁中央が半

円状に突出している。 三三長J
遺物第96図

遺物はごく僅か検出されたのみであった。須恵器では王手・窪、

土師器では警の破片がみられた。

1の須恵器杯は、回転糸切りによる底部をみせるものである。

なお、図示でき得る遺物は、これ 1点のみであった。
O 10cm 

第96図 H -31号住居土!I:

時期 出土遺物 (1 : 4) 

本住居祉は、その構造と切り合い関係・僅かな出土遺物より奈良~平安時代、前田遺跡第四期

にイ立置イ寸けておこう。

(32) H -32号住居祉

遺構第97・98図

H-32号住居祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北5.6m東西5.25mの隅丸方形を呈し、床面積25.3m2を測り、主軸方向はN-

220-Wを指す。控高は10-15cmを測り、周溝は認められない。主柱穴は、 P1-P
4の4個が検出

された。 P1は60cmX40cm深さ55cmを測るもので、その上面には35cmX25cmの偏平な磯がみられ

た。 Pzは60cmX55cm深さ60cm、P3は60cmX60cm深さ57cmを測る。 P4は、 60cmX60cm深き60cmを

測るが、そのピットの最下部には主柱が残存していた。詳細は後述するが、側パリノサーベイの

樹種同定結果によるとクリ材であることが判明した。なお、残存した主柱の径は15cmを測り、少

なくとも径15cm以上の柱が立っていたことが推察された。

遺物は、北東コーナーの床面上より 2の須恵器杯が、 Pzの北の床面上からは 1の須恵器杯が検

出された。

カマドは、北壁中央に位置するが、住居祉廃絶時に取り壊されたと考えられ、その構材であっ

た面取り軽石は火床部にまとめて整然と残置されていた。ちなみに、これと同様な事例は、 H-

8・H-37'H-47号住居祉において認められた。
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1 竪穴住居祉

第46表 H -32号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

掃番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 杯須) 

(14. 1) 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
(胎多2土.く5含はY中み8灰砂/2粒白)色を(回)

4.0 体部は外反し、底部平底。 ロ左クロヨコナデ
(10. 0) クロ回転)

2 
(杯須) 

(14.6) 外面 ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリの後、手持
胎多(土1く0含はY中み6灰/砂1粒色) を

(回)
4.3 体部は外反し、底部平底。 ちへラケズリ

(11. 0) 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)

3 
( 須杯) 

< 12. 9 > 外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部手持ちへラケズリ
胎く(土含Nみは8灰砂/粒0白)色を多

(回)
3.3 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ

< 7. 0 > (ロクロ右回転)

4 
(23. 2) 

外内面 口縁縁部部ヨコナデの後胸部、胴へ部ヘラケズリ 胎(土5YはR赤4褐/色6) (回)
翠 口縁部はゆるく「く」の字状iζ外反する。

面白 ヨコナデ、 ラナデ

モ= 三三二云J 三三民j

一三O 10m 

第99図 H -32号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

住居枇覆土は I層のみで、若干のパミスを含み粘性のある黒色土層であった。

遺物第99図

遺物は、須恵器では杯・斐が、土師器では窪が出土している。

1は、完全な還元炎焼成となっていない須恵器杯で、回転へラキリによる底部をみせている。

2は、回転へラキリの後、全面に手持ちへラケズリのなされた底部をみせる須恵器杯である。 3

も底部切り離しの後手持ちへラケズリのなされた須恵器杯である。

4は、「く Jの字状に外反する土師器室の口縁部である。この他、図示し得なかったが土師器小

形丸底奮の底部もみられた。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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IV 遺構と遺物

H-33号住居祉(33) 

A' 

@ |∞ 後|∞第100・101図

H-33号住居祉は、第 I区

4轟遺

セ-40グリッドにおいて検出さ

③ @ A 
本住居祉は、南北3.5mれた。

東西4.25mの隅丸方形を呈し、

床面積11.9mzを測り、主軸方向

はN-190-Wを指す。獲高は

10~15cmを測り、周溝は認めら

I~ |同
れない。柱穴は住居の中央に

1>: A 

P1・P2の2個が配されている。

P2 

は65cmX45cm深さ48cmを測る。

P1 は65cmX65cm深さ57cm、

双方のピットとも二段の掘り方

H -33号住居士止実測図 (1 : 80) 第100図となっている。

遺物は、住居祉の北東コーナ

これらーよりきわめて良好な状態で検出された。

⑨ 
l司|吋

ク
はその出土状態や配列性からおおよそ原位置をと

カマドのどめているものと考えられよう。まず、

東脇からは 5の小形窪が横倒しで潰れた状態で出

θ 土した。その東隣りには、半割した 2の坪が重ね

さらにその上に 1の坪が重ねられていて置かれ、
|司|句1

9の警が横倒して潰さらにその東隣りには、た。

旦 D'
その南に 3・4の杯が正常位で、検出されており、

m
 

nu 
n
U
 

一一 H -33号住居壮カマド実測図

(1 : 40) 

第101図

8の小形台付窪がみられた。

このような遺物の出土状態は、住居祉内における

れた。その隣りには、

きわめて示唆的といえる。機能空間を考えるうえで、

住居祉覆土は I層のみで、細粒パミスをよく含み径5mm程度のパミスを若干含む粘性のある黒

褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、その袖・天井部の石組みが比較的よく残っていた。袖石(a )・

天井石 (b) には直方体に面取りした軽石が用いられていた。また、支脚は角柱状に面取りされ

この石組た軽石であった(c )。袖石と天井右によって囲われた四角い部分が火床となっている。
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第102図 H -33号住居社出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

第47表 H -33号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 杯須) 

13.9 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ

(完)
3.6 体部は外反し、底部平底。 ロ右クロヨコナデ
9.3 クロ回転)

2 主不 13.7 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(完) (須)
4.4 体部は外反し、底部平底。 ロ右クロヨコナデ
7.7 クロ回転)

3 均: 14. 1 
体完部形。は外反し、底部平底。 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

「オ(×2」.リ5内Gー面Yプ憎5灰/j1色の)外火面様(完) (須)
3.8 ロクロヨコナデ、
8.0 クロ右回転)

4 杯
16.6 

体高部台がは外貼反り付すける。られる。
外面 体台部部ロクり ロヨコナデ、底部回転糸切りの後、高

胎み灰土色は4砂/0粒)を含
(完) (須)

7.5 貼付け
9.9 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ左回転) (N 

5 
13.0 

半底ロ部の縁平ふ部底はく。比らむ較小的形直の立器的形IC。外反し、 胸部上 外内面面 口口縁縁部部ヨコナデの後、部鋼へ部ラへラケズリ
胎色土はlζぶい澄

護 14.4 
(完)

4.9 ヨコナデ、網 ナデ
(7.5 YR6/4) 

(完6) 
10.4 

小口縁形部がゆるく外反し、胸部のふくらむ 外内箇 口縁縁部部ヨコナデの後胸部、胴部ヘラケズリ 胆(土7.は褐色護
の器形 面ロ ヨコナデ、 ヘラナデ 5YR4/4) 

(完7) 外内面面 1服岡部部ヘラケズリ
胎褐色土はlとぶい赤

台付翌 6と同一個体の可能性あり へラナデ
(5YR5/4) 

8 10.4 
ロら縁む部小形は外の反器気形味。台IC部直立欠失し。、胸部のふく 外面面 口口縁縁部部ヨコナデの後胴部、胴へ部ヘラケズリ 胎(土7.は5Y明R褐5色/6) (完) 台付翠 内 ヨコナデ、 ラナデ

9 
20.7 

器口形縁を部呈がす「く J底の部字平状底iζ外反する長胴の タト面 口口縁縁部部ヨコナデの後1同部、胸へ部ラへラケズリ 胎(土7.5はY明R褐4色/6) 裂 29.5 
(完)

4.7 る。 内面 ヨコナデ、 ナデ

10 
窪 底部平底。

外面へラケズリ
胎(土10はYR明6黄/褐6色) (回)

6.0 
内面へラナデ

みに粘土が貼られていたものかどうかは不明で、ある。なお、両袖石間は85cmを測り、焚口から奥

壁まで、は90cmを測った。カマド覆土中には、若干の焼土とカーボンがみられた。

なお、本住居祉の廃絶状況は他と異なるものと考えられる。カマドを破壊したり、遺物を搬出

したりすることのできなかった理由が、そこに介在していたものと思われる。

遺物第102図

本住居祉からは、比較的遺存度の高い土器がいくつか検出されている。器種は、須恵器では杯

・棄が、土師器では嚢がみられた。

1 の須恵器王手は、回転へラキリによる底部をみせている。 2~4 は、回転糸切りによる底部を

みせる須恵器杯で、このうち 4は高台付杯である。

5は、土師器の小形嚢である。また、 6も5と同様な小形護の口縁部あるが 7と同一個体とも

考えられ台付斐となる可能性もある。

8は、 5・6よりさらに小形の土師窪で、台付となっている。ただし脚台部を失っており、そ

の形状は明らかでない
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l 竪穴住居枇

9は、土師器長胴護で、口縁部は「く jの字状に外半するが、その口唇部が微妙に折れ僅か「コ」

の字状に外反する要素も見出せる。

なお、本住居祉において石器・鉄製品等は認められなかった。

時期

本住居祉は、奈良~平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。

(34) H -34号住居祉

遺構第103図

H-34号住居祉は、第 I区セ-40グリッ

ドにおいて検出された。その東壁は、 F

42号掘立柱建物祉と重複しており、また、

そのIII・1V区も F-56号掘立柱建物土l上と重

複している。

本住居祉は、南北2.92m東西2.85mの隅

丸方形を呈し、床面積7.2m2を測り、主軸方

向はN-140-Wを指す。壁高は10cm未満を

測るのみであり、周溝は認められない。ま

た、柱穴その他のピットは認められなかっ

G。泊|

ミミ
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o 1m 
ヒ二二=詞

た。 第叩3図 Hー34号住居地実測図 (1 : 80) 

遺物は、本住居祉からは須恵器警の破片が 1片検出されたのみであった。

本住居祉内には、壁際に焼土等も検出されず、カマドの痕跡が認められなかった。

なお、本遺構を居住施設として捉えてよいものかどうか疑問も残る。

遺物

前述したように、本住居士止から検出された遺物は、叩き目のある須恵器斐の破片 1片のみであ

る。

時期

本住居祉は、その構造・規模と切り合い関係のみを手がかりとして時期決定するほかないが、

一応、奈良~平安時代、前田遺跡第四期と捉えておこう。
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IV 遺構と遺物

(35) H -35号住居祉

遺構第104図

H-35号住居祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検

出された。僅かにその南東コーナーが検出されたのみで

あり、 F-83'F-84号掘立柱建物祉と重複するが、そ

の新旧関係は明らかでない。

本住居祉は、その規模・構造ともに不明と言わざるを

得ないが、もし 4本の主柱をもつものであればしかるべ

き位置に柱穴が検出されてよいはずで、ある。しかし柱穴

は認められなかった。ただし、そのIV区において P1が検

出されたが、本住居祉に伴うかどっかはっきりしなかった。

したがって基本的には無柱穴のタイプの住居祉として捉

えておこう。

⑧ 
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A A' 。
o 1 m 
民二二=二二二孟ニ====l

---物級協物物多
第104図 H -35号住居土止実測図

(1 : 80) 

その主軸方向は、おおよそN-170-Wを指すものと思われる。

カマドの存在の有無は、確認することができなかった。

遺物

本住居祉においては、遺物は 1点も検出きれなかった。

時 期

本住居祉は時期決定が困難で、あるが、周囲の遺構の時間的位置付けをふまえて、奈良~平安時

代、前田遺跡第四期の所産と考えておきた

しヨ。
|∞ 

(36) H-36号住居祉

遺構第105・106図

H-36号住居祉は、第 I区セ-40グリッ

ドより検出された。本住居祉は、 H-37号

住居祉を切って存在し、また、 F-55号掘

立柱建物土止と重複する。本H-36とF-55

の新旧関係については、現場において確認

できなかったが、 F-55が新しいものと考

えられよう。
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本住居祉は、南北3.1m東西3.4mの

隅丸方形を呈し、床面積8.9m2を測り、

主軸方向 N-80-Wを指す。壁高は

15~20cmを測り、周溝は認められない。

柱穴その他のピットは伴わなかった。

遺物は、 2の王手が正常位でカマド東

脇より検出されたが、床面より 15cm浮

いた状態であった。

覆土は I層のみで、若干のパミスを

含み粘性のある黒色土層であった。

1 竪穴住居祉

|司

1'"'1 

O 5Ocm 

l匂

l可

D D' 
C::J 

¥J  

蕊機応隠~

カマドは、北壁中央よりやや東寄り
第106図 H -36号住居祉カマド実測図 (1 : 40) 

に存在するが、ほぼ壊滅状態にあり、その構材であった軽石や安山岩磯がいくつかみられた程度

であった。

遺物第107図

遺物の検出量は少ないが須恵器では杯・警が、土師器では警の各器種がみられた。

1の須恵器は、回転へラキリの底部をみせる杯である。

、半ご二|長孟j

、、

O lOcm 

第107図 Hー 36号住居土tI::出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

第48表 H -36号住居士Ii:出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 杯須) 体部lま外反する。底部平底。
外部体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ

給土は砂粒を多

(完)
8.5 

内面 ロクロヨコナデ
く己み灰白色

(ロクロ右回転)
胎内(面土10にYは火細7穆/砂き1粒あ)をり

2 
( 須杯) 

13.0 
体ら部れは外反し、底部には高台が貼り付け

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
4.5 

(完)
8. 1 

る。
内面 ロクロヨコナデ

多く含み灰色

(ロクロ左回転)
(N 5/0)内面
iζru Jの火棒

3 
(須墾) 底部平底。

外面胴部ロクロヨコナデ 胎土は砂粒を含

(回) < 15.8 > 
内面胴部ロクロヨコナデ み灰色
(ロクロ右回転) (lOY 6/1) 

2は、回転糸切りの底部をみせる須恵器台付杯である。

なお、図示し得なかったが、「く jの字状口縁の土師器護破片もみられた。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

(37) H-37号住居祉

遺構第108・109図

|の lの T¥ ⑧ T! 

只
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J
U
 

「「

自
己

H -36 0¥ 01 

10 10 o 1m 
匡二二二二二五二ニニニニ=

第108図 H -37号住居士止実測図 (1 : 80) 
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H-37号住居士u:は、第 I区

セ-40グリッドにおいて検出さ

れたが、 H-36号住居祉および、

F-55号掘立柱建物祉の双方に

切られている。

本住居祉は、南北5.15m東西

5.3mの隅丸方形を呈し、床面積

24.1m2を測り、主軸方向はN-

6 0 -Wを指す。壁高は15~30cm

を測り、周溝は認められない。

主柱穴は P1~ P 4の 4個が検出

され、この他II区より P5・P6が

1 竪穴住居祉
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一一
∞l ∞| 

ふ機
第109図 H -37号住居土Il::カマド実測図 (1 : 40) 

検出された。 P1は70cmX60cm深さ60cm、Pzは55cmX50cm深き55cm、P3は80cmX70cm深さ60cm、

P4は95cmX85cm深さ55cmを測る。 P5は45cmX35cm、P6は65cmX60cmを測る。

覆土は I層のみで、ロームの若干混入する黒色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、住居廃絶時に取り壊されたと考えられ、その構材であった

面取り軽石は火床部にまとめて整然と残置されていた。なお、粘土 (IV層)の貼られた東側の袖

は若干残っていた。カマド覆土は、 3層に分膚された。 I層は灰を含む黒灰色土層、 II層は二次

的堆積のローム層、 III層は若干のカーボンを含む黒色土層であった。ちなみに、本カマドと同様

な事例は、 H-8・H-32'H-47に認められた。

遺物第110図

遺物は、須恵器では蓋・杯・長頚瓶・斐が、土問器では杯・警の各器種がみられた。

須恵器蓋では、 1のようにかえりを有するものと、 2のかえりを有きないものの二穣がみられ

た。両者のつまみ部の形状は不明である。

須恵器杯には 3~6 があるが、いずれも切り離しは回転へラキリによっており、その後手持ち

へラケズリか、回転へラケズリの加えられたものであった。

土師器坪には、ロクロ整形により内面黒色研磨のなされる 7・9 (高台付)と、ロクロを用い

られず内面もへラミカ、、キのみの 8がある。

土師器窪には、胎土が精選されず肉厚で小形の器形の10・11と、「く Jの字状に外反する口縁部

をみせる薄手の長胴斐12がみられた。

石器では、蔽打痕は顕著に認められないが敵石と考えられる14がIV区より出土している。

時期
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1 竪穴住居祉

第49表 H -37号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

掃番号図 器種 法最 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 叢須) 内面lζかえりを有する。
外商 ロクロヨコナデ 胎灰土白色は精選され

(回)
内面 ロクロヨコナテ

18.0> (ロクロ右回転)
(5Y8/1) 

2 蓋
外面 ロクロヨコナデ、天井部回転へラケズリ

胎黄焼土灰成良色は好精選され

(回) (須) 内面 ロロ左クロヨコナデ
<18.0> (ロク 回転)

(2.5Y6/1) 

3 
( 杯須) 

14.0 外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリの後、
語轄E砂粒を

(回)
4.1 体部は外反し、底部平底。 若干の手持ちへラケズリ

多量lζ含み稜色

8.0 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)
(5YR6/6) 

4 
(杯須) 

13. 0 
体完部形。は直線的に外反し、底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手
盤胎盛土2lまE皐精選され

(完) 3.8 持ちへラケズリ
灰オサーブ色

10.0 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)
(5Y6/2) 

5 
(杯須) 

13.0 
器体部高はは短外反い。し、 底部平底。

外面 体部ロクロヨコナデ、底部は回転ヘラキリの後
焼胎土成良は好精選され

(完)
3. 1 回転へラケズリ

緑灰色

9.4 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)
(lOG Y 5/1) 

焼成良好

(14. 2) 
6 

(須杯) 

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ 胎土は比較的精

(回)
3.6 体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ 選され灰色

10. 5 (ロクロ右回転) (N 5/0) 

7 
均: |〈〈 164.68〉〉 底体部部はは偏丸平味なを丸お底び。て外反する。

外面 体部および底部ヘラケズリ、口唇部ヨコヘラミ 胎土は砂粒を多

(回)
ガキ く含み灰白色

内面黒色研磨 (10YR8/2) 

8 < 16. 8 > 
体底部部は偏丸平味をお底びて。外反する。

外面 口唇部ヨコナデの後、体部および底部ヘラケズ 胎土は砂粒を多
杯 5.0 

(回)
11.4 

は な丸
く含み、 lζぶい

内面 ヨコヘラミカ前キ 褐色(7.5YR5/4)

9 体ら部れはる外。反し、底部には高台が貼り付け
外面体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ 胎土は砂粒を含

均:
(回) (8.4) 内(面ロク黒ロ色右研回磨転)

み淡黄色
(2.5 Y 8 / 3) 

10 
<14.6> 

口縁部は短く外反し、胴部はふくらむ小 外面 白縁部ヨコナデの後、桐部ナナメのへラスベリ
胎多土量はle含大砂み粒明赤を

(回)
護

形の器形。 内面 口縁部ヨコナデ、胸部へラナデ 褐色(5YR5/8)
焼成はよくない

< 14. 2 > 11 日縁部は短く「く Jの字状lζ外反する。 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部ナナメのへラケズリ
胎土は砂粒を含

(回)
蜜

小形の器形。 内面 口縁部ヨコナデ、桐部へラナテ
みleぶい褐色
(7.5YR5/4) 

(回1)2 
< 22.7) 胎土は比較的精

幸喜 口縁部は「く」の字状lζ外反する。 外内面面 臼縁縁部部ヨコナデの後、鯛部ヘラケズリ
口 ヨコナデ、網部へラナデ

選され樫色
(7.5YR6/6) 

13 
墾 底部平底。

外面 ヘラケズリ
胎土はlζぶい黄

(回)
(5.2) 内面 ヘラナデ 色

(2.5 Y 6/3) 

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に

位置付けられよう。。

第50表 H -37号住居士止出土遺物一覧表〈荷器〉

(38) H -38号住居祉

遺構第111・112図

H-38号住居士止は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。
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IV 遺構と遺物
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第111図 H -38号住居士止実測函 (1 : 80) 

本住居士l上は、南北4.4m東西4.7mの隅丸方形を呈し、床面積16.1m2を測り、主軸方向はN-130

-

Wを指す。壁高は30~40cmを測る。周溝は幅30cm深さ 10cm程度を測る幅広のものが、南壁と東西

両壁の一部を除いて巡っている。主柱穴は、 Pl~P3の 3 個が検出され、また柱穴かどうかわから

ないがP4・P5・P6の3個が南壁寄りに検出されている。 P1は50cmX40cm深き40cm、P2は50cmX

35cm深さ35cm、P3は50cmX 35cm深さ55cm、P4は50cmX40cm深さ15cm、P5は55cmX50cm深さ20

cm、P6は60cmX50cm深さ20cmを測る。なお、 P6際の南壁は僅かに突出する。

遺物は、良好な出土状態を示すものは認められなかった。

覆土は I層のみで、径 5mm程度の軽石をよく含む粘性のある黒褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置し、半壊状態にあったが、かろっじて両側の袖石の一部と支脚石が

生きていた。その構材には二点の安山岩(a )を除き面取り軽石(e )が用いられていた。また、

支脚石(C )も角柱状に面取りされた軽石であった。天井部には、一部粘土が用いられていたと
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考えられ、セクションにお

いてIII層として認められた。

なお、覆土 I層は若干の粘

土・焼土を含む黒色土層、

II層はロームが混入し若干

の焼土を含む黒褐色土層で

あった。

遺物第113図

本住居祉より検出された

遺物は、須恵器では杯・護、

土師器では杯・窒の各器種

がある。

1は、回転へラキリのな

された底部をみせる須恵器

杯である。

2は、体部が弓なりに外

反し、底部が偏平な丸底の

形態をとる土師器杯である。

1 翠穴住居社

ド吋
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国
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雨対ふ
第112図 H -38号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

B' 

須恵器室は、破片のみで、 、

器形を知り得る良好なもの ¥一一一一ヒー一~ョグ ~ 
はなかった。

土師器嚢は、図示しなか

ったが、「く」の字状の口縁

をみせる薄手の窪と、胎土

が精選されず肉厚な警の破

片が認められた。

時期

O 

第113図 H -38号住居祉出土遺物 (1 : 4) 

第51表 H -38号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

( 須杯) 

15.0 外面体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ

(完)
3.7 体部外反し、底部平底。

10.0 
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ左回転)

12. 0 2 
(完)

杯 3.7 口唇部は内湾し、底部は偏平な丸底。
外面 口唇部ヨコナテ、体部および底部へラケズリ
内面 ヨコナデ

lOcm 

備 考

胎土は精選され
灰白色
(10Y 7 / 1) I 

焼成良好

胎土は砂粒を多
く含み明褐色
(7.5Y5/6) 
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IV 遺構と遺物

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。

(39) H-39号住居祉

遺構第114・115図

H-39号住居枇は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。その大半をH-47号住居祉に

切られ、さらにその第 I区の壁際をH-40号住居祉に切られていた。しかし、本H-39がいちば

ん深い掘り込みであった為、そのプランを知り得ることができた。

本住居祉は、南北4.85m東西4.6mの隅丸方形を呈し、床面積19.9m2を測り、主軸方向はN-

240-Wを指す。壁高は、他の住居土止に破壊されていない部分において30cm程度を測り、周溝は認

められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出された。 Pl は、 53cmX40cm深さ 56cm、 P 2 は45cmX

40cm深さ60cm、P3は50cmX45cm深さ60cm、P4は63cmX60cm深さ70cmを測る。

遺物は、良好な出土状態のものは認められなかった。

覆土は I層のみで、カーボンを若干含む黒色土層であった。

カマドは、北壁中央に存在するが、すで、に壊滅状態にあり、僅かにその掘り方となる袖部のロ

ームの張り出しが認められたにすぎない。また袖の両脇には、 P5・P6が認められた。 P5は43cmX

40cm深さ17cm、P6は36cmX30cm深さ12cmを測った。両者は、長胴窪等でも据えておくピットだっ

I;J> 
泊l 泊|

O 
。

1>-
∞| 

第114図 H -39号住居士11:実測図 (1 : 80) 
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たのであろうか。カマド覆土は

3層に分層された。 I層は焼

土・カーボンに多量の灰を含む

灰褐色土層、 II層が灰を含む黒

色土層、 III層がカーボンをよく

含む黒色土層であった。

遺物第116図

検出された遺物は少ないが、

須恵器では杯・察、土師器では

杯・窪の破片がみられた。

1・2は、共に回転へラキリ

のなされた底部をみせる須恵器

坪である。

須恵器窪は、破片のみであり

1 竪穴住居祉

ロ

o 50cm 
ヒニニニニE二二ニニ司

⑭ 
j匂

E 

j可

D D' 

E E' 

第115図 H -39号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

三二|孟j

: 
O 10m 

第116図 H -39号住居士!l::出土遺物 (1 : 4) 

第52表 H -39号住居土!l::出土遺物一覧表〈土器〉

帰番国号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 須杯) 

(14.8) 外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ

(田)
3.3 体部は外反し、底部平底。

胎土は砂粒を含

< 9.1) 
内面 ロクロヨコナテ み灰色
(ロクロ右回転) (N 6 /0) 

2 
( 杯須) 

(14. 7 ) 
平体部底。は外反し、底部はふくらみをおびた

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリの後、
胎土は砂粒を多

(回)
4.6 

(9.5) 
若干の手持ちへラケズリ

量lζ含みにぶい

内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)
黄櫨色
(10YR 7/4) 

3 
蜜 底部平底。

外面ヘラケズリ
(回)

胎土は明赤褐色

( 5. 8) 内面へラナテ (5YR5/6) 

4 
護

外国ヘラナデ
胎土はlζぶい赤

(田) 内面ヘラナデ
褐色
(10YR5/3) 
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IV 遺構と遺物

大方の器形を知り得なかった。

土師器杯は、図示できなかったが、体部が弓なりに外反し底部が偏平な丸底となる内面黒色研

磨のなされたものが1点みられた。

「く」の宇状の口縁これに対応すると考えられる3・4は土師器長胴警の胴~底部であるが、

部破片も認められた。

期時

Q。本住居士止は、奈良時代、前田遺跡第IV期に

ゐ|ー

ミミ

D 

c' 

ゐ|位置付けられよう。

dつ
O 

C 
H-40号住居祉(40) 

遺 第117・118図4葺

H-40号住居祉は、第 I区ソ -40グリッド

01 o[ 

ゑ…

H-39およびH-47号住

居祉の北東コーナーの…部を切って存在して

において検出され、

o 1m いる。

H -40号住居士止実測図(1 第117図
本住居士i上は、南北2.4m東西2.35mの隅丸方

物
診
隊
隊

形を呈し、床面積4.7m2を測るのみの非常に小

⑧ 形のものである。主軸方向はN-700-Eを指

旦玲ι百

す。壁高は15cm程度を測り、周溝は認められ

ピットはまったく検出きれなかった。ない。

遺物は、良好な出土状態を示すものはみら

匂/
れなかった。

D 
覆土は I層のみで、細粒パミスを若干含む

O 5Ocm 

H -40号住居祉力マド実測図

(1 : 40) 

第118図

粘性のある黒灰色土層であった。

カマドは、他の多くの住居士止とは異なり東

壁の中央に存在した。すでに半壊状態であっ

たが、いずれにしても本来は貧弱なカマドで

あったことが窺えた。その構材であった安山際等 4点が残り、炭化物が火床部に集中的にみられ

(網点)。た

その規模等から本遺構を居住施設として位置付けるのには疑問も残ろう。

第119図

なお、

物
、三邑

ユ息
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1 竪穴住居祉

第53表 H -40号住居土止出土遺物一覧表く土器〉

番掃号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

00.1> 
外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ

(回)
蜜 口縁部は「く」の字状lζ外反する。

胎土は樫色
内面 口縁部および桐部へラナテ (5YR6/6) 

2 < 21. 3 > 外面 ロ縁部ヨコナデの後、服部ヘラケズリ
胎土はIr.ぶい黄

(回)
蜜 口縁部は「くJの字状IL外反する。

内面 口縁部ヨコナデ
樟色
C10YR 7 /4) 

3 
護 底部平底。

外面胴部へラケズリ
(完)

目台土lまにぶい燈色

6.9 内面ヘラナデ (7.5YR6/4) 

) ~~d 7
《竹--j 1 

2 

ノノ

O lOcm 

第119図 H -40号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

遺物の検出量はきわめて少ないが、須恵器では杯・窪の破片が、土師器では警の破片がみられ

た。

須恵器の破片では、底部の調整方法は知り得るものがなかった。

土師器斐は、 1・2のように「く」の字状に外半する口縁部をもつものがみられた。

時期

本住居祉は、その規模・構造・切り合い関係・乏しい遺物等より、奈良~平安時代、前回遺跡

第VII期のものと捉えておこう。

(41) H -41号住居祉

遺構第120・122図

H-41号住居祉は、第 I区ソ -39グリッドにいて検出された。
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IV 遺構と遺物

|ロ|開 同j
rz..1 

③ 

C 

C' 

|円……、、、、 1t:2

民1
t:.1 

o 1m 

動 物協級協働協働物多

第120図 H -41号住居士11:実測悶 (1 : 80) 

本住居祉は、南北5.8m東西5.5mの隅丸方形を主し、床面積29.1m2を測り、主軸方向はN-130

-

Wを指す。壁高は25~40cmを測る。周溝は幅15cm深さ 7 cm程度のものが、東西両壁際に認められ

る。主柱穴としては、 P1~ P 4の4個が認められたが、 P1が I区中央に位置し径が小さく深めの

ピットであるのに対し、 P2~P 4はそれぞれ住居祉のコーナー寄りにある径の大きい浅めのピッ

トであった。 P1は40cmX20cm深さ50cm、P2は58X45cm深さ20cm、P3は70cmX70cm深さ20cm、P4

は55cmX60cm深さ15cmを測る。また、カマドの両脇には P5があり 100cmX80cm深さ20cmを測る。

遺物は、良好な出土状態を示したものに、南壁寄りから正常位で出土した 4の杯、 P1付近から

出土した10の土師器護、 P2中から出土した鎌、 P5の上面から出土した15の紡錘車がある。

覆土は I層のみで、小粒ノマミスをよく含み粘性のある黒褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置し、半壊状態にあったが、東西両袖の袖右が残っていた。袖口には

例外なく面取り軽石が用いられ、白色粘土層 (VII層)によって固められてきた。袖石で特徴的な

のは、手前の両袖と東袖の後部に rrJ状に面取りされた軽石が用いられていたことである。カマ
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第山図 H -41号住居士止出土遺物 (1 : 4) 
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ド覆土は 6層に分層された。 I層

がブロック状にみられる灰の堆積、

II層が灰を含む灰褐色土層、 III層

は焼土と少量のカーボンを含む黒

色土層、 IV層が赤褐色の焼土層、

V層がカーボンと少量の焼土を含

む黒色土層、 VI層は焼土・カーボ

ンを含まない黒褐色土層であった。

遺物第121・123図

本住居祉より検出された遺物は、

須恵器では杯・長頚瓶・室、土師

器では王手・窪がある。

1は、回転へラキリによる底部

をみせる須恵器杯で、 2は底部が

回転へラケズリのなされた須恵器

高台付杯である。

3は、体部に放射状暗文の施さ

れた特徴的な杯で、底部にはある

いはラセン状暗文がなされていた

{()];=::::::::ー」一一プコエ
ー 14

O lOcm 

IV 遺構と遺物

o 50cm 

!の ⑧ 

r~ 

lぶ A

B VII 

第122図 H -41号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

第54表 H -41号住居社出土遺物一覧表〈金属器・石器〉

¥1ly 

テ
，
ふ
¥

~...)\ 
15 

第123図 H -41号住居土止出土遺物 (1 : 3) 
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1 竪穴住居祉

第55表 H -41号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(杯須) 

13，9 外面体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ
胎土は砂粒を多く

(完)
3，8 体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナテ

含みILぶい赤褐色

7，0 (ロクロ右回転)
(5YR5/4)底部
fn#Jのへフ記号

2 
( 杯須) 高台が付される。

外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ 胎土は砂粒を含

個)
< 13， 6 > 

ロクロヨコナデ み紫灰色
(ロクロ右回転) (5 P 6 / 1) 

3 < 12， 5 > 外面体部上半ヨコナデ、体部下半および底部へラケ
日台土は赤褐色の粒

(回)
杯 4，0 体部は外反し、底部平底。 ズリ

子を特徴的IC合名人

< 7，8> 内 面体部IC放射状暗文
浅黄櫨色
(7，5YR8/6) 

12， 1 
4 体底部部平は底丸昧。をおび、口唇部で内湾する。

外面 体部下半~底部へラケズリ、体部上半ヨコヘラ 胎土は砂粒を含

(完)
勾: 4，3 ミガキ み淡黄色

内面黒色研磨 (2，5 Y 8/4) 

5 < 16， 8 > 
体部部は短は丸く味外反をすおびるて。外反し、 さらに口唇 外面 口唇部ナデ、嗣部へラケズリ

胎土は砂粧を含

(回)
杯 内面へラミガキ

み明赤褐色
(2，5YR5/6) 

6 
長(須頚瓶) 

< 10， 0 > 
下頚部半は筒状lζ開いて素口縁となり、その

外面 ロクロヨコナデ
胎土は細砂粒を

(回) にはニ条の沈線が施とされる o
内(面ロ ロクロヨコナデ

含み灰色

クロ右回転)
(7，5Y6/1) 

7 < 15目 7>
端口縁部部は平は担「く Jの字状lζ外反し、ロ縁の

外面 ロクロヨコナデ 1焼に百成王ぷ良百い有好樫蓮色され

(回)
護

lζ縁取られている。
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

(7，5YR6/4) 
焼成良好

< 16， 0 > 
8 

翌
口縁部は「くJの字状iζ外反し、胴部の 外面 口縁部ロクロヨコナデの後、網部ヘラケズリ

胎土はIr.ぶい黄

(回) ふ らむ小形の器形。 内面 口縁部・胴部ヨコナデ
樫色
(lOYR6/4) 

9 
(23，9) 胎土はlとぶい黄

(回) 蜜 ロ縁部は「くJの字状lζ外反する。
外面 口縁部ヨコナテの後、胴部へラケズリ
内面 ロ縁部ヨコナテ、胸部へラナテ

樫色
(lOY R 7 /4) 

10 
22，9 胎土はIr.ぶい赤

(完)
護 口縁部は「くJの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胸部へラナテ

褐色
(5YR5/4) 

11 
<24，4)  

外面 口縁部ヨコナデの後、桐商品へラケズリ
(回)

蜜 口縁部は「く」の字状lζ外反する。 胎土は明赤褐色
内面 口縁部ヨコナテ、網部へラナデ (5YR5/8) 

12 
(23，8> 

外面 口縁部ヨコナテ、胴部ヘラケズリ
(回) 蜜 口縁部は「く」の字状Ir.外反する。 胎土は明赤褐色

内面 口縁部ヨコナテ、胴部ヘラナデ (5YR5/8) 

か も し れ な い 。 4は 内面黒色研屠のなされた土師杯で、体部は丸味をおび口唇部で内湾するもの

である。 5は、内面にへラミガキのなされた土師杯 で あ る 。

6は素口縁の須恵器長頚瓶で、頚部には二条の沈線が施こされている。腕部の器形は不明。

7は、口縁の端部が平坦に縁取られた土師窒の口縁部である。 8は、土師器の小形翠である。

9・10・11・12は、「く」の字条に外反する口縁をみせる土師警である。

鉄製品では、 13の鎌と、 14の 鉄 鉱 の 基 部 が 検 出されている。

石器 で は 、 楕円形で偏平に面取りされた軽石製の大形紡錘車15がみられる。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。
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第124図 H -42号住居土Il:実測図 (1 : 80) 

(42) H -42号住居祉

遺構第124・125図

H-42号住居祉は、第 I区ソ-

38グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.4m東西4.5

mの隅丸方形を呈し、床面積16.7

d を測り、主軸方向はN-20-W 

を指す。壁高は、 30cm前後を測る。

周溝は北西コーナーにみいてのみ

認められる。主柱穴と考えられる

D 

旬| 旬|

同

国

同|
同|

D' 

O 5Ocm 

第125国 H -42号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

ものは、東西両壁際の中央に PlとP2が認められた。 P1は20cmX20cm深さ40cmを測る斜めに聞い

た柱穴で、 P2は25cmX25cm深さ25cmとなっている。住居中央の床面直上には、カマドに用いられ

ていたと考えられる軽石が散乱していた状態にあった。

遺物は、 2の窪の破片ほぼ 1個体分がカマド西脇の北壁際より検出された。それ以外は、特記
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1 竪穴住居祉

第56表 H -42号住居社出土遺物一覧表〈土器〉

番指号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

(須宝E) 頚部は短く外反する。
外面 ロクロヨコナデ

(回)
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

(20. 0) 
2 外面口縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ蜜 口縁部は「く Jの字状lcゆるく外反する。

(回)

3 蜜 底部平底。
(回)

(5.8) 

4 
蜜 底部平底。

(回)
5.4 

… ノ l 一一一←，m~
Jι一一~一一 一一一一一一一一一一一一一-1 、、/一一一一一 、~:~tぃ，〆 l 司、己，::、、

… 

ι一一一 一一一一一一一一一一
¥¥¥¥ 

ト一一 一一一一一一一一一一 一一一一一寸 ¥¥1 

、 ，; 

、川/，

uμ 

内面口縁部ヨコナデ、胸部ヘラナデ

外面胴部および底部ヘラケズリ
内面ヘラナデ

外国胴部および底部ヘラケズリ
内面へラナデ

{[[下

O lOcm 

第126図 H -42号住居祉出土遺物 (1 : 4) 

すべき遺物の出土状態は認められなかった。

備 考

胎土lま砂粒を多く含
み暗灰色 (N3/0)
外面自然秘付着

焼成良好

胎土はlcぶい黄
樟色
(10Y R 7 /4) 

胎土は褐色
(7.5YR4/3) 

胎土は褐色
(7.5 YR 4/6) 

覆土は I層のみで、径 5~10mm程のパミスをよく含む粘性のある黒褐色層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、その大半を破壊された状態にあり、構材であった軽石は住

居中央に散乱していた。そのうち aは角柱状に面取りされた軽石の支脚である。カマドの掘り方

をみると、すでにその時点で袖が意識されロームが袖状に削り出されていることがわかる(殊に

東袖)。カマド部分の覆土は 4層に分層きれた。 I層はカーボンを少量含んだ黒褐色土層、 II層が

焼土を多く含み若干のカーボンを含む黒褐色土層、 III層は焼土・カーボンを含まない黒色土層、

IV層は多量のカーボンを含む黒色土層であった。

遺物第126図
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IV 遺構と遺物

遺物の検出量は少ないが、須恵器では坪・ 土師器では杯・護が検出されている。

須恵器杯では図示し得るものがなかったが、回転へラキリによる底部をみせるものがある。

1は、小形の須恵器短頚査で、外面には自然柑が付着する。

土師器杯も図示し得ないが、内面黒色研磨のなされたものが 1個体ある。

土師器窪では、「く Jの字状に外半する口縁部をみせる 2が検出されている。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前回遺跡第IV期に位置付けられよう。

⑧ 
|の

A A' 

。
p 

B @ R  G 
B' 

ミミh ¥<1 

A A' 

B B' 

第127図 H -43号住居土止実測図 (1 : 80) 
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(43) H-43号住居祉

遺構第127・128図

本住居士止は、第 I区ソ -40グリッド

において検出された。そのIII区におい

ては、 F-52号掘立柱建物祉と重複す

るが、両者の切り合い関係は微妙で、あ

った。ここでは一応F-52が新しいも

のとして把握しておいた。

H-42は、南北4.7m東西4.8mの隅

丸方形を呈し、床面積18.6m2を測り、

棟方向は N-80-Wを指す。壁高は

10-25cmを測り、周溝は認められない。

主柱穴は、 PI-P4の 4個が検出され

た。 Plは45cmX50cm深さ60cm、P2は50

cmX50cm深さ70cm、P3は50cmX35cm深

1 竪穴住居祉

⑧ 
|開 |肘

|円 |問

D D' 

o 50cm 級協物.
第128図 H -43号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

第57表 H -43号住居士止出土遺物一覧表〈石器〉

O lOcm o 5cm 4 

第129図 H -43号住居社出土遺物(3のみ 3，他は 1: 4) 
し寸

第58表 H -43号住居士!l:出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 杯
13. 2 外面持体ち部ロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手 胎み灰土白は色砂粒を含

(回) (須) 3.5 体部は外反し、底部平底。 ヘラケズリ
8.0 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ左回転) (7.5Y7/0 

2 < 14. 3 > 外面 体持黒色部ち研へロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手
胎選〈土さ5YはれR比赤4較偶/的色8 精) (回)

杯 4.4 体部は外反し、底部平底。 ラケズリ

< 7. 6 > 内面 磨(ロクロ右回転)
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IV 遺構と遺物

き 60cm を ~~Ù り、その上部には磯がみられる。 P 4は 70cmX50cm深さ55cmを測る。

遺物は、良好な出土状態を示したものは認められなかった。

覆土は I層のみで、パミスをあまり含まない粘性のある黒褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、すでに壊滅状態にあった。図には、その掘り方を示したが、

火床部が円形に掘り込まれた状態であり、 90cmX90cm深さ15cmを測る。

遺物第129図

遺物の出土量は少ないが、須恵器では杯・窒の破片、土師器では杯・窒の破片が認められた。

1は須恵器杯で、底部は切り離しの後全面に手持ちへのへラケズリのなされたものであった。

2は、内面黒色研磨のなされた土師器杯で、 lと同様子持ちへラケズリの底部をみせる。この

他、内面黒色研磨のなされた土師器坪で、回転糸切りの後周囲手持ちへラケズリのなされた底部

をみせるものも 1点存在した。

土師器警は、図示しなかったが、「く」の字状口縁の長胴窪破片や、台付窒の脚台部がみられ

fこ。

石器は、 3の紡錘車の未成品かと考えられる間取りされた軽石と、 4の偏平な河床磯の台石が

みられた。

時 期

本住居士止は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

(44) H -44号住居土t1:
遺構第130・131図

H-44号住居祉は、第 I区タ-38グリッドにおいて検出された。その北東コーナーは土壌に切

られている。

本住居祉は、南北4.3m東西4.8mの隅丸方形を呈し、床面積18.0m2を測り、棟方向はN-50

-

Wを指す。壁高は45cm程度を測り、周溝は認められない。主柱穴は、 P1-P4の4偲が認められ

た。 P1は45cmX45cm、深さ55cm、P2は55cmX55cm深さ60cm、P3は45cmX 35cm深さ50cm、P4は50cmX

45cm深さ55cmを測る。また、 P1・P2の北側からは、 P5・P6が検出された。 P5は30cmX25cm深さ

15、P6は60cmX 55cm深さ25cmを測る。

遺物は、 P6の東側の床面直上より 3の須恵器蓋が検出された。

覆土は、 6層に分層された。 I層が径 5mm程度の軽石・ローム粒子をよく含む暗褐色土層、 11

層は径5mm程度の軽石をよく含むがローム粒子を含まない黒褐色土層、 III層が黒色土のブロック

状堆積、 IV層がローム層のブロック状の二次堆積、 V層は11層と同様な特徴を示すもので、 IV層
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第130図 H -44号住居祉実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

はパミス・ローム粒子をまったく含ま

ない黒色土層であった。 /。

カマドは、北壁中央に位置するが、 @ 
煙道部の石組みと西側の袖石 1個が残

っているにすぎず、ほぼ壊滅状態にあ

った。その構材には、面取り軽石(a ) 

と軽石 (b)・河床磯(c )が用いられ

ていた。また、支脚石は角柱状に面取

りされた軽石川) で、住居祉の北西
/。

コーナーから検出された。煙道部は、

ゑ場A-Aの断面にみると、両側に軽石が
o 50cm 
tニニニニニエニニニー=

配されその上に河床燥が伏せられてい

た状態であった。 カマド覆土は、 5層 B B' 

に分層された。 I層は若干のカーボン

を含む暗褐色土層、 II層は黒色土層・

III層は黒褐色土層でともに焼土・カー

ボン等を含まないものであった。 IV層 第131図 H -44号住居士止力マド実測図(1 

は焼土・灰を含む灰褐色土層、 V層は

灰層であった。 V層の上下には薄いカーボンの集積が認められた。

遺 物 第132図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器では蓋・杯・護、土師器では杯・窪がある。

須恵器葦には、内部にかえりを有する 1・2と有さない 3がある。 このうち 2はつまみ部の形

状が不明で、あるが、 1 . 3は中央が皿状にくぼんだつまみ部を有する。

須恵器杯は、 6点を図示したが、 その底部の調整方法には三種が認められた。 ひとつは、回転

へラキリのままの底部をみせるもので、 7とその他破片 3片が認められた。次は、底部全面に手

持ちへラケズリのなされるもので、 4・5・6とその他破片が 1点が該当する。最後は、回転糸

切りの後周囲に手持ちへラケズリのなされるもので、 8 . 9がこれに該当する。

このなかで、特に問題となるのは 8・9の回転糸切りによる底部をみせる杯と、 1・2のかえ

りのある蓋の伴出である。 ここでは両者の出土をとりあえず事実として報告するが、 8・9の杯

の出土に主体性をもたせ、かえりのある蓋を混入品とみなしておくことに妥当性があろう。

土師器杯では、 12のように内面体部にラセン状暗文が施されるものがみられた。また図示し得

なかったが内面黒色研磨のなされた土師器界破片も認められた。
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第132図 利一44号住居土lI:出土遺物 (1 : 4) 

土師器窪には、 10の「く」の字状口縁をみせる薄手のものと、厚手で胎土が精選きれず胴部に

縦のへラケズリがなされる長胴棄の二者がみられた。

鉄製品・石器等はまったく検出きれなかった。

時期
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IV 遺構と遺物

第59表 H -44号住居士J.t出土遺物一覧表〈土器〉

揮番号図 器種 法最 器 形 の 特 徴 調 整

l 
( 蓋須) 

6.3 
つまんみに部だは形かは径態えがをり呈大を有すきく、 中央部が皿状iζ 外内(面面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ

(回)
3.4 内くぼ る。 ロ右クロヨコナデ

(16. 2) 函はか する。 クロ回転)

2 
(須蓋) 

外内(国面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ

(回)
内面にはかえりを有する。 ロ右クロヨコナデ

< 17. 8 > クロ回転)

3 
(須葦) 

4.8 つまみ部は中央が皿状ICくぼんだ形態を 外内(面面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ

(匝)
4.1 呈する。 ロ右クロヨコナデ

(17. 8) 内面にはかえりをもたない。 クロ回転)

4 
( 杯須) 

< 13. 8 > 
外面 ロ部クロヨコナデデしの(後ロ

(回)
4.4 体部lま外反し、底部は丸味をおびた平底。 底 は切り離 、手持右ちへ)ラケズリ
8.2 内面ロクロヨコナデ クロ回転

5 
(須杯) 

< 14. 4 > 外面 底ロ部クロヨコナデ

(回)
3.9 体部は外反し、平部平底。 は切り離しの(後ロ、手持右ちへラケズリ

( 6.8) 内面ロクロヨコナデ クロ回転)

6 
( 杯須) 

(15.0> 外面 ケ体部ズロクロヨコ整ナ不デ明の後、体部下半手持ちへラ

(田)
3.7 体部は外反し、底部平底。 リ、底部調

< 9.4> 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ右回転)

7 
(杯須) 

< 13. 3 > 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ

(回)
3.3 体部は外反し、底部平底。 ロ右クロヨコナデ

< 8.0> クロ回転)

8 
( 杯須) 

(13.4> 外面 体周部手持ロクロヨコナデ、底部回転糸切りの後、外

(回)
4.1 体部は外反し、底部平底。 ちへラケズリ

< 7.8) 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ左回転)

9 
( 杯須) 

外語 体周手部持ロクロヨコナデ、底部回転糸切りの後、外

(回)
体部は外反し、底部平底。 ちへラケズリ

( 6.8) 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ左回転)

10 
裂 口縁部は「く Jの字状IC外反する。 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後胸部、桐部へラケズリ

(回) ロ ヨコナデ、 へラナデ

11 
(28. 3) 

肉口厚縁。部の短く外反する長胴の器形を呈し、 外内面面 口縁縁部部部へヨコナデの後、胸部ヘラケズリ

(由)
裂 ロ ヨコナデ

胴 ラナデ(席IJ毛白状?)

12 外内面面 白唇部部ヨコナ暗デ文、体が部施へラケズリ均: {本部は外反する。
(破) 体 ICラセン される

本住居土u:は、、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付 け ら れ よ う 。

(45) H -45号住居祉

遺構第133・134園

H-45号住居祉は、第 I区ソ -38グリッドにおいて検出された。

備 考

灰胎(N土白7/色は0)を精焼呈選成す良さる好れ。。

(灰胎N土7白，/0色は)を精焼呈選成す良さる好れ。。

胎干(N土含7/みは0)砂灰焼粒白成色を良若好。

胎胎(良化〈〈く5NR含含好士土f5Pでるみはは/4町/灰砂砂暗なj1踊の誼色紫内い立火外灰成を。を穆多面多色は

胎み(土灰10色Y lま砂粒を含

6/1) 

灰胎焼土成白色良は精好(10選。Y8さ/れ1) 

胎み(灰土7.色5はY砂6粒/を1含) 

胎み(土緑10灰はGY砂色粒5/を1含) 

胎(土7.5はY明R褐5色/8) 

器焼tz〈産ぷ成72晴5不Y良R量負5E/241 〉

色胎(7土.5はYlREぶい穫

6/4) 

本住居士止は、南北4.85m東西4.8mの隅丸方形を呈し、床間積18.2討を ~ØIJ 1)、棟方向はN-120

-

Wを指す。壁高は15~40cmを測り、周溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 僧が認められ

た。 Plは 60cmX55cm深さ65cm、 P2は 60cmX 55cm、深さ 60cm、 P3は50cmX45cm深 さ55、 P4は50cmX

45cm深さ55cmを測る。また、南壁際の中央からは P5が検出され、 70cmX 55cm深さ 25cmを測った。

遺物は、カマドの 東 脇 の 床 面 上 よ り 4の 小 形 斐 が検出されている他は、覆土中からの出土である。
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第133図 H -45号住居士止実測図 (1 : 80) 

覆土は I層のみで、細粒パミスをよく含み粘性のある黒灰色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、後部両側の石組みを残しているのみであった。その構材に

は、面取りされた軽石川)が主に用いられており、安山岩 (b) もみられた。図のA-A'の断

面をみると、カマドの東西両援にそれぞれ二組ずつ磯が貼られており、また B-B'でも 1個ずつ

石材が貼られていることがわかる o カマド覆土は、 4層に分層された。 I層は多量の灰層、二層

はカーボンをよく含む黒色土層、三層は焼土と灰からなる灰褐色土層、 IV層は若干の焼土・カー

ボンを含む黒褐色土層であった。なお、カマド中からは 2の坪が検出されている。
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遺物第135図

遺物は、須恵器では杯・窪が、

土師器では杯・奮が検出されてい

る。

須恵器杯では、底部切り離しの

後全面に手持ちへラケズリのなさ

れる 1と、回転へラケズリのなさ

れる高台付の 2とがみられた。

3は、頚部のくぴれの弱い須恵

器室で、、外面には叩き目がみられ

る。

4は、「く jの字状に外反する口

縁をみせる土師器小形窪で、 5は

僅かに「コ」の字状に外反する口

縁をみせる土師器小形斐である。

土師器杯は図示し得るものがな

かったが、内面黒色研磨のなされた破片がみられた。

石器・鉄製品等は検出されていない。

O lOcm 

IV 遺構と遺物

|の 10 

10 !っ

A 

O 5Ocm 

B B' 

第134図 H -45号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 
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竪穴住居祉

第60表 H -45号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

杯
(15.0) 外面 体部ロ切クロヨコナデ

(回) (須)
4.0 体部は外反し、底部は丸味をおびた平底。 底部、 り離しの後、全面右手回持転ちへラケズリ
11.3 内面 ロクロヨコナデ(ロクロ ) 

2 
( 杯須) 

14.0 
体部は外反し、底部には高台が貼り付け 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラケズリ

(完)
3.6 

られる。 ロ右クロヨコナデ
10. 1 クロ回転)

3 
( 須護) 

(30.0> 
胸部縁部から短頚部く外に反かけてのくびれは小さく、 外内面面 口縁部ヨコナデ、飼部には叩きが施乙される。

(回) 口は する。 ナデ

4 
13.4 

球口状縁部呈は「く j小の字形状lと外反し、胸部は 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後部、胴部ヘラケズリ
(完)

翠
をする。 ロ ヨコナデ、網ヘラナデ

5 (14.3> 
内外面面 口口縁縁部部ヨコナデデ、の服後部、胴部へラケズリ

(回)
護 口縁部は微かに「コJの字状lζ外反する。

ヨコナ ヘラナデ

時 葉月

本住居土止は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(46) H-46号住居祉
、E包

ユ息 4蕎 第136・137図

H-46号住居祉は、第 I区ソ-40

グリッドにおいて検出された。その

東壁の一部を土墳に切られている。

本住居祉は、南北3.9m東西4.0m

の隅丸方形を呈し、床面積13.2m2を

~~Ù ~ ，棟方向N-90-Wを指す。壁

高は50cm前後を測り、周溝は認めら

れない。主柱穴は、 Pl~P3の 3 個が

検出きれたが、 I区中央に柱穴が認

められない点において他の 4本柱穴

をもつものとは異なった様相を呈し

ている。 P1は70cmX50cm深き50cm、

P2は50cmX40cm深さ55cm、 P3は30

cm X 15cm深き45cmを測る。

|。 1の

lC1 ¥0 

A 

o 50cm 
己ニニニニエニニニニニゴ

B 

備 考

胎オ内d(k2土外櫨リ6面は3砂プkY粒灰6f色を/制含1)みの

胎土は精選され

灰(色7.5 Y 5/1) 

胎く(含土5Yみは8淡砂/黄粒3色を)多

胎樫(土色7. は精選され

5YR6/8) 

胎澄(土色7. は精選され

5 YR6 /8) 

第136図 H -46号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 
遺物は、 3のヰがカマドの西脇の
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IV 遺構と遺物

ClI 

R 
@ 

/V N 
////Hl//V1A'  

ミ議蒸気ぷ点乏〈:ふω袋、

B' 

C' 

C' 

QI 

I~多

o 1 m 
包=ニニ=可

第137図 H -46号住居土!I::実測図 (1 : 80) 

北壁際から正常位で出土し、 9の磨石が東壁際の床面直上より出土している。その他は覆土中か

らの出土である。

覆土は 6層に分層された。 I層がロームブロック・パミスを大量に含む黒褐色土層、 II'IV層

がロームブロック・パミスをよく含む黒褐色土層、 III.V層がローム粒子を多く含む黒褐色土層、

IV層がローム粒子・パミス等をあまり含まない黒色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置し、その前方部はすで、に取り壊されたものとみられるが、後方部は

比較的よく残っていた。その煙道部は援外へと延ぴ円形のプランとなって検出された。また、そ
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第138函 H -46号住居祉出土遺物 (1 : 4) 

5 

(日

第61表 H -46号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

6 

9 
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IV 遺構と遺物

第62表 H -46号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(18. 5) 外面体底部ヨコナデ

量含胎胎((究7土土み7灰5含5ははY砂Y細み白R7粒鐙砂色/7を色粒1的多を~ (回) 皿 偏平な皿状の形態を呈する o 部へラケズリ?
内面ヘラミガキ

2 
(杯須) 

(15. 5) 内外(面面ロ 体部ロクロヨコナデ 底部回転へラキリ

個)
4.7 体部は外反し、底部平底 ロクロヨコナデ
10.3 クロ右回転)

3 
14.9 

外面 黒体底部色部研へヨ磨コラ ヘラミガキ 桜胎4色土)焼はc1成にOy良ぶR好い7黄/ 
(完)

勾t 7.1 体部は球状iζ湾曲し、底部は偏平な丸底。 ミガキ
内面

4 外内面面 へラケズリ
色胎土はlζぶい褐

(完)
蜜 小形の丸底護底部。

ヘラナデ
1 OYR5 /4) 

5 12.0 
や胸口縁部や部は肉球厚は状ゆるく 「く J形の字の状器形に外反し、 外内面面 胴口口縁部縁部部iζ爪、ヨコナデの後、服部ヘラケズリ

(国)
霊童 を呈する小 痕胸部が残とるもにヨコナデ

6 
(22. 8) 

外内面 口縁縁部部ヨコナデの胴後部、胴部ヘラケズリ
(回)

蜜 口縁部は「く」の字状lζきつく外反する。
両 口 ヨコナデ、 ヘラナデ

7 
(24.4) 外面 縦口口縁方縁部部向ヨコナデの後、服部より口唇部近くまで

(回)
護 口縁部は「く Jの字状lζ外反する。 のへラケズリ

内面 ヨコナデ、胴部ヘラナデ

の天井部は、軽石を芯に粘土層(1層)で固められたものであった。袖も、安山岩磯が据えられ

粘土(1層)で固められたものであった。支脚石には細長い河床磯が用いられていた(c )。

遺物第138図

遺物は、須恵器では杯、土師器では皿・杯・高杯・窪の各器種がみられた。

1の土師器皿は完存していないが、本遺跡の当該期の土器群のなかでは珍しい器種である。

2の須恵器坪は、回転へラキリのなされた底部をみせるものである。

3は、偏平な丸底を呈し湾曲した体部をもつやや深めの土師器界で¥内面黒色研磨がなされて

いる。この他、土師器杯の破片に、内面底部にラセン状暗文・体部に放射状暗文のなされたもの

が認められた。また、杯部の内面に黒色研磨がなされた土師器高坪の破片もみられた。

土師器室では、 5のやや肉厚な小形斐と、 6. 7にみる「く jの字状に外反する口縁部を有す

る薄手の長服審とがあった。

石器では、 8の砥省と 9の磨石が検出された。

8は、流紋岩の砥石で直方体の 4面ともに研砥に供されている。その半分を欠損する。

9は、河床礁がそのまま用いられた磨石で、微妙で、はあるが磨痕が一端を中心に窺える。

時期

本住居士止は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

124 



竪穴住居枇

答。H-47号住居祉(47) 

E' 

F 
(()) 

R 

，
 ，，，，， E

一

F
一

第139・140図

H-47号住居祉は、第 I区セ-40グリ

4葺遺

::.o¥J 
R 

ッドにおいて検出された。 H-39・H-

40号住居祉と重複関係をもつが、それら

の新旧関係は古い順から H-39→H-47

→百 -40となる。

。
R 

その西壁をやや掘りすぎ本住居祉は、

てしまったため、その規模Jはおおよそと

なるが南北4.25m東西4.05mの隅丸方形

o 1 m 
巳-ニヨニニE 副

を呈し、床面積は15.7m2となるものと考

えられる。+東方向はN-150- Wを指す。

E' E 
壁高は生きている東底部において10cm前

後を測る。周溝は認められない。主柱穴

は、 Pl~ P 4の4個が認められた。 P1が

P3が深さ60P2が深さ60cm、深さ60cm、

r F 

cm、P4が深さ65cm程度を測るものと思わ

遺物は、いずれも覆土中からの出土で

れる。

あった。

H -47号住居祉実測図 (1: 80) 第139図
カマドは、北壁中央に位置するが、住

そ居廃絶時に取り壊されたと考えられ、

G。。
|ロ

の構材であった面取り軽石は火床部にま

ρ 立接見
とめて整然と残置されていた。ちなみに、

これと同様な事例はH-8・H-37・H-

σ 47号住居祉において認められた。

!t:;1 
1t:;1 第141図物遺

C' C 
本住居土i上より検出された遺物は少ない

が、須恵器では蓋・護、土師器では窒の

揚揚~務o 50cm 
巳ニニニ広ニニニ=

破片がみられた。

125 

H -47号住居土止力マド実測図(1 第140図1は、偏平な円盤状の須恵器蓋つまみ

部である。



IV 遺構と遺物

第63表 H -47号住居社出土遺物一覧表〈土器〉

指番号図 器形 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 
( 蓋須) 

3.8 
つまみ部は中央のややくぼんだ盤状を呈

外面 ロクロヨコナデ
胎土は精選され

(完) す。
内面 ロクロヨコナデ 澄色を呈する。

(ロクロ左回転)
(7.5YR6/6) 

〈13.06〉〉
外面体部ロクロヨコナデ

焼成良好

2 
〈杯須) (回)

体部は外反し、底部平底
底部切り離しの後、手持ちへラケズリ

胎土は砂粒を多

内面 ロクロヨコナデ く含み灰色

i外面旦ク旦体五部回ロ転)
(7.5 Y 5/1> 

3 
( 杯須) 

15.3 
クロヨコナデ 胎土は砂粒を含

(回)
3.7 体部は外反し、底部平底

底部回転へラキリの後、手持ちへラケズリ み明オリーブ灰

10.4 
内面 ロクロヨコナデ 色

芥(ロク一再底ロ蔀右部田百回す転転) 
(2.5GY7/1) 

4 
(15.0) 面 ロヨコナデ

(回) ( 杯須) 4.2 体部は外皮し、底部平底 ヘラキリの後、一部手持ちへラケズリ
胎土は砂粒を含

(10.6) 内面 ロクロヨコナデ み灰色

(ロクロ右回転) (10Y5/1> 

5 
( 杯須) 

(14.4) 外国体部ロクロヨコナデ、底部調整不明 1社は桝立を含み|

(回)
体部は外反する 内面 ロクロヨコナデ

(ロクロ右回転)
浅黄色
(2.5 Y 7 /3) 

6 
(22. 8) 

(回)
蜜 ロ縁部は「く Jの字状lζ外反する

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ
胎土はiζぷい黄

内面 口縁部ヨコナデ、胸部ヘラナデ 褐色
(10YR5/3) 

7 
裂 底部下半は丸は味をおびた平底 外面服部および底部へラケズリ

(凶) 胴 球状を翠する小形の器形
胎土は燈色

(4.7) 内面へラナデ (5 Y R 6 /6) 

ー亡歪翠翠: R」2r ミ==三f

ミヨーj 、ごイ二竺/ J 
4 

て
/
ー ヲJ-

O lOcm 

第141図 H -47号住居土11:出土遺物 (1 : 4) 

須恵器杯は 4 点図示したが、このうち底部を失う 5 以外の 2~4 はいずれも底部切り離しの後

手持ちへラケズりのなされるものである。わけでも 3・4は回転へラキリによるものであること

が理解できた。

土師器警では、 6の「く Jの字状口縁をみせる薄手の長胴窪がみられた。

石器・鉄製品類は検出きれなかった。
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1 竪穴住居祉

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(48) H -48号住居祉

遺構第142・143図

H-48号住居祉は、第 I区タ -38グリッドにおいて検出された。

|。

匂
。2

gCi)⑥ A' 

R 
I子

.13 

R R 
B 

B' 
。 。

ミミ
1(1 ¥(1 

o 1m 

A A' 

B B' 

第142図 H -48号住居士止実測図 (1 : 80) 

127 



IV 遺構と遺物

本住居祉は、南北5.7m東商5.65 ゐ|

mを測る隅丸方形を呈し、床面積

27.8討を測り、+東方向N-70-W 

，S{ ロC を指す。壁高は20~30cm前後を測

O 
り、周溝は認められない。主柱穴

口| t=ll 
は、 Pl~ P 4の4個が認められた。

P1は55cmX60cm深さ70cmを測る
C 

もので、 その下部には礁が認めら o 50cm 

れた。 Pzは90cmX60cm深さ60cm、

P3は80cmX45cm深さ60cm、P4は 第143図 H -48号住居士止カマド実測図(1 

55 X50cm深さ53cmを測る。

遺物は、何点かはきわめて良好 第64表 H -48号住居土Il:出土遺物一覧表〈金属器・石器〉

な出土状態を示していた。 カマド

東の北壁際には、 10・11の須恵器

窪の口縁部が並べて残置され、そ

の隣りの北東コーナーには12の須

恵器大護の胴下半部が据え置かれていた。 10・11はすでに胴部を失っているので、あるいは何らか

の二次的機能が与えられて置かれていたものとも思える。また、 12は上半部を失っていても貯蔵

器としての一部の機能を満たし得たものと察せられ、 その場所に置かれていたのであろう。 2・

9の王手は、 カマドの前方P1の西側から正常位で検出された。なお、本住居祉のIII'IV区上面から

は馬歯 3点が検出されたが、 その部分においては河川堆積がみられたため混入品とみなせる。

住居祉覆土は I層のみで、細粒パミスや 5mm程のパミスをよく含み、 ローム粒子も若干混入す

る黒灰色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、すでに壊滅状態にあった。その構材に用いられていたと考

えられる軽石二点が火床部に残っているのみであった。

遺 物 第144・145図

本住居祉から検出された遺物は、須恵器では杯・窪、土師器では王手・墾の器種がみられる。

須恵器杯は 7点図示したが、いずれも切り離し方法は回転へラキリによっている。 このうち、

1 を除く 2~7 は、底部切り離しの後一部あるいは全面に手持ちへラケズリがなされているのが

特徴的である。

8 . 9は、 ロクロ整形による土師器坪で、内面黒色研磨のなされているものである。両者の底

部は全面に手持ちへラケズリがなされており、 その切り離し方法は不明で、ある。 この他、図示し
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1 歪穴住居社
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9 

10 

11 

O lOcm 

第144図 H -48号住居士止出土遺物 (1 : 4) 
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(~高
~\\Jノ

O 

、斗ノ

16 

o 5cm 

第145図 H -48号住居祉出土遺物(15・16は 3，他は!

得なかったが、内面体部に放射状暗文底部にラセン状暗文の施された土師器杯の破片がみられた。

10・11は、須恵器斐の完存する口縁部で、 カマドの東脇に並べて残置されていたものである。

胴部以下を失って後、あるいは何らかの二次的機能を担ってていたのかもしれない。

12は、外面に叩き自のみられる須恵器大護の胴下半部である。底部丸底の球状のフ。ロポーショ

ンを呈する。上半部を失って後も貯蔵器としての機能の一部を満たしていたのであろう。

13は、 口縁部が僅か「コ」の字状に外反する土師器長胴斐である。 この他、「く」の字状に外反

する土師器窪口縁部もみられた。

鉄製品としては、 カマド部分より 15の鉄鍛が検出された。 15は、 その基部を欠失する。
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1 竪穴住居祉

第65表 H -48号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 
(杯須)

(13， 7) 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
胎焼灰土成色良は(N精好6選/され

(回)
3，5 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ 0) 

(7，8) クロ右回転)

14，9 ヨコナデ、底部回転へラキリの後全

鯉日胎多多(祉S土プ〈くYは色含含は揖72C中みみ/SとY灰騨灰磁2類6場〉白オ似/立2色季を内すリ〉る

2 
(杯須) 4，2 体完形部は外反し、底部は丸味をおびた平底。 ラズリ

(完)
10，8 ナデ

3 
(杯須) 

(15，2) 
ケズリ

(回) 体部は外反し、底部は丸味をおびた平底。
ナデ

(10，9) 

<14， 4) ヨコナデ、底部回転へフキリの後全

胎み6灰/土l色は)焼砂(成粒7，良を5好含Y 
4 

(妬須) 
体平部底は。外反し、底部はやや丸味をおびた ラケズリ

(回)
4，2 

ナデ9，6 

<12， 8) 
ヨコナデ、底部回転へフキリの後一

給み5r/土青x1」灰〉はの色底砂ヘ粒部ラ〈をi記5乙含号B 
5 

( 杯須) 3，9 体部は外反し、底部平底。
ラケズリ

(回)
(6， 5) ナデ

(13， 7) ヨコナデ、底部回転へフキリの後全

給み(土オ5GはリY砂ー5粒ブ/灰を1含色) 
6 

(杯須) 体部は外反し、底部平底。
ラケズリ

(回)
<9，5) 

ナデ

ヨコナデ、底部回転へフキリの後若
胎み土オlリ土砂ー申ブ立灰を含色7 

(杯須) 体部は外反し、底部は丸味をおびた平底。
ヘラケズリ

(回)
(8， 3) ナデ

(5GY5/1) 

(13，0) 

外面 君底黒底体ロ部色右部部部手手回臨研ロロ磨持持転ククロヨコナデ、 底部の切り鱗し方法不明、
胎み(土檀7，5色はY砂R粒を含

8 体を部は丸味平底をおびて外反し、底部は丸味 ちへラケズリ
(問)

杯 4，6 
おびた 。 内面

<7，7) 
(ロク ) 7/6) 

(16， 3) 外面 ロヨコナデ、底部の切り離し方法不明、

胎み(土明5Y赤はR褐砂5色粒/を8含) 
9 

主事 6，1 体底部部平は底ゆ。るく外反したのちゃや内湾する。 ちへラケズリ
(完)

8，9 内(面ロク ) 

10 
( 裂須) 

25，8 
外内(面面ロ ロクロヨコナデ

焼胎み土灰成色良は好砂(N粒6を/含0) 
(完)

口縁部はラッパ状lζ外反する。 ロクロヨコナデ.
クロ左回転)

11 
(須護) 

27，5 
外内(面面ロ ロクロヨコナデ

み器胎5/紫土形1)灰をは1色0砂呈と粒す同〈を5駿る含なP (完) 口縁部はラッパ状iζ外反する。 ロクロヨコナデ
クロ右回転)

12 
(費須) 

桐下ポ半部から底を部にかけて大形形球状のプ 外内面 全面IC叩きが施乙される。
胎みP4土暗/紫は1)灰砂を粒色呈をす(含る5 (完) ロ ーション呈する。大 面ナデ

13 
(19，7) 

外内面面 白縁縁部部ヨコナデの後部、胴部へラケズリ
日全(7土.は5Y樟R色7/6) (回)

蜜 口縁部は僅かに「コ」の字状lζ外反する。
口 ヨコナデ、腕へラナデ

14 外内部部 胴へ下ラ半ナ部デおよび底部ヘラケズリ護 底部はわずかに丸味をおびた平底。 胎(土5YはR明5赤/褐8色) (回) (6， 0) 

石器では、 16の紡錘車未成品と 17の台石が出土している。

16は、紡錘車未成品で、表裏両面を削られ偏平になった軽石の片面に穿孔がなされはじめてい

る。ただし孔は貫通していない。

17は、偏平な河床磯の台石で、片面には非常に顕著に所謂「鼠歯状痕J的な使用痕が認められ

る。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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IV 遺構と遺物

(49) H -49号住居祉

遺構第146・147図

H-49号住居祉は、第 I区タ-39グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北5.2m東西5.3mの隅丸方形を呈し、床面積23.9討を測り、棟方向N-40-W 

を指す。壁高は20~40cmを測り、周溝は認められない。主柱穴は、 P 1 -P 4の 4 個が検出された。 P 1

は30cmX15cmの小さいピットで深さ45cmを測り、 P2は45cmX40cm深さ30cmを測る。 P3は浅い 2個

のピットが接した状態を呈しており、一方は35cmX43cm深さ10cm、もっ一方は40cmX40cm深き10

cmを測る o P 4は55cmX50cm深さ35cmを測る。また、南壁際中央にはP5があり、 115cmX85cm深さ

40cmを測りその断面はW字状を呈している。なお、北壁際の西半分は船底状に掘り込まれており、

250cmX90cm深さ30cm程度を測る。

覆土は I層のみで、ロームが多く混入する黒褐色土層であった。
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O Cこ).
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3 R Re 
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hニニ=ヰ高=ニニ耳

第146図 H -49号住居士!I:実測図 (1 : 80) 
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遺物はいずれも覆土中より出土している。

カマドは、北壁中央に位置するが、壊滅

状態にあり、その構材であったと考えられ

る商取り軽石が散乱していた。焼土の部厚

い堆積もみられた(網点)。

遺物第148図

本住居枇から検出された遺物は、須恵器

では蓋・杯・長頚瓶・窪が、土師器では杯・

窪がある。

1は須恵器蓋で、つまみ部の形状は不明

である。

須恵器杯には、 2の回転糸切りによる底部をみせるものと、 3・4の回転へラケズリによる底

1 竪穴住居祉

|司

1'"'1 
/ヤ

E E 

o 50cm 
じ二二ニニEニニ司

第147図 H -49号住居士ll:カマド実測図 (1 : 40) 

いる。

部をみせるものがある。 5は長頚瓶の底部と考えられるもので、回転糸切りによる底部をみせて

土師器杯は、図示し得るだけのものがなかったが、内面黒色研磨のなされた破片がみられた。

F~三平h ト~ ミ斗J

三三一ノ VJdj 

三
百

一んつ3 

5 

一、札

O lOcm 

6 

第148図 H -49号住居祉出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

第66表 H -49号住居士!I:出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

外面 ロクロヨコナデの後、天井部手持ちへラケ

(須蓋) つまみ部の形状は不明
ズリ

(回) 14.7 内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

2 
( 保須) 

<13. 7) 外内面面 体部iζ ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(囲)
3.0 体部は比較的大きく外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ
<7.0) (ロクロ右回転)

3 
(須原) 

<I3. 6) 外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラケズリ

(回) <9.0) 
体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ

(ロクロ右回転)

4 
(須杯) 

<12.0) 
体貼部は直線的に外反し、底部iとは高台が

外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ
4.4 面 ロクロヨコナデ

(回) <8.0) り付けられる。
(ロクロ右回転)

長(須頚瓶) 
外内面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

5 
底部lとは高台が貼り付けられる。 面 ロクロヨコナデ

(回) (12.7) (ロクロ右回転)

6 
<21. 1) 外内面面 口縁縁部部部へヨコナデの後、胴部へラケズリ

(回)
Z夏 口縁部は「く Jの字状lζゆるく外反する ロ ヨコナデ、

胴 ラナデ

外面 腕底部下部へヘラケズリ7 裂 底部平底。 ラケズリ
(回) (5. 7) 内面へラナデ

外面 底胴部下部へへラケズリ8 墾 底部平底。 ラケズリ
(回) ( 4. 7) 内面へラナデ

外面 胴部下部へラケズリ9 
裂 底部平底。 底ヘラケズリ

(回) <4.5) 内面 へラナデ

土師器室てやは、 6の「く」の字状に外反する口縁をみせるものがある。

この他、石器・鉄製品類は認められなかった。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう'0

(50) H -50号住居祉

遺構第149凶

備 考

胎土は砂粒を多く
含み灰白色(10Y
7/1)焼成不良
H-53・2と接合

胎く含土は砂粒を多
み灰色

(10Y6/1) 

胎く含土みは灰砂色粒を多

(5Y6/1) 

胎土は砂粒を含
み灰色
(10Y6/1) 

胎土は砂粒を含
み灰褐色
C!OYR5/1) 

胎土はiζぶい赤
褐色
(5YR5/4) 

1台土は暗赤褐色

(5YR3/6) 

胎土はlζぶい赤

褐色
(5YR5/4) 

胎土は赤褐色

(5YR4/8) 

H-50号住居祉は、第 I区タ -38グリッドにおいて検出された。その西側半分は、現在の水田

造成時に削平されてしまっている。

本住居士Il:は、南北3.9m東西の残っている部分2.8mを測り、隅丸方形を呈するものと思われる

がその南壁の中央は弓なりに突出する。棟方向はN-7 0 -Wを指す。壁高はlO~25cmを測り、周

溝は認められない。ピットは北壁際に Plが検出された以外は認められなかった。 P1は40cmX30cm 

深さ20cmを測る。

覆土は I層のみで、パミス等をほとんど含まない黒色土層であった。
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カマドは、 おそらく最も存在の

可能性のありそうな北壁中央付近

においてもその痕跡すら窺えなか

った。水田造成時に削平されてい

るということも考えられようが、

あるいはなかったのかもしれない。

遺 物

本住居祉からは 1点の遺物も検

出きれなかった。

時 期

本住居祉は遺物がみられないた

めその時期決定が困難で、あるが、

住居祉の規模・構造よりおよそ前

回VII期の所産とみて大過あるまい。

(51) H-51号住居杜

遺 構 第150図

H-51号住居祉は、第 I区ター

38グリッドにおいて検出された。

その西側半分は、現在の水田造成

時に削平されてしまっている。

本住居祉は、南北3.7m、東西の

残存部分2.1mを測り、隅丸方形の

プランをとるものと思われる。 4東

方向はN-70 -Wを指す。残存す

る壁の壁高は15cm前後を測り、周

溝は認められない。 ピットはまっ

たく認められず、おそらくは柱穴

をもたないタイプの住居祉と考え

られる。

遺物は、北東コーナーより 1の

竪穴住居祉

④ 

A A' 

A N 

A 

A 

第149図 H -50号住居土!l::実測図(1 
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第150図 H- 引号住居土!l::実 j~IJ国 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

第67表 Hー 51号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

器形の特徴

外面 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ
内面口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ

調 整

「コJの字状の口縁部を呈するo

小形嚢口縁部が正常位で検出されたのみであった。

覆土は、パミスをよく含み、ローム粒子の混入する茶褐色土

層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、すでに壊滅状態にある。

その掘り方は、半円状に住居士止外に張り出しており、構材であ

ったと考えられる軽石 4点が散在している状況であった。

遺物 151図

)三社
刀
パ
川
、

O lOcm 

第151図 H -51号住居祉

出土遺物 (1 : 4) 

本住居祉より検出された遺物は、 1の「コJの字状口縁をみせる小師器小形護 1点のみであっ

fこ。

時期

本住居祉は、時期決定が困難であるが、その規模・構造と 1の窪より、奈良~平安時代、前田

遺跡第VII期に位置付けておこう。

(52) H -52号住居祉

遺構第152・153図

H-52号住居士止は、第 I区タ -36グリッドにおいて検出された。

本住居士止は、南北6.15m東西6.55mの隅丸方形を呈し、床面積36.7討を測り、棟方向はN-30

-

Wを指す。壁高は20~30cm前後を測る。周溝は、深さ 5 cm程度のものが西壁中央と南壁の一部に

認められる。主柱穴と考えられるものは、 Pl~P4の 4 個が検出された。 P 1 は85cmX95cm深さ 50

cm、Pzは130cmX80cm深さ35cmを測る歪んだピットで内部には礁がみられた。 P3は110cmX80cm深

さ50cm、P4は105cmX 65cm深さ60cmを測る。これらのピットの他、南壁際に P5・P6の2個が並ん

で検出された。 P5は40cmX 30cm深さ30cm、P6は60cmX50cm深さ35cmを測る。

遺物は、カマド西脇より 2の完形の杯が正常位で出土した。また、カマド中より 7の土師器窪

の大形破片が検出された。これ以外は、いずれも覆土中からの出土である。

カマドは、北壁中央に存在するが、壁外に楕円形に抜ける煙道部と、東側の袖の一部がその痕

跡をとどめているにすぎなかった。煙道部の天井および、袖には赤味がかった粘土層(IV層)が構
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第152図 Hー 52号住居土止実測図 (1 : 80) 

材として用いられていた。西袖部分には磯 1点が残っていた。カマドの覆土は、 3層に分層され

た。 1層が少量のカーボンを含む黒灰色土層、 II層が多量の焼土・灰を含む褐色土層、 III層が大

量の焼土を含む赤褐色土層であった。なお、火床部の奥からは 7の土師器室の大形破片が検出き

れている。

遺 物 第154図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器では坪・窪、土師器では坪・斐がある。

1 ~ 5は須恵器杯であるが、それらの底部のあり方にはいくつかのバラエティが認められる。

1は、回転へラケズリのなされた底部をみせるものであるが、底部の切り離し方法は不明である。

2は、回転へラキリによる底部をみせる杯である。 3・4・5は、いずれも底部に手持ちへラケ

ズリのなされる例であるが、 4は回転へラキリによるものであることが窺えた。
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IV 遺構と遺物

土師器杯では、内面黒色研磨のなさ

れた破片が認められた。

須恵器室では、いずれも破片のみで

大方の器形の復原できるものはなかっ

た。

土師器護では、 6にみる胎土が精選

されずやや肉厚な小形窪と、 7~10の

1< Jの字状に外反する口縁部をみせ

る薄手の長胴窪が検出されている。

なお、本住居祉において石器・鉄製

品類は認められなかった。

|匂
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第153図 H -52号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

第68表 H -52号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(杯須) 

(13.4) 外面 体へ部ラケロズクリロヨコナデ、底部切り離しの後、回転

(回)
3.2 体部は外反し、底部平底の浅い器形。

胎土は若干砂粒

(8.7 
内面 ロクロヨコナデ

を含み灰色 (N

(ロクロ左回転)
5/0)焼成良好

2 
(須杯) 

14.0 
完体部形は外反し、底部は丸味をおびた平底

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ
胎土は砂粒を含

4.1 
(完) 7.4 

内面 ロクロヨコナデ
みにぶい燈色

(ロクロ右回転)
(7.5YR6/4)底部
lと内砂¥ラ託号街

3 杯
(15. 0) 

外面体部ロクロヨコナデ、底部切り離しの後、手持

(回) α資) (8. 2) 
体部は外反し、底部平底。

ちへフケズリ
胎土は砂粒を多

内面 ロクロヨコナデ
く含み灰白色

芥(面ロクロ右蔀回転)
(10Y8/1) 

4 
(須杯) 底部平底

体 ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリの後
胎土は砂粒を多

(完)

手持ちへラケズリ

10.0 
内面 ロクロヨコナデ

く含み灰白色

耳(面ロク葎ロラ蔀右ケ回百ズ転)

(5Y7/1) 

5 
(杯須) 体部は外反するものと思われ、底部平底

クロヨコナデ、体部下半~底部手持ちへ
給土は精選され

(囲) (9. 2) 
内面 ロクロヨコナデ

明褐色

(ロクロ右回転)
(7.5YR5/8) 

6 
(15. 5) 

部口は縁球部状はを短呈くす「く jとの思字わ状れlζる外小反形のし君、彬1岡
(回)

蜜
外面 口縁部ヨコナデの後、服部へラケズリ

胎土は砂粒を多

るもの 内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ
く含み燈色
(7.5 YR6 / 6) 

7 
(24. 3) 

口縁縁部部は「く jの字状iと外反する。
(回)

議
外面 口縁部ヨコナデの後、服部ヘラケズリ

給土は明褐色

口 の変換点はシャープである。 内面口縁部ヨコナデ、胸部へラナデ
(7.5YR5/6) 

を呈する

8 
(22. 4) 

〈回)
裂 口縁部は「く」の字状iζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
胎土は暗褐色

内面 口縁部ヨコナデ、胸部へラナデ
(7.5YR3/4) 

を呈する

(24.6) 
9 

(回) 護 ロ縁部は「く」の字状lと外反する。
外面 口縁部ョコナデの後、服部ヘラケズリ

胎土は明赤褐色

内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ
(5YR5/6) 

を呈する

10 
(24.3) 

(回) 頚 口縁部は「く jの字状iと外反する。
外面 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ

胎土は明赤褐色

内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ
(5YR5/6) 

を呈する

11 
護 胴下半部は大きく外反し、底部平底。

外面胴部および底部へラケズリ
胎土は積色

(回) (6.5) 内面ヘラナデ
(7.5YR7/6) 

を呈する
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第154図 H -52号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。
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IV 遺構と遺物

(53) H -53号住居祉

遺構第155・156図

H-53号住居祉は、第 I区タ-37グリッドにおいて検出された。そのカマドの西脇は、ピット

によって切られている。

本住居祉は、南北4.9m東西6.1mの隅丸方形を呈し、床面積25.4m2を測り、主軸方向N-80

-

Wを指す。壁高は40cm前後を測り、壁溝は認められない。主柱穴は Pl~ P 4の4個が検出された。

P1は60cmX55cm深さ40cm、P2は60cmX55cm深さ50cm、P3は65cmX50cm深さ40cm、P4は60cmX45

cm深さ50cmを測った。また、南壁際中央からは、 95cmX65cm深さ30cmを測る P5が検出された。

遺物は、依存度の高いものは主にカマド東脇より検出された。それらは、蓋 (1 )杯(3・5) 
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第156図 H -53号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

横瓶 (13) と土師器斐である。また、 14の紡錘車は西壁際の床面宜上より出土している。この他

の遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

覆土は 6層に分層された。 I層がパミスを含む黒色土層、 II層がパミスをよく含み・スコリア

を若干含む黒褐色土層、 III層は多量のローム粒子が混入する貫褐色土層、 IV膚は黒褐色土層、 V

層が黒色土層、 VI層がローム層の再堆積である貰褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置し、左右両袖の一部が残存していた。その構材には粘土(IV層)が

用いられていた。また、カマドの前方部には角柱状に面取りされた軽石の支脚が立っていたが、

やや前方にありすぎるため原位置を遊離しているかもしれない。カマド覆土は 3層に分層された。

I層が多量の灰を含む黒灰色土層、 II層が灰・焼土等を含まない黒色土層、 III層は少量の灰を含

む黒褐色土層であった。

遺物第157・158図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器では蓋・杯・横瓶・窪、土師器では杯・棄がある。

1の須恵器藁は偏平な盤状を呈するもので、つまみ部は血状にくぽむものである。 2の蓋は、

つまみ部の形状が不明なもので、 H-49出土の 1の蓋と接合をみた。

須恵器杯は、 9点図示した(3 ~ 11) 。このうち 3~8 は回転へラキリによる底部をみせてお

り、その後、 3 には回転へラケズリが、 5~8 には手持ちへラケズリが加えられている。また、

9~11は切り離し方法は不明であるが回転へラケズリによる底部をみせる杯である。なお、 10 ・

11は高台付杯である。
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第69表 H -53号住居祉出土遺物一覧表く石器〉

13は、須恵器の横瓶で、口縁部を残し胴部大半を失っている。

14は、小形球状を呈する土師器窪で、焼成が不良で、脆いものである。

15は、「く」の字状に外反する口縁部をみせる土師器斐である。

この他、土師器では図示し得るものがなかったが、内部黒色研磨のなされたものの破片が認め

られた。

石器では、 16の紡錘車が検出された。軽荷を偏平に面取りしたもので、直径12.1cmを測る大形

品で、内孔の径は 2cmを測った。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(54) H -54号住居祉

遺構第159・160図

H-54号住居祉は、第 I区タ -36グリッドにおいて検出された。
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W 遺構と遺物

第70表 H -53号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 蓋
4.0 器盤つ形状まをは天呈井す郊るで。あまり品まらず、 偏平な 外内(面面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ

胎く4/
1

土含
0)みは灰焼砂成粒色良を(好多N 1.7 ロクロヨコナデ

(完) (須)
13.8 

み部は、中央が皿状iとくぼんだ形態 クロ右回転)
をとる o

2 
(須蓋) 

外内(国面ロ ロクロヨココナナデデの後、天井部(回転?)へラケズリ
胎H〈〈含土-140みは0Y砂灰・71枝白J/色Eを棒1多)合 I ロクロヨ デ

(回) U5.1) クロ右回転)

01. 6) 外面 体底ロ部部クロクロヨコナのデ後
3 

(須杯) 
底部肉は丸味小を形おな器びた形平底を呈し、全体的 回転へラFキリ 、回転ヘラケズリ

(回) (7. 0) 
lζ 厚で 内(面 ロヨコナデ

ロクロ右回転)

4 
(須杯) 

外内(部面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
体部は外反し、底部は丸味をおびた平底。 ロクロヨコナデ

(回) (7.3) クロ右回転)

13. 2 外面 体底部部囲ロクロヨコナデ
5 

(杯須) 
転へラキリの後、手持ちへラケズリ

(完)
3.8 体部は外反し、底部王手底。 内面 ロクロヨコナデ
10.0 (ロクロ右回転)

03. 6) 外国 体全部面手ロ持クロヨコナズデ、リ 底部回転へラキリの後、

胎く(含土10 みはY灰砂4色粒ノを多
6 

(須杯) 
ちへラケ

(回)
3.8 体部は外反し、底部平底。

内面 ロ右クロヨコナデ
8.9 (ロクロ回転) /1) 

外面 体全部面ロクロヨコナデ、底部回転へフキリの後、

1含t(み7k.は5灰桝Y白立7色を/多1)く7 
( 杯須) 

手持ちへラケズリ

(回)
体部は外反し、腹部平底。

内〈面ロ ロ一.ク右ク底ロ回ロ部ヨ転ヨ回コ〉コナデ
(7. 6) クロ

(14.8) 外面体 ヨコナデの後後、、下部手手持持ちちへフケズズ 灰日台土白色は精選され
8 

( 杯須) 
リ 転ヘラキリの へラケリ を(5 Y 7 

(回)
3. 体部は外反し、底部平底。 内面ロ ナデ

焼/成1良)好呈する。(9.8) 

ロク体底ロロ部お部ク回切ロロク転りヨ〉
〈13.28〉

外面 ロヨコナデ

胎み/D灰土焼色は砂成(7粒良.5Y好をR含6 
9 

(杯須) 
離しの後、回転へラケズリ

(回)
2. 体部は外反し、底部平底。 内面 コナデ
(8.4) ロクロ右回転)

(17.9) 外面 体底部部ロクロヨコナデ

焼灰胎(色土成7をは5良Y好精呈5還す/さる1れ。)10 
(須郊) 

体られ部は外反し、底部には高台が貼り付け 回転ヘラケズリの後、高台が貼り付けられる
(回)

5. 7 る。
内(面口 語高ロ語ク台をロヨコナデ(13. 1) ク転)
外面 クロヨコナデ、底部回転へフケズリの後

胎みる赤土(5褐はYR砂色4粒を/6を呈)含す
11 

( 須杯) 
体ら部れは外も反し考、底部iζは高台が貼り付け 台鮎り付ける。

(回)
(12.0) 

たのとえられる。 内(面ロ jロクロヨコナデ

ク旦手胴持五下半回ち部藍へ) 外面 ロクロヨコナデ、底部切り離しの後、

灰胎(土白Nは色7砂/粒0を)含み
12 不明

底部平底。
ラケズリ

(回) (須) 内面 ロクロヨコナデ
(8.0) 

〈ロクロ器部縁部叩部未警爾きヨ〉12.9 
外面 口 コナデ

灰佐上口好色縁士演部は(話7Nrd曹粧m6tをる/士含巻.Oみ) き
13 

検(須瓶) 
胴 の後、へラナデ(へラケズリ?)

(完)
口縁部はラッパ状iとひらく。 内 面白 コナデ

胴 整(当具痕が残る)

14 15.7 口縁部は短く fくJの字状iζ外皮し、腕
外面 腕口口縁部縁縦部部~ヨヨ コナデ

含1た(み7t.褐は5砂Y色R粒4を/多4く) 小形蜜 17.2 部部は球は状やを呈する 斜位のへラ ズリ
(完)

6.0 底 やゆがんだ平底。 内面 コナデ、胸部ケヘラナデ

15 (22. 6) 外内面面 口縁部縁部部へヨコナデの後、胸部へラケズリ 胎二主は明赤褐色

(回)
護 口縁部は「く Jの字状iζ外反する。 口 ヨコナデ

胴 ラナデ (5YR5/6) 

本住居士止は、南北4.7m東西4.7mの隅丸方形を呈し、床面積18.8m2を測り、主軸方向はN-40

-

Wを指す。壁高は15~25cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出され

た。 P1は70cmX60cm深さ45cm、Pzは55cmX50cm深さ60cm、P3は80cmX60cm深さ65cm、P4は60cmX

50cm深さ60cmを測る。

覆土は I層のみで、小粒パミス・スコリアを若干含み粘性のある黒色土層であった。
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第159図 H -54号住居士止実測図 (1 : 80) 

遺物は、いずれも覆土中からの出土で、良好な出土状態を示すものは認められなかった。

カマドは、北壁中央に位置するが、半壊状態にあり、その構材であった軽石の一部は住居の床

面上に散乱していた。ただし、両袖石のいくつかは残存していた。 A-Aノの断面にかかる両袖石

は、面取りされた軽石であり、その東袖石外面には貼られた粘土(IV層)の一部が残っていた。

また B-B'の断面にかかる袖石も面取り軽石であるが、特に西側のものは rrJ状に削られている

ことが注意される。 B-B'の断面の前方に残るピットは、袖石の抜き取り痕と考えられる。煙道

部は90cm前後と他に較べると比較的長〈壁外へ延び、ている。その中央はピット状に若干掘り込ま

れている。カマド覆土は 5層に分層された。 I層はローム粒子が多く混入する賞褐色土層、 II庸

は若干の焼土粒子を含む黒色土層、 III層は若干の灰を含む黒色土層、 IV層が若干の灰を含む黒褐

色土層、 V層は焼土粒子をよく含む暗褐色土層であった。

遺物第161・162図

遺物は、須恵器では杯・護、土師器では杯・窒の各機種がみられた。

1は、回転糸切りのなされた底部をみせる小形の須恵器界であるがおそらく混入品と考えられ

る。 2は、盤状の形態を呈する須恵器高台付杯で、底部は回転へラケズリがなされている。
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IV 遺構と遺物

3は、体部に放射状暗文が施される
ul ul 

土師器杯で、見込み部は風化が激しい

ためわからないが、 ラセン状暗文か施

されていた可能性もある。

4は、完全な還元炎焼成となってい

ない須恵器窪である。外面には叩き目

がみられる。

5~8 は、「く Jの字状に外反する口

縁部をみせる薄手の土師器室類である。
01 01 

10は、軽石の紡錘車で、表裏両面が

平に面取りされているが、比較的部厚
A 

いものといえる。
o 50cm 

11は、河床磯を用いた敵石で、両端

が敵打に供されている。その一端は噴
B B' 

移均均
状に尖っている。

期時

本住居並は、奈良時代、前田遺跡第

V期に位置付けられよう。
第160図 H -54号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 
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IV 遺構と遺物

第71表 H -54号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

揮番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備

1 
( 杯須) 

<11.6) 外内面 体ロ部クロクロヨコナデ、底部回転糸切り
み胎(青土5P灰はB色砂6粒/を1含:13.8 体部は外反し、底部平底の小形の器形 面 ロヨコナデ

(田) (6.4) ロクロ左回転)

2 
(須杯) 

<12. 2) 
休ら部れるはも外の反とし考、え底ら部れるiと。は偏高平台なが盤貼状のり付器形け

外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ
ロクロヨコナデ‘

〈回) クロ左田転)

05. 1) 外陶 体休底部部部ははヨコナデ、休部下半~底部手持ちヘフケズ
3 体は僅部は丸味くをおびて外反し、内面の口唇

(回) 均: かにびれる。 内面 ヨコナデの後く調、放整射不状明暗文を施とす。
風化が激し

4 
(蜜須) 

<25. 0) 
外内面 白縁部ヨコナデの後不、胸明部叩き

(田)
口縁部は「く Jの字状l乙外反する。 面剥落が激しく、調整

5 
<20. 8) 

外内面面 口縁縁部部ヨコナデの胴後部、胴へ部ヘラケズリ
(回)

護 口縁部は「く」の字状lζ外反する。 口 ヨコナデ、 ラナデ

6 
20.8 

外内面面 口縁縁部部ヨコナデの胴後部、胴へ部ヘラケズリ 胎色土はiとぶい褐
(完)

蜜 口縁部は「く Jの字状11:外反する。 口 ヨコナデ、 ラナデ ë7.5-YR5/4)'~ I 

7 
20.8 

外内面面 口縁縁部部ヨコナデの胸後部、服へ部へラケズリ
胎(土2.は5Y明R赤5褐/6色51(回) ま霊 口縁部は「く Jの字状iと外反する。 口 ヨコナデ、 ラナデ

8 
(20. g) 

外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後、胴部へラケズリ 色胎土(7は5YlRζぶい褐
(回) 蜜 口縁部は「く Jの字状にゆるく外反する。 ロ ヨコナデ 5/4) 

9 外内面面 腕下半部および底部へラケズリ 胎色を土はl乙ぶい褐

(完)
護 腕下半部は球状を呈し、底部平底。 ヘラナデ 呈(7す.5YるR。5/3) 

(5. 3) 

(55) H-55号住居祉
第72表 H -54号住居土tI:出土遺物一覧表く石器〉

遺構第163・164図

H-55号住居祉は、第 I区タ-36グリッ

ドにおいて検出された。

本住居並は、南北6.5m東西6.2mの隅丸方形を呈し、床面積33.3m2を測り、主軸方向はN-4
0

-

Wを指す。壁高は25~35cmを測る。壁溝は、北東コーナーから東壁・南東コーナーにかけてと、

西壁の一部において認められる。主柱穴と考えられるものは、 Pl~P4の 4 個が検出された。 P 1

は55cmX40cm深さ55cmを測るもので、その東脇には補助柱穴かとも考えられる45cmX40cm深さ40

cmほどのピットが付随している。 Pzは、 55cmX 55cm深さ60cmを測り、 P1と同様35cmX30cm深さ35

cmの補助柱穴的なピットが付随する。 P3は105cmX85cm深さ35cm、P4は90cmX50cm深さ35cmを測

るが、その平面形や断面形から P10 Pzにみる補助柱的なものをもっていたと解される。また、北

壁際には、 P5・P60 P7が存在するが、これも補助柱の柱穴かと考えられる。 P5は20cmX 15cm深

さ20cm、P6は25cmX25cm深さ30cm、P7は25cmX 15cm深さ15cmを測る。

遺物は、カマドの西脇より正常位で 1の杯が、西壁際の床面直上より 11の紡錘車が、南西コー
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IV 遺構と遺物
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ナーの床面直上より 13の鼓石がそれぞれ検出されている。この他は、いずれも覆土中からの出土

であった。

覆土は I層のみで、小粒パミスを含みローム粒子が若干混入する黒色土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、すでに壊滅状態にあり、その構材であった磯は住居中央に

散乱していた。図のA-Aの断面からは、ローム部分が袖状に僅かに出り出されていたことが窺

える。カマドはすでに破壊されているため、その部分の覆土はプライマリーな堆積とはみられな

いが、一応 4層に分層された。 I層が若干の焼土・カーボンを含む灰層、 II層が焼土をブロック

状に含む黒褐色土層、 III層が焼土及び灰から構成される灰褐色土層、 IV層が焼土層である赤褐色

土層であった。

遺物第165・166・167図

本住居士l上より検出された遺物は、須恵器では蓋・坪・長頚瓶・窪が、土師器では杯・護がみら

れた。

須恵器蓋は、図示しなかったが、内面にかえりを有さないものであった。

須恵器王手は 1~4 の 4 点を図示したが、いずれも底部切り離しの後手持ちへラケズリのなされ

るものであった。その切り離し方法は、 1は回転へラキリ、 3・4は回転糸切りにより、 2は不

明である。

5は、内面体部に放射状暗文の施される土師器杯で、見込み部は風化が激しくわからないがあ
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~7. 
第165図 H -55号住居士止出土遺物 (1 : 4) 
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第73表 H -55号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

IV 遺構と遺物

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(杯須) 

(12.5) 外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へフキリの後、

(回)
3.3 体部は外反し、底部平底。

全面手持ちへラケズ 1)
胎土は砂粒を含

8.8 
内面 ロクロヨコナデ

み灰色(5Y5/1)

芥(面ロク一存手ロ蔀持右回百ち転)

内面l乙火棒あり

2 
(須杯) 

(14. 0) 
クロヨコナデ、底部切り離しの後、全面 胎土は砂粒を含

(回)
4.0 体部は外皮し、底部平底。

へラケズリ み灰色(7.5Y5 

(8.0) 
内面 ロクロヨコナデ /1)内外面に

再(ロク一再囲ロ蔀手右持回百転)
「制の火穆

3 
(須杯〕

(14.2) 面 クロヨコナデ、底部回転糸切りの後、局
胎土は砂粒を多

(回)
3.7 体部は外反し、底部平底。

ちへラケズリ

(8. 2) 
内面 ロクロヨコナデ

く含み灰色

耳(面ロク体ロ右蔀回百Y転E)ョコナデ、底部回転糸切りの後、周

(N 5 / 0) 

4 杯
04. 2) 

(回) (須)
3.6 体部は外反し、底部平底。

囲手持ちへフケズリ
胎土は砂粒を多

(8.9) 内面 ロクロヨコナデ
く含み緑灰色

芥(面ロクロ譲右蔀回転)
(10GY5/1) 

5 〈14.59〉) 体思部わは外反し、底部は平底iζなるものと
ロ ヨコナデ、

(回) 杯 (3. 体部~底部手持ちへラケズリ
胎土は中砂粒を

れる。 内面体部ヨコナデの後、放射状暗文が施される
多く含み樫色

底部調整不明
(7.5YR6/6) 

6 
(須蜜) 

(28.5) 
部胴上の昔折話はほぼ直線的に立ち上がり、口縁

外面胴部叩きの後、口縁部ナデ
胎土は砂粒を合

(回) り返しは短い。
内面 口縁部ヨコナデ

み淡黄色

胴部縦位のナデ
(2.5 Y 8/3) 

(16. 0) 

焼成良好

7 口縁径部は「く」の字状iζ外反する。
外函 口縁部ヨコナデの後、胴部ペラケズリ

(間)
蜜

胎土はiζぶい樫

口 は比較的小さい。
内面 白縁部ヨコナデ 色

服部へラナデ (7.5YR6/4) 

8 (24.4> 外面 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ

(回)
護 口縁部は「く jの字状i乙外反する o

胎土はiζぶい種
内面口縁部ヨコナデ 色

服部へラナデ (7.5YR6 /4) 

9 
蜜

外面胴下半~底部へラケズリ
胎土はiζぶい褐

(屈)
底部平底。

(6. 0) 内面ヘラナデ
色
(7.5YR5/3) 

るいはラセン状暗文がなされて

いたものと思われる。また、内

面の口唇部はあたかも一本の沈

線が巡ったように僅かにくびれ

ていることが注意される。

6は、胴上半がほぼ直立し口

縁部が短く強く折れ曲がる須恵

器警である。

7・8は、「く Jの字状に外反

する口縁をみせる土師器室であ

る。

本住居祉より検出された石器

には、 10~13がある。

ロロ
o 3cm O 

第166図 H -55号住居土Il:出土遺物 (10=2:3，11= 1: 3) 

lOcm 

10は、黒曜石の両面加工品で、石室族等の素材となるものであろうか。

11は、軽石が円盤状に面取りされその中央に穿孔がなされた紡錘車である。
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1 竪穴住居社

12 

O lOcm 

第167図 H -55号住居土li:出土遺物 (1 : 4) 

第74表 H -55号住居祉出土遺物一覧表く石器〉
12は、細長い河原石を用いた敵石と考え

られるが、顕著な敵打痕は観察されない。

13は、卵形を呈する河床磯で、磨石とし

て用いられたのであろうか。

時 期

挿図番号

10 

11 

12 

13 

器種 材質

不明 黒曜石

紡錘車 軽石

設石 安山岩

磨石? 安輝山岩石

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

(56) H -56号住居祉

遺構第168・169図

H-56号住居祉は、第 I区タ -36グリッドにおいて検出された。

長さ 幅 厚さ 重量 備 考

3.0 2.0 0.8 5 

9.6 9.2 3.4 140 

15.0 6.7 5.7 770 

6.8 5.4 4.5 210 

本住居祉は、南北4.2m東四3.6mの隅丸方形を呈し、床面積10.9討を測り、主軸方向はN-150

-

Wを指す。壁高は40cm前後を測り、壁溝は認められない。また、主柱穴等ピットもまったく存在

していなかった。

遺物は、カマド中に土師器小形護の完存品が認められたが、盗難にあい紛失してしまった。こ

れ以外の遺物は、いずれも住居祉覆土中より出土している。

住居祉覆土は、 3層に分層きれた。 I層は河川による砂利の堆積した灰色土層、 II層がパミス

を若干含み若干のローム粒子が混入する黒褐色土層、 III層は多量のローム粒子が混入する黒褐色

土層であった。

カマドは、北壁中央に位置するが、支脚石と天井石の一部をとどめているのみであった。その
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掘り方は壁外に大きく突出してお

り、その主体部はおそらく奥まっ

た部分にあったものと考えられる。

したがって、住居内に張り出す袖

は持たないものとみられる。図の

aは、焚口部の天井に渡された面

取り軽石ですでに焚口部に崩落し

てしまったものである o また bは、

軽石の支脚石である。

、E邑
1息 物 第170図

本住居社から検出された遺物に

は、須恵器不・窪、土師器室の破

片がみられた。

1は、回転へラケズリのなされ

た須恵器杯の底部である。その切

り離し方法は不明。

2は、「く jの字状に外反する土

師器斐の口縁部である。

時 葉月

本住居祉は、時期決定の手掛り

となる遺物が少ないためその所産

期の推定が難しい。

(57) H-57号住居祉

遺 4蕎 第171・173図

H-57号住居祉は、第II区シー

23グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北5.1m東西4.7

W 遺構と遺物

A 

A' 

同|

A t: 

o 1 m 
l::::ニニニ=

第168図 H -56号住居士lI:実測図 (1 : 80) 

|ロ ¥t:l 

1t::1 ¥t::1 

C 

o 50cm 
じニニニニヨニニニニニコ

第169図 H -56号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

mの隅丸方形を呈し、床面積19.4m2を測り、主軸方向N-oö-Wを指す。壁高は15~20cm を測

り、壁溝は認められない。主柱穴と考えられるものは、 P1'P2の2個が検出された。 P1は40cmX

40cm深さ45cm、P2は40cmX30cm深き45cmを測る。また、 P3' P7・PSは補助柱の柱穴かと考えら
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第75表 Hー 56号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号悶 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(杯須) 
外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ

灰焼飴成土色良は(精選され
(完)

体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ 好N 6 / 1) 
09.6) クロ右回転)

2 
(19.7) 内外面面 胴口口縁部縁部へ部ヨコナデの後、胴部へラケズリ 胎呈土すは赤褐色を

(回) 議 口縁部は「く Jの字状iζ外反する。 ヨコナデr する。
ラナデ (5YR4/6) 

れるもので、 P3は40cmX 35cm深さ20cm、P7が55cmX30 

cm深さ25cm、P8は40cmX 35cm深さ20cmを測る。 P5・P6

は柱穴とは考えられない浅いピットで、 P5が60cmX55

cm、P6が85cmX 75cmを測る。 P4は、カマド西脇にある

ピットで、その中には多量の灰が詰まっており、「灰落

とし」と言われるようなカマドの灰を一時的に溜めて

おく施設とも考えられょうか。

遺物は、いずれも覆土中からの出土であった。

覆土は I層のみで、小粒パミスを若干含む黒色土層

であった。

カマドは、北壁中央よりやや東寄りに存在するもの

で、東西二対の袖石が残っていた。その構材には、安

山岩 (a )と面取り軽石 (b)が用いられ、それらに

、」三斗荷T雨 dグ

/ 
y《
、
い

2 

O lOcm 

さらに粘土 (V層)が貼られる様相を呈していた。ヵ 第170図 Hー 56号住居祉出土遺物 (1 : 4) 

マド覆土は、 4層に分膚された。 I層が灰の堆積層、 II層は灰・焼土をよく含む灰褐色土層、 III

層は赤褐色の焼土層、 IV層は、灰・焼土をまったく含まない黒褐色土層であった。

遺物第172図

本住居祉からは、須恵器では杯・護、土師器では窪の各器種がみられた。

1・2は、回転糸切りによる底部をみせる須恵器邦である。

3は土師器の小形斐て¥球状の胴部を呈している。

この他、石器・鉄製品類は本住居祉においては認められなかった。

時 期

本住居祉は、奈良・平安時代、前田遺跡第刊!期に位置付けられよう。
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IV 遺構と遺物
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第171図 H -57号住居故実測図 (1 : 80) 
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第172図 H -57号住居士止出土遺物 (1 : 4) 
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第76表 H -57号住居士Il:出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(杯須) 

(14.1) 外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り 胎土は砂粒を含

(回) 4. 4 体部は外反し、底部平底。 内閣 ロクロヨコナデ み灰色(10Y4 

(8.2) (ロクロ右回転) 火/棒1)あ内り外面iζ

2 
(杯須) 

(13. 4) 外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り 胎土は砂粒を含
(回)

(8. 2) 
体部は外皮し、底部平底。 ロクロヨコナデ み灰白色

(ロクロ右回転) (7.5Y7/1) 

3 00.1) ロ縁部小形はやや外反し、胴部は球状を呈す 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後、桐部へラケズリ 胎土は黒色を呈
(回) 童話 る、 の器形 ロ ヨコナデ する

綱部へラナデ (lOYR 2/1) 

⑧ /匂

1tI! 
A t:. 

O 5Ocm 

第173図 Hー 57号住居祉カマド実測図 (1 : 40) 

(58) H -58号住居祉

遺構第174・175図

H-58号住居士ll:は、第II区シ-24グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.6m東西4.75mを測り、北東コーナーの歪んだ隅丸方形を呈し、床面積17.5

m2を測り、主軸方向はN-oo-wを指す。壁高は25-45cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴

は、 PI-P4の 4個が検出された。 P1は55cmX40cm深さ50cm、P2は40cmX 35cm深さ50cm、P3は60

cmX35cm深き55cmを測り二段の掘り方をみせている。 P4は60cmX55cm深さ40cmを測る。また、東

壁際には、 P5が、西壁際には P6があり、 P5は85cmX60cm深き20cm、P6は60cmX40cm深さ10cmを

測る。

覆土は I層のみで、若干の小粒パミスを含む黒色土層であった。

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

カマドは、北壁中央よりやや東寄りに存在するが、その前方部はすでに取り壊された状態にあ
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IV 遺構と遺物
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第174図 H -58号住居土止実測図 (1 : 80) 

り、その構材である面取り軽石 3個はカマドの東協に並べて置かれていた。また、 A・B・Cの

各断面にみる生きている袖石もすべて面取り軽石であり、とりわけC断面の東側の袖石が irJ状

に面取りされていることは注意される。これらの袖口に粘土 (VI層)が貼られ、袖となっている。

カマド覆土は、 5層に分層された。 I層は多量の灰を含む黒灰色土層、 II層は多量の焼土を含む

黒褐色土層、 III層は灰を含む黒灰色土層、 IV層は若干の灰を含む黒褐色土層、 V層は灰・焼土は

含まない黒褐色土層であった。

遺物第176図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器では蓋・杯・墾・土師器では嚢の破片がみられた。

1 . 2は、いずれも回転糸切りによる底部をみせる杯で、 2には高台が貼り付けられている。
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須恵器窪は、いずれも破片ばか

りで器形を知り得るものがなか

B' 

p¥ ⑧ 
った。

土師器室も図示し得るものが

なかったが、「く」の字状を呈す

る口縁部破片がみられた。

3は、砂岩製の砥石である。

その表面は五面からなるがいず

0¥ 
れも研砥に供されている。そのう

m
 

nu 
ハU

一一
J生 1江 主

ちこ面には線状の研砥痕が残る。

器体の半分を欠損する。

4は、挟形の敵石である。

期時

本住居祉は、奈良・平安時代、

前田遺跡第四期に位置付けられ

C C' 

H -58号住居士止カマド実測図 (1 : 40) 第175図

ζ〉
3 

4 

ょう。

¥czτ|示示ず

lOcm O 
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IV 遺構と遺物

第77表 H -58号住居社出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法景 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(完) (杯須) 

外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

胎み(灰土7.色は5Y砂4粒/を1含) 体部はやや外反し、底部平底。 内(面ロ ロ左クロヨコナデ
(8.0) クロ回転)

(15. 2) 外部体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切りの後、周
2 杯 体部は外反し、底部lζは高台が貼り付け 辺部ク回転へラケズリ 胎号土すはる暗灰色を

(回) (須)
6.4 

られる。 内(面ロクロ ロヨコナデ N 3/0) 10.3 
ロ右回転)

(59) 

、王邑

1息 4轟

H-59号住居祉

第177・178図

H-59号住居祉は、第 II区シー24グリ

ッドにおいて検出された。

第78表 H -58号住居土II:出土遺物一覧表〈石器〉

本住居祉は、南北3.7m東西 3.6mの隅丸方形を呈し、床面積は18.7m2を測り、主軸方向N-

2
0

-Wを指す。壁高は20~40cm を測り、壁溝は認められない。 主柱穴と考えられるものは P1

~P3の 3 個が検出された。それぞ、れ 3 カ所のコーナーに配されるが、南東コーナーにおいては

検出きれなかった。 P1が80cmX65cm深さ20cm、Pzが50cmX40cm深さ 10cm、P3が50cmX40cm深さ

15cmを測るが、いずれも柱穴にしては浅いものといえる。また、住居中央においては85cmX75

cm深さ10cmを測る P4が検出された。 ④ o:l¥ 

遺物は、南壁寄りの床面直上より 1の

須恵器杯の底部が検出された。 この他は、

いずれも覆土中からの出土である。

住居祉覆土は、 3層に分層された。

. III層はパミスをよく含みローム粒子が
凶l

混入する黒褐色土層、 II層も同様にパミ

スをよく含みスーム粒子が混入する暗褐 A 

色土層であった。

カマドは、北壁中央よりやや東寄りに O 5Ocm 

存在し、 その前方部はすでに破壊されて

いたが、 その後方部は比較的よく残って
第177図 H -59号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

いた。園のA-A'の断面では、西側に偏

平な面取り軽石の袖(a ) が配され、東側には偏平な安山岩礁 (b)が配されていることがわか

る。 aの手前のピットは、袖右の抜き取り痕である。また、 B-B'の断面をみると、煙道部天井

には角柱状の面取り軽石(c )が渡され、また火床部にはカマドの構材を用いられていたと考え
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第179図 H -59号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

られる偏平な面取り軽石 (d)が残置されていた。カマドの覆土は、 3層に分層きれた。 I層は

若干のカーボンを含む茶褐色土層、 II層はカーボン・焼土・灰をよく含む黒灰色土層、 III層は赤

褐色の焼土層であった。

遺物第179図

本住居祉より検出された遺物には、須恵器では葦・杯が、土師器では窪がある。
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IV 遺構と遺物

第79表 H -59号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 背5 の 特 徴 調 整 備 考

(蓬須) 

外内面面 白クロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ 胎土は砂粒を含

(回) (16.1) 
つまみ部の形状は不明 ロクロヨコナデ み灰色

(ロクロ右回転) (10Y 6 / 1) 

2 
(須杯) 

体ら部れは外反し、底部iとは高台が貼り付け
外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部手持ちへラケズリ 胎土は砂粒を含

(完)
8.9 

る。
ロクロヨコナデ み灰色

(ロクロ右回転) (5Y5/1) 

1は須恵器蓋で、つまみ部は欠失するが

おそらく宝珠形を呈するものと思われる。
第80表 H -59号住居士止出土遺物一覧表〈石器〉

2は須恵器の高台付杯で、底部は切り離さ

れて後手持ちへラケズリがなされている。

土師器棄は、図示し得るものがなかった

が、「く」の字状に外反する口縁部破片がみられた。

3は、砂岩製の砥石である。その表面は 4面から構成されるが、 4面とも研砥に供されている器

体の半分を欠損する。

4も、砂岩製の流紋岩の断片である。相対する二面が研砥に供されていることがわかる。

時期

本住居士止は、奈良~平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。

(60) H -60号住居祉

遺構第180図

H-60号住居士止は、第II区シ-24グリッドにおいて検出された。本住居祉は、 D 16・D-19

号土墳と重複するが、一応これらより新しいものと捉えられた。

本住居祉は、南北4.8m東西4.7mの隅丸方形を呈し、床面積18.7m2を測り、南北軸方向はN-

190-Wを指す。壁高は15cm前後を測り、壁溝は認められない。ピットは、南西コーナーより P1

が、南壁中より P2が検出された。 P160 X40cm深さ25cm、P2は75cmX65cm深さ45cmを測る。

遺物は、住居祉の中央には分布せず壁際に寄って分布する傾向がみられた。図中にナンバーで、

示したのは遺存度の高い遺物である。 lの躍は P2付近の床面より 5cm程上から正常位で¥9の域

は西壁寄りの床面上より正常位で、 12の棄は西壁寄りの床面上より横倒しの状態で検出されてい

る。この他、ナンバーで示さなかった遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

住居祉覆土は 3層に分層された。 I層が黒色土層、 II層が黒褐色土層、 III層が茶褐色土層であ

った。
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第180図 H -60号住居士止実測図 (1 : 80) 

なお、本住居士止においては炉は認められなかった。

、王包

1息 物 第181・182図

本住居祉より検出された遺物は、器種的には聴・手控・杯・器台・甑・窪の各種がみられた。

1は躍で、本住居祉出土の唯一の須恵器である。 ラッパ状に開く口縁部とややつぶれた球状の

胴部からなるもので、頚部には16単位の波状文が施こされている。焼成良好な優品である。

2 . 3は所謂手担土器で、 2は王手形態、 3は高坪形態を呈する小形品である。

4-8は土師器坪で、 4は素口縁で体部から口唇部にかけて内湾するもので、 5-8は短く外

反する口縁部をもつものである。 6-8には内面に放射状の暗文が施こされている。また、 9グ〕

摘もやや深みが加わるが大方のフ。ロポーションとしては 5-8の杯と同様なものと考えられる。

10は、脚部を失うものの高坪と同様なプロポーションを呈すると考えられるもので¥内面の焼
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IV 遺構と遺物
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第182図 H -60号住居士止出土遺物 (15=1 4， 16・17=1 : 3) 

成前の穿孔から機種的には器台と考えら

れる。

甑は、いずれも単孔ものもであるが、

その径の大きい11と小きい12とが認めら

れた。

土師器窒は、 13~15を図示した。 13は底部を除きはぽ完存するもので、「く」の字に外反する口

第81表 H -60号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

縁部とややふくらんだ胴部をみせている。また、 14は球胴で丸底の、 15は平底の翠である o

石器では、 16の滑石の紡錘車の半欠品が検出きれている。 H-53・54・55等でみた軽石の紡錘

車と比べると小形品といえる。

石製品では、 17の玉石がある。おそらく祭肥的・装飾的な意味をもつものであろう。

時期

本住居祉は、古墳時代中期、前田遺跡第 I期に位置付けられよう。

(61) H -61号住居祉

遺構第183・184図

H-61号住居祉は、第II区シ-25グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北8.1m東西8.3mを測る隅丸方形の大形住居祉で、床面積64.7m2を測り、南北

軸はN-70-Wを指す。壁高は20cm前後を測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 P1~ P4の4

個がそれぞれ4ケ所の各コーナーに配されていた。 P1は90cmX85cm深さ30cm、P2は85cmX 60cm深

さ20cm、P3は75cmX60cm深さ30cm、P4は40X 35cm深さ20cmを測った。また、柱穴かどうかわから

ないが、南東コーナー寄りから P5が検出された。 P5は55cmX 50cm深さ20cmを測る。
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IV 遺構と遺物

第82表 H -60号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(腺須) 

9.9 
上あ口は縁やにま最部やり大偏はシ謹平ラャをなーッも丸パプち状底で円。低κ喪胴ひいiJ部稜宅ら外きをは側有そ中よす央のり中よる穿央固りた部底やれ部やるiζ• 

外面 胴ナ下半デ。部頚は部弱い横は1伎6単の位へのラ波ケ状ズ文1)がo施上主さ幹れ部はヨ

をはくY量含良Rす6好みま常/る笹で6。幸色〉fよ詰内焼い〈1外7成。面5 

9.8 コ iと る 。
(完)

内面 白縁部ヨコナデ、胴部ナデ

2 
(9. 0) 

杯器小面形形で底は指部頭は平iζ底よを若呈する。 外粘内函血:士且底底よヨ部部コり~中直ナ心後体デ成部よ形ナり体デ部。口区唇両部け放ヨ射コ状ナデK。ナデ。 口唇部
(回)

手担 3.4 態iζ る 干の凹凸あり
(4. 5) 

3 外面 体脚部部横縦位位のへラミガキ
胎み(灰1土OY黄はR砂褐6色粒/を2含) 手控 高杯形態 のへラミガキ

(回)
内面ヘラミガキ

4 
(12. 8) 

体を部呈は口縁にかけて内湾し、底部は丸底 外面 体放口部射縁状か部のらヨ底暗コ文部ナデ ;ま議議杯 5.2 はへラケズリ
(回) する。

内面

5 
12.8 

口縁て短部はやや内湾したのち底、口唇部iとか
外面 口ケ縁ズ部リヨコナデの後、体部~底部にかけてへラ

飴く(土含2.み5はY砂赤R褐粒4色を/8多) 主不 5.3 
(回) け く外反するo 底部平

内面 ヨコナデ

6 
(11. 2) 

体部はや底や部内丸湾した小後形、口器唇部が短く外
外面 ケ口縁ズ部リヨコナデの後、体部~底部にかけてヘラ

すず胎明土る赤(は2褐5精Y色選Rを5さ/呈れ@ (回)
杯 5.3 

反する。 底。 な形。
内面 ヨコナデの後、放射状の稽文が施乙される。

7 
15.2 体部は丸味をおびて外反し面、口唇僅郊かでに短か 外面 放口ケ縁射ズ状部リヨコナデの後、体部~底部にかけてへラ

胎み(土澄5Y色はR砂6粒ノを含主事 5.8 えく強りをく外もっ反。す底る部。丸口縁底部。内 は(完)
内面 の暗文が施ζdれる。 /8) 

8 
(14. 2) 口縁部は丸味をおびてやや内湾した後、 外面 口縁部部ヨコナデの後、体部下半ヘラケズリ、

胎み(土明5Y赤はR砂褐6粒色/を8含) 杯 5.7 口唇部で短く外反する。 底へラケズリ
(回) (6. 0) 底部平底。 内面 口唇部ヨコナデ、体部放射状の暗文カ幼包乙される。

9 
13.6 体部は丸味をおびて外反し、口唇部で短 外面 口縁部ヨコナデの後、体部下半~底部にかけて

胎みす土にるぶ(は7い.5砂Y樟粒R色7をを/4含雲J 昔話 7.1 くやや強形く外反する。 ヘ昏ラ部ケズリ(完)
ほぼ完 。 内 面 口 ヨコナデ。体部へラナデ。

17. 9 
係外部面は下半iζ稜。を法の乙穿線もtが孔UっE認てがよ外めあ句反し、 口係唇ホ部部ゾ 胎呈〈(5土含すYはみるR到赤。5植/縄8色を)多を10 

器台 外中は lζははて焼一い成条な前のい られる。
内外面面 杯底部へラケズ 1)。体部ヨコナデ

(完) 央iζ 乙lとホ ヨコナデ.
され 。 より器り台乙と考えたい

11 
(21. 0) 口縁部は外反し、胴部上lぎ半まは直線的に腕 外面 白縁縁部部ヨコナデの後、服部ヘラケズリ

胎み(土明5Y赤はR砂褐5粒色/を6含) (回) 甑 20.2 部下半にかけてややす る器形。 内面 白 部ヨコナデ調整。
(8.4) 底部は径の大きい単孔。 腕刷毛白状認、最下部へラナデ

12 底部は平底で、径の小さい単孔が穿たれ 外内面面 胴時IJ部毛下白半状、調あ整らい刷毛白状調整 胎YくR土含4はみ/6砂褐)を粒色室を(す7多.る5 甑
(完)

5.8 
る。

13 
18.2 

口縁は「く」の字状iζ外部反欠し損、胴部はや 外面 胴口口縁縁下部半部部ヨヨコナデ。 胸部最刷上毛部局白IJ状毛調目整。
(完)

護 やふくらみをもっo 底は する。
内面 コナデ。腕 状調整。

ヘラケズリ

14 腕部は球底状。を呈し、底部は僅かに偏平と 外面 横胴胴~上下斜半半部部位斜縦の位位のへラケズリ
(完)

護 なる丸 のへラケズリ
内面 へラケズリ

15 底部は径くの小さい平底を呈し、胴下半部 外面面 胴下半部斜~縦位のヘラケズリ
(完)

護
は大き 外反する。 内 ヨコナデ

9.0 

覆土は、 2層に分層された。 1層が黒色土層、 II層が黒褐色土層で、基本的にはH-60と同様

な堆;ネ費であった。

遺物は、住居土止 I区の北半分に集中して分布した。わけでも炉の北側と P1の内外からの出土が

目立った。図中にナンバーで示したのは、遺存率の高い個体である。まず、炉の北側からは12の

壷19の棄の破片がまとまって出土し、 P1の南からは壷16の口縁部が出土している。 P1中からその
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IV 遺構と遺物

西外にかけては、 2. 7・10・11・13・14・18・20の各個体の破片が一

括出土している(図版参照)。

炉は、北壁寄りの中央に存在した。 43cmX36cm深さ10cmを測る地床炉

で、赤褐色の焼土(1層)の堆積がみられた。

遺物第185・186・187図

本住居祉からは、比較的大量に遺物が検出され、さまざまな器種の土

器がみられた。

1・2は、須恵器の躍である。口縁部はラッパ状に聞き、胴部はやや

潰れた球体を皇する。大観するなら、波状文か施されない事を除けばH

主。主
総長蕊-

o 50cm 
1=直面高量副

第184図 H -61号住居

社炉 (1 : 40) 

-60の践と同様な形態を呈するものとみなし得る。双方とも均一な器形を呈し、焼成良好な優品

といえよう。

土師器坪には、体部が丸味をおびて内湾し素口縁の 3と、体部が丸味をおび口縁部が短く外反

する 4・5がある。

6~9 は土師器摘で、体部が丸味をおび口縁部が短く外反るすものである。ただし、 9 につい

ては17と同様な小形警の範曙で理解したほうがよいかもしれない。

10は、高杯と同様なプロポーションを呈するが、土手部の底に焼成前の穿孔があり、器台として、

の機能を果たしていたことが窺える。その杯部体の中央には鈍い稜が巡っている。

11は、土師器の高杯である。 10とほぼ同様なフ。ロポーションを呈しているが、王手体部の中央に

稜は巡らない。

12は土師器査である。腕部は球状を呈し、その下部において鈍い変換点をもって底部に至るも

のである。また、 13・14は、接合はみなかったが同一個体の胴部上半と下半のそれぞれと考えら

れる。胴部全体の器形は、やや下ぶくれの球状を呈している。 16も、査の口縁部と考えられるが

その口縁部の中央に鈍い稜が巡る点他と異なっている。

17~19は、土師器の小形丸底護である。わけでも、 17は、小形品である。また、 18の口縁部に

は16と同様退化した稜が巡っている。なお、 19の底部付近には、須恵器にみられる叩き白状の調

整痕が残っており興味深い。

20は、土師器室で、内外面には刷毛目状調整が残っている。焼成はあまり良好で、ない。この他

21~23 も警の胴下半部以下である。

石製品としては、 24~26が検出された。

24・25は、滑若の有孔円盤である。 24は円形・ 25は楕円形を呈し、相対する部分に孔が穿たれ

ている。双方の表裏両面には、研磨時の線状痕が残る。

26は、粘板岩が偏平に研磨された石製品である。一端を欠損するが、あるいは有孔円盤の未成
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IV 遺構と遺物
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品とも考えられる。

時期

本住居祉は、古墳時代中期、前田

遺跡第 I期に位置付けられよう。

第83表 H -61号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉
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IV 遺構と遺物

第84表 H -61号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

帰番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

〈〈181..65〉〉
鋭口縁い部稜はラ ぐッパ状lζ聞部き球、状そのをうは呈中っ央した、に形そ状は鴎 がめる。腕は 外面 ヨコナデ、 胴縁部部上半lζ然自然勅殺がめ付ま付着着すする o

(完) (須) の最大径はやや上方lとあり肩の 内面ヨコナデ、口 lζ自 る。

諸稜そがの島め中央ぐ幸るiとみの長部恥喜一な器形状量を(8.8) 
ッノ'¥":{j(1ζ開、そ には

外面 然鋼部彩コ上がナ半付デ着~、す口口縁縁る部部。にかけては横ナデがなされ自2 眼 。胴はつぶれた 呈し、
(完) (須) 10. 6 

央少 その最ー大な径器がくる。
査みのない均 形

内面 ヨ iζ自然紬が付着する。

3 11. 5 体部は丸味をおびて内湾し、底部はやや 外面 口縁部ヨコナ、デ放、射腕状下半婿~文底が部施へラケズリ
(完)

係 7. 1 偏平な丸底。 内面ヨコナデの後 される。

4 (10. 7) 体部は丸味をおびて外反し、口唇部は短 外内面 口縁部ヨコナ、デ放、体射状部~の暗底部文へラミガキ 胎肝Rみ4下土赤/f褐8はA〉〈砂色焼私粒成(λ2をはsい良含y (回) 杯 3.8 く外反する。底部丸底。 面ヨコナデの後 が施主れる。

5 12.5 体部は丸味をおびて内湾し、口唇部で短 外内面 ヨコナデ
(完) 杯 5.5 く外反する。 面ヨコナデ

6 14.3 体部は丸味をおびて内湾し、口唇部は短 外内面面 口唇部ヨコナデ、胴部~底部へラケズリ
(完) 士宛 8.1 く外反する。底部丸底。完形品 ヨコナデ

7 17. 2 体部は丸味をおびて内湾し、口唇部は短 外面面 口縁縁部部ヨコナデ、体体部部へラケズリ
(完) 椀 く外反する。 内 口 ヨコナデ、 には暗文が施される。

8 (19.5) 外内面 施口口縁縁乙部ヨコナデ、体体部部へラケズリ
域 体部は丸!球をおび、ロ縁部で外反する。 面 部ヨコナデ、 ナデの後、放射状暗文が

(困)
される。

9 (15.3) 体部はややふくらみ問れ、様口な縁lいと小部形で裂短く外考反え 外面 口縁縁部部ヨコびナ体デ部。体部調整不明
(回) 燐 する。あるいは17と と

内面口 およ ヨコナデ
たほうがよいかもし

10 (19.9) 杯部は 2回の稜をもって外反し、脚部は 外面 杯胸杯部部部体部はへラミガキ、杯部底はヘラケズリ o

器台 15.3 ラッパ状lとひらく。 t不部底iζは焼成前の はへラミガキ(完)
15.6 穿孔があり機能的iζは器台となるか。 内面 へラミガキ、脚部横位のへラケズリ

17.7 外面 部郎脚訴部部部宮部口ナ口・蜘唇唇デ部ヨヨともに刷毛目状調整11 杯部は一回の稜をもって外反し、脚部は コナデ 樫1台色土をはiとぷい黄
(完) 高 杯 12.4 ラッパ状iζ広がる。 内面 コナデ。体部制毛目状謁獲 呈する。

13.8 

18.0 
口縁部は「く Jの字状iと外反し、 1阿部は

外面 胴迫感はヘフケズリの調後はガ縦キ整、若方。胴干向のの部刷毛目伏ガ調キ整と
給く(土含5YみはR砂明5粒赤/褐を6色多) 

12 球状iとふくらみ、下半で僅かに変換点を ヘ口縁ラ部ミ横ガ佼キ。口縁部 へラミ
(完)

表 31. 4 もって逆「八jの字状にすぼまり、平底 内面 のヘラミ ヘラナデ。
7.6 の底部i乙至る。 底部若干の席IJ毛白状

13 外面 全体lζ剥落が激しいが、僅かに刷毛自状調整が

Hいlいい1-一YYCとζとRR含ぷぷ個含みいみも依鐙笹積か44)還遅色色?11さ4れれと77とずず岡同

(閉) 査 臼縁部は「く Jの字状lと外反する。 認められる。
内面胸部ベラケズリ

14 外 面全体lζ剥落が激しいが、胸部iζ僅かにへラミガ

(回) 重量 桐部は下ぶくれの球状を呈し、底部平底。 キが認められる。
7.0 内面ヘラケズリ

15 (17. 2) 
外面 白縁縁部部横縦位のヘラミガキ 胎明赤土褐砂色粒を含み

(田)
査 ロ縁部は「く」の字状iζ外反する。

内面口 位のヘラミガキ
(5YR5/6) 

17.6 外面 口縁部はめに担はらi董僅れがかる激しいが、僅かに横のへラミガ

胎撞く(含色1士OYをみはR砂呈に6粒ぷす/をいる3多黄。)
16 

表 口縁部は中央iζ稜を有し外反する。 キ縁が認部
(回) 内面 口 lζ横方向のへラミガキが認めら

れる。

17 14.3 
口縁部は 「く」 底の部字丸状i乙外小皮形し、器胸部形は

外面 口縁縁調部部整ヨコナデの後、鯛部ヘラケズリ

胎く(土含2.5はみY砂明R粒赤5褐を/6色多) (完) 墾 8. 1 球状を呈する。 底の の 内面 白 ヨコナデ。 胸部と口縁部は僅かに刷毛目
状 が認められる。

13.3 央口縁部部よはりやiくJ上方の字に鋭状いiζ外稜反を有し、 その中 外語 口縁部ヨコナデo n岡部は顕著な席IJ毛白状調整が

胎還補(土色1さOYれをはR呈比iと4ぷ較すノ的いる3精賀: ) 
(完1)8 裂 17. 2 

や する。
なさ部れる。

胴部は球状を呈し、丸底の底部iζ至る。 内面口縁 ヨコナデ。胴部へラナデ。
小形の器形。

19 (15.9) 口縁部は fくJの丸字状味lζ外反し、鋼部EはE 外面 胴口縁部部下半ヨコナデ。鯛部ナデ。

胎みすR土僚る6色.は/砂6〈粒〉2をを5含呈Y (完)
翠 球状を呈し、やや をおびた平底lζ iとは叩き目状の調整痕あり。

る。小形の器形。 内面 口縁部ヨコナデ。胴上半部ヘラナデ。
腕下半部ヘラケズ
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1 竪穴住居祉

20 20.7 
!や口啓脅縁細s平長は底く「ふ。くJくのら字ん状だ形iと状外を反呈しす、IJる同部o はや 外内面面 胴口口縁縁部部部刷毛席ヨIJ毛呂コ状白ナ状調デ調整。整網部刷毛白状謂整。

胎EはY〈含R給土I5詰はみ体鶏6砂明制粒黄腕計調噛を郎多色著引引l (完)
墾 29守 3

7. 2 の後、ヨコナデ

外面 胴下半部は全体的に刷毛白状調撃がなされ
21 

蜜 胴平底部下半底部は逆「八るJ内 の字状lζすぼまり、 る。
(囲) の に至。 内面 胴下半部横位のへラケズリ。

圭胎み呈土鐙50Y主色yはRR砂呈66L粒//一を~Î一含@ 

7.0 
底部若干の刷毛目状調整

22 内外面面 刷柄毛下半目状部調縦整伎のへラミガキ。底部へラケズリ。
(回)

墾 底部平底。
(7. 1 ~ 

を呈する。

24 外内面面 腕ヘ下ラ半ナ部デお。よび底部ヘラケズリ。 胎み土にぶは砂い粒赤褐を含色
(完)

蜜 底部はやや丸味をおびた平底。
7.9 (5YR5/3) 

(62) H -62号住居祉

遺物第188・189図

H-62号住居祉は、第II区スー24グリッドにおいて検出された。その東壁はピットに切られ、

またD-15号土壌を切って存在する。

本住居祉は、南北3.8m東西4.7mの隅丸方形を呈し、南北軸の方向はN-230-Wを指し、床面

積15.3m2 を測る。壁高は10~15cmを測り、壁溝は認められない。ピットは、南東コーナー寄りに

@ 
|∞ I∞ 

A 、、、、

Cコ

。。炉
ミミ

|同 ¥tR 
o 1m 
巳-ニEニニニ司

A A' 

第188函 H -62号住居士止実測園 (1 : 80) 
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Plが南東コーナー壁中に P2が検出されたが、柱穴かどうかはわか

らない。 P1は45cmX35cm深さ10cm、P2は55cmX48cm深さ20cmを測

る。

覆土は I層のみで、小粒パミスを含む黒色土層であった。遺物は

いずれも覆土中より出土している。

炉は、住居中央よりやや東寄りに位置する。 70cmX70cm深さ10cm

のほぼ円形を呈する地床炉で、その覆土は 3層に分層された。 I層

は焼土を含む黒褐色土層、 II層は赤褐色の焼土層、 III層は焼土を含

まない黄褐色土層であった。

遺物第190図

本住居並より検出された土器は、いずれも土銅器のみである。

1は、杯形態を呈する小形の手担土器である。

2は、内外面にミカ、、キのなされた高杯の坪部である。 3は、円筒状を呈する高王手の脚部で、 4

IV 遺構と遺物

も高杯脚部であるがその外国には赤色塗彩がなされている。

5~7 は、土師器壷の頚部~口縁部である。

一総雨-
o 50cm 

第189図 H -62号住居

土止炉 (1 : 40) 
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第190図 H -62号住居祉出土遺物 (1 : 4) 
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1 竪穴住居社

第85表 H -62号住居枇出土遺物一覧表〈土器〉

掃番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

5.5 

(回)
手担 1.8 体部は外反し、底部平底の杯形態を呈する。外面 口唇部ヨコナデ

3.6 内面ヨコナデ

2 17.8 

(完)
品主不 胸杯部部はややふくらんで外反する。 外面斜位のへラミガキ

を欠損する。 内面縦位のへラミガキ

3 
高勾: 外面縦位のへラミガキ

(完) 側部は筒状を呈する。
内面ナデ

4 
高杯 脚も部は強、円錐状lζ下降した後、変換点を

外面 縦る位。のへラミガキの後、赤色塗彩が施とされ

(完) って く外反する。
内部ヨコナデ

5 (15. 1) 
口縁部部は「くJの字状lζ強く外反する。

外面口縁部ヨコナデ。岡部緒IJ毛目状調整の後 へ

(回) 宣~
網 は球状を呈するものと思われる。

ラミガキ。
内面 白縁部ヨコナデ。網部席IJ毛目状調整

6 (16. 2) 

(回)
宣=量E 口縁部はほぼ直線的に外反する。

外面 口縁部ヨコナデ
内面 白縁部ヨコナデ

7 
(12. 9) 

個)
壷 口縁部の外反する小形の器形を呈する。

外語口縁部ヨコナデ
内面 白縁部ヨコナデ

8 
(完) 底部平底の小形な器形を呈する。 外内面面 磨滅が激しく調ー整不明

3.0 面磨滅が激しく調整不明

この他、住居社内からは土師器壷・翠の破片が多量に出土している。

時期

本住居祉は、古墳時代中期、前回遺跡第 I期に位置付けられよう。

(63) H -63号住居祉

遺構第191・192・193図

H-63号住居祉は 第II区ス-25グリッドにおいて検出された。

備 考

含1I百工み明日赤砂松褐色セヨシ(九5 

YR 5/8)を呈す
る。

示rぃ
1日されIC:ぶ目vい黄If~撞相越色

車みを手』ζT輪ぷFい車貧(10Y喜撞吉色R 

胎を(1土呈OYすはR砂る7。粒/を4含) 

みにぶい貧燈色
を呈する。
(lOYR6/4) 
胎土は砂粒を含
み明赤褐色を呈
する。
(5YR5/6) 

胎土は砂粒を含
み援色を呈する。
(7.5YR6/6) 

胎土は砂殺を含
み明黄褐色C10
YR7/6)を皇するc

胎土は砂粒を含
み明黄褐色 (10
YR7/6)を呈するc

本住居祉は、南北3.85m東西4.25mを測り、南壁のやや歪んだ隅丸方形を呈し、床面積13.5m2

を測り、主軸方向はN-280-Wを指す。壁高は20cm前後を測り、壁溝は認められない。また、柱

穴等ピットは、まったく認められなかった。

遺物は、良好な状態で出土したものには、東壁中央寄りに検出された 5の域と、炉の付近から

検出された 9の増がある。また14の壷底部も炉の付近から検出された。 8の手控の鉢は、カマド

中からの出土である。この他の遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

住居祉覆土は、 3層に分層きれた。 I層が黒色土層、 II層が黒褐色土層で、 III層は炉上にみら

れる赤褐色の焼土層であった。
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IV 遺構と遺物
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第191図 H -63号住居土止実測図 (1 : 80) 

⑭ 

ν
A
二

g

B' 

本住居祉においては、カマドと炉の両者がみられるのが非常に特異で、あった。カマドは北壁中

央に存在し、炉は西壁寄りの住居中央に存在していた。

カマドは、すでにその一部を取り壊されていたが、間袖の一部と支脚が残っていた。その構材

にはすべて偏平な安山岩磯を用いており、面取り軽石を多用する本遺

跡の奈良・平安期のカマドとは異なり興味深い。さて、閣のA-A'の

断面をみると、東西両袖ともに偏平な安山岩礁が芯に据えられ、さら

に粘土(III層)が貼られて袖部となっていることが窺える。これはB-

B'の断面においてもそうであるが、ここでは円筒状の支脚石 (b)か

やや動いてしまった天井石(a )もみられる。また、 C-C'の断面の

磯二枚もカマド構材であるが、すでに抜き取られて東袖の手前に残置

されたものであり、その手前の磯も同様なものであろう。カマド覆土

は、 2層に分層された。 I層が焼土層である赤褐色土層、 II層が若干

の焼土を含む黒褐色土層であった。なお、カマド中からは、 8の手控

176 
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第四図 H -63号住居

土止炉 (1 : 40) 



の鉢が検出されている。

炉は、 48cmX42cm深さ 8cmを測

るもので、一面に赤褐色の焼土(1 

層)の堆積がみられた。

遺物第194・195図

本住居祉より検出された土器は、

いずれも土師器ばかりである。

1は、坪形態を呈する手担土器

で、体部にはー孔が穿たれている。

2 . 3は口縁部が短く外反する

丸底の杯である。 3には内面黒色

研磨がなされている。 4~6 は

小形の域で、 4には内面黒色研磨

がなされている。 7も、 6と相似

するところからとりあえず域と分

類したが、小形斐と理解したほう

がよいかもしれない。

8は手提の片口鉢で、内部体部

には輪積み痕を顕著に残し、焼成

は良好で、ない。

1 竪穴住居社

|ロ 10 
⑭ 

It:2 

ロ
A A' 

o 50cm 
ヒニ二二二五二二二二司

B B' 

C 

放物Z易協

第193図 H -63号住居土Il:カマド実測図 (1 : 40) 

9・10の士甘は、やや潰れた球状の胴部に外反する口縁部を見せるものである。

C' 

c' 

11・12は、短く直立する口縁部をみせる短頚査である。また、 13の壷は、底部と胴部上半以上

が接合をみなかったが、胴部下半において変換点をもって底部に至るものと考えられる。

15は窪の胴下半以下で、上半部の形状は不明である。

石器は、敵石 2点が検出されている。 16は両端が敵打に供されたもので、全体に火熱を被って

いる。 17は一端が鼓打に供されている。双方とも河床磯が用いられたものである。

時期

本住居祉は、古墳時代中期、前田遺跡

第II期に位置付けられよう。

第86表 H -63号住居士止出土遺物一覧表く石器〉
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IV 遺構と遺物
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II 
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第194図 H -63号住居社出土遺物 (1 : 4) 
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竪穴住居祉

11 

16 一)1C
lOcm O 

H -63号住居土i上出土遺物(1 第195図

H -63号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器積 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

<8.0) 
体態部。体は外部反し孔、底が部ーは偏あ平な丸底の杯形 外内面面 口縁縁部i部部おヨコナデ。体部ナデ

(胎し2.、土5Y焼は5成培/2不灰)良黄を。色呈手担 口 ヨコナデ。
(囲) iζ穿つり。

底 よぴ体部へラナデ。

2 
12.4 

体部て短は丸味さをお外び反てす外反し底、口唇平部底lζ至 外内面面 体部唇部ナデ。口唇部ヨコナデ。 胎を樺土呈色すは(5精るY選。Rされ
(完) 杯 4.7 

つ く ら に るo 部 口 ヨコナデ、体部へラナデ
6/6) 

3 
(17. 0) 体部は丸味さをおびて外反口唇し 口縁僅部かl乙歪立

外内面面 体黒色部上研磨半~口唇部ヨコナデ み胎(犠土7.5色はYを砂R呈粒6/すを6含る) (回) 杯 って短く らに外反、 部で lζ 
ち上がる o

4 
12. 2 

ふ口縁く部は 「底くJ部の字平状11::丸外底反をし、 胴す部は 外面 体体底部部部~上内半面体黒部か色下ら研半口縁磨ヘラ ミガ、キ 胎すく含土るσみは5褐砂Y粒色R4をを/3多呈) 椀 8.2 部ヨコナデ
(完) らむ。 は偏な 呈る。

内面 。口縁部ヨコナデ

12. 0 口縁形く部は 「く部Jの偏字状平lζ丸外底反し呈、胴す部は 外面 体体体口部部部縁上下部ヘ半半ラヨかガらら底キ口縁部(部ははヨコナデ 給み土明赤は褐砂粒色を含5 
鳩 7.2 ふ ら む 。 底 は な を る 。

か ヘラケズ Jの後若干のミカヰ
(完)

7信士c 内面 ミキ(黒色研磨?) 
(5YR5/8) 

縁 コナデ

6 
(13. 2) 球ロあ縁状る部をいは 「く Jの字状lζ外反し、 腕部は 外面 体頭全体部部へラケズリ。

胎縄をあ色呈ま土すりの(5良るY好。R部4焼でノは戒引忽赤いは(回)
蜜 呈する。 ~口縁部ヨコナデ

は椀か。 内面 ILヨコナデ

7 
15.8 

口状縁は椀部を呈かはす「くJの部字状l乙外反な丸し底、胴部あは 外面 頚体全部部体~ヘlζラケズリ

I成胎暗は3日も口〉あ土赤はろを7/は褐きいI呈ZV3色全わ〉固吾す良を体め(}責る呈5的てY。1E6し悪焼Rに1FE晶2極成くf / 
(回) 蜜 (13. 4) 球 る。底は偏平 。る 口縁部ヨコナデ

し、 o 内面 ヨコナデ

8 
11. 8 辺底思部わi八はJ丸味のo 手字を担伏おの土び形器た態平の底範を呈を鴎呈すする片る口ものの鉢と。外内面面 風化が激しいが、おそらくく残全体す11::ナデ。

(回)
鉢 れる に入るもので ヨコナデ。輪積み痕をよ

あろう。

8.2 体干な部はつぶれた球立状ちを呈し、底口縁部部lまは若平 外面 胴口ガ口縁縁部キ部が部ナヨコナデ.胴部は風化が厳しいがヘプミ
胎色く土含(7みはEY砂にR粒ぶ5/をい4褐多) 9 なされるか

(完)
士甘 13.3 外丸底反。し江がら 上がる。 偏 内面 ヨコナデの後、放射状暗文が施される。

デ?

註あR〈含ま6/り詰み6良)種巴好訴焼色で成(なS事はY い

(9. 1) 体平属は部若部tJ.が丸は干や外僅庭やつぶれた球立突棋ちを呈し、 後部口縁、は部 外面 胴口口縁縁部部部へヨコナデの後部部、刷放付毛射近状の暗文ズを施す。10 反しながら 上がった 口
(回) 柑 15.4 かに内側lζ 出する。底 偏 ラミカーキ。底底 ヘラケ リ

内面 ヨコナデ。 白状調整。

<8.0) 
小口縁形部な器は形短。く直線的に立ち上がる。 外血 柄輸口口縁縁積部部部るヘ~復ラヨコナデ 胎くc1含土OYみはR砂浅8粒黄/櫨を4多色) 

11 ケ上一ズ部部リの後、若干のミガキ
(回)

短頚壷 内面 胴 ヨコナデ
が残る。

12 
(8. 0) 

口縁形部な器は短く直線的に立ち上がる。 外内面 白縁縁部部部刷ヨコナデ 胎く(含土5YみはR櫨砂6色粒/を6多) (囲) 短頭壷 小 形 。 面口 ヨコナデ調整
胴 毛目状調

13 
<13目 5)

日縁部は逆「底八部Jの字状11::外反し底、綱部 外内面面 口縁縁部~胴部ヘラミガキ L胎く!含土5YみはR砂明5赤粒/褐を8多色) (囲)
宝古E 

はふくらむ。 は径の小さい平 口部へラミガキ、胸部ヨコナデ
(5.0) 
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内面刷毛目状調整

(64) H -64号住居祉

遺構第196・197図

H-64号住居祉は、第II区ス-25グリッドにおいて検出された。その北東コーナーは、風倒木

により撹乱きれていた。

本住居祉は、南北3.05m東西3.3mの隅丸方形を呈し、床面積8.4m2を測り、主軸方向N-13
0

-

Wを指す。壁高は30~40cmを測り、患溝は認められい。また、柱穴等のピットもまったく認めら

れなかった。

覆土は、 5層に分層された。 I層が多量のロームが混入する混色土層、 II層は少量のロームが

混入する黒褐色土層、 III'V層が黒色土層、 IV層はロームがよく混じる黒褐色土層であった。遺

物はいずれもこの覆土中より検出

された。

カマドは、北壁中央に位置する

が、すでに壊滅状態にあった。図

にはその掘り方を示したが、東側

の袖部分にあたるローム層が若干

削り出されていることが窺える。

また、その構材であったと考えら

れる面取り軽石が、東壁際に残置

されていた。カマド覆土は、 4層

に分層された。 I層が焼土を多く

含む灰褐色土層、 II層が焼土・灰

を多く含む灰褐色土層、 III層は若

干の焼土を含む黒色土層、 IV層が

焼土・灰を多く含む灰褐色土層で

あった。なお、本カマドの構材に

用いられていたと考えられる粘土

や石材の大部分は住居外に廃棄さ
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竪穴住居右上

れたものと考えられよう。 |吋

遺 物 第198図

本住居祉より検出された遺物には、須

恵器では杯・窪、土師器では警の破片が

ある。

須恵器杯は、 1-6を図示した。 1は
1'"'1 l勺

回転へラキリによる底部をみせている。

2-4は、底部切り離しの後手持ちへラ E 

ケズリのなされたもので、その切り離し
o 50cm 

方法は捉えられなかった。 5は回転糸切 UニニニニZニニニニ副

りの後、手持ちへラケズリのなされた底
第197図 H -64号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

部をみせている。 6は、底部切り離しの

後、回転へラケズリのなされたもので、高台付杯である。

須恵器窪は、いずれも破片ばかりで図示しなかった。
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第198図 H -64号住居祉出土遺物 (1 : 4) 
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第88表 H -64号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 主主

(杯須) 

(13.9) 外内面体部ロクロヨコナデ。底部回転へラキリ。

(回)
3.9 体部は外反し、底部平底。 面 ロクロヨコナデ
8.6 (ロクロ右回転)

(12. 8) 外面 体ち部ロクロヨコナデ。底部切り離しの後、手持
2 杯

(8. 1) 
体部は外反し、底部平底。

ヘラケズリ
(回) (須) 内面 ロクロヨコナデ

ロクロ右回転)

( 15.3) 外面体ち部ロクロヨコナデ。底部切り縦しの後、手持
3 

(保須) 4.2 体部は外反し、底部平底。
へラケズリ

(匝) 内(面ロ ロクロヨコナデ(9. 2) 
ク葎ちロ蔀右へ自転)

(14.2) 
外面 ロクロヨコナデ。底部切り縦しの後、手持

4 
(杯須) 3.4 体部は外反し、底部平底。

ラケズリ
(完) 内面 ロクロヨコナデ

(8.3) 
ロクロ右回転)

(15. 3) 外面 体持部ちロクロヨコナデ。底部回転糸切りの後、手
5 

(須杯) 3.2 体部は外反し、底部はややゆがんだ平底。
ヘラケズリ

(回) 内面 ロクロヨコナデ
(8.6) 

(ロク葎ロリ蔀左、底回百転)
(16.9) 外面 クロヨコナのデ後。体、部回転下半へ部回転へフケズ

6 
(須杯) 

体高部台はやや直付立け気ら味れlるζ外反し、底部lζは 部切り離し ラケズ 1)

(回)
7. 1 

が貼り 内面 ロクロヨコナデ
(9. 1) 

(ロクロ右回転)

土師器警も図示し得なかったが、「く Jの字状に外反する口縁部破片もみられた。

なお、本住居祉において石器・鉄器等は検出きれなかった。

時期

本住居士止は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

(65) H -65号住居枇

遺 構第199・200図

H-65号住居祉は、第II区スー26グリッドにおいて検出された。

備 考

灰胎を焼土白呈成色すは良精る好刷選17/さ0れ〉

胎を灰土呈色はす(7精る.5選。Y6さ/れ1) 

飴みを灰土呈色すは砂(る5粒。Y6を/含1 

Iいl川川υ~冊穆みをζ台勺合量火土灰土きす色種みはaあまる砂灰〈き砂外り5。色粒面。内あ監Y5を外旬を/ζN1含火面園多6 〉

胎く5/含土0)みは灰砂を色粒皇すを(多るN。

本住居主ll:は、南北4.1m東西3.5mの隅丸方形を呈し、床面積11.7m2を測り、南北軸方向N-200

-

Wを指す。壁高は20cm前後を測り、壁溝は認められない。また、柱穴等のピットもまったく検出

されなかった。床面は貼り床ではなく、フラットに削平されたローム面がそのまま床となる。

覆土は I層のみで、小磯を多量に含んだ黒色土層であった。

遺物は、北壁寄りに 1の須恵器蓋が潰れた状態で検出されており、西壁際からは 3の甑の破片

が出土している。この他の遺物は、いずれも覆土中からの出土である。

炉は、住居祉のほぼ中央部に存在していた。 60cmX60cm深さ 5cmを測る地床炉で、その内部に

は赤褐色の焼土(1層)堆積がみられた。

遺物第201図

本住居祉より検出された遺物は少なく、図示し得たのは 1-4のみであった。
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第200図

o 1 m 
副

H -65号住居士JI:実測国(1 第199図

1は、ほぽ完形に復原された須恵器葦である。その天井部は丸味をおぴるものの偏平で、鋭い

稜をもった後、直降する体部へと続き、平坦に面をなした口唇部となるプロポーションを見せて

いる。均一な器形て¥胎土が精選され、焼成良好な優品である。

2は土師器杯て、、、湾曲する体部をみせ、底部は丸底となると考えられるもので、外面の一部と

内面にはへラミガキがなされている。

戸B
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IV 遺構と遺物

3は、径の大きい単孔の甑で、外反する口縁部とやや膨らむ網部を見せている。

4は、土師器壷の口縁部付近である。

時 期

本住居土止は、古墳時代中期、前田遺跡第 I期に位置付けられよう。

第89表 H -65号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器積 法最 器 形 の 特 徴 調 整

以天井下部が長は丸く味直をおびているが偏平で、稜 外面 体天部井部ロ回ク転ロへフケズリ (稜の付近までおよぶ)
釜 4.5 降し 口唇稜部はは函をなして ヨコナデ

(完) (須) 平担iζ仕上げられる。 突出度が高く 内面 ロクロヨコナデ
12. 5 

するどい。ほぼ完形。 (ロクロ左閏転)

2 <12. 5) 
体部内は丸味をおびて外反し、口唇部でや 外面体部へラケズリの後、体部上半へラミガキ

(回)
主不

や側iζ突出する。 内面へラミガキ

3 
(20. 2) 

口部縁部はゆるく 「く Jへすの字ぼ状まlと外単反孔し、
外内面 白縁縁部部部ヨコナデ。服部胴部へラケズリ。

(回) 甑 18.8 
胴は弓なりに内側 る。

面口 へラミガキo 上半制毛白状調整
7.4 胴下半ヘラケズリ

4 15. 7 
口縁部は「く jの字状iζ外反し、胴部は 外面 口縁縁部部ヨコナデ。胴部へラケズリ

(回) 宝~ 球状を呈する。
内面口 ヨコナデ

腕部刷毛呂状調整

(66) H -66号住居祉

遺構第202・203図

備 考

焼目の(佐5成櫛P七画6は郎/精は1子)選紫を灰さ呈れ色すそる

胎櫨く色土含はみ(10砂にIYR粒ぶ7をい/多黄3) 

胎み土浅luY黄はR砂槌8粒色/ を含
(luYR8 / 3) 

胎み(土澄7.5は色Y砂F粒を含
R6/6) 

H-66号住居祉は、第II区ス-24グリッドにおいて検出された。 本住居並は、南北5.15m東

西5.2mの隅丸方形を呈し、床面積22.2m2 を測り、主軸方向はN-170 -Wを指す。壁高は30~50cm

を j則り、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出されたが、いずれもその径が小さ

いことが特徴的である。 P1は18cmx 15cm深さ55cm、P2は25cmX 20cm深さ55cm、P3は25cmX20cm 

深さ45cm、P4は20cmX20cm深さ50cmをはかる。また、南壁際中央には70cmX55cm深さ20cmを測る

P5が検出された。

遺物は、北東コーナーの床面より 25cm浮いた状態で12の曲玉が、カマド東袖脇の床面上より 6

の壷 1個体分の破片が、 P4の南の床面より 20cm浮いて 7の査が、南東コーナー付近の床面上から

は5の坊の破片 1個体分が、南壁際の床面上からは14の鼓石が、西援際の床面上からは13の鼓石

が、それぞれ検出されている。これ以外の遺物は覆土中からの出土である。なお、 P3の北東には

馬一頭分の馬歯が検出されたが、河川堆積による覆土 I層中からの出土である為混入品と考えら

れる。

住居士11:覆土は、 3層に分層できた。 1層は後世の河川堆積物で砂利・粘質土フゃロックを含む暗

茶褐色土層、 II層が黒色土層、 III層が黒褐色土層であった。
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第202図 H -66号住居士止実測図 (1 : 80) 

カマドは、北壁中央よりやや東寄りに存在し、その天井部と袖部前方は破壊されているものの

比較的よく原形をとどめていた。その構材には面取り軽石と安山岩礁が用いられ、それらが粘土

(IV層)で固められたものであった。図中 aは、偏平な安山岩で煙道部天井と考えられる。また

B-B'の両袖の断面にみる石材も偏平な安山岩で、 H-63号住居祉のカマドに用いられた石材と

同様なものと言える。 C-C'の両袖の断面には面取り軽石がみられる。火床部は浅く窪んで、いる。

カマド覆土は、 3層に分層された。 1層は焼土を含まないロームのブロック状堆積である黄色土

層、 II層は焼土をよく含む黒褐色土層、 III層は焼土をほとんど含まない黒褐色土層であった。

遺物第204・205図
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第203図 H -66号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

本住居社より検出された土器は、いずれも土師器ばかりである。

1は口縁部が短く外反する杯で、底部は丸底を呈するものと思われる。

2~4 は高杯の各部位で、このうち 2 ・ 3 は接合はみれなかったが、同一個体の坪部と脚部で

あると考えられる。

5は、球状の胴部と外反する口縁部をみせる士甘で、その口縁中央には鈍い稜が巡っている。口

縁部内外聞と、外面胴部上半には縦方向のへラミガキがなされている。

6・7はほぼ同様なプロポーションを呈するもので、頭部のすぽまり具合等フ。ロポーションか

ら一応壷と認識したが、特に 6などは調整レベルから警と認識することもできょう。しかしいず

れにしても、機能的裏付けがないかぎり厳密な器種認定は不可能といえる。

この他窒類には、 8の小形窪の口縁部、 9の小形窪の丸底、 10・11の平底となるものがみられ
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第204国 H -66号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

た。

石製品では、 12の滑石製の曲玉が検出されている。尾部に多く傷跡を残すが、全体によく研磨

きれ、整った形状を呈している。穿孔は一つで、表裏両面から穿たれ貫通している。全長 5cmを

測る。
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IV 遺構と遺物
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C 
13 

O 

己
lOcm 

14 

第205図 H -66号住居祉出土遺物 (12=1 2， 13・14=1 4) 

第90表 H -66号住居壮出土遺物一覧表〈土器〉

衛番号図 器穫 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(12.5) 
体部く外は反弓なりに外反し、さらに口唇部で

外面 口縁部ヨコナデ
胎土は砂粒を含

(回)
主不

短 する。
体部下半ヘラケズリ みにぶい燈色

内面ヘラミガキ (7.5YR 7/4) 

(16.4) 

を景する

2 外面 ヘラミガキ
胎土は砂粒を含

(完) 高杯 体部は稜をもって外反する。
内面へラミガキ

み樫色 (5Y R 
6 /6) 3と同

3 
高杯 脚部はラッパ状lと広がる。

外面 へフミカボキ
一胎土個j体ま砂か粒を含み

(完)
内面体部へラケズリ 櫨色(5YR6/6)2 

11. 2 裾部ヨコナデ と再イ殴体か。H-
75・12と接合

4 
高ま不

外国縦位のヘラミガキ 胎土は砂粒を含

(回) 内面へラナデ み穫色
(2.5YR6/6) 

5 (9.8) 
ロ縁状部をは鈍すい稜。底を部も丸って外反し、綱部は

外商 口縁下部半部~胴へ上半部縦位のミガキ 胎土は比較的精

(完)
地 16.5 球呈る 底。

腕 ラケズリ 選されにぷい燈
内面 口縁部縦位のへラミガキ。胸部へラナデ 色を呈する。

底部若子の席目毛白状謁整
胎f土7FiはY砂R粒7/を4多1 

6 (16. 7) 
球ロ縁状部をは「く jの字平状底11:外反し、胴部は

外面 白縁部ヨコナデ。胴部上半刷毛目状調整

(完) 登 28.2 呈し、底部
胸部下半へラケズリ く含み燈色(7.5

(6. 0) 内面 口縁部ヨコナデ。胴部制毛白状調整 YR7!6)焼成は

16.5 

あまり良好でない

7 球日縁状部をは「く Jの字状i乙外反し、胸部は
(完)

宜g'jl
外面 白縁部ヨコナデ。胴部ヘラケズリ 胎土は砂粒を多

呈する。 内面 口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ く含みにぶい褐
色 (75YR5/4)

8 (12.3) 
ロ球縁状部をは呈す「くる」小の形字の状器i形ζ外。反し、 胴部は

外面 口縁部ヨコナデ。胸部上半刷毛白状調整 胎土は砂粒を多

(回)
重富 とへラケズリ く含み赤褐色

内面 口縁部ヨコナデ。胴部へラナデ (5YR4/8) 

9 
主連 底部丸底。

外国へラケズリ
胎内く含面土黒みは色砂明粒赤褐を色多

(完) 内面へラナデ? (5YR5/6) 
焼成不良

10 
底部平底。護あるいは蜜の底部。

外面ヘラケズリ 給土は砂粒を多

(回) (5.6) 
内 面ナデ く含み檀色

(7.5YR7/6) 

11 
底部平底。牽あるいは裂の底部。

外面へラケズリ
胎土は砂粒を多

(回)
く含み褐色

(6.9) 
内面 焼(成7.5不Y良R4/4) 
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竪穴住居祉

13・14は、河床磯を用いた敵石である。 第91表 H -66号住居士止出土遺物一覧表く石器〉

13はその両端に顕著に蔽打痕が残る。 14

にはほとんど敵打痕がみられないが、一

応敵石と考えた。

時期

本住居祉は、古墳時代中期、前田遺跡第II期に位置付けられよう。

(67) H -67号住居祉

遺構第206・207図

|∞ |∞ 

A 

ミミ|同 |同

⑧ 

o 1m 
同日ニニE二二二二=

Ivn Lル/ノI 戸//主

~E二土こご~で土台 一一~ III l7A 
=Vff/ffff/hWO"ffO"ffff..o=…'//////////.……一致物

第206図 H -67号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物
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第207図 H -67号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

H-67号住居祉は¥第II区ス・セ-25グリッドにおいて検出された。本住居祉は、その南西コ

ーナーを F-64号掘立柱建物祉に、 I区をH-68号住居祉に切られている。

本住居祉は、南北5.95m東西6.6mを測る隅丸方形を呈し、床面積35m'を測り、主軸方向はN-

70-Eを指す。壁高は25-30cmを測り、援溝は認められない。また、柱穴等のピットもまったく

検出きれなかった。

遺物は、南壁際中央の床閣直上から 2の杯と 12の敵石・ 13の石錘が、また、南東コーナー付近

の床面上からは 5の無頚壷 1個体分の破片が検出きれている。これ以外は、いずれも覆土中から

の出土である。なお、住居祉の南壁寄りからは炭化材(a )が検出されている。

覆土は、 7層に分層された。 I層が茶灰色土層、 II層が黒色土層、 III'V層が暗褐色土層、 IV

層が黒褐色土層、 VI層は砂層である灰色土層で、 VII層は赤褐色の焼土層であった。ことにVII層の

焼土層は住居祉全体に分布するものではないが、床面に密着しており、また aの炭化材の出土も

考え合わせると、本住居枇の一部が火災に遭遇していることを想定できょう。

カマドは、北壁中央よりやや東寄りに存在するが、すでに破壊されており、その構材である偏

平な安山岩は原位置を失っていた。なお、本カマドはその構材に偏平な安山岩を用いている点に

おいてH-63と共通する。カマド覆土は、 5層に分層された。 I層が焼土・灰等を含まない茶灰
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1 竪穴住居祉
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第208図 H -67号住居士止出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

一円
l
H
v

l
h日

υ
f意図番号 器穫 材質 長さ 申話 厚さ 重量 備 考

11 鼓 石

山喜岩

15. 1 6.3 3.9 460 

12 敷 石 麗安安山 12.4 7.2 6.5 850 

13 石錘? 安山宕 4.8 4.5 3.7 170 

14 石錘? 安山岩 12.3 4.8 3.7 270 

15 石錘? 安山岩 (8.0) 3.7 2.8 (100) 

第92表 H -67号住居土rI:出土遺物一覧表〈石器〉

口 15 

14 

O 10cm 

第209図 H -67号住居士rI:出土遺物 (1 : 4) 

第93表 H -67号住居社出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 弱 整 備 考

(凶)

(13.3) 
体く部屈は丸i球をお部びて外偏平反tしE丸、口容部は短 外内面 体部~底ガ部キへラケズリ、口縁部ヨコナデ

胎く(含土5YみはR砂明5赤粒/褐を8色多) 杯 5.4 
曲する。底は 底。 面ヘラミ

2 
13. 7 

体部部では丸味外をおびて外反し、さらに口唇 外内面面 体部~底部へラケズリの後、若干のへラミガキ 胎闘みY土明Rに赤5はス/砂褐ス8付粒色〉着を内(含外5 
(完)

均: 4.2 
強く 反する。 ヨコナデの後へラミガキ

3 
(17.1) 

外内面面 体部の稜以上はヘラミガキ、稜以下はヘラケズリ
胎く(含土7.5みはY燈砂R色粒7/を6多) (回)

高杯 体部は稜をもって外反する。
ヘラミガキ

4 
(6.8) 

体す部るはか弓。手な担りに土内器湾。し、 底部は平底を呈 外内面面 風ナ化デがの激後、し赤い色が、塗彩ナ。デがなされているか。

瞳犠犠議探議
(回)

無頚壷

5 6.8 
体部平は底弓なりに土内湾器し、底部は丸味をお 外内面面 風化が激し赤い色が塗、彩ナデがえEされているか。無頚壷 9.4 

(完)
6.2 

びた o 手短 ナデの後、

6 
(17. 2) 

外内面面 白縁縁部部ヨコナデ、胸胴部部へラケズリ 胎く(土含7.5みはY砂燈R色粒6/を6多) (回)
壷 ロ縁昔sは「く」の字状iζ外反する。

口 ヨコナデ、 へラケズリ

7 
(13.6) 

外内面面 口縁縁部部ヨコナデ、胴部部ヘラケズリ
胎援く含色土みGはO砂にIYR粒ぶ7を/い4黄多) (回)

壷 口縁部は「く Jの字状i乙外反する。
日 ヨコナデ、胴へラナデ

8 外内面面 胴席IJ毛下半白部状調か整ら底部ヘラケズリ 胎く(土含5YみはR砂赤5粒褐/色を6多) (回)
宜=廿E 腕下半は弓なりにすぼまり、平底lζ変る。

8. 4 

9 外内面面 へラケズリ 胎く含土みは穫砂色粒を多 I 底部平底。
(回)

(7. 1) 
ナデ

(7.5YR6/6) 

10 外内面 へラケズリ 給く含土みは褐砂色粒を多
底部平底o

(回) (5.4) 面ナデ
(7.5YR4/3) 

色土層、 II層が灰層である黄灰色土層、 III層が焼土を多量に含む赤褐色土層、 IV層が若干の焼土

を含む黒色土層、 V層が焼土をまったく含まずロームが多く混入する黄色土層であった。

遺物第208・209図

本住居祉において検出された土器は、いずれも土師器のみであった。
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1 竪穴住居祉

1・2は、偏平な丸底から湾曲する体部、短く外反する口縁部をみせる土師器杯である。

3は、内外面に縦位のへラミガキのなされた高杯の杯体部である。

4・5は、手控ねの無頚壷で、内外面に輪積み痕が窺える。双方ともに焼成不良で、風化が激し

いが、内面に赤色塗彩のなされているのが特徴的である。

6・7は、壷の口縁部付近で、 8は壷の胴下半部以下である。 9・10は、平底の査あるいは警

の底部であろう。

石器では、 11 ・ 12の蔽石と 13~15の石錘?が検出きれている。

11・12は、両端に顕著な鼓打痕が認められる敵石で、河床磯を用いたものである o

13~15は、河床磯で、端部に特に敵打痕も認められないため敵石とは認めがたい。民俗事例に

おいて荷などを編む際、石のおもりを使用するが、そのような石錘とも考えられょうか。

時期

本住居祉は、古墳時代中期、前田遺跡第II期に位置付けられよう。

(68) H -68号住居祉

遺構第210図

H-68号住居祉は、第II区セ-25グリッドにおいて検出された。日-67号住居祉と重複関係を

持つが、本住居祉のほうが新しい

ものである。

本住居祉は、南北3.3m東西3.7

mの隅丸方形を呈し、床面積10.9

d を測り、南北軸方向はN-130

-

Wを指す。壁高は15~20cmを測り、

壁溝は認められない。また、柱穴

等のピットも認められなかった。

覆土は I層のみで、小粒パミス

を含む黒色土層であった。

遺物は、北西コーナー付近の床

面上から 2の葦が、南壁際の床面

上からは 4の長頚瓶の頚部が検出

されている。それ以外の遺物は、

いずれも覆土中から出土したもの

|∞ i∞ 抗)

02 

!¥ 
A 勺

04 

ミミ
|句 l句

A 

o 1m 
援家

第210図 H -68号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

t 三 ごき竺さ羽 ~ご/

4 

f士干吉弘
2 

ノー4一
グ
¥5 

// 

7 

10cm 、主|三グ 8
μ16 

O 

第211図 H -68号住居地出土遺物 (1 : 4) 

である。

なお、本住居祉においてカマドは認められなかった。

遺物第211・212図

本住居士tI:より検出された遺物は総じて少ないが、須恵器では蓋・杯・長頚瓶、ゴ二師器で、は窪の

各機穂がみられた。

1・2は須恵器の蓋である。 2は、中央が皿状に窪んだつまみ部を有している。

3の杯は、体部破片で、底部の調整痕は明瞭に認め難いが周辺部に手持ちへラケズリがなされ

ていることが僅かに窺えた。切り離し方法は不明で、あるが、囲転糸切りによるものかと d思われた。

4は須恵器長頚瓶の頚部で、比較的小形品である。

5~8 は、土師器斐の各部位である。 5 ・ 6 は小形窪の口縁部で、 7 はゆるく外反する口縁部

をみせる長胴警の破片である。

石器では、両面調整の石鍛9・10が検出されている。 9はチャート製、 10は黒曜石製である。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居祉

A-1 第94表 計一68号住居士止出土遺物一覧表〈石器〉

10 

o 3cm 

第212図 H -68号住居祉出土遺物 (2: 3) 

第95表 H -68号住居土Il::出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 葦須) 

外内面 ロクロヨコナデ
胎み(土5暗Yは赤R砂褐3粒色/を4含) (凹)

面 ロクロヨコナデ
(18. 1) ロクロ右回転)

2 
(蓋須) 

3. 1 
体つ部まみ末部端は皿強状くに曲くぼんだ形状を景し、

外内面面 ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ
胎む1)灰土内面は白l砂色ζ朱粒GがOをY付7含/ 者3 ロクロヨコナデ

(回)
く14.9) 

は 屈しない。
(ロクロ右回転)

(13. 6) 外面 体ち部へロクロヨコナデ、底部切り離しの後、手持

胎を胎み付み内。着土時呈土灰外0緑す色3は函まY灰砂砂GるにO4色粒粒園Y自/6をを然/1合含軸) 1 j 

3 
(須杯) 

体と部恩は外反し、底部は平底を呈するもの ラケズリ?
(回) (9. 1) 

われる。 内面 ロクロヨコナデ
ロクロ右回転)

4 
(7.9) 

外内(面面ロ ロクロヨコナデ
(完)

長頚瓶 頚部はラッパ状lζ外反する。 ロクロヨコナデ
クロ左回転)

5 窪
(11. 4) 

呈口縁す部る小は形弓のな器り形に外反し、胴部は球状を 外内面 口縁縁部部ヨコナデの後部、胴へ部へラケズリ
(囲) 面白 ヨコナデ、腕 ラナデ

6 
(8.0) 

状日縁を部呈すは弓る。なりに立ち上がり、胴部は球 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの備後部、網部へラケズリ 胎(7土.5YはR暗3褐/色3) 
(回)

費
口 ヨコナデ、 へラナデ

7 
(20. 9) 

外内面面 口白縁縁部部ヨコナデデ、の胸後部、胴部へラケズリ 胎(5土YはR糧6色/6)色) 
(回) 霊童 口縁部はゆるく弓なりに外反する。

ヨコナ ヘラナデ

8 外面へラケズリ
胎(5土YはR明5/赤8褐)色裂 底部平底。

(回)
(6.8) 内面ヘラナデ

(69) H -69号住居祉

遺構第213・214図

H-69号住居祉は、第II区セ-24・25グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.8m東西4.35mを測り、カマド両脇の北壁が山なりに突出するが全体的には

隅丸方形を呈する。床面積17.9討を測り、主軸方向はN-9 0 -Wを指す。壁高は10~20cmを測

り、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出された。また、北壁のカマド両脇から

も柱穴と考えられる P5 • P6が検出きれている。 P1は20cmX 10cm深さ50cmで、その上面には磯が

195 



W 遺構と遺物
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第213図 H -69号住居土Il:実測図 (1 : 80) 

みられた。 Pzは40cmX30cm深さ50cmを測り、上面には磯 7個がみられた。この磯は柱のまわりに

配されていたものであろうか。 P3は20cmX15cm深さ55cm、P4は40cmX 35cm深さ70cmを測りその脇

には深さ45cmの補助柱穴的なピットもみられた。また、 P5はやや斜めに開くもので45cmx45cm深

さ45cm、P6は50cmX35cm深さ40cmを測った。

住居祉平面図には、その掘り方を加えておいたが、それによると住居祉の中央床面は予め平ら

に掘り込まれ、主柱穴付近からコーナーにかけてが播り鉢状に大きく掘り込まれていることが理

解された。

遺物は、 Pzの上面から 4の長頚瓶底部が、 P3の床面上から 2の邦が検出されている。その他の

遺物は、いずれも覆土中からの出土である。
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覆土は I層のみで、若干のパミスを含む黒色

土層であった。

カマドは、北援中央に位置するが、すでに破

壊されており、その構材であった面取り軽石数

点が散在している状態にあった。その覆土は 3

層に分層された。 I層が焼土を若干含む黒褐色

土層、 II層が赤褐色の焼土層、 III層は焼土を含

まない黒色土層である。また、 IV層は火床部を

構成する埋土である。

遺物第215図

本住居祉より検出された遺物は少ないが、須

恵器てのは蓋・杯・長頚瓶・輩、土師器では警の

各器種がみられた。

l は、盤状で中央の突出するつまみ部を有する須恵器蓋である。

l 竪穴住居祉
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第214図 H -69号住居祉力マド

実測図 (1 : 40) 

2 . 3は須恵器杯で、いずれも回転糸切りによるものであるが、 3の底部周囲には手持ちへラ

ケズリがなされている。また、 4の長類瓶底部も回転糸切りによるものである。

5は、ゆるく外反する口縁をみせる土師器準である。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

ノ/てζ翠』輪、 X二与r ミー員五

〉一二
O lOcm 

第215図 H -69号住居祉出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

第96表 H -69号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(叢須) 

3.5 
つまみ部は盤状を呈するが、中央部がや 外内面 ロクロヨコナデの後、天井部囲転へラケズリ 胎土は砂粒を多

(回) や突出する。
面 ロクロヨコナデ く含み灰色 (N
(ロクロ右回転) 5/0)を呈する。

2 
(須杯) 

13. 6 外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
胎土は砂粒を含

(完)
3.8 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ

み灰色(10Y6/1)

7.3 (ロクロ右回転)
内外面lζ火棒あ
り。

3 
(杯須) 

(14.5) 外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切りの後、周 日台土は砂粒を含

(回)
3. 体部は外反し、底部平底。

囲手持ちへラケズ 1) み灰色U(Jy6/1)

(9. 内面 ロクロヨコナデ 内外面l乙火棒あ
(ロクロ右回転) り。

4 
長(須頚瓶) 底部iとは高台が貼り付けられる。

外面 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り 胎み灰土色lま砂(N粒6を/0含) 

(完)
9.7 

内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ左回転)

内外面iζ白然紬
付着。

5 
(20.8) 

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
(自)

蜜 口縁部はゆるく外反する。
胎土は明赤褐色

内面 口縁部ヨコナデ (5YR5/8) 

L-

(70) H -70号住居祉

遺構第216・217図

H-70号住居祉は、第II区セー25グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.7m東西3.45mの隅丸方形を呈し、床面積11.0討を測り、主軸方向N-go-

Wを指す。壁高は10~15cmを測り、

壁溝は認められない。主柱穴は南

援寄りに P1・P2の 2個が検出さ

れた。 P1は35cmX35cm深さ35cm、

P2は43cmX35cm深さ50cmを測る。

覆土は、黒褐色土層 I層のみで

ある。遺物はいずれもこの覆土中

からの出土で、床面に密着した良

好な出土状態を示すものはなかっ

た。

カマドは、北壁中央に位置する

が、すでに壊滅状態にあり、その

構材であった面取り軽石 6点が認

められたにすぎなかった。

遺物第218図

遺物の出土量はきわめて少ない
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1 竪穴住居祉

が、土師器の杯・警の破片がみられた。

土師器杯は図示し得なかったが、外面体部

~底部にへラケズリか施され、内面体部には放

射状暗文がみられるものであった。見込み部の ら

@ T¥ 01 

ラセン状暗文の有無は不明で、ある。

1は、僅か「コ」の字状に外反する口縁部を

みせる土師器室である。また、 2も、口縁部が

ゆるく外皮する土師器窪である。

なお、この他須恵器杯等はまったく検出きれ

なかった。

時期

本住居祉は、時期決定の根拠となり得る遺物が少ないが、奈良~平安時代、前田遺跡第刊l期の

。i 口|

C C' 

感総雨雲 O 5Ocm 

第217函 Hー 70号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

所産と捉えておこう。

r
¥、

2 

O lOcm 

第218図 H -70号住居土11:出土遺物 (1 : 4) 

第97表 H -70号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 
20. 2 

(完)
裂 口縁部は僅か「コ」の字状i乙外反する

外語 口縁部ヨコナデの後、胸部ヘラケズリ 胎土は樫色
内面へラナデ (7.5YR6/6) 

2 
(21. 7) 

外面 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ
(回)

蜜 口縁部は弓なりにゆるく外反する。 胎土は樫色
内面 口縁部ヨコナデ (7.5YR6/6) 
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IV 遺構と遺物

(71) H-71号住居祉

遺 4蕎 第219図

H-71号住居祉は、第II区シ-25グリッドにおいて検出された。その北西コーナ一部をH-90・

H-72の両住居祉に切られている。

本住居祉は、南北5.2m東西4.9mの隅丸方形を呈し、床面積21.3m2を測り、南北軸方向はN-

180 -Wを指す。壁高は15~25cmを測り、壁溝は認められない。 ピットは、柱穴となるかどうかわ

からないが南東コーナー寄りにP2が検出された。また、南壁寄りに検出されたP1は、ピットと呼

ぶにはやや貧弱かもしれない。 P1が50cmX30cm深さ10cm、 P2が50cmX45cm深さ37cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、パミスを多く含む黒褐色土層であった。 10数点のみ検出された遺物

は、いずれも覆土中からの出土であった。

なお、本住居祉においてカマド・炉等は認められなかった。

遺 物

|肘 ⑧ 
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G ~C9 E 

|円 l円
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=ニニ巳=

疹級協働問御物物物多

第219図 H -71号住居土止実測図 (1 : 80) 
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1 竪穴住居祉

本住居社から検出された遺物は、土師器片10数点と須恵器片 2点にすぎない。土師器には、査

の口縁部破片がみられた。

時期

本住居祉においては、遺物が皆無に等しいため、その時期決定が困難であるが、 H-90・H-

72との切り合い関係、カマド等を有きず、また柱穴等をもたない住居構造、査の口縁部破片等の

出土から、 H-60・H-61号住居祉と問時期、すなわち古墳時代中期、前田遺跡第 I期のものと

捉えておこう。

(72) H -72号住居祉

遺構第220・221図

H-72号住居祉は、第II区シ-25グリッドにおいて検出きれた。本住居祉は、 H-90号住居祉

の大部分と H-71号住屠祉を切って存在する。

本住厨祉は、南北3.1m東西3.2mの隅丸方形を呈し、床面積7.9m2を測り、主軸方向N-go-W 

を指す。壁高は40-50cmを測り、壁溝は認められない。また、柱穴等ピットもまったく認められ

なかった。

遺物は、 6の小形警の破片がカマド西脇の床面上より、また 7の斐の破片が I区床面上より検

出された。それ以外の遺物は覆土中よりの出土である。

住居祉覆土は I層のみで、小石・パミスを含む黒褐色土}習であった。

カマドは、住居祉中央よりやや東寄りに検出された。すでに半壊状態にあったが、両袖の一部

がかろうじて残っていた。その構材には、王に面取り軽石が用いられ、 2点ほど安山岩磯もみら

れた。これらの袖石に粘土層(1層)が貼られ袖部となっている。

遺物第222図

本住居社より検出された遺物には、須恵器では蓋・杯、土師器では坪・警がある。

1-3は、須恵器蓋である。このうち 2・3のつまみ部の形状に不明で、ある。

4は須恵器杯で、回転糸切りの後周囲手持ちへラケズリのなされた底部をみせるものである。

また、 5は土師杯て¥全面手持ちへラケズリのなされた底部をみせるものである。ロクロ整形に

よるものと思われるが、底部の切り離し方法は不明で、ある。

6は、土師器小形護で、丸味をおびた平底の底部と球状の胴部を呈するものである。

7・8は、口縁部から底部にかけてのはぽ全体の器形を知り得ることのできる、遺存率の高い

土師器饗である。口縁部はゆるく 1<Jの字状に外反し、底部は径4cmの狭い平底を呈する。双

方とも法量はほとんど一致する。また、 9・10も土師器警の「く jの字状を呈する口縁部である。
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IV 遺構と遺物

第98表 Hー 72号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

掃番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

(須蓋) 

2.9 つまみ部はす、端部と中央部がやや突出し 外内(語面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ

(回) 3.0 た形状を呈 る。
ロクロヨコナデ

(17. 0) クロ右回転)

2 蓋
外内面 ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ

(回) (須)
部 ロクロヨコナデ

(14.4) (ロクロ右回転)

3 
(須蓋) 

内外(面面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ

(回)
ロクロヨコナテe

(15.7) クロ右回転)

〈134.h41〉
外面 体持部ちロクロヨコナデ、底部回転糸切りの後、手

4 
(須杯) 体部は外反し、底部平底。

ヘラケズリ
(回) 内(面ロ ロクロヨコナデ(7.6) クロ左回転)

5 (14. 3) 外内国 体部下ミ半ガヘラケズリ、底部手持ちへラケズリ

(回)
杯 4.6 体部は外反し、底部平底。 面へラ キ

5.4 (ロクロ整形)

6 14.7 
球た口平縁状部はく「く jみの器の、字形底状部。Iζ外反や丸し味、胸を部おは 外内面面 白縁縁部部ヨコナデデ、の腕後部、胴部~底部へラケズリ

(完)
墾 15.6 lとふら はや び

口 ヨコナ ヘラナデ
9.3 底の小形

7 20.3 
上口ま縁半り部部、平はiζ 「く」 部最の字大lζ状径至iと外も反し、あ胴と部すは 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後胴部、胴部~底部へラケズリ

(完)
妥ま 28.0 かけて をった ぼ

口 ヨコナデ、 ヘラナデ
4.0 底の底 る。

8 20.2 上ま日縁半り部部、は 「く jの字状iζ外も反し、あ胸部すてlはま 外内面面 白縁縁部部ヨコナデの胴後部、綱部~底部へラケズリ
(完)

Z襲 27.5 にかけて最部大径至を った と ロ ヨコナデ、 へラナデ
4.0 り、平底の底 iと る。

9 20.3 
外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後部、胴部へラケズリ

(完)
裂 口縁部はゆるく「く Jの字状iζ外反する。 ロ ヨコナデ、胴へラナデ

10 (20. 5) 口縁部は「く Jの字状iζ外反し、胴部は 外内面商 口縁縁部部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
(匝)

裂
ややふくらむ。 口 ヨコナデ

11 外内面面 胴部およひ'底部へラケズリ
(回)

翠 底部平底。
ヘラナデ

5.0 

12 外内面面 胴部および底部へラケズリ
(回)

裂 底部平底。
ヘラナデ

(6. 0) 

11・12は土師器奮の平底を呈する底部である。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

(73・74)
遺構第223図

H -73 ・ H -74号住居祉

備 考

胎み灰土色は砂倒粒4/を0)含

給み灰土色は砂(10粒Yを5/含1) 

胎く(土含7.5みはY砂灰7粒白/色を1多) 

灰給く色土含(はみ5砂GオY粒リ6を/ー1多ブ) 

胎み(土櫨5Y色はR砂を6粒呈/すを6含る)。

胎砂ぶ6/粧土い4はを黄)を精多樟呈選EくEすさ含Jるれ町み.ずにR 

胎(土5YはR赤4褐/色8) 

胎を(土呈5YすはR赤る4褐。/色8) 

胎を色土呈(7す.は5YiるζRぶ。6/い4樫) 

胎す土るは桜色を呈
(5YR6/6) 

を胎(1呈土OYすはR浅る8。黄/燈4色) 

給YR土6は/8澄溌色呈す(る~I

H-73・H-74号住居祉は、第II区セー26グリッドにおいて検出された。両住居祉は重複関係

をもつものであるが、両者がきわめて浅い遺構であることと、覆土の差異がほとんど認められな

いことから、その新旧の把握が困難であった。
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H -73・H-74号住居土!l:実測図 (1 : 80) 第223図

H-73号住居祉は、南北4.8mを測るもので、図に示した隅丸方形のプランを想定してよいであ

ろう。推定床面積20.5m2を測る。その南北軸方向はN-70-Wを指す。壁高は10cm前後を測るの

また楕円形の浅い掘り込みである P3IJ{ ピットは、主柱穴として P1 • Pzが検出され、みである。

P3は100Pzは40cmx 30cm深き15cm、P1は40cmx 30cm深さ30cm、南東コーナー寄りにみられた。

cm X75cm、深さ 7cmを測る。炉は 42cm X 35cm深さ 5cm不正円形を呈するもので、南東コーナー寄

りに検出された。内部には赤褐色の焼土堆積がみられた。

H-74号住居祉は、南北5.5mを測るもので、歪んだ隅丸方形のプランを想定でき、推定床面積

19.8m2を測る。南北軸方向はN-80-Wを指し、壁高は10cm程度を測るのみである。ピットとし
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IV 遺構と遺物

、三二ト)グ

第99表 H -73・H-74号住居祉出土遺物

一覧表く石器〉

O lOcm 日
第224図 Hー 73・H-74号住居祉

出土遺物 (1 : 4) 

2 

第|叩表 Hー 73• H -74号住居社出土遺物一覧表く土器〉

器形の特徴 調

外国 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ左回転)

整

ては、南東コーナーに P4、南西コーナーに P5が検出された。 P4は60cmX 57cm深さ20cmを測る円

形のピットで、内部からは多量の炭化材が検出された。 P5は110cmX85cm深さ20cmを測る。炉は西

壁寄りに検出きれており 50cmX40cm深さ 5cmを測るものである。

なお、これまでH-73'H-74号住居祉の二軒ということで述べてきたが、この遺構が不規則

な形状を呈し二ケ所に炉を有する一軒の住居祉である可能性も残ることも指摘しておこう。

遺物第224図

検出された遺物はごく少量で、、図示した 1・2の他には須恵器片と土師器片数片がみられるの

みである。これらの遺物はH-73'Hーはのどちらかに伴うものなのかどうなのか判断できなか

った。

1は、いわゆる「かわらけ」である。その胎土は精選されず焼成も良好で、ない。ロクロ整形に

より、回転糸切りによる底部を見せている。

2は、流紋岩の砥石である。細身で、 4面が研砥に供きれている。

時期

H-73' H-74号住居祉は、その切り合いによる新旧関係は明確で、なく、出土遺物も少ないた

め時期決定が困難であるが、 1のかわらけからするとどちらかは古代末期から中世に位置付けら

れることになろうか。屋内の火拠についても、古墳時代中期以降からはカマドが採用されるが再

ぴ古代末期になると炉が採用される傾向がある。両住居祉の構造も古代末期から中世の住居形態

にあてはまらないものではないといえる。
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(75) H -75号住居祉
IV 遺構と遺物

u¥ ぽ)

A' 

O 5Ocm 

B' 

第226図 H -75号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

40cm、P7は90cmX70cm深さ22cmを測る。

覆土は、 2層に分層された。 I層が黒色土層 .II膚が黒褐色土層で、土膚構成はH-66号住居

士!l:と同様で、あった。

遺物は、カマド西脇の床面上より 13・14の高杯脚部・ 3の手担・ 17の斐・ 5の無頚壷.16の甑

の各器種が並んで、検出された。また、西壁際の床面上からは 7の杯が、 P1の東脇床面上からは10

の高杯杯部が検出された。また P7中からは11の器台が潰れた状態で、南東コーナーの床面上から

は 6の蓋が検出された。これ以外の遺物はいずれも覆土中から検出されたものであった。

カマドは、北壁中央より検出された。僅か東袖の一部を残すのみで、その大半は破壊された状

態にあった。残された東袖は、偏平な安山岩礁が据えられ粘土 (V層)で固められた状態であっ

た。また、カマドの東脇には 2枚の偏平な安山岩機がみられたが、これもカマドの構材として用

いられていたものと考えられる。この礁の下位には、 40cmX32cm深さ 8cmの楕円形のピットが認

められた。カマド覆土は 4層に分層された。 I層は焼土をよく含む黒褐色土層、 II層は焼土を多

く含む黒褐色土層、 III層は焼土を若干含む黒褐色土層、 IV層は赤褐色の焼土層であった。

遺物第227・228図

0¥ 
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IV 遺構と遺物

18 

ζ二二二~ 22 

ぐ 二三二〉

O 

く二〉

23 

o 5cm 

第228図 H -75号住居士止出土遺物(18・19・20=1 4， 21・22・23口 1: 3) 

lOcm 

// 20 

本住居祉から検出された土師器は、手担・無頚壷・蓋・杯・高杯・器台・甑・窪と多器種に及

んでいる。

手控土器が数多く検出されているのが本住居祉の特徴といえる。図示した 1-4の他、 4個体

分の手控土器破片がみられた。

5の無頚査は、内閣に赤色塗彩の施こされたもので、焼成のあまいものである。本例と同様な

無頚壷に、 H-67号住居祉出土の 4・5の2個態がある。

6は土師器蓋で、焼成良好な優品である。

7-9は土師器邦で、 7は素口縁部縁を呈するもの、 8・9は短〈外反する口縁部をみせる坪
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1 竪穴住居祉

第101表 H -75号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

帰番号国 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(8.1) 
外内面面 ナデ

(回)
手担 2.8 杯形態を呈した小形の手担土器。

ナデ

2 
4.5 

断お面びがた平「底UJの字小形状のを手畏担し土、底器部。は丸味を 外内面面 ナデ
(回)

手 担
ナデ

2.8 

3 
7.7 

底口縁を部とはる小ヨ内主湾形のし手、底控部土器は丸。味をおびた平 外面 光口口縁択縁部部をヨコナデの後、体部縦位のへラケズリ

(完) 手 担 7.6 ( もつ)
4.6 鉢形態をする。 内面 ヨコナデ、体部ナデ

4 
(11. 2) 

逆底部「平八J字状を呈する手控土器。 外内面面 席全IJ体毛i目ζ状指調頭整によるナデ、 口唇部ヨコナデ
個)

手控 (〈5.4 底。
5.0 

8.3 外面 体の口ヨ刷唇部コ全毛部ナ体デ白ヲ状iのコζ横調ナ後整位デのヘラケズリがなされ、 若干5 
無頚壷 10. 1 器底形部丸は球底体。完を形塁品し。、口縁部は内湾する。 が認められる。

(完)
内面 ナデ 、赤色塗彩。

6 偏平な半は鼠球状J三を聾する。 外内国面 ヘラケズリの後、体部ナデ、端部ヨコナデ
(完)

葦 3.0 ゴcあ士ロ・るい 杯としてとらえられるかo ヨコナデ
12. 6 形品。

13. 8 体部l土丸味内湾をおびて外部反したのち、口唇
外面 口唇部部ヨコナデ、体部構位のへフミガキ

胎み土笹呈/す色は6砂〈粒7.5をY含R 7 底へラケズリ
(完)

主不 5.2 部でやや する。底丸底。
内面 口唇れ部ヨコナデの後、全体lζ放射状暗文が施 6 / 6) 

ほぼ完形。
さる。 をる o

8 
14. 2 

底部から体唇部にかけくては半す球状の器形を 外面 横体全体部位ヘラケズリ、口唇部ヨコナデの後全体iζ
胎み/引僚土色はを砂呈(2粒す5YをるR含: 61 (回) 杯 5.7 

呈し、口部は短外反る。
のへラミガキ

内面 i乙 射状のヘラミカ。キ

9 
(13.8) 

体る部。は球部状を呈し、な口属も部は短恩く外反す
外面 口縁部ヨコナデの後、体部横位のへラケズ

胎み/6，土燈)を色は呈砂(7す粒.5YるをR。含~I(回)
珂:

底 は 丸 底lζ るのとわれる。
内面 ナデの後、放射状の清文が施乙される。

12.9 

外幽 係体Z整ヘ口デR唇不の部部宿ラ区都明後は下剖ミ白、半ガヨヨt縦はキ描ココ位のヘナ怖刷テののヲ二へ毛刷ケズリ、 上半はヨ コナデの後

胎ずを土は精い赤選さ色れ
10 

高杯 杯す部体は球部状のを塁し不、口唇部は短く外反 lζぶ褐
(完) る。脚 形状は明。 内面 !也は全体iζ剥離が激しく調 呈する

(5YR4〉4)|

17.8 台状が部あlζ外は稜反をするもって部外り機底反能iしζ、は脚焼成部はのラ穿ッパ
外面 毛目状ガキ調整、胸部はヨコナ

胎み/6土燈)色はを砂(呈7粒.す5YをるR含。~I11 
器台 13.1 り、 ζ れ。に杯よ 的には器前台と孔な

ラミ
(完) 内面杯脚部部 白状調整11. 7 

ろう。ほぼ完形。 はヨコナデ

12 
(17. 2) 

外内面面 へラミガキ
胎還HYR-土さ666れ/はの6比笹)4を較色と呈が按〈す帰2合る5 (回)

高杯 杯部は稜をもって外反する。
ヘラミガキ

13 脚す部は下位で大きく広がるラッパ状を呈 外面 裾体キ部部横分ヨコナデの後、全体lζ縦位のへラミガ
胎み8)燈土を色は呈砂(す5粒YるRを。6含/ (完) 高 杯 る。 内面 位のへラケズリ、裾部分ヨコナデ11.6 

脚す部るはo 下位で大きく広がるラッパ状を呈 外面 上裾下キ半半部部都分機ヨヨコナデの後、全体tと縦位のへ7 ミガ
み胎6)土種を色は呈砂(す5粒YるRを。6含/ 

14 
高杯

(回) 内面 位のへラケズリ
00.8) コナテ宅

15 外内面面 横上半位部縦位のへラケズ部リ、下半部へラミガキ 胎み燈/土6色は)砂粒を含
(完)

高杯 脚部はラッパ状にひろがる。
のへラケズリ、+居 ヨコナデ 6 (2.5YR 

11. 4 

16 
(22. 0) 

器大形は全体単的にゆるく湾曲し、底部は径 外内面面 へラケ目ズリの後、刷毛目状調整
胎み/6櫨土)色はを砂(呈7粒5すYをるR含ロ6 甑 23. 3 

(回)
7.0 

の きい子しとなる。 席IJ毛: 状調整

(20. 0) 口縁状部は 「く Jの字底状部lζ外径反小し、さ網部平は 外面 口縁部部ヨコナデ、胴部将IJ毛目状調整
焼R会4剖制/成二3は不Z〉酬也を良h〈立要q7を5す多YるRく。

(回)
蜜 21.2 球を にふくらむ。 はの い底 底へラケズリ

5.3 呈する。 内面 口縁部ヨコナデ、胸部将IJ毛白状調整

I 18 
(17. 9) 

外面面 口縁部部ヨコナデ、胸胸部部ヘラケズリ
胎く(含土7.5みはY砂燈R粒色7/を6多) 護 口縁部は「く Jの字状lζ外反する。

(回) 内 口縁ヨコナデ、 ナデ

I 19 
C14. 4) 口部縁部はは短く 「らくJの字状びたK外胴反する。

外内面面 口縁縁部ヨコナデ、胸胸部部ヘラケズ調リ
胎YくR土含6み/は6撞砂)を色粒呈(をす7.多5 る(回)

裂 鯛 ややふくみをお 長 を 呈 す
口部ヨコナデ、 刷毛白状整るo
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IV 遺構と遺物

(15.7) I "o"Tm..l-k;o; > "" > hJ r:ct--1-." ~. / I口縁部は短く弱く外反する。 I外面 白縁部ヨコナデ、服部ヘラケズリ
ー |嗣部はふくらみをおびた長腕を呈する。 I内面 白縁部ヨコナデ、腕部ナデ

である。 10は高原であるがその杯部は

8・9と同様な形態を呈している。 第102表 Hー 75号住居士止出土遺物一覧表く土製品・石器〉

11は器台である。高坪は同様な器形を

呈するが、その王手部底には焼成前の穿孔

がみられる。

12~15は高坪の杯部あるいは脚部であ

る。このうち12の杯部は、 H-66出土の脚部4との接合をみた。

16は甑である。底部は径 7cmを測る単孔となっている。

17~20は護である。このうち 17は胴部が球状を呈するものであり、 19 ・ 20は口縁部が短〈外反

する長胴窒である。

土製品としては、 21の土版が検出されている。不正楕円形を呈する偏平な焼き物で、手控土器

と同様胎土は精選されず焼成も良好でnない。片面には全面にわたって指痕および指紋がみられる。

本遺物は祭組的な性格を有するものであろうか。

石製品としては、粘板岩の剥片 2点が出土している。このうち22の片面は研磨されている。こ

れらは、実用的な石器の素材とは考えられないものであり、 21と同様祭把的性格を有する遺物と

いえようか。

時 期

本住居祉は、古墳時代中期、前田遺跡第II期に位置付けられよう。

(76) H -76号住居祉

遺構第229・230図

H-76号住居祉は、第II区セ-23グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.15m東西3.87mの隅丸方形を呈し、床面積10.7m2を測り、主軸方向はN-

l1
O-Wを指す。壁高は20cm前後を測り、壁溝は認められない。ピットは、東西両壁に沿って主柱

穴である P1・P2の2個が認められ、北西コーナーにはP3が認められた。 P1は40cmX35cm深さ20

cm、P2は50cmX50cm深さ20cm、P3は63cmX50cm深さ15cmを測る。

覆土は I層のみで、パミスをよく含む黒色土層であった。遺物はいずれも覆土中から出土して

いる。

212 



1 竪穴住居祉
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第229関 H -76号住居士止実測図 (1 : 80) 

カマドは、北壁中央よりやや東寄りに

位置するが、すでに壊滅状態にあった。

図にはその掘り方を示したが、プランは

乳頭状に壁外に突出する。また、西側に

みられるピットは袖石の抜き取り痕と考

えられる。カマド使用にかかわると考え

られる土層堆積は I層のみで、焼土を含

む黒褐色土層である。

遺物第231図

本住居祉より検出された遺物はきわめ

て少ないが、須恵器では杯・長頚瓶、土

ゐl

ClI 

C C' 

ミ裁選

ゐ|

ロ|

o 50cm 
t=二二ニヨニニニニー

師器では護の各器種がみられた。
第230図 Hー 76号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

1は須恵器杯で、回転糸切りによる底部を見せている。

2は、須恵器長頚瓶底部と考えられるもので、高台付のものである。

3は、土師器斐のゆるく「く Jの宇状に外反する口縁部である。

この他、鉄鉱の基部?が1点検出きれている(4 )。

時期
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IV 遺構と遺物

lOcm O 

H -76号住居士止出土遺物 (1 : 4) 第231図

H -76号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(回)
杯

(15.0) 外面 ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(須)
3.5 体部は丸味をもって外皮し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ 胎土は灰色を呈

9.1 (ロクロ右回転) する(10Y5/1) 

2 
長(須頚瓶) 

外面 ロクロヨコナデ、底部lζ自然紬付着 胎土は砂粒を多

(回)
高台部。 内面 く含み灰白色を

(10. 5) (ロクロ左回転) 呈する倒7/D)

3 
(21. 5) 

外商 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ 胎土は澄色を呈

(回)
童話 口縁部はゆるく「くJの字状l乙外反する。

内面 白縁部ヨコナデ
する。
(5YR6/6) 

第103表

第104表 H -76号住居社出土遺物一覧表く金属器〉

|問|鞠|材質|長さ|幅|厚さ|重量|
14 I鉄鎖|鉄 I-I -I -I (5) I 

考備

(
む
内
川
川
山
川

υ
o 3cm 
ヒ=エニニzニニニゴ

第232図 Hー 76号住居祉

出土遺物 (1 : 3) 

本住居祉は、奈良・平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。

H-77号住居祉(77) 

第233・234図+葺遺

H-77号住居祉は、第II区セ-23グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北6.6m東西7.0mの大形隅丸方形を呈し、床面積41.6討を測り、南北軸方向は

N-70-Wを指す。壁高は20前後を測る。壁溝は、東壁の一部と西壁の一部を除きほぽ全周して

P1 ピットは、北東コーナー寄りから P1が、炉の北隣りから Pzが検出されたのみである。いる。
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1 竪穴住居祉

|同仏|

D 色
炉

|円4./

o 1 m 

第233図 H-77号住居土!l::実測図 (1 : 80) 

は70cmX70cm深さ30cm、P2は60cmX55cm、深さ10cmを測る。

遺物は、南東コーナーの床面上よりまとまって15-22の石錘が、

南西コーナー付近の床面上からは23の磨石と 13の底部が、西北コー

ナーの壁溝中からは12が、北壁上からは 3の邦が、北壁壁溝中から

は7の高杯杯部がそれぞれ検出きれている。これ以外の遺物は、い

ずれも覆土中から出土したものである。

住居祉覆土は、 5層に分層された。 1. III層が黒褐色土層、 II層

が茶褐色の砂層、 IV層は黒色土層、 V層は暗褐色土層で若干のロー

ムが混入するものであった。

炉は、北壁寄りの中央より検出された。 65cmX50cmの楕円形を呈

⑧ 
~I 

U 

民|

D' 

o 50cm 

第234図 H-77号住居

土!l::炉 (1 : 40) 
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IV 遺構と遺物
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第235図 H-77号住居社出土遺物 (1: 4) 
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1 竪穴住居祉

こコ ρ 乙~

20 

亡コ くコ cコ

O lOcm 

第236図 H-77号住居土止出土遺物 (1: 4) 

するもので、褐色の焼土堆積が 5cmほどみられた。

遺物第235・236図
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IV 遺構と遺物

第105表 Hー 77号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(11. 7) 
外面 体体体す部部部.上下上半半半~はヨ底コヨコナデ底口部唇から体や部やに湾かすけて球状の器形を是し、 部はへラケ

(回)
杯 5.5 

部 は 内 る 。 内面 ナデの後、全ズ体リlと放射状暗文を施

2 <12.8) 
体や部内湾は球す状るを。呈するもので、 口層部はや

外面 体体部部上下半半はヨコナデ

(回)
主不 はヘラケズリ

内面ヨコナデ

3 
12. 3 

底し部か唇ら体部部にかけては球す状の完器形形を呈 外面 口部縁コ部下ナ半デヨ~コ(底ナへデ杯 5.6 体 部ヘラケズリ
(完) 、口 で僅かに外反る。

内面ヨ ラ7)の後、黒色処理
(10YR5/4) 

<13. 4) 
体部は球状唇部を呈し側、へ口縁突部出で短く外反し

外国 口縁ミ部ガキヨコナデ、さ体れ部る。はへラケズリの後、若干

胎み/土6樫)は色を砂(呈5粒YすをRる含6 。
4 

主不 の が施後ζ 

(囲) たのち口 は内 する。 内面 ラコナデの 、放射状にへラミガキが施乙され
る。

(15.2) 
底く部外反かすら体る部。は球状を呈し、 口縁部で短

外国 口縁部スヨコナデの後、体部から底部にかけてへ

み胎(土燈5Y色はR砂6粒/を6含) 
5 ラ ケ リ

(回) 杯 5.5 
内面 口縁部ヨコナデ、体部~底部ナデの後、体部へ

ラミガキ

6 (16.9) 
体る部。は球状を呈し、口縁部は短く外反す 内外面面 白口縁縁部部ヨコナデ、体体部部ナデ

(回)
腕

ヨコナデ、 へラナデ

7 
(17. 1) 

外内面面 体部上半ヨコナデL体部下半ヘラケズリ
(回) 高杯 杯部は稜をもって外反する。

ヨコナデ

8 外内面体部下半へラナデ
(同)

高ま不 杯部は稜をもって外反する o
面ナデ

9 外内面面 ミガキと若干ズの席IJ毛目状認務
(完)

高主不 一部へラケ リ

(14. 3) 
口縁ん部は直立気な味るiと外反し、胴部はふく 外面 胴胴口口縁縁下部部刷部半毛部ヨヨ届臼ココ状毛ナナ認デデ巨整、状謁の胴後整部、へ腕下半部ヘフケズリ、 震農務10 

雪量 28.6 
(回)

7.8 
ら だ長岡と o あるいは裂か。 内面 ラケズリ、

11 
(18. 2) 

球口縁状部は 「く」器の字肉状は全i乙外体反し、 胸部は
外面 口縁部部ヨコナデの後、若干のヘラナデ

胎(ず5Y土にRぶは61精い4)選機呈色さすれる(完) 蜜 を呈する。 Iζ厚い。
胴へラナデ

内面 口縁部ヨコナデ、胸部ヘラケズリ

12 壷底部あ平る底いは。裂の下半部。 外内面面 ヘラケズリ 胎み(土櫨7.5色はY砂R粒61を6含) (完)
7.3 

ヘラナデ(席IJ毛目状調整)

13 外内面面 へラケズリ 胎く(含土5YみはR砂明E粒赤/を褐8色多~I(完)
壷あるいは裂の底部。平底。

ヘラナデ
6.4 

(完1)4 外内面面 へラケズリ 胎ずみ〈土砂に5Y粧ぷはR精をい4選多赤/褐さく3れ含色〉底部平底。
刷毛白状調整5.0 

本住居士u:からは、土師器の王手・ 1宛・高杯・壷・奮が検出されている。

1~5 は王手で、いずれも半球状のフ。ロポーションを呈するが、素口縁の 1 ・ 2 と、口縁部が短

く外半する 3~5 とがみられる。 3 は内面黒色研磨がなされている。

6 は椀で、基本的には 3~5 の杯と同様な形状を呈している。

7 . 8は杯の坪部、 9は脚部である。

10は、膨らんだ長胴を呈し口縁部が直立気味に外皮する査である。

11は、口縁部が外反し胴部が球状を呈するやや肉厚な護である。
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l 竪穴住居祉

12-14は、壷あるいは斐の胴部下半

~底部である。

第106表 Hー 77号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

石器では、 15-22の石錐と、 23の磨石

が検出された。

15-22は、荷などを編む際のおもりな

どとして使用された石錘と考えられよう

か。

23は、楕円形の河床磯を用いた磨石で、

全体に磨痕が認められる。

この他、図示しなかったが、 H-75に

j甫図番号

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 
」ーー

器種

石 錘

石錘

石 錘

石錘

石 鐙

石錘

石錘

石錘

磨石

材質 長さ

安山岩 13.8 

安山岩 14.7 

安山岩 14.1 

安山岩 (11. 9) 

安山岩 14.2 

安山岩 11.4 

安山岩 11.2 

安山岩 12.7 

安山岩 9.9 

幅 厚さ 重量 備 考

6.4 4.5 525 

7.1 2.8 425 

5.4 3.9 370 

6.2 3.3 (315 ) 

5.5 2.7 285 

5.7 3.3 295 

7.0 6.0 450 

6.7 2.8 345 

8.0 6.0 695 

みられたような粘板岩の剥片が3点みられた。 H-75のものと同様祭杷的な性格を帯ぴるもので

あろうか。

時 期

本住居祉は、古墳時代中期、前田遺跡第II期に位置付けられよう。

(78) H -78号住居祉

遺構第237・238図

H-78号住居祉は、第II区セー23グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.8m東西4.4mの隅丸方形を呈し、床面積15.5m2を測り、主軸方向はN-10
0

-

Wを指す。壁高は10-20cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 P1- P4の4個が検出され

た。 P1は中段にテラスをもち60cmX40cm深さ40cm、P2は40cmX 35cm深さ45cm、P3は60cmX45cm

深き65cm、P4は45cmX40cm深さ40cmを測る。

覆土は I層のみで、パミス・ローム粒子をよく含む黒褐色土層であった。遺物はいずれも覆土

中からの出土で、床面に密着した状態のものは認められなかった。

カマドは、北壁中央に存在するが、粘土 (II層)からなる東西両袖の一部をとどめるのみであ

った。カマド覆土は 6層に分層きれた。 1層は黒色土層、 II層は灰色粘土層で天井部を構成して

いたものと考えられる。 III層はカーボンの堆積層で、 IV層は若干の焼土を含む黒褐色土層、 V層

は赤褐色の焼土層、 VI層は焼土・カーボン等をまったく含まない暗褐色土層であった。

遺物

本住居祉より検出された遺物は、ごく僅かで、、薄手の土師器窪の破片のみであった。中には、

「く」の字状に外反する口縁部破片もみられたが、図示し得るものはなかった。
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IV 遺構と遺物
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第237図 H -78号住居士!l::実測図 (1 : 40) 

時期

本住居祉は、出土遺物が土師器

警のみであるので、時期決定が困

難であるが、その構造や周囲の住

居祉の位置付けを考え合わせ、奈

良時代、前田遺跡第V期のものと

想定しておこう。

(79) H-79号住居杜

民|

D' 

o 1m 

iロ

。iロ

O 5Ocm 

遺構第239・240図 第238図 H-78号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

H-79号住居士止は、第II区ス・セ-24グリッドにおいて検出された。その西壁側の北半分は、

風倒木によって撹乱を受けている。

本住居祉は、南北5.1m東西5.4mの隅丸方形を呈し、床面積23.8m2を測り、主軸方向はN-180

-

Wを指す。壁高は20~30cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 P 1 ・ P 3 ・ P 4の 3 偶が確認

されたが、おそらく風倒木による撹乱を受ける以前はII区において P2が存在していたものと考え
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l 竪穴住居祉
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第239図 H -79号住居士止実測図 (1 : 80) 

られる。 Plは45cmX40cm深さ70cm、P3は75cmX70cm深き55cmを測りテラスをもつものである。 P4

はそのよ部に偏平な礁がみられ、 70cmX50cm深さ50cmを測る。

遺物は、南西コーナ一部より 2の杯が、 P1付近の床面上より 3の須恵器が、カマド西側の床面

上より 5の窪の底部がそれぞれ検出された。それ以外はいずれも覆土中からの出土である。

覆土は、 4層に分層された。 I層が小軽石を含む黒褐色土層、 II層はローム粒子小軽石を含む

明黄褐色土層、 III層は小軽石を含む黒色土層、 IV層はローム粒子を多量に含む黄褐色土層であっ

た。

カマドは、北壁中央に存在するが、すで、に半壊状態にあった。その両袖は粘土層 (VI層)から

なり、火床部は一旦浅く掘り込まれた後ロームを含むV層で埋め戻されたものであった。カマド
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覆土は 4層に分層された。 I層が

多量の焼土・灰を含む黄灰色土層、

II層が赤褐色の焼土層、 III層が若

干の焼土・カーボンを含む黒褐色

土層、 IV層が焼土・カーボンを含

まない貫褐色土層であった。

遺物第241・242図

本住居祉から検出された遺物に

は、須恵器では蓋・王手・長頚瓶、

土師器では斐がある。

1は須恵器蓋で、つまみ部の形

状は不明で、ある。

2は須恵器杯で、、回転へラケズ

W 遺構と遺物

o 50cm 
包=ニニニzニニニニニd

|∞ j切

ヨ

|句 匂

第240図 Hー 79号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

1， 

lOcm 

2 
ビーJ二j

)~/~-I 
第241図 H -79号住居地出土遺物 (1 : 4) 
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1 竪穴住居社

6 7 

C三三コ ()  

o 5cm 

第242国 H -79号住居土i上出土遺物 (1 : 3) 

リのなされた底部をみせている。

この他、回転へラキリによる底部

破片が一片みられた。

3は須恵器長頚瓶あるいは短頚

査の胴下半部で、高台付のもので

ある。底部には回転へラケズリが

なされており、切り離し方法は不

明である。

4は「く」の字状に外反する土

師器奮の口縁部で、 5は土師器饗の胴下半部である。

6 . 7は、偏平に面取りされた軽石で、紡錘車の未成品と考えられる。 6には片面側に穿孔が

なされ始めているが、 7にはまだ穿孔はみられない。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第VI期に位置付けられよう。

第107表 H -79号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

葦 外国 ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ
灰胎を土呈白色すは精る(5選。Y8さ/れ1) (回) (須)

つまみ部の形状不明 内面 ロクロヨコナデ
(15. 5) (ロクロ右回転)

2 杯
(14.8) 外内面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ

胎ずみ〈灰土砂7.5粒白はY精色を8選多/さく1含れ) (凹) (須)
3.7 体部は外反し、底部平底。 面 ロクロヨコナデ
<9.8) (ロクロ右回転)

3 器ら種れは短頚牽か長頚牽lζなるものと考え
外面 体ラ部ケはズ叩リのきの後後、高ロ台クをロ付ヨすコ。ナデ、 底部は回転へ

E灰焼4住褐成/土は色2良緒)好呈〈還。5すさYるtRk 。
(完) (須)

12.4 
る。 内面 ロクロヨコナデ

高台が貼り付けられる。 (ロクロ右回転)

4 <22. 1) 
外面 口縁縁部部ヨコナデの胴後、部胴部へラケズリ 色胎(土を7. はiζぶい褐費 口縁部は「く Jの字状iζゆるく外反する。 呈する(回) 内面口 ヨコナデ、 ヘラナデ

5YR 5/4) 

5 外内面面 ヘラケズリ 給を土呈はす明る赤。褐色墾 底部平底。(回)
5.0 ヘラナデ

(5YR5/6) 

第叩8表 H -79号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉
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IV 遺構と遺物

(80) H -80号住居祉

遺構第243・244図

H-80号住居祉は、第II区セー24グリッドにおいて検出された。その中央部にはD-46が本住

|匂 ⑧ 

也、~送設jf e U 
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C 
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ミミ|苛 |司

o 1 m 
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第243図 H -80号住居士止実測図 (1 : 80) 
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第244図 H -80号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

居祉を切って存在し、また四壁際には撹乱がみられた。

本住居祉は、南北5.1m東西5.0mの隅丸方形を皇し、床面積22.9m2を測り、主軸方向はN-140

-

Wを指す。壁高は20-40cmを測り、壁溝は認められない。王柱穴は、 P1-P4の4個が検出され

た。 P1は100cmX 105cm深さ65cm、P2は100cmX 90cm深さ70cm、P3は不規則な形状を呈し90cmX40

cm深さ40cm、P4は85cmX65cm深さ60cmを測る。

遺物は、南援際より lの蓋・ 4・6の王手が、西援寄りに 2の蓋が検出された。それ以外の遺物

はいずれも覆土中からの出土である。

覆土は I層のみで、パミスを若干含み粘性のある黒色土層であった。

カマドは、北壁中央に検出されたが、東西両袖の一部を除いてはぽ壊滅状態にあった。残って

いた袖部は粘土 (IV層)で構築されているものであった。その火床部は一旦掘り込まれた後、僅

かに黒色土 (111層)で埋め戻されたもので、浅い、窪みとなっていた。カマドの使用に伴うと考え

られる覆土は 2層で、 I層が若干の焼土を含む暗褐色土層、 11層は赤褐色の焼土層であった。覆

土堆積の中央には支脚石の抜き痕がみられた。

遺物第245図

本住居士l上より検出された遺物は、須恵器では蓋・杯・輩、土師器では窪がある。

1-3は須恵器蓋で、つまみ部が偏平な盤状を呈するものである。このうち 2の内面は光択を

もちかなりつるつるしており、研麗の客体となったことを窺わせる。あるいは転用硯等となった

のであろう。ただし墨の付着等は認められない。
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IV 遺構と遺物
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第245図 H -80号住居士rI:出土遺物 (1 : 4) 

第109表 H -80号住居社出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(蓋須) 

3.0 
つすまみ豊sは中央部のややくぼんだ盤状を 外内(面面ロ ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ

胎胎ずみずみG臼砂4砂土士暗暗/B粒粒は脅は脅1)G灰;精を灰をを4呈色選多選色多/すGささくく1Oる)含れ含れB • 

(完)
2.9 要る。 ロ右クロヨコナデ
13.8 クロ回転)

3.1 外内面面 白クロヨコナデの後全か体、(天にた井つだ部るし回転へラケズり
リ

し
2 

(蓋
須) 

3.1 つまみ部状は中央す部るはやや突出するが、全 ロクロヨコナデっ、た つる付と着してはお
(回) (13.4) 体i乙盤を呈

転ロ用左硯回等転)
とな 墨の な)

(ロク

3 蓋
(2. 5) 

つまみ部は下lとややすぼんだ盤状を呈す 外内(面面
ロ

ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ
胎含c1土み

OY

灰は

7
紹白/色
砂

l
粒)

を
ロクロヨコナデ

(回) (須) るo クロ右回転)

4 
(須杯) 

13.6 
体完形部。

は外反し、底部平底。
外内(面面ロ

体ロ部ク
ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ

胎含(土

N
み灰
6
は/細色

0
砂)
粒を

(完)
3.8 ロヨコナデ
9.2 クロ右回転)

(13. 8) 外面持体ち部ロクロヨコナデ、底部切り離しの後、手
B
み台(灰
1

土

OY

は白

7

砂色
/粒
1
を〉
含5 

( 須杯) 
ヘラケズリ

(回)
4.6 体部は外反し、底部平底。

内面 ロクロヨコナデ
(8.0) 

(ロクロ友回転)

6 
(須杯) 

外内面
商 底部匝転へラケズリの後、高台貼り付ける。

を胎く(含
1望土OG

みすは
Y
緑砂る
8灰.
粒/色

を

2

多

} 〈回)
底部iζは高台が貼り付けられる。 ロクロヨコナデ

10.2 (ロクロ右回転)

7 
(22. 1) 

外内面面 白縁縁部部ヨコナデの鋼後部、胸部へラケズリ
給を(呈土5YすはR明る5赤。/褐6

色
) 

(回)
翠 口縁部は「く Jの字状iζゆるく外反する。

口 ヨコナデ、 へラナデ

4~6 は、須恵器杯で、 6 は高台付のものである。 4 は回転へラキリ、 5 はおそらく回転糸切

りの後全面子持ちへラケズリ、 6は回転へラケズリによる底部を見せている。

7は、「く jの字状にゆるく外反する土師器警の口縁部である。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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(81) H -81号住居祉

遺構第246・247図

1 ~穴住居祉

H-81号住居祉は、第II区ス・セ-23グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.4m東西4.3mの隅丸方形を呈し、床面積14.6m2を測り、主軸方向はN-I0-

Wを指す。壁片は40-50cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴としては、 PI-P4の4個がみら

|司

|司

o 1m 
匡ニニニ=日ニ=

⑧ 

D' 

D 

R 

。
11立

~\\(Q) g j}F! 
R 

R 

|町1

~ (羽バ/v VI\~\C' 
グ~I ~Iι---L!!-Jτ三号協
拐妨幼正~よ 7 ¥尉必初

級~後物物微弱務級協物務後物務後後援務

D D' 

E E' 

第246図 H -81号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

|∞ 

|句 l同

A t: 

o 50cm 
匡ニニニニ日ニ=ニ:=J

第247図 H -81号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

れ、また補助柱穴的なP5もみられた。 P1は25cmX25cm深さ80cm、Pzは30cmX25cm深さ75cm、P3

は55cmX48cm深さ75cm、P4は35cmX27cm深き70cm、P5は35cmX35cm深さ45cmを測る。

遺物は、カマドの東脇の床面上より 5の小形窪が検出された以外は、いずれも覆土中からの出

土であった。

覆土は 7層に分層された。 I層が黒褐色土、 II層は茶褐色土層、 III層が暗茶褐色土層で、これ

ら3層はいずれも小軽石を含み粘性の少ない層であった。 IV層は黒褐色土層、 V層はロームの二

次堆積である黄褐色土層、 VI層は黒色土層でいずれも小軽石を含まない粘性のない層である。 VII

層は小軽石を含む茶褐色土層であった。

カマドは、北壁中央に存在するが、すでに半壊状態にあった。僅かに残る両袖は、面取り軽石

が据えられているものであった。火床部は、掘り方の段階ではやや描り窪められていた。カマド

使用に関連すると考えられる覆土は、 3層に分層された。 I層は灰層で若干のカーボンを含むもの

であった。 IIJ習は灰褐色土層で灰・焼土・カーボンを含み、 III層は多量のカーボンを含む黒色土

層である。

遺物第248・249図

本住居枇より検出された遺物は、須恵器では杯、土師器では杯・護がある。

1 . 2は須恵器杯である。 1は回転へラキリ、 2は回転へラケズリの底部をみせている。この

他、回転へラキリによる須恵器底部破片が 1片みられた。

3・4は土師器杯である。 3はロクロ整形によるもので内閣黒色研磨のなされた杯である。 4

は口縁部が短く外反するもので、おそらく古墳時代中・後期の遺物で、混入品であろう。
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IV 遺構と遺物

第110表 H -81号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

主不 (14. 9) 外内(面面ロ 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
胎み(1灰こ七OYは白7色砂/粒1を)含4.2 体部は外反し、底部平底。 ロ左クロヨコナデ(回) (須) (8.4) クロ回転)

2 
α杯頁)

外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラケズリ
胎みを土灰呈色すは砂る(10粒。IYを6/含1) 

(回)
底部平底。 ロクロヨコナデ

(8. 1) (ロクロ右自転)

3 
(15.5) 

体部は弓なりに外反する。底部は丸底と
外面体部ロクロヨコナデ、底部ヘラケズリ

胎胎樺みをを品〈土1色で呈土呈iとOYぷすはすはあ(5R砂いろるるY7「粒黄還四固Rう/檀6を混.さ4/含色れ入6〉) 

杯 内面 黒色右研回磨転(囲) なるものと恩われる。
(ロクロ ) 

4 
(11. 9) 

体部は球状を隻し、口縁部で短く外反す 外面 ヨコのへラミガキ
(回)

杯
る。 内面 口縁部ヨコナデの後、全体iζヘラミガキ

5 
9.0 

体部は球状を呈し、口縁部は弓なりに外 外面 ロ縁部部ヨコナデの後服、部綱部へラケズリ 日を台(土呈5YすはR明る5赤。/褐6色) 
(完)

裂
反する小形の器形 内面口縁 ヨコナデ、 へラナデ

6 
(13. 0) 

口縁む小部は直立気味iと外反し、胴部のふく 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後部、胴部へラケズリ 胎する土(は5稜YR色6/を6)呈(回)
費

ら 形の器形。 口 ヨコナデ、胴へラナデ

7 
(21. 3) 

外面 口口縁縁部部ヨコナデデ、の胴後部、胴部へラケズリ 胎す土るは(7穫5Y色Rを5/呈6) (回)
蜜 口縁部は fくjの字状iζ外反するロ

内面 ヨコナ ヘラナデ

8 
(24. 5) 

外内面 口縁縁部部ヨコナデの後、部胴部ヘラナデ
胎す土る(は7.燈5Y色Rを6/1呈'6) (回) 裂 口縁部は「く Jの字状iζ外反する。

面口 ヨコナデ、胴へラナデ

9 
(24. 2) 

外内(面面全体口縁縁部部ヨコナデの後部、胴部ヘラナデ 胎土は明赤褐色

(回) 頚 日縁部は「く Jの字状iと外反する。 口 ヨコナデ、胴へラナデ を(畢する。
lζ剥落が激し 5YR5/6) 

10 
(23. 3) 

外内面 白縁縁部部ヨコナデの後部、胴へ部へラナデ
胎土は燈/色6 (5 

(回)
費 口縁部は「く Jの字状iζ外反する。

面白 ヨコナデ、胴 ラナデ YR6/6)を
呈する。

個1)1 外面面 服~部底へ部ラケズリ 胎を(土呈5YすはR明る4赤1/褐6色) 蜜 底部平底。
(4.8) 内 胴 へラナデ

^~ 
第111表 H -81号住居士止出土遺物一覧表〈石器〉

o 3cm 

第249図 H -81号住居土!l:出土

遺物 (2: 3) 

5は土師器の小形斐で、球胴を呈するものである。 6も小形斐で直立気味に外反する口縁部を

みせている。

7 ~10は 1< Jの字状に外反する口縁部をみせる土師器嚢である。 11は、土師器警の胴部下半

である。

石器では、 II区より黒曜石の両面調整の石鉄 (12)が検出されている。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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(82) H -82号住居祉

遺構第250図

H-82号住居祉は、第II区セ・ソ24グリ

ッドにおいて検出された。その北側は、 D-

45号土壌によって切られている。

l 霊穴住居枇

A IIOR 

A 

@ 

A' 

t:. 

本住居祉は、南北2.93m東西3.5mの隅丸

方形を呈し、床面積9.0m2を測り、南北軸方

向N-180-Wを指す。壁高は 5cm前後を測

るのみで、壁溝は認められない。ピットは、

西壁コーナー寄りに55cmX50cm深さ10cmの

円形を呈する Plが検出されたのみである。 第250図 H -82号住居士止実測図 (1 : 80) 

遺物は、 1の須恵器嚢底部が南東コーナ

ーの床面直上より正常位で検出された。こ

の他は、いずれも覆土中からの出土であっ

た。

O 10cm 

カマドは、現状においては存在しなかっ

たが、あるいはD-45によって破壊され北

壁中央付近に存在した可能性も残る。 第251図 H -82号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

遺物第252図

本住居祉より検出された遺物は、 lの須恵器底部と、その他土師器窪破片数片のみであった。

1の須恵器窪は、外面に叩き目のみられるものであった。

土師器護破片は、いずれも薄手の胴部破片ばかりである。

時期

本住居祉は、時期決定の手がかりとなる遺物がごく僅かで、あるため、その位置付けに支障をき

たすが、とりあえずは奈良・平安時代、前田遺跡第四期のものとして捉えておこう。

第112表 H -82号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

器形の特徴

底部平底。

調

外面胸部叩き、底部ヘラケズリ
内面ナデ

整
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IV 遺構と遺物

(83) H-83号住居祉
iの |の ④ 

遺 +蕎 第252・253図

H-83号住居祉は、第 II区
A 

セ・ソ-23グリッドにおいて検

出された。その北東コーナ一部

は、溝によって破壊されている。

本住居並は、南北4.1m東西

3.8mの隅丸方形を呈し、床面積

ミミ h
11. 9m2を測り、主軸方向はN -

10 820-Eを指す。壁高は20cm前後

を測り、壁溝は認められない。 A t: 

ピットは、 カマド南脇の壁中よ
o 1m 

りPlが検出されたのみであっ
匡ニニニニヨニニ二二副

た。 P1は40cmX40cmをj則る円背3

のピットであった。住居の北東 第252図 H -83号住居祉実測図 (1 : 80) 

コーナー・北西コーナーには床

⑧ 
l開面が確認されず、図のような掘

り方となったが、あるいは軟ら

かい床面が存在したのかもしれ

ない。北東コーナー側の掘り方

はテラスをもち深さ40cmを測る。

北西コーナー側もテラスを有し

40cm程の深きとなっている。
|円 l円

覆土は黒褐色土層 I層のみで、

遺物はいずれもこの覆土中から

の出土であった。
D 

カマドは、東壁中央より検出 O 5Ocm 

された。本遺跡における大部分

のカマドが、北壁中央に存在す
第253図 H -83号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

ることからすると本例は注意さ
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挿番図号

1 
(回)

(完2) 

3 
(回)

4 
(回)

5 
(回)

1 竪穴住居枇

2 

~3111 ¥ ~ /午lベ

O 

器種 法量

杯
ト14.0)

3.8 
(6.6) 

20.7 
墾

20.4) 
窪

09.0) 
愛

19. 7 ) 
費

11 

3 

ノ〆

lOcm 

第254図 H -83号住居祉出土遺物 (1: 4) 

第113表 H -83号住居土11:出土遺物一覧表〈土器〉

器 形 の 特 徴 調 整

外函 {本部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

日縁部は僅か「コJの字状!<:外反する。
外面 口縁部ヨコナデの後、網部へラケズリ
内面白縁部ヨコナデ、綱部ヘラナテ

口縁部はゆるく「く」の字状1<:外反する。
外面 口縁部ヨコナデの後、桐部ヘラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、 l阿部ヘラナデ

口縁部はゆるく「くJの字状lζ外反するの
外商 口縁部ヨコナデの後、胸部ヘラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、網部ヘラナデ

口縁部はゆるく「コ」の字状lζ外反する。
外面 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胸部ヘラナデ

4 

..--一一一一一一一首

6 

備 考

胎土は砂粒を含
み灰色
(N6/0) 

胎土は明赤褐色
を呈する。
(5YR5/6) 

胎土は樟色を呈
する。
(5YR6/6 ) 

給土は燈色を呈
する。
(5YR5/6 ) 

胎土は明赤褐色
を呈する。
(5YR5/8 ) 

れる。カマド本体は、大部分破壊されているが、北側の袖石と南側の袖石数点をとどめていた。

それらの袖石はさらに粘土 (III層)で固められ、袖部を構成している。袖石には軽石・安山岩等
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が用いられていた。カマド使用に関する堆

積は、 2層認められた。 I層が若干の焼土・

灰を含む黒褐色土層、 II層が赤褐色の焼土

層であった。なお、本カマドの北袖の粘土

IV 遺構と遺物

第114表 H -83号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

中から石英の破片が検出された。何か祭示日的な意味があって封じ込められたものなのだろうか。

遺物第254図

本住居祉より検出された遺物は少ないが、須恵器では杯・窪、土師器では警がみられた。

1は須恵器坪で、回転糸切りによる底部をみせるものである。

須恵器窪は、口縁部と胴部破片が各 1片ずつ認められたにすぎない。

土師器警には、 2 の僅か「コ」の字状に外反する口縁部を見せるものや、 3~5 の r < Jの字

状に外反する口縁部をみせるものがみられた。

石製品では、 3. 5cm X 2 . 4cm X 2 . 2cmを測る石英塊が検出された。在地にはみられない石材であ

り、しかも袖の粘土中に込められていたとすると、何か祭組的な性格をおびるのであろうか。

6は、砂岩の砥石である。研砥は 1面においてなされているにすぎず、しかもあまり顕著な砥

痕をみられない。一部には穿孔がみられた。

時期

本住居祉は、奈良・平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。

(84) H -84号住居祉

遺構第255・256図

H-84号住居祉は、第II区ス-

23グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.5m東西4.4

mの隅丸方形を呈し、床面積13.1

m2を測り、主軸方向はN-450-W

を指す。壁高は25~30cm を測り、

壁溝は認められない。また、柱穴

等のピットは検出きれなかった。

住居祉覆土は、 3層に分層され

た。 I層が黒褐色土層、 II層がロ

ーム粒子を少量含む黒色土層、 III
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第255図 H -84号住居祉実測図 (1 : 80) 
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1 竪穴住居枇

|ロ It? 

It;! Iq 

C C' 

0 5Ocm 雨、総雨
第256図 H -84号住居祉カマド実測図 (1 : 40) 

層はローム粒子を多量に含む黒褐色土層であった。

遺物は、カマド東脇・北東コーナーの床面上から遺存率の高いものが10個近く一括して出土し

ている(巻頭図版、図版参照)0 1 -8の土師器杯、 11の須恵器短頚査、 12の甑、 16の窪等で多く

は正常位で出土した。また、カマド西袖の手前からは13の小形窪が、南壁際からは20の砥石も検

出されている。この他の遺物はいずれも覆土中から検出されたものである。

カマドは、北壁中央に位置し、比較的よく旧状をとどめているものと考えられる。東西両袖は

赤みがかった粘土を構材としており、その芯に石材は用いられていなかった。また、東袖の上部

には15・17の窪の大きな破片が乗っていた。煙道部は、本遺跡の他のカマドの煙道部と比較しで

かなり長く屋外に延び¥およそ125cmを測った。カマドの使用に伴うと考えられる土層堆積は 5層

みられた。 1層は焼土・灰をよく含む灰褐色土君、 II層はカーボン・灰をよく含む黒灰色土層、

III層は黄灰色の灰層、 IV層は焼土を多量に含む茶褐色土層、 V層は褐色の焼土層であった。

遺物第257・258図

遺物は、前途したように遺存率の高いものが多く、土師器ではヰ・高杯・甑・奮が、須恵器で

は短頚査・窪がみられた。

土師器杯には、 9点を図示したが、 1の底部平底で、体部が車線的に強〈外反するもの、 2の半

球状の器形を呈するもの、 3-9の底部丸底て、、体部との境に稜を有し直線に外反する体部をみせ
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IV 遺構と遺物

η
J
/
r
A
A斗

i
 

一一〆↑

一一ミ

一
ー
一
一
ち
て

ミヰ」

ミιノ3 ~ 

12 

ミJ

CL) 

¥主主事

ニニー」二二二

第257図 H -84号住居土止出土遺物 (1 : 4) 

lOcm 

15 
J 

J 

236 



1 竪穴住居祉

17 

/ 

一一民ぺ
h
 

r
 

、以い
i

r
¥
 

18 w 
O 

I I 

Ocm 口 20

第258図 H -84号住居士i上出土遺物 (1 : 4) 

237 



IV 遺構と遺物

第115表 H -84号住居壮出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 12.2 
体完部形はタト反し、 j底部平底。 外内面面 入念なへラミガキ 胎色焼を成土呈c7す良は5好YκるRぶ。。5b/咋4局) 

(完) 杯 3.3 入念なヘラミガキ
7.3 

2 13.9 底部-{本部にかけて半球状の形態を呈す
内外面面 無口色縁研部磨ヨコナデ、体部~底部へラケズリ

胎土明黄l土砂粒色を含
杯 4.3 

7る7¥:Jf:ノノ

み 褐を塁(完)
する。

3 
11. 2 底完直形線部は偏平外なす丸底を呈し、へ稜と続をもった後 外内面 白縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ 胎み土援色は砂(5粒YRを7/1含'6) 

(完) 杯 3.7 的!r:反る口縁部 く。
面ヨコナデ

焼を呈成すはある。まい。9.9 

4 
11. 2 !て完底部外形反はやや偏平縁な丸底を呈し、稜をもっ 外面 白縁部ヨコナデ、底部へラケズリ 胎みを燈土呈色すは(砂る5Y粒。RをV含'6) 

(完) 杯 4.1 する口部へと続く o
内面 ヨコナデ

9.9 

髄在にみ巌(5ぷ笹Y韓Rい色鵠主7鐙A〈髄S主色Y詰主〉Rを昔Vぃ呈。￥ す'6) 

5 
11. 3 

底部はやや偏口縁平部なへ丸底と続を呈し、稜をもっ 外内面面 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ杯 3.9 
(完)

9.4 
て外反する く。 ヨコナデ

6 11. 0 
底部はやや偏平外反な丸底を呈し、稜をもっ 外内面面 口縁部ヨコナデ、底部へラケズリ

(完) 杯 4.4 
た後直線的に する口縁部へと続く。 ヨコナデ

10. 1 

7 12，5 底外部反は偏平縁器な形丸部底を愛し、稜をもった後 外内面面 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ み胎鰍を鐙土呈成色すはは同砂ある粒。開支いをV含内'6) 杯 4.4 する口 となる。
(完)

10.6 ほぼ完形。 のゆがみが顕著
ヨコナデ

12.2 底縁部部と口縁ぼ部直線の境的lζ外明な反瞭るな稜を有し、 口

間胎KみをP櫨土呈4色す鵠は噛0砂る色5蒔粒iYRを7/含切8 杯 4.5 
はほ に す るo 外内面面 口縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリ

(完)
11. 2 底完部形は偏平な丸底と ヨコナデ

9 
13. 1 ) 底縁部部と口縁部の境lζ外明反瞭な稜を有し、ロ 外内面面 白縁部ヨコナデ、底部へラケズリ

(回)
杯

はほぼ直な線丸底的に すものるとわ ヨコのへラミガキ
l す(7.る5Y。R焼6成/4l訂)透を常呈F 11. 5 ) 底部は偏平 を呈す 考えられる。

外面 倒If部本部はは縦位のへフミガ、キ
胎土は砂粒を含10 腕部は直線的に下降した後、大きく広が

裾 ははは横席ヨIJ毛位コのナ目状デへ調のラ整後ケ、ズ若干のヨコヘラミガキ(問)
高杯 る。 内面体裾部部 リ

み櫨色
13. 1 ) (7.5YR 7/6) 

腕部は球恩状わを呈し、底部は丸底を呈する

胎ずみ砕U土灰皐P粒寸は色精刷をる選同多5/さ〈O含れ〉
11 短頚壷 ものと れるが、焼成時の偏平な焼け 外内面 ロクロヨコナデ、 自自然然粕付付着着

(回) (須) つきがあり平になっている。小形の器形。 面 ロクロヨコナデ、 粕
器種的lζは短頚壷となるか。

12 
16.2 器形は砲弾形を呈し、頚部が若干くびれ 外面 口縁部ヨコナデの後、胸部および底部ヘラケズ

胎ずみ(赤土砂2.5粒褐はY精色をR選多4/1さく日合れ) (完) 甑 11. 2 る。 9孔を有する底部は平底。
5.5 完形 内面ナナメ ヨコの原IJ毛目状調整

16.8 胸部は砲弾形を呈し、穴口縁が部あは外反する。 1く台土含は砂粒を多
13 

蜜 底部は焼成後の大きな りあるいは 外内面面 白縁部ヨコナデの後状、)胸部縦位のへラケズリ み澄色
(完)

甑として用いられたか。
ヘラナデ(席IJ毛目 か(§7.5すYろR7/1引

14 
23.3) 

口縁部は平弓なりに外反し、胸部はふくら 外面 干口口縁縁の部部ヨヨコナデ、胸部は縦位のへラミガキlζ若
給褐合く土色含号〈はみ寸5Y砂にるR粒ぶ仇Vをい14)多赤 1 護 21. 9 ) コヘラミガキ(色j)

7.8) む。底部底。
内面 ヨコナデ、胸部刷毛白状調整

15 
25.2) 

ロ縁部は「く Jの字状lζ外反し、腕部は 外面 口縁ば部らヨコナデ、 11同部は縦位のへラケズリの後、
胎み券(土笹7号5色すはY砂ぷR粒7/を引含護 ま なへラミガキ

(回) ふくらむ。
内面 口縁部ヨコナデ、腕部ヨコの刷毛白状調整

16 15.0 
口縁部は「く」の字状l乙外反し、胸部は 外面 口縁部ヨコナデの後、制部ヘラケズリ

開位合{みをS(制Y呈1士に0Ri咽と7ぶすY/ふR引いる粧い7措黄。を検を/呈鐙色多3サ色く〉る
護

(完) 球状を呈する。 内面 口縁部ヨコナデ、胸部時IJ毛目状調整

(21. 2) 
外出 4腕口口岡縁下下縁部部部部おヘ刷ヨ毛よラコび状ケナ胴調ズデ上整、リ半綱部上ヘ部フミガキ(函17) 蜜

口縁部はゆるく外反し、月岡部は球状を呈

9.2 する。底部平底。 内面 ヨコヘラミガキ

18 護
(22.8) 

口縁部は強く外反し、胸丸部底は球状を呈す 外面 胴口全部縁体部下l乙ヨコナデ回状。胴調状~底整調部あ整ヘがり。なラケズリ 目灰完と危白な全士はな色っ沼環て(5湾1孟いY立7なを担/含い動1)。み止(田) (須) る。底部はやや偏平な
lζ叩き目の

内面 細かな刷毛目 される。

19 護 外面 口縁部lとは波状文が施され、胴部には叩き目が

(須)
ロ縁部はゆるく外反する。 みられる。

内面 当て呉痕(平行文)が残る。
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るものの三者が認められた。

10は高杯脚部で、杯部の形状は不明で、あ

る。

11は、小形の須恵器短頚賓と考えられ、

その底部には偏平な焼けつきがみられた。

1 竪穴住居祉

第116表 H -84号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

12は甑で、底部には径 5mm程度の穿孔が9個みられた。 13は底の抜けた小形窪で、甑として再

利用されたものかもしれない。

13~17は土師器窪である。いずれも球胴を呈するもので、 16は小形、 15 ・ 17は大形で、、 14はそ

れらのほぽ中聞の器形を呈している。

18は、完全な還元炎焼成となっていない土師質の須恵器窒で、外反する口縁部と球状の胴部を

みせている。底部近くには叩き自も観察される。

この他、口縁部に波状文が施こされ胴部に叩き目がみられる須恵器窪がある (19)。

20は、流紋岩の砥石で、四面とも研砥に供きれているものである。このうち二面には線状の研

砥痕も顕著に観察される。なお、本石器は火熱を被って、一部黒色化している。

時期

本住居祉は、古墳時代後期、前田遺跡第III期に位置付けられよう。

(85) H -85号住居壮

遺構第259図

H-85号住居祉は、第II区シー23グリッ

ドにおいて検出された。その南東コーナー

はD-18号土墳によって切られる。

本住居祉は、南北2.9m東西2.9mの小形

の隅丸方形を呈し、床面積7.3m2を測り、南

北軸方向は N-190-Wを指す。壁高は

20~25cmを測る。壁溝は深さ 5 cm程度のも

のが、北壁中央を除いてほぼ全周する。柱

穴等ピットはまったく検出きれなかった。

住居祉覆土は 3層に分層された。 I層は

パミスをよく含みローム粒子を少量含む黒

褐色土層、 II層はパミスを少量含む黒色土

|司 |吋
@ 

O 

E 

ぷ
|司 |司

o 1m 
民ニニニ=ニ国

八 務

第259図 H -85号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

第117表 H -85号住居土JI:出土遺物一覧表く土器〉

器形の特徴

外面 ロ縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、 Jl同部へラナデ

調 整

口縁部は弱く「コJの字状1<:.外反する。

y
H

、h
u
u
Hカマドは、その痕跡をとどめなかったが、おそ

らく北壁中央に存在していたものと考えられる。

層、 III層はカマドより流出したと考えられる灰層

であった。遺物はいずれも覆土中から検出されて

いる。

O lOcm 

北壁寄りに磯がみられる事、覆土中に灰の堆積が 第260歯 H -85号住居士JI:出土遺物 (1 : 4) 

みられる事、北壁中央のみにおいて壁溝が切れる事などもカマドの存在を傍証している。

遺物第260図

本住居祉より検出された遺物はきわめて少なく、須恵器数片と土師器嚢がみられたのみであった。

須恵器片には、蓋・杯・窪の各器種がみられたがいずれも図示するには至らなかった。

1は土師器窪で、「コJの字状に外反する口縁部をみせている。

時期

本住居祉は、その規模・構造、僅かな出土遺物、他の住居祉との関連性等から、奈良・平安時

代、前田遺跡第四期に位置付けられょうか。

(86) H -86号住居祉

遺構第261・262図

H-86号住居士u:は、第II区ソ-23グリッドにおいて検出された。その一部は、溝状遺構と D-

47号土墳とによって撹乱を受けている。

本住居士u:は、南北4.9m東西4.75mの隅丸方形を呈し、床面積7.3m2を測り、主軸方向N-250

-

Wを指す。壁高は30~45cm を j則り、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 イ屈が検出された。

P1は60cmX50cm深さ20cm、P2は40cmX30cm深さ30cm、P3は40cmX25cm深さ40cm、P4は35cmX 30 

cm深さ40cmを測るものであった。いずれのピットも比較的浅いものといえる。

遺物は、 2の須恵器杯が床面より 20cm浮いて、 5の杯の破片がP4の脇の床面上より検出きれて

いる。この他は、いずれも覆土中からの出土遺物である。

覆土は I層のみで、パミス・ローム粒子をよく含む黒褐色土層であった。
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IV 遺構と遺物

カマドは、北壁中央に存在している。東西両袖の奥の部分はそのまま残るものの、それ以外の

部分はすでに破壊され、その構材であった面取り軽若は整然と火床部に置かれていた。なお、本

カマドの石材にはすべて面取り軽石が用いられていた。プライマリーな堆積ではないが、カマド

使用に関連すると考えられる土層堆積は 4層に分層された。 I層は多量の灰と若干の焼土を含む

貫褐色土層、 II層は多量の焼土・カーボンを含む黒褐色土層、 III層は若干の焼土・カーボンを含

む灰層、 IV層は多量のカーボンを含む黒色土層であった。

遺物第263図

本住居社より検出された遺物には、手控土器、須恵器杯、土師器皿・翠がある。

1は手提土器の底部で、カマド中から出土したものである。

2~4 は須恵器杯で、、 2 は回転へラケズリ、 3 ・ 4 は手持ちへラケズリによる底部をみせてい

る。三者とも切り離し方法は判明しなかった。

5は、半球状を呈する土師器杯で内面黒色研磨のなされるものである。

6は、偏平な土師器の血である。

この他、図示し得なかったが「く」の字状に外反する口縁部をみせる土師器窪破片が検出され

ている。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。
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第263図 H -86号住居土II:出土遺物 (1 : 4) 
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竪穴住居祉

第118表 H -86号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 
胎土はlζぶい黄

手短 手担土器 外面ナデ
(完)

3. 1 内面ナデ
樫色C10YR7/3)
を呈する。

2 
(杯須) 

14.4 
底のぼ浅完い盤状の器形を呈する。

外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ 胎土は砂粒を含

3. 1 (完)
10. 2 

ほ形。
内面 ロクロヨコナデ、若干自然糊付着 み灰色(N6/0)
(ロクロ右回転) を呈する。

3 杯 15.4> 
外面 体部ロクロヨコナデ 胎土は砂粒を含

(回) (須) 4. 3 {本部は外反し、底部平底。
j底部は切り離しの後、手持ちへラケズリ み灰色を呈する。

8守 0>
内面 ロクロヨコナデ OOY5/1 ) 

(ロク晋底ロ右蔀部回転)
H-87・3と接合

4 ま不 15. 7 > 
外面 ロクロヨコナデ

胎土は砂粒を多

(回) (須)
5.6 体部は外反し、底部は丸味をおびた平底。

は切り離しの後、手持ちへラケズリ
く含み灰白色

8.5 
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

(5Y8/2) 

5 
17.4 

体部部では丸味内湾をおびて底外湾部 したのち、 口唇

胎土は砂色粒を含

(完) t宛 7.7 
外内面 口縁部へラミガ、キ、底部~体部ヘラケズリ み淡黄

やや する。 は偏平な丸底。 面 黒 色 研 磨 (2.5Y8/4 ) 
を呈する。

6 
( 14.4) 胎み土にはぶ妙い、粒黄澄を含色

(田)
皿 3. 1 {本部は外反し、底部は丸味をおびた平底。 外内面面 口縁部ヨコナデ、底部は剥落が激しく調整不明

( 10. 2) 
面 ヨコナデ C10YR7/4)焼成

は良好でない。

(87) H-87号住居杜

遺 物 第264・265図 |司 l匂

H-87号住居祉は、第II
〈

区タ -23グリッドにおいて

検出された。

本住居祉は、南北5.3m東

西5.2mの隅丸方形を呈し、

床面積24.3m2を測り、主軸
j句1

方向はN-280-Wを指す。

壁高は30~50cmを測る。壁
D D' 

o 50cm 
t;;;;高二二耳石二司溝は北東コーナーより東

壁・南東コーナーへと周っ

E' E 

ている。柱穴は、 Pl~PBの

8個が検出されている。そ

れぞれ各区に 2個づ、つが並

んで配きれている。 また、

Pgも柱穴と考えられるか
第264図 H -87号住居士rl:力マド実測図 (1 : 40) 
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第265図 H -87号住居土止実測図 (1 : 80) 

旬|

関

同|

もしれない。 P1は25cmX22cm深さ45cm、P2は28cmX 17cm深さ40cm、P3は65cmX50cm深さ48cm、

P4は32cmX 22cm深さ20cm、P5は60cmX50cm深さ68cm、P6は60cmX40cm深さ25cm、P7は30cmX23

cm深さ40cm、Pgは25cmX23cm深さ40cmを測る。このうち、 P4・P6は他に比べやや浅いピットとい

える。また、 Pgは20cmX18cm深さ22cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、パミス・ローム粒子をよく含む黒褐色土層であった。

遺物は、 1の蓋・ 3・4の杯が東壁際の床面上よりまとまって検出きれ、 6の横瓶は住居中央

の床面上10cmの位置から検出された。また、 4の坪はカマド東袖脇からの出土である。これ以外
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IV 遺構と遺物
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第267図 H -87号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

の遺物は、いずれも覆土中から検出されている。

カマドは、北壁中央に存在し、すでに半壊状態にあったが、天井石の一部と両側の袖の一部を

とどめておいた。天井石と考えられるものは図中 a. bで、面取りされた軽石である。また、 b

も面取りされた軽石の袖石である。袖部はこうした石材の他、赤褐色粘土 (IV層)等も用いて構

築されている。カマド使用にかかわると考えられる堆積は 5層認められた。 I層は焼土粒子を含

む暗褐色土層、 II層は若干の焼土粒子を含む黒褐色土層、三層が赤褐色の焼土層、 IV層はカーボ

ンを含む暗黄色こと層、 V層は黄色土層であった。

遺物第266・267図

本住居祉から検出された遺物には、須恵器では蓋・坪・横瓶、土師器では杯・窪がある。

lは完形の須恵器蓋で、ボタン状のつまみ部を有している。

2・3は須恵器杯で、回転へラキリの後手持ちへラケズリのなされる底部をみせるものである。

また、 4は高台付杯で、回転へラケズリによる底部をみせている。

5は、土師器杯で内面体部に放射状暗文、見込み部にラセン状暗文が施こされている。

6・7は須恵器の横瓶である。 6は短く外反する口縁部をみせ、 7は口縁部を失う。 6は服部

に叩き目がみられるが、 7はロクロヨコナデのまま未調整である。

8 ~12は、「く J の字状に外反する口縁部をみせる土師器斐で、 13はその底部と考えられる。
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1 援穴住居祉

第119表 H -87号住居土!I::出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

(完) ( 蓋須) 

2.4 
つまみ部はやや歪んたボタン状を呈する

外面 ロクロヨコナデの後天井部回転へラケズリ

3. 1 
15.1 

広7土E・tf:ノノ
内面 ロクロヨコナテ
(ロクロ右回転)

(完2) 
杯

02.6) 
外面 体部ロクロヨコナデ。

(須) 3.2 体部は外反し、底部平底。
底部回転ヘラキリの後、手持ちへラケズ 1)

8.6 
内面 ロクロヨコナデ

i外面旦ク体ロ右部回転)

(回3) 
杯 (15.4> 

ロクロヨコナデ。

(須) 4.3 体部は外反し、底部平底。
底部回転へラキリの後、手持ちへラケズリ

< 8.0 
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

4 
(杯須) 底部lζは高台が貼り付けられる。

外面 {本部ロクロヨコナデ、底部閏転ヘラケズリ

(完)
内面 ロクロヨコナデ

12.0 (ロクロ右回転〕

< 18. 1> 
(回5) 

外面 口縁部ヨコナデ、体部~底部ヘラケズリ
均: 4.6 体部は外反し、底部平底。 内面 体部はヨコナデの後、放射状靖文が施される。

(12.0> 底部はラセン状の暗文が施される。

< 10. 8 > 6 
横(須瓶) 

腕部はつぶれた球状にふくらみ、口縁部
(回)

外面、口縁部ヨコナテ、胴部1[.は叩きがなされるむ
は短く外反する。 内面一部ヨコナデ、当て具痕が一部みられる。

7 
横(須瓶) 胴部はカプセル形を呈する。

外函 ヨコナデの後、縦位の沈線が二条施される。
(回) 内面 ヨコナテ、

8 21. 2 

(完)
蜜 口縁部は弱く「コJの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胸部ヘラケズリ
内面 口縁部ヨコナテ、胴部ヘラナデ。

9 
(21. 1) 

口縁部は「く」の字状l乙外反し、胸部は
(完)

護
外面 口縁部ヨコナテの後、胸部ヘラケズリ

ややふくらむ。 内面 口縁部ヨコナテ、腕部ヘラナデ

10 
(21. 0) 

(回) 護 ロ縁部は「く」の字状l乙外反する。
外面 口縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナテ、胸部ヘラナテ

11 < 20. 9 > 

(凹)
護 ロ縁部は「く」の字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胸部ヘラナテ

12 
(21. 3) 

(回)
蜜 口縁部仕「く」の字状1[.外反する。

外面 臼縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ

13 
護

外面胴部へラケズリ
(回) 底部平底。

4.8 
内面ヘラナテ

なお、本住居祉において石器・鉄器等は認められなかった。

時期

本住居士1I:は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(88) H -88号住居祉

遺構第268・269図

H-88号住居祉は、第II医ター23グリッドにおいて検出された。

備 考

胎土は砂粒を含
み灰色を呈する。
(10Y5/1) 

胎土は砂色粒を含
み灰白
(5Y7/2) 
を呈する。
胎土は砂粒を含
み灰色(lOY5 / 
1)を呈する。
H-86・3と接合

商み王灰百白官色在を含

(N 7/0) 
を呈する。
胎土は赤褐色の
粒子を特徴的lζ
含み様色
<7.5YR7/6) 

胎土は緑灰色を
呈する。
(10Y 6/1) 

胎土は砂粒を含
み灰白色
倒 7/0)を呈す&

給土はi乙ぶい黄櫨
色(10YR7/4)を
呈する。

胎土は燈色を呈
する。
(7.5YR6/6) 

胎土は楕赤褐色
を呈する。
( 5YR3/4) 

胎土は明赤褐色
(5 YR5/6) 
を呈する。

胎土はにぶい櫨
色を呈する。
<7.5YR 6/4) 

胎土はl乙ぶい援
色を呈する。
<7.5YR 7/4) 
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本住居祉は、南北2.8m東西3.6mの

隅丸方形を呈し、床面積7.7m2を測り、

主軸方向はN-200-Wを指す。壁高は

20~30cmを測り、壁溝は認められない。

ピットは、主柱穴は認められず、南壁

際にテラスを有する Plがみられるの

みであった。 P1は75cmX30cm深さ40cm

を測る。

覆土は I層のみで、パミス・ローム

粒子をよく含む黒褐色土層であった。

IV 遺構と遺物

1t:J 

ぶ It:l

o 1m 
1::::ニニニニEニニニニ=

C 

C C' 

遺物は、 1の杯がカマド中より検出

された以外は、いずれも覆土中からの

出土であった。

第268図 H -88号住居社実測図 (1 : 80) 

カマドは、北壁中央において検出さ

れたが、すで、に壊滅状態にあった。そ

の袖にあたる部分には袖石の抜き取り

痕と考えられるピットが東西各 1個ず

つ検出されている。カマド使用に関連

すると考えられる土層堆積は 2層認め

1t:J 

It:l 

o 50cm 
ヒニニニニヨニニニニ司

It:l 

C C' 

物扱物協.
られた。 I層が多量の灰と若干の焼

土・カーボンを含む灰色土層、 II層は

赤褐色の焼土層であった。
第269図 H -88号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

遺物第270図

本住居枇より検出された遺物は、須恵器杯 1点と土師器護破

片8点のみであった。

1は須恵器杯で、底部は切り離しの後全面に手持ちへラケズ

リがなされている。

土師器護破片は図示し得なかったが、「く jの字状に外反する

口縁部破片が認められた。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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第270図 H -88号住居祉出土

遺物 (1 : 4) 



竪穴住居祉

整

面夜部ロクロヨコナデ
底部回転へラキリの後、手持ちへラケズリ

内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

H -88号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

調徴特

第120表

の背3器

H-89号住居祉(89) 

ユ息 第271・272図4蕎

その西壁の大部分は小判川にH-89号住居祉は、第II区ター23グリッドにおいて検出された。

よって撹乱されている。

本住居祉は、南北4.55m東西4.8mの隅丸方形を呈し、推定床面積18.5m2を測り、主軸方向N-

150 -E を指す。壁高は20~40cmを測る。壁溝は、北壁・南壁中央・西壁の撹乱部分を除き認めら

P2は60cmX45cm深される。主柱穴は、 P1~ P4の4個が認められた。 P1は55cmX50cm深さ50cm、

P4は60cmX40cm深さ50cmを測る。50cm、P3は70cmX60cm深さ45cm、

住居祉覆土は I層のみで、小粒パミス・ローム粒子をよく含む黒色土層であった。

2.6の杯が東援際の床3の杯がP2中より、4の杯がP1北の床面直上より正常位で、遺物は、

これ以外はいずれも覆土中からの出土である。面より 15cmほど浮いて検出された。

カマドは、北壁中央において検出されたが、すで、に破壊されているものであった。西袖は畳ま
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IV 遺構と遺物

グ
|何

|円 |円

色
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o 50cm 
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第272図 H -89号住居祉カマド実測図 (1 : 40) 

れその構材である面取り軽石 3個はその場に置かれていた。東側の袖石 1個は据えられたままで、

rWJ状に面取りされた軽石であった。煙道部には、底の抜かれた土師器奮が煙筒として用いられ

ており興味深い事例といえる。

遺物第273図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器では葦・杯、土師器では窪がある。

1は非常に小形の須恵器蓋で、つまみ部は宝珠形を呈している。

2~4 は須恵器杯で、 2 は回転へラキリ・ 3 は回転糸切り・ 4 は回転糸切りの後回転へラケズ

りのなされた底部をみせている。 4は高台付坪である。

5 . 6は、ロクロ整形による土師器杯で、内面黒色研磨のなされたものである。 5は底部の調

整不明、 6は底部全聞に手持ちへラケズリがなされており、切り離し方法は不明で、ある。

7~1lは土師器室で、 7 は「く」の字状、 8~1lは弱く「コ j の字状に外反する口縁部をみせ

るものである。

この他石器・鉄器類は検出されていない。

時期

本住居祉は、奈良~平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。
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l 竪穴住居祉
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IV 遺構と遺物

第121表 Hー 89号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

持番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(回)
室主

2. 1 外内面面 ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ
2.3 つまみ部が宝珠形を皇する小形の器形

胎土は砂粒を含

(須)
(10.7 

ロクロヨコナデ み灰色(N5/0)
(ロクロ右回転) を呈する。

(完2) (杯須)

14.5 
体ほ部ぼ完は形外反し、底部平底。

外内国面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ 胎含土みほ灰…褐砂色粒を多く

3.8 面 ロクロヨコナデ
9.0 (ロクロ宕回転) 晶〈内副7肝粧外R面幅を&t多乙包火〉〈を穆含田呈きみすある園

(完3) (杯須)

14. 1 内外面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
4.0 休部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ
8.0 (ロクロ右回転) 灰白色(5Y7/2)

を呈する。

04. 7) 

(完4) 
杯

外自 転i本部へラロケクズロリヨコナデ、底部回転糸切りの後、間I含胎み土には砂ぶ帝い立櫨を多色く

(須)
4.0 底部ICは高台が貼り付けられる。
10.4 

内面 ロクロヨコナテ (7.5YR6/4 ) 
(ロクロ右匝転) を呈する。

(回5) 
<13.8> 外内面面 体黒部色研ロ磨クロヨコナデ、底部調整不明 I~含社みはにぶ脚い立黄を櫨多色く

杯 4.8 休部は外反し、底部平底。
( 7.2> (ロクロ右回転) (10YR6/3) 

(完6) 杯 底部平底。

|外出 持俸制ち;へロクラ ロヨコナデ、底部は切り離しの後、手 含胎を呈み土すはに弱ぶる粒。い桜を色多く
ケズリ

7.2 内面黒色研磨

障穂緊
(ロクロ左回転)

7 
(22. 7) 

(回)
護 口縁は「く jの字状lζ外反する。 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ

内面 口縁部ヨコナデ、服部へラナデ
外著函lζ付に着はすすするか。錨

8 
(20. 5) 

(回)
蜜 口縁部は弱く「コJの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ 始土は赤褐色を

内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ 呈する。
(5YR4/6) 

9 
08. 2) 

(回)
蜜 口縁部は弱く「コJの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、綱部へラケズリ 胎土は明赤褐色

内面 口縁部ヨコナテ、胴部ヘラナデ を呈する。
(5 YR 5/6) 

10 
(21. 1) 

(回)
蜜 口縁部は弱く「コjの字状Ic::外反する o

外面 白縁部ヨコナデの後、胸部ヘラケズリ 胎土は澄色を呈

内面 口縁部ヨコナテ、!阿部へラナデ する。
(5YR6/6) 

11 
(22. 1) 

(囲)
蜜 口縁部は弱く「コJの字状lζ外反する。 外面. 口縁部ヨコナデの後、!服部へラケズリ 胎土は澄色を呈

内面 口縁部ヨコナデ、胸部へラナデ する o

(5YR6/6) 

(90) H -90号住居祉

遺構第274図

H-90号住居祉は、第II区シー25グリッドにおいて検出された。その大部分はH-72号住居祉

に切られ、またH-71号住居祉を切って存在している。

本住居祉の推定される規模は、南北3.1m東西4.1mで、床面積9.4m2となろう。南北軸方向はN-

80-Wを指す。生きている部分の壁高は40cmを測り、壁溝は持たないものと考えられる。また、

柱穴等のピットは認められなかった。

残存する住居祉覆土は、小石・パミスを含む黒褐色土層 I層のみであった。

カマドの存否は、大方のカマドの位置である北壁中央部が、 H-72号住居祉によって破壊され

ているため確認できなかった。

遺 物
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1 竪穴住居祉
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第274図 H -90号住居土止実測図 (1 : 80) 

本住居祉は残っている部分が僅かなため、遺物はまったく検出きれなかった。

時 期

本住居祉は、遺物がまったくみられないため、その規模・構造と切り合い関係、他との関連分

から時期を求める他はない。とりあえずは、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けておくのが、

妥当といえよう。

(91) H -91号住居祉

遺構第275・276図

H-91号住居祉は、第II区セ-25グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3015m東西306mの隅丸方形を呈し、床面積803m2を測り、主軸方向N-170

-

Wを指す。壁高は40~50cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、東西両壁の中央に各 1 個づ

っ配されている (P 1 • P2)O P1は25cmX25cm深さ20cm、P2は25cmX 25cm深さ30cmを測る。

覆土は I層のみで、パミス・ローム粒子をよく含む黒褐色土層であった。遺物はいずれも覆土

中から出土している。

カマドは、北壁中央に位置するが、すでに壊滅状態にあり、本体奥部の東西両壁の面取り軽石
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IV 遺構と遺物
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第275図 H -91号住居士止実測図 (1 : 80) 
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第276図 H -91号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 
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第277図 H -91号住居土止出土遺物 (1 : 4) 
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1 竪穴住居祉

第122表 H -91号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿図
器種 法量 器 形 の 特 徴 調 主主 備 考番号

1 蓋 外内面 ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ
胎く(土含7.み5はY砂灰7粒白/色を1)多(回) (須)

商 ロクロヨコナデ
< 14. 0 > (ロクロ右回転)

2 < 12. 5 
外内面面 口縁部ヨコナデ、体部へラケズリ み給を撞土呈色すは(砂5るY粒。Rを6/8含) (回)

均: 休部は丸味をおびて外反する。
ヨコナデ

と、暗褐色の粘土を構材とした東側の袖のごく一部をとどめるにすぎなかった。また、東側の袖

部分には角柱状に面取りされた軽石の支脚(a )が放置されていた。煙道は細長く 60cm程度外へ

延びていた。

遺物第277図

本住居祉より検出された遺物はごく僅かで、、須恵器輩、土師器杯・警の破片のみであった。

1は須恵器蓋で、つまみ部の形状は不明で、ある。

2は体部が丸味を帯びて外反する土師器杯である。

この他、図示し得なかったが、口縁部が弱< rコ」の字状に外反する土師器室破片もみられた。

なお、本住居の構造や土師器の「コ」の字状口縁の警の出土からいって、 2の杯の形態はやや

古く、これは本住居祉に伴う遺物ではないかもしれない。

時期

本住居祉は、伴出遺物が少ないため時期決定が困難で、あるが、奈良~平安時代、前田遺跡第VII

期の所産と考えておきたい。

(92) H -92号住居祉

遺構第278図

H-92号住居祉は、第II毘タ -23グリッ

ドにおいて検出された。本社がカマドをも

たない小形の竪穴であることから、その性

格がまず住居祉であるかどうか問題となろ

うが、消費生活の単位といわれているカマ

ドをもっ住居祉自体でも本例と変わらない

小形なものも存在するため、ここでは一律

に住居祉という名称を用いることにした。

|∞ |∞ ⑤ 

A A' 

ミミ|同

A A' 

o 1m 
国 - 昌 二 二 = 物働協物綴多

第278図 H -92号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

第123表 H -92号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

器 形 の 特 徴

£ミ霊安

2 

O lOcm ぐ一一、
O lOcm 

第279函 H -92号住居土止出土遺物 (1=1 4， 2=1: 3) 

その機能的な問題については、後に言及

することにしたい。

第124表 H -92号住居土止出土遺物一覧表く石器〉

本社は、南北2.4m東西2.8mのやや歪

んだ隅丸方形を呈し、床面積4.2m2を測り、南北軸方向はN-150

- E を指す。壁高は15~30cmを測

り、壁溝は認められない。また柱穴等のピットも認められなかった。

カマドは認められなかったが、北西コーナーより灰のブロックが検出されている(網点)。

遺物は、北東コーナーの床面上より 1の杯が正常位で検出されている。それ以外の遺物は、い

ずれも覆土中より検出されたものである。

遺物第279図

本住居祉より検出された遺物は僅かで、、須恵器邦 土師器窪の破片がみられるのみであった。

1は須恵器高台付杯で、回転糸切りの後回転へラケズリのなされた底部をみせている。

土師器奮は図示し得なかったが、僅か「コ」の字状に外反する口縁部破片も見出せた。

石器では 2の打製石斧が検出されている。玄武岩質安山岩の板状磯の両側縁を加工したもので、

先端部両面には顕著な磨耗が認められる。基部を古く欠損する。

時期
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1 竪穴住居社

本住居祉は、僅かな出土遺物の特徴・その構造等より、奈良・平安時代、前田遺跡第四期の所

産と捉えておこう。

(93) H -93号住居祉

遺構第280・281図

H-93号住居祉は、第II区ター22グリッドにおいて検出された。その南東コーナーは、 H-94

号住居祉の北西コーナーを切って存在する。また、その西壁の一部は撹乱を受けている。

本住居祉は、南北4.9m東西4.5mの隅丸方形を呈し、床面積20.5m2を測り、主軸方向はN-60

-

Wを指す。壁高は10~20cmを測るのみで、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出

された。 Plは80cmX40cm深さ80cm、P2

は45cmX30cm深さ50cm、P3は50cmX50 

cm深さ50cm、P4は50cmX45cm深さ55cm

を測る。

住居祉覆土は I層のみで、パミスを

若干含む黒色土層であった。

遺物は、 P3の脇より 3の土師器窪の

破片が、カマド東脇の床面上より 1の

土師器邦が正常位で検出されている。

これ以外は、いずれも覆土中から検出

されたものである。

カマドは、北壁中央に存在するが、

その大半は破壊されており、僅かに東

西両袖の一部をとどめているにすぎな

かった。その火床部は一旦掘り込まれ

た後、ロームを含む黒色土層 (III層)

で埋め戻されていた。カマド覆土は、

2層に分層された。 I層は灰ブロッ

ク・若干のカーボンを含む黒色土層、

II層は多量の焼土・若干の灰・カーボ

ンを含む褐色土層であった。

遺物第282図

⑧ 

C' 

D 令。R

D' 

⑦ 

C c' 

D D' 

第280図 H -93号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

本住居社より検出された遺物は、土師器のみであった。

lは、内面黒色研磨のなされた土師器高杯で、杯部に高台が付された後脚台部が貼り付けられ

るという特異な器形を呈している。本

例と同様な器種は、須恵器ではあるが

千葉県山田水呑遺跡(山田水呑遺跡発

掘調査団 1977)の79号住居祉出土遺

物等に散見される。仏具等の模倣形態

であろうか。

2 . 3は土師器室で、 2は小形で胴

部が珠状を呈するもの、 3は r< Jの

字状に外反する口縁部をみせるもので

ある。

開

ロ

|円

o 50cm 
厄二二=ニニニニ羽

⑧ 
|∞ 

|円

D U 

この他、石器・鉄器類は本住居祉よ

り検出されていない。 第281図 H -93号住居祉力マド実測図 (1 : 40) 

時 期

~I! 
3 

O lOcm 

2 
" 

第282図 H -93号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

第125表 H -93号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号園 器種 法量 器 背5 の 特 徴 調 整 備 考

1 
13. 3 

底「部八ljζは器の高形字台状。がの貼腕部り付がけ付らけれらたれ後るさ。 らに 外内面面 ロクロヨコナデ
胎土は砂粒を含

(完) 高I不 5.9 み浅黄櫨色

7.8 特殊な (ロク黒ロ左色回研転磨) C10YR8/4 ) 
を塁寸る。

2 <13.9> 
や口や縁丸部味は「く」の字状IC外反し、腕部は

日台土は赤褐色
蜜 外内面面 白縁部ヨコナデの後胴、胸部ヘラケズリ

(間) をおびる。小形の器形 口縁部ヨコナデ、 部へラナデ (5YR4/6) 
を呈する。

3 
(26.1) 胎土はlζぶい援

護 口縁部はゆるく「くJの字状l乙外反する。 内外面面 口縁部ヨコナデデ、の胴後部、胴部ヘラケズリ
(回) 口縁部ヨコナ ヘラナデ 色を呈する。

(7.5 YR 7/4) 
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竪穴住居祉

本住居祉においては時期決定の積極的根拠となる遺物はみられないが、奈良時代、前田遺跡第

VI期の所産と考えておきたい。

(94) H -94号住居祉

遺構第283図

H-94号住居祉は、第II区タ-22グリッドにおいて検出された。その北西コーナーとカマドの

一部は、 H-93号住居祉によって

破壊されている。

本住居祉は、南北4.9m東西4.7

mの隅丸方形を呈し、床面積20.5

d を測り、主軸方向はN-ll"-W

を指す。壁高は 2~12cmを測るの

みで、特に西壁部分はほとんど残

っていない。また、壁溝は認めら

れなかった。主柱穴は、 P1~P 4の

4個が認められた。この他、壁中

に P5~P7の 3伺が認められた。

また、南壁際中央は95cmX70cmの

楕円形の浅い掘り込みとなってい

た。 P1は75cmX50cm深さ60cm、Pz

は35cmX30cm深さ50cm、P3は80

cmX45cm深さ60cm、P4は80cmX55

cm深さ45cm、P5は60cmX45cm深さ

45cm、P6は45cmX20cm、P7は48cm

X 30cm深さ10cmを測る。

覆土は I層のみで、パミス・ロ

ーム粒子を若干含む黒色土層であ

った。遺物はいずれも覆土中から

出土したものである。

カマドは、北壁中央にみられた

が、すでに壊滅しており、僅かに

B 

A 

C 

④ 

。R Rθ B' 

A' 

o 1 m 
国-二=昌国

B' 

N 

C' 

第283国 H -94号住居士止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

第126表 H -94号住居土止出土遺物一覧表く土器〉

器形の特徴 調 整

ヤ三「ヨ
O lOcm 

2 

口 口
第284図 H -94号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

東袖部分に相当すると考えられる部分のロ

ーム(地山)の盛り上がりが認められたに

第127表 H -94号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉

すぎなかった。

遺物第284図

遺物は、土師器王手・窒の破片若干と、須恵器杯の破片二点が検出されたにすぎなかった。

3 

1は須恵器杯で、、手持ちへラケズリの底部をみせるものである。おそらしその形態から切り

離し法は回転へラキリによるものと思われる。

土師器杯では、内面黒色研磨のなされた破片がみられた。また、土師器窪では器形を知り得る

破片はみられなかった。

石器は、半欠する敵石(2 )と、三角形を呈する自然礁の先端部を用いた敵石(3 )の二点が

検出された。

時期

本住居祉は、僅かな出土遺物とその規模・構造、切り合い関係等から、奈良時代、前田遺跡第

IV期の所産と考えておこう。

(95) H -95号住居祉

遺構第285図

H-95号住居士u:は、第11区タ-21グリッドにおいて検出された。
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本住居祉は、南北3.2m東西3.1mの隅

丸方形を呈し、床面積8.3m2を測り、南北

軸方向N-200-Wを指す。壁高は20-30

cmを測り、壁溝は認められない。 ピット

は、北壁寄りに18cmx 16cm深さ15cmの小

形な Plがみられたのみであった。

住居祉覆土は I眉のみで、若干のパミ

スとローム粒子を含む黒色土層であった。

遺物はいずれも覆土中から出土している。

なお、本住居祉においてカマドは存在

していなかった。

、正邑

1忌 物

本住居祉からは、土師器室の胴部破片

竪穴住居祉

10 

C 

、Itl

C 

o 1m 

10 

Itl 

@ 
R 

⑭ 

C' 

8片が検出されたのみであり、 これらは 第285図 H -95号住居壮実測図 (1 : 80) 

図示し得るに至らなかった。

時 葉月

本住居祉においては遺物が皆無に等しいため、その時期決定が困難で、ある。 しかし、他の住居

祉の位置付けから類推して、奈良~平安時代、前田遺跡第四期の所産と考えて大過あるまい。

(96) H-96号住居祉

遺 4蕎 第286図

H-96号住居祉は、第II区チ-21グリッドにおいて検出された。その上面の大部分は削平され

ており、北側のプランは捉えられなかった。

本住居祉の推定規模は、南北3.9m東西4.1mの隅丸方形を呈し、床面積15.2m2程度を測る。南

北軸方向は、 N-440-Wをす旨す。 ピットは、南東コーナーに P1が、南西コーナー寄りに P2・P3

の二倍が認められた。 P1は40cmX40cm深さ38cm、P2は40cmX40cm深き20cm、P3は50cmX40cm深

さ17cmをj射る。

住居祉覆土は I層のみで、小粒パミスを若干含む黒色土層であった。

住居祉中央には、 60cmX50cmの卵形を呈する炉がみられ、薄く焼土の堆積が認められた。

、E包

1思 物

本住居祉においては、遺物はまったく検出きれなかった。
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時 期

本住居祉は出土遺物がないた

め時期決定が困難で、あるが、炉

を有するその構造からすると、

本遺跡においては古墳時代中期

~後期か、あるいは古代末期か

ら中世のいずれかの時期に位置

づけられることになろうか。

(97) H-97号住居杜

遺 4蕃 第287・288図

H-97号住居祉は、第III区

テー24グリッドにおいて検出さ

れた。

本住居祉は、南北5.0m東西

IV 遺構と遺物

s 
ミ

~ 

|何

一一一守一一|同

e 
e 

D 

D 

第286図

|同 ⑧ 
一ー・・・・・・・・・・・・・・・・一ー・・・・・・・--← 一一司・・・・・・・・・、_........ - ‘  

，-"-

O 

-

-

D' 

|円
o 1m 
包-苫=制

D' 

H -96号住居士止実測図 (1 : 80) 

3.95mの隅丸方形を呈し、床面積15.2m2を測り、主軸方向はN-360-Wを指す。壁高は10-20cm

を測るのみで、壁溝は認められない。なお、南壁東半分と南西コーナ一部には、土中より巨大な

⑨ j。|の
これら

は、当然住居使用時においても

自然磯が突出していた。

屋内にあったことになり、不都

合さは感じられなかったのであ

ろうか。

本住居祉においては、主柱穴 1<"1 

はP1-P4の4個が認められた。

P1は55cmX45cm深さ30cm、Pz 
A 

は70cmX60cm深さ35cm、P3は50 o 50cm 
区二二二二五二二二二羽

cmX45cm深さ35cm、P4は55cmX

総点暴露
55cm深さ30cmを測るものである。

I層のみで、住居祉覆土は、

パミス・小石をよく含む黒色土

層であった。 第287図 H -97号住居士止力マド実測図(I 
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1 竪穴住居祉

⑭ 

A @。 A' 

R 

(Q)3 

B @p G B' 

o 1m 
=詞

A A' 

B B' 

第288図 H -97号住居士!l:実測図 (1 : 80) 

遺物は、 Plの脇の床面上に 3の土師器護の胴部上半以上が伏せられた状態で出土した。これ以

外の遺物は、いずれも覆土中から出土したものである。

カマドは、北度中央に存在するが、すてやに半壊状態にあり、僅かに袖の一部と袖石をとどめる

にすぎなかった。 A-A" B-B'の断面でみるように、袖石には面取り軽石が用いられ、さらに

それらに赤褐色の粘土層 (II層)が貼られていた。カマド中の堆積土は、若干のカーボンを含む

黒色土層であった。

遺物第289図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器では杯・斐・土師器では塞がある。

1は、回転へラケズリのなされた底部をみせる須恵器杯であるが、その切り離し方法は不明。

2は、肩の張る須恵器窪で、口唇部は帯状を呈している。

3は、土師器の球胴を呈する窒で、 6がその底部になるものと思われる。胎土が精選されず、

焼成もあまり良好で、ない。

4・5は土師器斐で、 4は僅か「コjの字状に外反する口縁部、 5は「く Jの字状に外反する
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IV 遺構と遺物

ミ j

O lOcm 

\~ノ;
第289図 H -97号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

口縁部である。

この他、お器・鉄器類は検出きれなかった。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居社

第128表 H -97号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

l 杯 (15.7) 
|外面 白監r部J¥ロクロヨコナデ、底部ほ切り離Eの後、回

(完) (須)
3.8 {本部は外反し、底部平底。

ラケズリ
胎土は砂粒を含み

< 8. 2 > 
内面 ロクロヨコナデ

灰白色(10Y7/1)

(ロクロ右回転)
を呈する。

2 
( 蜜須) 

(23. 1) 

(完)
器形は肩が張り、口唇部が帯状を呈する。

外面 口縁部ヨコナデ、胴部は叩きがなされる
胎土は砂粒を含み

内面 ヨコナデ
灰白色(lOY7/1)
を呈する。

(完3) 
(21. 1) 野雰蜜 口縁部は外反し、胴部は球胴を呈する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胸部へラナテ

口 るあ。まい。

4 < 23. 4 > 

(田)
蜜 ロ縁部は僅か「コ」の字状l乙外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ
胎土は浅黄色を

内面 白縁部ヨコナデ、網部ヘラナデ
呈する。
(10YR8/4) 

5 < 23. 1> 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ

(回)
墾 口縁部は「く」の字状11:外反する。

胎土はω い赤 l

内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ
褐色を呈する。
(5YR5/4 ) 

6 底部平底。 3と同一個体の底部と考えら
(回)

護
外面へラケズリ

胎砂土粒をは精多選く含さみれず、

< 8.9> 
れる。 内面 ヘラナデ、炭素が付着する p 号字詰税ぅ

焼成はあまい。

7 
(21. 1) 

(回)
蜜 底部平底。

外面ヘラケズリ
胎土はlζぶい燈

内面ヘラナデ
色を呈する。
(5YR6/4) 

(98) H -98号住居祉

遺構第290・291図

H-98号住居祉は、第III区テ-24グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.7m東西4.8mの隅丸方形を呈し、床面積17.6m2を測り、主軸方向N-390

-

Wを指す。壁高は15~20cmを測るのみで、壁構は認められない。主柱穴は、 I 区中央に P 1 、 IV区

中央に P2が検出され、当然これに対応するピットがII区・III区に存在すると考えられたが、床面

は丹念に精査したにもかかわらず相当のピットは検出きれなかった。 P1は35cmX 30cm深き25cm、

P2は40cmX 35cm深さ30cmを測る。

住居祉覆土は、 I層のみで、小石・パミスをよく含む黒色土層であった。

遺物は、 H-48と同様須恵器大奮の口縁部 3がカマドの東脇に残置されていた。また、 4の土

師器饗口縁部がII区の床面上より検出された。これ以外の遺物はいずれも覆土中より検出された

ものである。

カマドは、北壁中央に存在するが、すで、に半壊状態にあり、袖の一部をとどめるのみであった。

断面図をみると、 A-A'では両袖に面取り軽石と粘土(IV層)が用いられていることがわかる。

また、 B-B'の断面にみられる直方体の間取り軽石二点は、焚口部の天井石であろうか。カマド

使用に係る土層堆積は、 5層に分層された。 I層は多量の灰と若干の焼土を含む灰褐色土層、 II

層は多量の灰を含む灰色土層、 III膚は若干のカーボンを含む黒色土層、 IV層は褐色の焼土層、 V

層は多量の焼土と若干のカーボンを含む褐色土層であった。
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1 竪穴住居祉

遺物第292図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器には杯・窪、土師器には高杯・窪がある。

1は須恵器杯で、回転へラキリの後若干の手持ちへラケズりのなされた底部をみせている。

2は、ロクロ整形による土師器で、大方の器形は知り得ないが、本例と同様なものは第 I区H-

19号住居祉にみられる。

3は、須恵器警の口縁部で、、胴部以下の破片は住居祉内にみられなかった。

4・5は土師器窪で、 4は僅か「コ」の字状に外反する口縁部、 5は「く」の字状に外反する

口縁部である。

なお、本住居祉において石器・鉄器等は検出きれなかった。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期の所産と考えておこう。

R三i-j

/ 

一一

11子 ど口$
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第292図 H -98号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

ど
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第129表 H -98号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

IV 遺構と遺物

挿番図号 器種 法量 器 青3 の 特 徴 調 整 考備

(杯須)

14.2 
体部は外反し、底部平底。

芥苗 若{本干部のロクロヨコナデ、底リ部は回転へフキリの後、胎土は精選され

(完)
4.0 

手持ちへラケズ

8.2 
完形、器形は歪む。 内面 ロクロヨコナデ

ず砂粒を多く含
み明赤褐色

(ロクロ右回転) (5YR5/6) 

2 
高杯

外面 ロクロヨコナデ 胎ず砂土粒は精を選多さくれ含

(回)
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

みにぶい黄澄色

27.8 

aOYR'V4)を呈すとお

3 護 口縁は部帯状は逆「八Jの字状iζ外反し、 口唇
外面 ロクロヨコナデ 胎土は砂粒を含

(完) (須) 部 となる。
内面 ロクロヨコナデ み灰色
(ロクロ右回転) (10Y 5/1) 

4 < 24. 1) 
(回)

蜜 ロ縁部は僅か「コJの字状に外反する。
外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ

胎土はlζぶい黄

内面 口縁部ヨコナテ、胸部ヘラナテ
澄色を呈する。
C10YR 7/4) 

5 < 22. 6) 
(回)

愛 日縁部は「く Jの字状lζ外反する。
外面 口縁部ヨコナテの後、胸部へラケズリ

胎土は浅黄櫨色

内面 口縁部ヨコナデ、服部へラナデ
を呈する。
C10YR 8/3) 

(99) H -99号住居社

遺構第293・294図

H-99号住居祉は、第田区テー24グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北5.4m東西5.4mの隅丸方形を呈し、床面積26.4m2を測り、主軸方向はN-250

-

Wを指す。壁高は15~25cmを測り、壁溝は P6は部分を除きほぼ全周していた。主柱穴と考えられ

るピットは、 Pl~P4の 4 個が検出された。 P 1 は75cmX 50cm深さ35cm、P2は55cmX 55cm深さ38cm、

P3は53cmX48cm深さ55cm、P4は50cmX35cm深き50cmを測る。また、南壁より中央からはP5・P6

が検出されたが、 P6付近の壁はやや突出していた。 P5は40cmX35cm、P6は14cmX12cmを測った。

住居祉覆土は I層のみで、小

石・パミスをよく含む黒色土層

であった。遺物はいずれも覆土

中より出土している。

カマドは、北壁中央に存在す

るが、すでに壊滅状態にあった。

カマド付近には、その構材に用

いられていたと考えられる石材

がみられた。その西側には面取

り軽石二点がその東側には安山

岩礁二点がみられた。カマド使

用の関連すると考えられる堆積

は、プライマリーではないが4
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層に分層された。 I層が灰と

若干カーボン・焼土を含む灰

色土層、 II層が多量の炭化物

を含む黒色土層、 III層が若干

の焼土を含む茶褐色土層、 IV

層は多量の灰と少量のカーボ

ンを含む灰褐色土層であった。

遺物第295図

本住居祉より検出された遺

物は、須恵器では坪.~室、土

師器では斐がある。

1・2は、回転へラキリの

後若干の手持ちへラケズリが

なされた底部をみせるもので、

1は須恵器杯、 2は須恵器で

器種は杯となるかどうかわか

らない。

3は土師器小形丸底窪で、

胎土は精選されず肉厚なもの

である。外面には恵、の長い縦

長のへラケズリが、内面には

細かなミカ、、キ状のへラナデが

観察される。

1 竪穴住居祉
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第294図 H -99号住居士止実測図 (1 : 80) 

4・5は口縁部が「く」の

字状に外反する薄手の土師器室である。また、 7は小形な土師器嚢底部で、内面には細かな刷毛

目状調整が観察きれる。

8と、土師器大窪で、須恵器の模放形態と考えられる。帯状の口唇から口縁部、ふくらみを持

つ胴部へと続き、丸底と考えられる底部へと至る器形を呈する。

なお、本住居祉においては、石器・鉄器等は検出きれなかった。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居祉

第130表 H -99号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

( 14. 6 > 休部は外反し、底部はやや丸味をおびた
外面 体若干部手ロ持クロヨコナデ、底部回転へフキリの後、 日み台土にぶは砂い褐粒色を含

(杯須) 
ちへラケズリ

(回) 4.4 平底。 内面 ロクロヨコナデ c7目5YR5/4) 
9.5 

(ロ ク一葎若ロ蔀干右回の百す手転)
を呈する。

杯? 底部平底
外面 ロヨコナデ、ズ底リ部は回転へフキリの後、 胎み土灰は白色砂粒を日

2 持ちへラケ
(回) (須)

6.0 
あるいは杯とは異なる器種かもしれない。 内面 ロクロヨコナデ (2.5 Y 7/1) 

(ロクロ右回転) を呈する。

3 
(19. 1) 小形で丸底の器形を呈し、口縁部は外反 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ

胎ず呈砂y粧土すとをiまる鴨d精多。b選誼さ含川色れみをず~(回)
謹 (12.0) 

する。 内面細い単位のヨコヘラナデ(ヘラミガキ状)

4 
21. 3 

口縁下部降は短く外反し、網部は長く直線的 外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後、胸部縦位のへラケズリ
(完)

蜜 に する。 口 ヨコナデ、胸部ナデ
(7.5 YR 7/4) 

5 
(22.1> 

口縁部は外反し、胸部は直線的に下降す 外内面面 口口縁縁部部ヨコナデの後、胸部縦位のへラケズリ
給伊不を土呈良10鐙すではY精色Rるt、選。島ろ/焼いき3)れ成内ずは(回) 蜜 る。 ヨコナデ、胴部ヘラナデ

6 
<24.1> 

外内面面 白縁縁部部ヨコナデの後、綱部ヘラケズリ 胎す土る。は燈色を呈
護 口縁部は「く」の字状lζ外反する。

(田) ロ ヨコナデ (5 YR 6/6) 

7 外内面面 へラケズリ
E21i1i品i説問遣デ?す蜜 底部平底の小形な器形

(回) ( 2.5) 細かな刷毛目状調整

(36.2) 
口器丸わ縁形底れ部はとるは考須。外恵え反器られ大し、裂る胸底の部模部は放Kふ至にくよるりみをもち 外内面面 口縁部ヨコナデ、胸部ヘラケズリ

胎色土はiζぶい種8 
蜜 36.4) (7.5YR7/4 ) 

(回) るものと思 口縁部ヨコナデ、桐部ナデ
を呈する。

(100) H -100号住居祉

遺構第296・297図

H-I00号住居祉は、第皿区テ-24・25グリッドにおいて検出されたが、その床面近くが確認さ

れたにすぎない。

本住居祉の推定プランは、南北3.4m東西3.2mの隅丸方形を呈し、床面積は10.8m2程度を測る

ものと考えられる。主軸方向は、 N-270-Wを指す。柱穴等を含むピットは、一切認められな

し可。

カマドは、北壁中央に存在したものと考えられ、カマド部分には、焼土と灰の分布が認められ

た。また、この部分からは 1の須恵器杯が検出されている。

本住居枇から検出された遺物は、 1の須恵器のみで、回転へラキリの後手持ちへラケズリのな

された底部をみせるものである。

時期

本住居祉の位置づ、けについては、手掛かりとなる遺物は 1の杯のみであるが、とりあえず奈良

時代、前田遺跡第IV期の所産として捉えておきたい。
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W 遺構と遺物

⑭ 仏| 4.1_… 

蕊S
(-_.{~O- 0 

E 
E' 

、

・‘‘ー

三三己zf
民! iz..1 

E E 

物協 後 級 協WlA
O lOcm 

第296図 H一|凹号住居土Jl:実測図 (1 : 80) 第297図 H -100号住居士Jl:出土遺物 (1 : 4) 

第131表 H -100号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

器形の特徴 調 整

(101) H -101号住居祉

遺構第298・299園

H-I0l号住居祉は、第III区テ-24グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.5m東西4.0mの隅丸方形を呈し、床面積12.5m2を測り、主軸方向はN-220

-

Wを指す。壁高は20cm前後を測り、援溝は認められない。主柱穴と考えられるピットは、それぞ

れ4カ所のコーナー寄りにPl~ P 4の4個が検出された。 P1は60cmX60cm深さ15cm、P2は60cmX

50cm深さ25cm、P3は50cmX45cm深さ10cm、P4は40cmX40cm深さ20cmを測る。また、 P3とP4の中

間にP5が検出された。 P5は55cmX40cm深さ15cmを測る。いずれも浅いピットといえる。

住居祉覆土は I層のみで、小石・パミスをよく含む黒色土層であった。

遺物は、 P4の北の床面上から 1の葉が、カマドの西側からは 2の杯と 4の警が検出された。こ

れ以外の漬物はいずれも覆土中から出土したものである。

カマドは、北壁中央より検出されていたが、ほほ、壊滅状態にあり、粘土 (V層)によって構成
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1 竪穴住居社

される東西両袖の一部が僅かに残っている

にすぎない。また、東側の袖の前方部には

土中より大きな自然磯が突出しており、こ

れを被うように構築されていたものと考え

られる。この磯は、袖石の代用的なものと

してかえって好都合だったのであろうか。

カマドの使用にかかわる土層堆積は、3層

に分層された。 I層は多量のカーボンを含

む黒色土層、 II層は灰・焼土を含む灰褐色

土層、 III層は灰・カーボンを含む灰褐色土

層であった。また、火床部は僅かに掘り込

まれた後、黒色土 (IV層)で埋め戻されて

いた。

遺物第300図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器

では蓋・杯、土師器では杯・墾がみられた。

1は須恵器蓋で、つまみ部は中央部の窪

む円形を呈している。

2は須恵器坪で、回転へラキリ

の後回転へラケズリのなされた底

部をみせる。

3は土師器杯で、全体に風化が

激しいが内面体部に僅かに放射状

暗文が観察される。見込み部の調

整は不明で、ある。

4は、口縁部が「く」の字状に

外反する土師器警である。

6は器種不明の底部で、手持ち

へラケズリがなされている。界と

考えるのが無難で、あろうか。

A 
A: 

R 01 。R~ B' 

ー一ー一一一ーーー一一

O 1m 

A A: 

B B' 

第298図 Hー叩|号住居土u:実測図 (1 : 80) 

1t::1 ほD

o 50cm 物 ん励
第299図 H -101号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 

この他、石器・鉄器類は本住居祉からは検出きれなかった。
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IV 遺構と遺物
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挿番図号 器種 法量

(蓋須)

3.3 

(完) 2.6 
16. 6 

11. 8 2 
(勾須:) (完)

3守 4
7. 1 

3 <17.1) 

(回)
杯

4 22.6 

(完)
護

5 
護

(回)
7.0 

6 
(完)

8.7 

時期

2 

O lOcm 

1 1  14 

3 

、礼/

¥¥I '''-¥、卜-Jダ
6 

第300図 Hー 101号住居社出土遺物実測図 (1 : 4) 

第132表 H -101号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

器 形 の 特 徴 調 整 備 考

つまみ部は中央部の，くほ‘む円形を呈する
外面 ロクロヨコナデの後、天井部回転へラケズリ

胎土は砂粒を多

ほぼ完形
内面 ロクロヨコナテ

く含み灰色

(ロクロ右回転)
小Jφ/())を呈すゐ

焼成良好
外面 {本部ロクロヨコナデ、底部は回転へフキリの後

休部は外反し、底部平底。
回転へラケズリ

胎土は砂粒を含

内面 ロクロヨコナデ
み灰白色を呈す

(ロクロ右回転)
る。 (N7/0)

{本部は外反し、底部平底。
外面 口縁部ヨコナデ、{本部~底部ヘラケズリ

胎土は砂粒を多

内言語 体部はヨコナデの後、放射状時文か施される。
く含み撞色を呈
すQ，(7.5YR7/6)

口縁部は「く」の字状lと外反する。
外面 口縁部ヨコナテの後、 Il同部へラケズリ

胎土はiとぷい撞

内面 口縁部ヨコナテ、胴部へラナテ
色を呈する。
(7.5YR6/4) 

底部平底。
外面へラケズリ

胎土は燈色を呈

内面へラナデ
する。
C7.5YR6/6) 

外面底部手持ちへラケズリ
日台土は脚立を含み

底部平底、器種は杯となるか。
内面 ロクロヨコナテ

槍色(7.5YR6/6)
焼成不良。

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居祉

(102) H -102号住居祉

遺構第301・302図

H-102号住居祉は、第IV区ニ-32グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.6m東西4.5mの隅丸方形を呈し、床面積17.1m2を測り、主軸方向はN-30

-

Wを指す。壁高は20cm前後を測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 PI-P4の 4価が検出され

た。 P1は55cmX40cm深さ35cm、P2は45cmX40cm深き30cm、P3は50cmX40cm深き25cm、P4は40cmX

40cm深き30cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、若干のパミス・スコリアを含む黒色土層であった。遺物は、良好な

出土状態を示すものはなく、いずれ

も覆土中から出土している。

カマドは、北壁中央に存在するが、

すでに破壊されており、その構材で

あった面取り軽石 7点と安山岩磯 1

点がまとめて整然と置かれていた状

態であった。

遺物第303図

本住居祉より検出された遺物には、 旦

⑧ 

C C' 

|ミミ

R も

ο 
@ D' 

ふ
W
R

須恵器て、、は杯・窪、土師器では杯・

奮がみられた。

須恵器坪は、図示し得るものがな o 1m 
匡ニニ=二:::::;j

かったが、全面手持ちへラケズリの立 立

なされた底部破片が認められた。ま

た、須恵器警も胴部破片のみで全体

の器形を知り得るものがなかった。

1は、胎土が精選されず焼成も良

好でない土師器杯の破片で、体部に

放射状暗文、見込み部にラセン状暗

同| 同|

D D' 

第301図 H -102号住居土止実測図 (1 : 80) 
文が施こされている。

2・3は、口縁部が「く Jの字状に外反する土師器窪である。

時期

本住居祉は、僅かな出土遺物を手掛かりに、奈良時代、前田遺跡第V期の所産と考えておこう。
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O 

挿番号図 器種 法景

( 16. 5 > 
(回) 杯

2 
(21. 4) 

(屈)
饗

3 
(] 9. 9) 

(回)
護

4 
察

(完)
( 5. 1) 
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IV 遺構と遺物
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o 50cm 
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第302図 H -102号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

10cm 

ーごっ-lT

三日一台一一一
第303図 利一 102号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

第133表 H -102号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

器 背3 の 特、 徴 調 整

休部は外反する。
外内面 {口本部縁部ヨコナデ、施休部さヘラケズリ

面 放射状暗文が れる底部ラセン状暗文

が施される。

口縁部は「くJの字状lζ外反する。 外内面 口縁縁部部ヨコナデの後胸部、J服部ヘラケズリ
面ロ ヨコナデ、 ヘラナデ

口縁部はゆるく「く」の字状IC外反する。 外内面 口縁縁部部ヨコナデの後、胴部ヘラズリ
面白 ヨコナデ、 l阿部ヘラナデ

底部は平底を呈し、胴下半部は球状を呈 外面 ヘ ラ ケ ズ リ

する。 内面ヘラナデ

2 

4 
11 

備 考

!宮賠
飴を呈土は浅黄櫨色

する。

C10YR8/3) 

胎色土をはlζぶい褐
呈する。

C7.5YR5/4 ) 

胎色土を呈はl乙ぶい桜
する。

(7.5 YR 6/4) 



1 霊穴住居祉

(103) H -103号住居祉

遺構第304・305図

H-I03号住居祉は、第IV区ニ-32グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.9m東西4.9mの隅丸方形を呈し、床面積19.5m2を測り、主軸方向はN-30

-

Eを指す。壁高は20-40cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 P1-P4の4個が検出され

た。また、北西コーナーには P5が認められた。 P1は65cmX50cm深さ45cm、P2は70cmX50cm深さ

50cm、P3は45cmX35cm深さ40cm、P4は48cmX38cm深き45cm、P5は84cmX55cm深さ23cmを測る。

住居祉覆土は I眉のみで、若干のパミス・スコリアを含む黒色土層であった。遺物は、良好な

出土状態を示すものはなく、いずれも覆土中から出土している。

カマドは、北壁中央に存在するが、すでに破壊されており、その構材であった面取り軽石はま

とめて整然と火床部に置かれていた。また、火床部は円形に一旦掘り込まれた後、黒色土層(1 

層)で埋め庚され、火床面となっている。

遺物第306図

⑧ 

|何
仏| 弘|

e 
R 

D 
D' 

⑫ @ 

|同 l問
同|

o 1m 
同ニニ=ニニ詞

ゐ 物級協働物物物多多

第304図 Hー 103号住居:l:.!1:実測図 (1 : 80) 
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本住居祉より検出された遺物に

は、須恵器では蓋・杯・室、土師

器には杯・墾がある。

1は、須恵器蓋で、つまみ部の

形状は不明で、ある。

2-5は須恵器杯で、 2は回転

へラキリ、 3-5は全面手持ちへ

ラケズリの底部をみせている。な

お、 3-5の杯の底部切り離し方

法については不明で、ある。

IV 遺構と遺物

i∞ 

|同

|∞ 
⑧ 

|句

A t: 

土師器杯の破片は図示し得なか

ったが、内面体部に放射状暗文が

施され、外国体部は口唇部近くま

o 50cm 務揚揚揚揚

で横位のへラケズリがなされるも

のであった。

第305図 H -103号住居士Il:力マド実測図 (1 : 40) 

6の須恵器護は、外面に格子目叩きのなされる胴部下半以下の破片である。

第134表 H -103号住居土Il:出土遺物一覧表〈土器〉

番挿号図 器種 法量 器 背3 の 特 徴 調 整 備 考

(蓋須) つまみ部の形状は不明
外内面面 ロクロヨコナデの後、天井部へラケズリ 胎みニオヒはリ砂ー粒ブ灰を含色

(回)
ロクロヨコナデ

(ロクロ右回転) を呈する。
(2.5 GY6/1) 

(完2) 
杯

13.8 外面体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラキリ 胎土は樹立を含み

(須)
3.9 体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ 灰色(5Y6/1) 
9.7 (ロクロ左回転) を呈する。

(回3) 
杯、

(13.9) |外面 体ち部へロラケクズロヨリ コナデ、底部切り離しの後、手持 胎土は砂粒を含み

4.1 体部は外反し、底部平底。
(須) < 8.6) 

内面 ロクロヨコナデ
灰色(lOY6/1)

(ロクロ左回転)
を呈する o

4 
(杯須)

(13.9) |外面 持体部ちへロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手
胞は酬を含み l

4. 1 {本部は外反し、底部は丸味をおびた平底。
ラケズリ

(回) < 9.0) 
内面 ロクロヨコナデ

灰白色(1OY7/1) I 

(ロクロ右回転)
を呈する。

5 杯
< 14. 6) |外面 持{本部ちへロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手 1灰正白面色正面(1桔OYを7/含lみ) 

体部は外反し、底部は丸味をおびた平凪
ラケズリ

(困) (須) < 11. 2) 内面 ロクロヨコナデ を呈する。 4と
(ロクロ右回転) 同個体か。

6 
(裂須) 底部平底。

外面胸部下半には叩きが施される。
自み台土lζぶは砂い殺赤褐を含色

(回) 09.0) 
内面一部lζは当て具痕が残る。 を呈する。

(5 YR5/3) 

7 
< 25. 0) 

外面 口縁部ヨコナデの後、網部ヘラケズリ
胎土は穫色を長

護 口縁部は「く Jの字状lζ外反する。
(匝) 内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ

する。 I

(7.5YR6/6) I 

8 
< 18. 0) 

口縁部は僅かに外反し、頚部のくびれは 外面 白縁部ヨコナデ 胎土はにぶ吋

(回)
護 強くない。 内面 口縁部ヨコナデ

樫色を呈する。
(10YR 7/4) 

L一一ー
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l 霊穴住居祉
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7 

第306国 H -103号住居士ll:出土遺物 (1 : 4) 

7. 8は土師器窪で、 7は I< Jの字状に外反する口縁部付近の破片、 8は直立気味に外反す

る口縁部破片である。

なお、本住居祉においては、石器・鉄器類は検出きれなかった。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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IV 遺構と造物
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第307図 H -104号住居士止実測図 (1 : 80) 

!⑧ 
Jo 

JCl ICl 

O 5Ocm 立闘総側主

第308図 H -104号住居祉力マド実測図 (1 : 40) 
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(104) H -104号住居祉

遺 構 第307・308図

H-I04号住居hl:は、第IV区ニー32

グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.35m東西4.6m

の隅丸方形を呈し、床面積17.8m2を

測り、主軸方向は N-20-Wを指

す。壁高は10-15cmを測り、壁溝は

認められない。主柱穴は、 P1-P4の

4個が検出された。また、性格はわ

からないが、 P5・P6が西壁寄りに検

出された。 P1は60cmX50cm深さ35

cm、Pzは40cmX35cm深さ40cm、P3は

70cmX55cm深さ50cm、P4は85cmX70 

cm深さ40cm、P5は50cmX35cm、P6は

90cmX60cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、若干の

パミス・スコリアを含む黒色土層で

あった。

遺物は、 1の完形の杯がカマド部

分より正常位で検出された。それ以

外は、良好な出土状態を示すものは

なく、いずれも覆土中から出土した

ものであった。

カマドは、北壁中央において検出

されたが、完全に破壊されており、

本体の痕跡をとどめなかった。破壊

後のカマド部分には、 1の土師器杯

が正常位で置かれていた。また、カ

マド火床部は一旦掘り込まれた後、

黒色土層(1層)で埋め戻されたも

のであった。



1 竪穴住居祉
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第309図 H -104号住居祉出土遺物 (1 : 4) 

第135表 H -104号住居社出土遺物一覧表く土器〉

2 

5 

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

14. 5 外内面面 体口縁部部ヨコナデ、体部および底部へラケズリ 給土は樹立を多く

(完) 杯 4.3 i本部は外反し、底部平底。 には放射状の暗ン状文が施される。 含み稜色を呈するb

8. 8 見込み部ICはラセ 暗文が僅かに窺える。 (7.5YR7/6) 

2 内外面面 服部lζは叩きがなされる。 胎み土灰は白色砂粒を呈を含す
蜜 底部平底

(回) (須) (16.8) 
ナデ

る。 (5Y7/1)

3 < 21. 4> 
外内面面 白縁縁部部ヨコナデの後胸部、胴部ヘラケズリ

胎土は燈色を呈

(回) 護 口縁部は「く」の字状lζ外反する。
口 ヨコナデ、 へラナデ

する。
(7.5YR 6/6) 

4 < 22. 5 > 
外内函面 口口縁縁部部ヨコナデの後、網部へラケズリ

胎土はlとぶい黄

(回)
蜜 口縁部は「く」の字状IC外反する。

ヨコナデ
穫色を呈する。
(10YR6/4 ) 

一一一一」一一一一一

第136表 H一104号住居祉出土遺物一覧表〈石器〉
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IV 遺構と遺物

遺物第309図

本住居祉より検出された遺物は 須恵器では斐 土師器では杯・窪がみられた。

1は完形の土師器邦で、外面の体部~底部には手持ちへラケズリがなされ、内面体部には放射

状暗文か施きれている。見込み部は剥落が激しいが、僅かにラセン状暗文が観察される。

2は、須恵器饗の胴部下半以下で、外面には叩き目が窺える。

3・4は、「く Jの字状に外反する土師器室の口縁部である。

この他、河床磯を用いー他を敵打に供した敵石(5 )が 1点検出されている。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(105) H -105号住居祉

遺構第310・311図

H-105号住居祉は、第IV区ニ-32グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.6m東西4.0mの隅丸方形を呈し、床面積11.2m2を測り、主軸方向はN-OO-

Wを指す。壁高は15~20cm を j則り、壁溝は認められない。柱穴は認められず、ピットはカマド東

脇にPlが認められたのみであった。 P1は60cmX50cm深さ10cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、若干のパミス・スコリアを含む黒色土層であった。遺物は、良好な

⑧ 泊l ぬ|

A 
A' 

∞! ∞| 

， 
A K 

汲汲ρ… Hル………'l'//////'/';匂J〆

第31日区1 H -105号住居地実測図 (1 : 80) 
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1 竪穴住居祉
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第311図 H -105号住居士止力マド実測図 (1: 40) 
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第312図 H -105号住居土ll:出土遺物 (1: 4) 

出土状態を示すものはなく、いずれも覆土中から出土したものであった。

カマドは、北壁中央に検出されたが、すでに壊滅状態にあり、円形の火床部の掘り方のみが捉

えられたにすぎなかった。

遺物第312図

本住居祉より検出された遺物には、須恵器では蓋・杯・土師器では杯・斐の破片がある。

須恵器蓋・邦は、いずれも小破片で図示するに歪らなかった。

1は土師器杯で、内面体部には放射状暗文が施きれているのが特徴的である。見込み部の調整

は不明。
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IV 遺構と遺物

第137表 H -105号住居土It出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 o 特 徴 認 整 備 考

( 13. 3) 胎砂土粒をlま精多選く含されみずに、

(匝)
主不 {本部は外反し、底部平底。

外面 口縁部ヨコナデ、休部~底部ヘラケズリ

< 9.4) 内面 {本部はヨコナデの後、放射状の暗文が施される。
ぶい褐色を呈する。

燐(成7.5Y良R企T子メで6) 
は ない

(22.9) 
2 

(回)
護 口縁部は「く Jの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ
胎土はlζぷい黄

内面 白縁部ヨコナデ、服部へラナデ
燈色を呈する。
(10YR 7/3) 

3 < 21. 0) 

(回)
裂 口縁部は「く Jの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
胎土はにぶい策

内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナテ
燈色を呈する。

(10YR7/3) 

4 
(21. 2) 

(回)
裂 口縁部は「く」の字状l乙外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
胎土lまにぶい黄

内面 白縁部ヨコナテ
檀色を呈する。
(10YR7/4) 

2-4は土師器室で、「く Jの字状に外反する口縁部である。

時 期

本住居祉は、僅かな出土遺物等より、奈良時代、前田遺跡第V期の所産と考えておこう。

(106) H-106号住居祉

遺 +葺 第313・314図

H-106号住居祉は、第IV区ナー32グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北3.2m東西3.3mの歪んだ小形の隅丸方形を呈し、床面積5.4m2を測り、主軸方

向はN-oo-Wを指す。壁高は10-20cmを測るのみで、援溝は認められない。また、柱穴等のピ

ットは一切認められない。

住居祉覆土は一層のみで、パミスを少量

含む黒色土層であった。

遺物は、 1の土師器室がカマド中より検

出されたのみである。

カマドは、北援中央に存在するが、赤褐

色の粘土 (III層)を用いた東商両袖が僅か

に残っているにすぎなかった。また、 カマ

ド覆土は、 2層に分層された。 I層は焼土

を多く含む茶褐色土層、 11層は焼土をまっ

たく含まない黒色土層であった。

、主邑

1思
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第314図 Hー 106号住居土止力マド実測図 (1 : 40) 第315図 H -106号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

第138表 H -106号住居士止出土遺物一覧表く土器〉

器形の特徴

外薗 口縁部ヨコナデ、胴部へラケズリ
内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

調 整

口縁部は僅か「コJの字状1C.外反する。

遺物は、 1の僅か「コJの字状に外反する土師器護の口縁部が検出されたのみであった。

時期

本住居祉は、検出された遺物が lのみであるため、その位置付けは困難で、ある。ただし、他と

の比較検討から、奈良~平安時代、前回遺跡第VII期の所産と考えるのが妥当であろう。

(107) H -107号住居祉

遺構第316・317図

H-I07号住居祉は、第V区ニー36・37グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.65m東西5.0mの隅丸方形を呈し、床面積19.1m2を測り、主軸方向はN-

6 0 -Wを指す。壁高は35~60cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出

された。 P1は50cmX40cm、P2は40cmX40cm、P3は50cmX40cm、P4は40cmX 35cmを測った。な

お、これらのピットの底面は湧水が激しく確認できず、したがってその深さもよくわからなかっ

た。

住居士l上覆土は I層のみで、パミスを多量に含み、ロームがブロック状に混入する黒色土層であ

った。

遺物は、 1の完形の須恵器蓋がP1の西の床面上より検出された以外は、いずれも覆土中から出
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IV 遺構と遺物
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第316図 H -107号住居士止実測図 (1 : 80) 
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第317図 H -107号住居地力マド実測図 (1 : 40) 
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第318図 H -107号住居土Il::出土遺物 (1 : 4) 

土している。

¥ 長j

一一一、---

Lにじ/
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3 

1/ 7 

カマドは、北壁中央に存在するが、すでに半壊状態にあった O~ 僅かに残された両袖の断面A

A'をみると、面取り軽石と粘土 (V層)によって構成されていた。また、火床部には須恵器衰の

大形破片が9点みられた。カマド使用に係ると考えられる土層堆積は、 4層に分層された。 1層

は多量の灰と若干の焼土を含む灰色土層、 II層は若干の焼土・カーボンを含む黒色土膚、 III層は

赤褐色の焼土層、 IV層は多量のカーボンを含む黒色土層であった。

遺物第318図

本住居祉から検出された遺物には、須恵器では蓋・坪・護が、土師器では警がある。

1 . 2は、内面にかえりを有する須恵器蓋である。 1は完形で、つまみ部は中央の窪んだ円形
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IV 遺構と遺物

第139表 H -107号住居祉出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 背三 の 特 徴 調 整 備 考

1 蓋
5.9 つまみ部は径の大きい皿状の彰状を呈し、

外国 ロクロヨコナデの後、天井部回転へフケズリ
胎土は精選され

(完) (須) 3.7 内面iζはかえりを有する。
自然結1が全体にかかる。

灰白色を呈する。

16. 1 信7三巳cJfノ/. 内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

(N 7/0) 

2 蓋 体部は中央部の高まらない偏平な形状を
外内面面 ロクロヨコナデの後、中央部回転へラケズリ 胎土は砂粒を含

(回) (須)
(17.4) 

呈する。内面にはかえりを有する。
函 ロクロヨコナデ み灰色(N6/0) 
(ロクロ右回転) を呈する。

3 杯 04. 1) 
外面 全体lζ剥落が激しいが、{本部はロクロヨコナデ

胎土は砂粒を含

(回) (須) 4.2 {本部は外反し、底部平底。
底部は回転ヘラキリ

(10.4) 
内面 ロクロヨコナデ

み灰色を呈する。

(ロクロ右回転)
(5 Y 5/0 

4 主不 < 15. 1) {本部は外反し、底部平底lとなるものと思
外面 体る部もロクロヨコナデ、底部は回転へフキリによ

IJ台土は砂粒を含
のと恩われる。

(回) (須)
( 11. 5) 

われる。 内面 ロクロヨコナデ
み灰色を呈する。

(ロクロ左回転)
(5Y6/1 ) 

5 
(護須) 

外面 胴が数部条1[.は叩きがなされ、平行するへラ描き沈線 控室l増置されず

(回)
底部平底。 走る。 (7EYR7/4)を呈するe

04. 6) 内面 当て呉仮が若干観察できるp
完全な環元炎焼成
とはなっていない。

6 
06. 6) 

外面 白縁部ヨコナデの後、胸部へラケズリ げ砂位粒lを立構多く含さ材みに

(回)
霊童 口縁部は弓なりに外反する。

内面 口縁部ヨコナテ、服部へラナデ ぶい赤褐色を呈す
ξb (2.5YRら/4)

7 
(22. 2) 

口す縁る部。は比較的強く 「く」の字状l乙外反 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部へラケズリ
胎土はlζぶい褐

(回)
蜜

内面 口縁部ヨコナデ、胴部へラナデ
色を呈する。
<7.5 YR5/4) 

を呈している。 2は、 1に比べ天井部の高まらない偏平なもので、つまみ部を欠失する。

3・4は須恵器杯で、いずれも回転へラキリによるものと考えられるが、 3はその後底部に手

持ちへラケズリがなされている。

5は、外面に叩き目がみられる須恵器警の胴下半部である。

6は小形の土師器窪の口縁部である。また、 7は口縁部が「く」の字状に外反する土師器窪の

胴上半部である。

この他本住居祉においては、石器・鉄器類は認められなかった。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期に位置付けられよう。

(108) H-108号住居祉

遺構第319・320図

H-108号住居祉は、第V区ニ-37グリッドにおいて検出された。本住居祉は、 H-I09号住居

祉を切って存在している。また、 F-73と重複するが、新旧関係は不明で、ある。

本住居士J!:は、南北5.3m東西4.9mの隅丸方形を呈し、床面積19.2m2を測り、主軸方向はN-7
0

-

Wを指す。壁高は50~60cmを測り、援溝は認められない。主柱穴は Pl~P4の 4 侶が検出された。

Pl は50cmX45cm、P2は75cmX70cm、P3は55cmX 50cm、P4は50cmX45cmを測る。なお、本住居士J!:
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H -108号住居士止実測図(1 第319閤

ピットの深さが確認できなかった。は床面近くからの湧水が激しく、

住居祉覆土は I層のみで、多量のパミスと少量のローム粒子を含む黒色土層であった。遺物は、

良好な出土状態を示すものはなく、いずれも覆土中より出土している。

カマドは、北壁中央に存在するが、すでに壊滅状態にあり、図にはその掘り方を示した。図の

東側にはピットがみられるが、袖石の抜き取り痕かと考えられる。また、西側のロームは若干テ

ラス状に削り出されていた。

第321・322・323図物遺

そのうち須恵器では円面硯・蓋・坪・窪・長

289 

土師器では杯・護の各器種が認められた。

本住居主l上からは比較的多量に土器が検出された。

頚瓶・短頚・壷、



IV 遺構と遺物

|開 !開

。旦
|円

D 

D D' 

O 5Ocm 

第320図 H -108号住居祉カマド実測図 (1 : 40) 

1は、小破片であるが、須恵器円面硯と考えられる。硯面部には特に墨磨による研滅や墨の付

着は認められなかった。本例と同様な円面硯には、本遺跡佐久市分のH-3'H-5号住居祉出

土の 2例があり、それらから類推すると本例の脚台部は透しをもたないものと考えられる。

2は須恵器蓋であるが、つまみ部の形状は不明で、ある。

須恵器坪は、 3-6の4点を図示した。そのうち、 3・4は回転へラキリ、 5は回転へラケズ

リ、 6は回転糸切りによる底部をみせている。また、 9の長頚瓶の底部かと考えられるものも回

転糸切りによっている。

7・8は土師器杯である。 7はロクロ整形による比較的小形品で、内面は丹念にへラミガキが

なされている。 8は、?に比べるは大ぷりで内面黒色研磨のなされた杯である。

10は、小形の須恵器短頚査である。

11は、須恵器鉢と考えられるもので、把手の貼り付けられていた痕跡が窺える。

12-15は須恵器室で 12・13は口縁部付近、 14・15は底部付近である。

16-18は土師器室で、 16は「く jの字状に外反する口縁部破片、 18は台付窪の一部である。

鉄器としては、 19の燐鉄かと考えられるものが出土している。一辺はW字状もう一辺は弓状の

ラインを示す偏平な製品である。

この他、石器としては、偏平な円磯である20が検出されている。あるいは台石等として用いら

れたのであろうか。
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IV 遺構と造物
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第322図 H -108号住居壮出土遺物 (1 : 4) 

亡 第140表 H -108号住居壮出土遺物一覧表〈金属器・石器〉

o 5cm 

第323図 H -108号住居士止出土

遺物 (1 : 3) 

時 期

本住居士止は、奈良・平安時代、前田遺跡第四期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居祉

第141表 H -108号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法景 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

l 
円(面須硯) 

< 12. 8> 
硯脚面台部部は形内提状を持たず縁のみとなる。

外面 磨硯滅面部は認lζは全体iζ自然粕が付着し、墨磨による
灰胎を色土呈は(す1砂0るY粒。6.を/含lみ) 

(回) の は不明
められない。

内面 ロクロヨコナデ

2 
(叢須)

外内面面 ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ
胎灰を色土呈は(す1砂OYる粒。6/を1含)み

(回)
面 ロクロヨコナデ

< 15. 3 > (ロクロ右田転)

3 
(杯須)

< 13. 9 > 外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
胎灰土褐色は精(5選Y4さ/2れ) 

(回) 3.3 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ
< 9.0> (ロクロ左回転) を呈する。

4 杯 < 13. 6 > 外内面面 {本部ロクロヨコナテ、底部回転へラキリ 胎灰土は精を呈選され
(回) (須)

体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ 白色 する。
< 9.0> (ロクロ左回転) (5 Y7/1) 

< 13. 2 > 
外面 体部ロクロヨコナデ、底部切り離しの後、回転

胎み土灰色は砂(N粒6/をO含) 5 
(杯須) {本部は外反し、底部平底。

ヘラケズリ
(回) 内面 ロクロヨコナデ

(ロクロ右回転) を呈する。

6 
(杯須)

( 13.7) 外内面面 (本部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り 胎土は砂(N粒5/1をO含) 
(回) 3.6 {本部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナテ、 み灰色

( 7.0) (ロクロ右回転) を呈する。

< 11. 2> 
外面 体部ロクロヨコナテ、{本部下半~底部へフケズ 胎こtは砂粒櫨色を合を

7 
杯 {本部は弓なりに外反し、底部平底。 みにぶい

(回) 内面 ヨコヘラミガキ
呈(す5YるR6/4)( 7.6) 

(ロクロ左回転)

8 < 15. 4> 
外内面面 黒全体色研l乙剥磨落が激しく調整不明 胎にぶ土はい砂燈粒色をを呈含みす

(回) 杯 5. 1 休部は弓なりに外反し、底部平底。
7.3 る。 (75YR6/4)

9 長底頚部瓶lζのは底高部台が貼り付けられる。
外内面面 底部回転糸切り 胎土は砂を粒呈すを含

(完) (須) となるか。
ロクロヨコナデ み灰色 る。

7.2 (ロクロ右自転) (lOY 6/1) 

10 
短(須頚)壷

< 8.8> 外内面面 ロクロヨコナデ
胎みを灰呈土色すは(砂る10。粒Yφを引含(回) 口縁部の短く直立する小形の器形 ffjj ロクロヨコナデ

(ロクロ左回転)

11 
f 鉢須) 

< 31. 3> {本部はみ直出線さ的にる外。傾把手し、が外付縁さ部は外も側のへと 外面 叩きがなされたのち、ロクロヨコナデがなされ
含日る台土み。灰は(2砂白5粒色Y7.をを/呈多1)すく(回) つまれ れる るo

考える。 内面 ロクロヨコナデ

12 饗 < 34. 7 > 
口縁す部はゆるく外反し、口唇部は稽状を 外内面面 胴部lζ叩きがなされた後、全体IC::ロクロヨコナデ 胎土は砂粒ヨ三を含

(回) (須) 呈るo ロクロヨコナテ、 み灰色をする。
(10Y 5/1) 

13 蜜 呈日す縁部る。はゆるく外反し、口唇都は帯状を 外内面淘 ロクロヨコナデ 怯灰を白呈士は色す砂c1る粧OYロをV古1み) (回) (須) < 5. 3) ロクロヨコナデ

14 
( 饗須) 

外出 胸部lζは叩きがなされる。 呈飴土は灰樋色を I

(回) J底部平底。
内面ナデ する。

< 13. 8 > (5YR4/2) 

15 
( 蜜須) 

外面 叩きとへラケズリがなされる。
胎策を土灰呈色はす砂(る2粒.5。Yをシ含引み(回) 底部平底。

内面 胴部下半ヘラナデ、底部開IJ毛白状調整< 19. 3 > 

16 < 22. 0 > 
外内面面 口縁縁部部ヨコナデの後部、胸部ヘラゲズリ

胎色土はIC::ぶい樫
(回)

護 口縁部は「く」の字状lζ外反する。 を呈する。ロ ヨコナデ、胴ヘラナデ
( 7.5YRら匂)

17 胎色土をはにぶい樫
蜜 外内面 へラケズリ

(回) 底部平底。
面へラナデ 呈する。

< 5. 3> (5 YR6/4) 

18 外内面 胴部ヘラケズリ、脚台部台部ヨコナデ 胎色土をはl乙ぶい種
(完)

台付饗 底部l乙は脚台部が貼り付けられる。
面胴部ヘラナデ、 l湖 ヘラナテ 呈する。

(5YR6/4) 
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IV 遺構と遺物

(109) H -109号住居祉

遺構第324・325図

H-I09号住居祉は、第V区ナ・ニ-37グリッドにおいて検出れれた。本住居祉は、 I区をH-
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1 竪穴住居祉

第142表 H -109号住居土止出土遺物一覧表〈石器〉

器形の特徴 調 整

口縁部は「くJの次状iζ外反し、胸部は|外面 へラミガキがなされる。
球状を呈する。 I内面 口縁部ヨコナデ、鯛部へラナデ

2 

O 5cm 

第326図 Hー 109号住居士止出土遺物 (2: 3) 

第143表 H -109号住居士Jt出土遺物一覧表〈石器〉

108号住居祉に切られ、また、一部を F-73号掘立柱建物祉に、中央を土撲に切られている。

本住居祉は、南北3.2m東西4.0mを測り、南壁のプランがやや乱れるものの全体的には隅丸方

形のプランを呈するものと考えられる。推定床面積は10.8m'を測り、南北軸方向はN-12oLWを

指す。度高は30cm前後を測った。壁溝は、 H-108に破壊された部分は不明で、あるが、南援と東患

の一部を除いて認められる。なお、本住居祉に伴うと考えられるピットは存在しなかった。

住居祉覆土は I層のみで、若干のパミスを含み、ローム粒子の混入する黒褐色土層であた。遺

物は、良好な出土状態を示すものはなく、覆土中から出土している。

カマドは、大方がそうであるように北壁中央に存在していたとすれば、すでにH-108号住居祉

の構築時に破壊されてしまっていることになる。

遺物第325・326図

本住居祉から検出された土器は、 1の壷 1個分の破片のみであった。

1の土師器査は、外面口縁部および胴部、内面口縁部にへラミカ、、キのなされたものである。

この他、石器では 2の玄武岩の剥片 1点が検出されている。

時 期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第IV期の所産と考えておこう。
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(110) H -110号住居祉

遺構第327・328図

IV 遺構と遺物

H-ll0号住居祉は、第V区ト・ナ-37グリッドにおいて検出された。

本住居祉は、南北4.6m東西4.4mの隅丸方形を呈し、床面積14.9m2を測り、主軸方向はN-50

-

Wを指す。壁高は、 40~60cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が検出され

ている。 P1は50cmX45cm、P2は55cmX45cm、P3は65cmX60cm、P4は45cmX45cmを測る。なお、

床面以下は湧水が激しく、それぞ

れのピットの深さを確認すること

はできなかった。

住居社覆土は 4層に分層された。

I層は僅かにパミスを含む黒色土

層、 II層は多量のロームを含む黄

褐色土層、 III層は若干ローム粒子

を含む黒褐色 I層、 IV層はローム

粒子を含まない黒褐色土層であっ

た。

遺物は、良好な出土状態を示す

ものはなく、いずれも覆土中から

出土したものであった。

カマドは、北壁中央に存在する

が、すでに半壊状態にあり、その

構材の一部である面取り軽石 3点

と安山岩磯 3点は、 II区の床面上

に散乱していた。図の断面A-

A'. B-B'をみると、両袖部は袖

石と粘土(IV層)によって構築さ

れていることがわかる。また、火

床部には 3点の磯がみられた。カ

マド使用に係ると考えられる堆積

は、 3層認められた。 I層が多量

の灰と若干の焼土を含む灰褐色土
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1 竪穴住居祉
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第328図 H -110号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 
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第329図 H -110号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

2 

層、 II層が若干のカーボン焼土を含む黒褐色土層、 III層が多量のカーボンを含む黒色土層であっ

た。

遺物第329図

本住居祉より検出された遺物は、須恵器は長頭、瓶・室、土師器では窪がある。

1は、須恵器長頚瓶と考えられるものの底部で、回転へラケズリの後、高台が付されている。
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IV 遺構と遺物

第144表 H一 110号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

番持号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

長(頚須瓶) 
外内面面 ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ

胎灰焼色土成は(良1樹0好Y立6を/含1み) 
(回)

底部lζは高台が貼り付けられる。 ロクロヨコナデ
( 9.4) (ロクロ左回転)

2 
< 22. 0) 

外内面面 ロ口縁縁部部ヨコナデの後胴、部胴へ部ラへラケズリ
胎呈土すは赤褐色を

(回)
饗 口縁部は「く」の字状lζ外反する。

ヨコナデ、 ナデ るo

(5YR4/6) 

3 
(22.7) 

口縁部は外反し、口唇部はさらに外側に 外内面面 口縁部ヨコナデの後、胴部ヘラケズリ

胆胎色醐す回回券世土土る(立同。5寸品はをを時【Y精多多5る情YRZ縄選選く誌R6含にささ色/Mみ含れれ6を〉ず樫ずみ呈) 

(回)
蜜

やや巻き込まれる。 口縁部ヨコナデ

4 外面へラケズリ
(完)

主筆 底部は部厚い丸味をおびた平底a
内面剥落が激しく謁整不明

8.1 

2は、「く」の字状に外反する口縁部をみせる土師器室である。 3も土師器窪であるが、 2に比

べやや肉摩で胎土も精選されていない。 4も3と同様胎土の精選されない分厚い土師器嚢底部で

ある。

なお、本住居祉において石器・鉄器類は認められなかった。

時期

本住居祉は、僅かな出土遺物を手掛りに、奈良時代、前田遺跡第IV期の所産とみなし得ょう。

(111) H -111号住居社

遺構第330・331図

H-ll1号住居祉は、第V区

ナ-38グリッドにおいて検出さ

れ、 M-1号溝状遺構を切って

存在している。

本住居士止は、南北5.5m東西

5.8mの隅丸方形を呈し、床面積

28.4m2を測り、主軸方形はN-

gO-E を指す。壁高は30~40cm

を ~RU り、壁溝は全周に認められ

る。主柱穴は、 Pl~P4の 4 個が

検出された。 P1は不規則なテラ

スをもつものでか80cmX50cm、P2

は60cmX40cm深さ40cm、P3は60
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第331図 H -¥11号住居士止実測図 (1 : 80) 

cmX35cm深さ30cm、P4は60cmX35cm深さ35cmを測る。また、南壁寄りの中央には50cmX 45cm深き

28cmを測る P5が検出された。

住居祉覆土は、 4層に分層された。 I層はパミス・スコリアをよく含む黒褐色土層、 II膚はパ

ミス・スコリアをよく含み若干のカーボン・灰を含む黒色土層、 III層は黄色ロームのブロック状

堆積、 IV層は黒色土層であった。

遺物は、 3の須恵器杯が北東コーナーの壁上より、 14の土師器窪底部がP1西の床面直上より検

出されている。これ以外の遺物は いずれも覆土中より出土したものである。

カマドは、北壁中央に存在するが、すでに壊滅状態にあり、図にはその掘り方を示した。それ
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番挿号図 器種

1 蓋
(完) (須)

2 蓋
(回) (須)

3 杯
(完) (須)

4 杯
(回) (須)

5 t不
(凪) (須)

6 
長(頚須) 瓶

(凹)

7 
長(頚須瓶) 

(函)

8 
長(頚須瓶) 

(回)

9 
( 須宝E) (回)

10 
(回)

蜜

11 
(固)

蜜

12 
蜜

(回)

13 
(回)

護

14 
墾

(完)

1 竪穴住居祉

第145表 H一 111号住居士止出土遺物一覧表〈土器〉

法量 器 形 の 特 徴 認 整 備 考

4目 7
つまみ部は中央が皿状lζ くぼんだ形態を

外面 ロクロヨコナデ 胎土は砂粒を含

呈する。
内面 ロクロヨコナテ み灰白色を呈す
(ロクロ右回転) る。 (7.5Y!V1) 

( 5.5) 
つまみ部は環状の帯が巡らされた形状を 外内面面 ロクロヨコナデ 胎土は精選され

呈するo
ロクロヨコナテ、 灰白色を呈するp

(ロクロ右回転) (10Y S/l) 

14.2 
完{本形部は外反し、底部平底。

外面転体へ部ロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、回 胎土は精選され

3.5 
ラケズリ ず砂粒を多く含

8.9 
内面 ロクロヨコナテ み灰色を呈する。
(ロクロ右回転) (N 5/0) 

(13. 1) 
考体部え は外反し、底部は平底になるものと 外内面面 体{本部部ロクロヨコナテ 胎土は精選され

られる。
ロクロヨコナデ 灰色を呈する。

(ロクロ右回転) (N 6/0) 

<14.9> 
体部は外反し、底部は高台が削り出され

外面 体る部高台ロクロヨコナデ、底部回転へフケズりによ
胎土は砂粒を含み

部削り出し
る。 内面 ロクロヨコナデ

灰色C7.5Y(y1) 

(ロクロ左回転)
を呈するo

外面 ロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手持ち 碕砂主粒lをi精多選く含されず

底部平底。
み灰

ヘラケズリ 色を呈する。
( 5.4> 内面. ロクロヨコナデ 自別狭V量計O付)着内外面lζ

底部lζは高成台が貼り付けられる。
外内面面 体部ロクロヨコナテ、底部は回転ヘラケズリ 給土は砂粒を含

( 12. 5 > 
全体lζ焼 時の火ぶくれが激しい。

面 ロクロヨコナデ み灰色(N5/0)
(ロクロ布団転) を呈する。

外内面 胸部下半回転ヘラケズリ 胎土は精選され
底部ICは高台が貼り付けられるo 面 ロクロヨコナテ ず砂粒を含み灰

( 11. 2 > (ロクロ左回転) 色 (N5/0) 

( 15.8> 
口口部縁唇部部は球では状外、皮短を しく、立ちさ上らにが変る換。点をもって

外内面 白縁部および胴部ロクロヨコナデ 胎土は精選され
面 ロクロヨコナデ 灰白色を呈する。

胴 呈する。 (ロクロ左回転) 0.5 Y8/2) 

( 11. 9 > 
な日器縁形部がゆるく外反するやや肉厚で小形 外面 口縁部ヨコナデの後、胴部ベラケズリ

胎ごとは砂粒を多
く含み赤褐色を

内面 口縁部ヨコナデ、胸部へラナテ 呈する。

胎(土2.5lYR粒4/を6) 
( 12. 2> ま砂 含

ロ綾部の外反するやや肉厚で小形な器形 外内面面 口縁縁部部ヨコナテの後、網部へラケズリ みにぶい褐色を
面口 ヨコナテ、胴部へラナテ、 呈するG

(7.5YR5/4) 

( 20. 9 > 
外面 口縁部ヨコナテの後、胸部へラケズリ 給土は燈色を呈

口縁部は「く」の字状lζ外反する。
内面 口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナテ する。

(5YR6/6) 

底部は丸味をおびた平底を呈し、胴下半 外内面 腕下半部および底部へラケズリ
胎土は砂粒を含

部は球状を呈する。
面 ヘラナデ、一部には刷毛白状の調整疲

みにぶい褐色を

( 7. 4> かうかがえるo
呈する。
C7.5YR5/4) 

胎土は明赤褐色
!底部平底。 外面 胴部および底部ヘラケズリ

7.9 内面ヘラナデ
を呈する。
(5YR5/6) 

第146表 Hー 111号住居社出土遺物一覧表く土製品〉

15 

o 3cm 

第333図 H -111号住居祉

出土遺物 (2: 3) 
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IV 遺構と遺物

によると、火床部は浅く掘り込まれていることがわかる。また、東西両袖の抜き取り痕と考えら

れるピットが各 1個ずつみられた。なお、原位置をとどめているとは思われないが、角柱状に面

取りされた軽石の支脚石が壁際より検出された。なお、カマド使用に係る焼土等のプライマリー

な堆積は認められなかった。

遺物第332・333図

本住居祉より検出された遺物には 須恵器では葦・邦・長頚瓶・窪・壷、土師器では護がみら

れた。

1・2は須恵器蓑の環状を呈するつまみ部である。

3・4は、須恵器杯で、 3は回転へラケズリによる底部をみせている。

5は、高台付杯であるが、高台部は削り出しによる特異な例である。

6~8 は、須恵器長頚瓶の下半部~底部で、 6 は無高台、 7 ・ 8 は高台付のものである。 6 は

手持ちへラケズリ、 7・8は回転へラケズリによる底部をみせており、いずれも切り離し方法は

不明で、ある。

9は、須恵器壷で、二段に外反する口縁部と球状の胴部をみせている。

10・11は、土師器小形警で、胎土が精選されずやや肉厚なものである。

12は、「く Jの字状に外反する口縁部をみせる土師器饗である。

なお、 15は薄手の土師器室破片に、穿孔がなされたものであり、一種の装飾品であろうか。穿

孔は表裏両面からなされ、貫通している。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(112) H -112号住居杜

遺構第334図

H-112号住居祉は 第V区ナー38・39グリッドにおいて検出された

本住居祉は、南北3.3m東西3.5mの隅丸方形を呈し、床面積8.8m2を測り、主軸方向はN-50

-

Wを指す。壁高は70cm前後を測り、壁溝は認められない。また、柱穴は認められず、ピットは南

壁寄り中央に50cmX45cm深さ10cmを測る Plが検出されたのみであった。

住居士止覆土は、 4層に分層された。位置層がロームが多く混じる黒褐色土層、 II層はロームが

混じる黒色土層、 III層はロームが大量に混入する黄褐色土層で、 IV層はロームが多く混じる暗褐

色土層である。

遺物は、良好な出土状態を示すものはなく、いずれも覆土中から出土している。
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第334図 Hー 112号住居士止実測図 (1 : 80) 

カマドは、北壁中央の存在するが、煙道部を除き完全に破壊されていた。煙道部は細長く 55cm

程壁外にのぴるもので、その天井部には二点の面取り軽石が乗せられていた。

遺物第335図

本住居祉より検出された土器は少ないが、須恵器では叢・長頚瓶・窪、土師器では奮の各器種

がみられた。

須恵器蓋は、図示し得なかったが、かえりを有するものの破片 2点がみられた。

1の須恵器杯は、底部全面に手持ちへラケズリがなされたものである。

2は、須恵器室口縁部の小破片である。

3は、「く」の字状に外反する土師器寵の口縁部である。

この他、瓦片も 1点検出されている (14)。明褐灰色 (7.5YR九)の色調を皇し、焼成良好なも

のである。 5・6は、河床礁を用いた石錘と考えられょうか。

時期

本住居士止は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。
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第335図 H -112号住居土止出土遺物 (1 : 4) 

第147表 H -112号住居土止出土遺物一覧表く土器〉

器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整 i蒜 考

<15.1) 外商 持{本ち部へロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手

続のゐ2聖2子T喜F援EJ 杯
4.5 {本部は外反し、底部は丸味をおび

ラケズリ
(須) 内面 ロクロヨコナデ

( 10. 6) 
(ロクロ右回転)

(蜜須)

(25. 3 > 内外面面 口口縁縁部部ロクロヨコナデ、服服部部は叩きがなされる。
給みる土。灰(は白10色砂IY7粒を/呈を1)含す口縁部は外反し、口唇部は帯状を呈する。 ロクロヨコナデ、 lζは当て具痕が残

る。

(21. 4 > 
タ内ト面面 口口縁縁部部ヨコナデの後、部服へ部ラナヘラケズリ

胎土は燈色を呈
護 口縁部は「く」の字状lζ外反する。

ヨコナデ、胴 デ
する。
C7.5YR6/6 ) 

第148表 H -112号住居土!I:出土遺物一覧表



1 竪穴住居祉

(113) H -113号住居祉

遺構第336・337図

H-113号住居祉は、第V区ト -38グリッドにおいて検出された。

本住居士止は、南北6.8m東西6.3mやや歪んだ隅丸方形を呈し、床面積35.8m2を測り、主軸方向は

N-oo-wを指す。壁高は30~35cmを測り、壁溝は南西コーナーから四壁と北東コーナーから東

壁にかけて認められる。ピットは、主柱穴と考えられる P1~ P 4の4個と、 P1・P4の延長線上の

北壁際に P5、南壁際中央に不整形なP6がそれぞれ検出された。 P1は80cmX45cm深さ35cm、P2は

70cmX 50cm深さ30cm、P3は70cmX55cm深き55cm、P4は70cmX50cm深さ50cm、P5は45cmX40cm深
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第336図 H -113号住居土止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物
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第337図 H -113号住居祉力マド実測図 (1 : 40) 

さ30cm、P6は140cmX75cm深さ30cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、小粒パミスをよく含む黒褐色土層であった。

遺物は、 1の杯が北東コーナーの壁際より、 6の杯が南西コーナーの床面よりやや浮いた状態

で検出されている。また、 カマド火床部には、 13の土師器準破片と須恵器嚢破片が敷かれていた。

これ以外の遺物は、いずれも覆土中から検出されている。

カマドは、北壁中央に存在するが、すでに壊滅していた。なお、その火床部は、一旦掘り込ま

れた後、黒褐色土層 (VII層) と黄褐色土層(羽層)で埋め戻され、火床面には鉄平石 (a)と土

師器斐・須恵器饗の破片が敷き詰められている状態を呈していた。また、 カマド使用に係ると考

えられる土層堆積は 5層に分層された。 I層は若干の焼土・灰を含む黒褐色土層、 II層は多量の

焼土・灰を含み若干のカーボンを含む暗褐色土層、 III層は焼土・灰を含む黒褐色土層、 IV層は灰

層である黄灰色土層、 V層は焼土・灰を含まない黒色土層であった。

遺 物 第338・339図

本住居祉より検出された遺物には、須恵器では坪・長頚瓶・護、土師器では杯・窪の各器種が

みられた。

1-4は、須恵器坪で、いずれも手持ちへラケズりのなされた底部をみせている。 このうち、
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l 竪穴住居社

ミ子民7，~二Jr 云:

~イ

¥1b4J 

7 

11 

O \~:!~?9:4 、12f5
第338図 H -113号住居祉出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺構と遺物

第149表 H -113号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

挿番図号 器種 法量 器 形 の 特 徴 認 整 備 考

(完)
主不 15.3 外面 持体ち部へロクロヨコナデ、底部は切り離しの後、手

(須)
4.2 {本部は外反し、底部平底。

ラケズリ
胎土は砂粒を含

8.0 
内面 ロクロヨコナデ

み灰白色を呈す

芥(面ロク葎手ロ蔀右持回転)
る。(10Y7/1) 

2 均: ( 15. 4 > 
ロクロヨコナデ、底部は由転へフキリ後、

胎土は砂粒を含

(侶) (須)
4.4 体部は外反し、底部平底。

ちへラケズリ

( 8.4) 
内面 ロクロヨコナデ

み灰白色を呈す

(ロク再手ロ右蔀持回百ち転)

る。 (5Y7/2)

3 
( 杯須) 

13.0 
外面 クロヨコナデ、底部は回転へフキリの後、胎土は砂粒を含

(完)
3.9 {本部は外反し、底部平底。

ヘラケズリ み灰褐色

8.7 
内面 ロクロヨコナデ (7.5 YR4/1) 

(ロクロ自回1転不明)
、主胎土呈立は五砂粒を含

4 
( 須杯) 

( 12. 4 > 
外面 体 ロクロヨコナデ、底部は回転ヘフキリの後

(回)
{本部は外反し、底部平底。

手持ちへラケズリ み灰白色

< 8.4> 内面 ロクロヨコナテ (5Y7/]) を
(ロクロ右回転) 塁する

5 杯
( 15. 9) 

{本部は外皮し、底部i乙は高台が貼り付け
外面 {本部ロクロヨコナデ、底部は回転へラケズリ

胎土は桝立を含み

(屈) (須) 4.0 燈色(7.5YR予匂)

(10.1) 
られる。

内面 ロクロヨコナテ
(ロクロ右回転)

完全な環元炎焼成

13. 3 

となってし咋民

6 
胎ぷ弘、土ヲは砂粒を

(回)
杯 3.9 {本部は外反し、底部は偏平な丸j氏。 外内面面 口縁部ヨコナテ、体部~底部ヘラケズリ 日み燈色

面風化が激しく調整不明
(日YRn) 

燐で成なlいI。あ 良好

7 
( 14. 3 > 外|出 口縁部ヘラミガキ、体部ロクロヨコナデ、底部 胎土は砂粒を含

(回)
杯 {本部は丸味をおびて外反する。 ヘラケズリ

み澄色

内面黒色研磨
C7.5YR7/6) 

を呈するの

8 底部平は長底頚。

タト面 糸ロ切クりロヨコナデの後、へフケズリ、底榔は匝転
飴土は砂粒を含

(回) (須) 器種 瓶となるか?( 9.0) 内面 ロクロヨコナテ み灰白色を呈す

(ロクロ右回転)
る。(IOY7/1)

9 
( 13. 7) 

口器縁形部は「く Jの字状lζ外反する小形の
(国)

蜜
タト面 口縁部ヨコナテの後、 )J岡部縦位のへラケズリ 胎土は精選され

内面 口縁部駒毛目状調整
ず砂粒を含み灰
褐色(7.5YR少づ2)

10 < 17. 0 > 胎土は砂粒を含

(回)
蜜 口縁部は「く」の字状Ir.外反する。

外面 口縁部ヨコナテの後、胸部へラケズリ みにぶい檀色を
内面 口縁部および胸部ヨコナテ 呈する。

(7.5YR6/4) 

22.3 
11 口縁部は「くJの字状lζ外反し、胸部は

(完)
婆

外面 口縁部ヨコナテの後、胴部へラケズリ 胎土はIr.ぷい澄

長胴を呈する。 内面 口縁部ヨコナテ、 J阿部ヘラナテ 色をAする。
C7.5 YR6/4) 

12 21.1 

(完)
蜜 口縁部は「く Jの字状lζ外反する。

外面 口縁部ヨコナデの後、 j阿部ヘラケズリ
胎土はlζぶい樟

内面 口縁部ヨコナテ、胴部ヘラナデ
色c7目5YR7/4)
を呈する。

13 
( 23. 0 > 

(回)
饗 口縁部は「くJの字状Ir.外反する。

外面 口縁部ヨコナテの後、 J阿部ヘラケズリ
)J合土はlζぶい穫

内面 口縁部ヨコナテ、胴部ヘラナテ
色を呈する。
(7.5YR6/4 ) 

14 
饗

外出ヘラケズリ
胎ヲ土ν'kは砂粒を含

(回) 底部平底。
( 8.4> 内面ヘラナデ

み淡黄色

か(皐2.す5Y258/4) 

15 
蜜 外面へラケズリ

胎土は褐色を呈

(回) 底部平J氏。
( 5.6> 内面へラナテ

寸る。

(7.5YR4/3) I 

2~4 は回転へラキリによる切り離しのなされたものであることが窺える。

5は、高台付杯で、回転へラケズリのなされた底部をみせるものであった。一応須恵器と捉え

たが、色調は澄色を呈しており、完全な環元炎焼成となっていないものであった。

6は土師器坪で、、内面は風化が激しく調整は不明で、あるが、体部に放射状暗文・見込み部にラ

セン状暗文の施されるものであったと考えられる。

7は、内面黒色研磨のなされた土師器杯である。
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1 竪穴住居枇

12 
O 10cm 13 

第339関 H -113号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

9・10は、土師器のやや肉厚な小形窪である。 9の内閣には刷毛状調整が観察される。

11~13は、「く」の字状に外反する口縁部をみせる土師器斐である。また、 14 ・ 15は土師器窪の

底部である。

なお、本住居祉においては、石器・鉄器等は検出きれていない。

時期

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第V期に位置付けられよう。

(114) H -114号住居祉

遺構第340図

H-114号住居祉は、第V区ト -39グリッドにおいて検出された。その中央を南北に用水路によ

って破壊されている。

本住居祉は、南北5.4m東西5.2mの隅丸方形を呈し、床面積25m2を測り、南北軸方向はN-OO-

Wを指す。壁高は20~40cmを測り、壁溝は認められない。主柱穴は Pl~P4の 4 個が検出された。

Plは70cmX45cm深さ35cm、P2は80cmX 75cm深さ40cmを測り、その内部には大きな磯がみられた。

P3は75cmX 70cm深さ50cm、P4は65cmX 50cm深さ45cmを測る。

住居祉覆土は I層のみで、パミスを含む黒色土膚であった。

遺物は、良好な出土状態を示すものはなく、いずれも覆土中から出土している。

カマドは、北壁中央に存在したと考えられるが、肝心な部分を用水路によって破壊されており、

その存在を確かめられなかった。

遺物第341図

本住居祉から検出された遺物には、須恵器では杯・輩、土師器では杯・護がある。

1は須恵器杯で、回転へラキリの後若干の手持ちへラケズリのなされた底部をみせている。
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IV 遺構と遺物

⑧ 

⑫ R
O
 

A' 

。
B' 

A' 

B B' 

第340国 H -114号住居士止実測図 (1 : 80) 

2は、体部が弓なりに外反する土師器杯である。

3は、須恵器蓋の底部である。

4は、「く jの字状に外反する土師器窪の口縁部である。

5は、やや肉厚な土師器窪の破片で、胴部には縦方向のへラケズリが認められる。

なお、本住居祉においては、石器・鉄器類は検出されなかった。

時期

本住居祉は、奈良時代、前回遺跡第IV期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居祉

第150表 H -114号住居土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番号図 器種 法量 器 形 の 特 徴 調 整

ま不 (13.0) 外面 若体干部のロクロヨコナデ、底部回転へフキリの後、
1 

4.2 体部は外反し、底部は丸昧をおびた平底。
手持ちへラケズリ

(完) (須) 内面 ロクロヨコナデ
6.4 

(ロクロ右回転)

2 < 12. 4 > 
外内面 口縁部ヨコナデ、体部へラケズリ

(回) 杯 体部は丸味をおびて外反する。
面 ヨコナデ

3 護 外内面面. 胴最下部へラケズリ
(回) (須)

底部平底。
ヨコナデ< 17. 5) 

4 < 22.1) 
口縁部は「むく」もの字と忠状l乙外反し、鯛部は 内外面面 白口縁縁部部ヨコナデデ、の桐後部、綱部ヘラケズリ費

(回) ややふくら の われる。 面 ヨコナ ヘラナデ

< 20. 7) 5 
蜜 下口降縁部すは外も反のし、鯛部は比較的直線的に 内外面面 口縁縁部部ヨコナデの胴後部、綱部縦位のへラケズリ

(回) る と恩われる。 ロ ヨコナデ、 へラナデ

ミ主j 人寸 y ¥二一 l
2 

4 

O lOcm 

第羽|図 H -114号住居祉出土遺物 (1 : 4) 

(115) H -115号住居祉

遺構第342・343図

H-115号住居祉は、第V区テ-38グリッドにおいて検出された。

備 考

胎灰鱈内みす面土色明るは上(赤。1議部回0掲粒Yと臨色5はを/を税含1止呈み) 

( 5YR5/6) 

胎土(は白10砂色Y粒を7/呈を1合す) み灰
る。

す胎土る。は澄色を呈

(7.5YR7/6) 

胎土は砂Rいる6貧。粒/糧を3含色) I 
みにぶ
を呈す
(10Y 

J 

5 

本住居祉は、南北4.0m東西3.2mの隅丸方形を呈し、床面積10.8m2を測り、主軸方向はN-50

-

Wを指す。壁高は10cm程度を測るのみである。壁溝は、住居のほぼ全周にみられる。また、柱穴等

のピットはまったく検出きれなかった。
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IV 遺構と遺物

泊|eQ/ 
⑧ 住居祉覆土は I層のみで、パ

ミス・ローム粒子を若干含む黒

色土層であった。

遺物は、東壁際より 5の杯が、

西壁際の床面直上より 2の杯が 。2
検出された。また、 カマド部分

A A' 

からは 1の坪が半割した状態で、

出土している。 これ以外の遺物

は、いずれも覆土中より出土し

|後ている。
∞l 

o 1m 
==ニニ;;;;;;j

カマドは、北壁中央よりやや

西寄りに存在するが、完全に破

壊されており本体はまったく残
A N 

~日、…~"""""""""'~…ぶ
っていなかった。 カマド部分の

覆土は、 2層に分層された。 I 第羽2図 H -115号住居士止実測図 (1 : 80) 

層は若干の焼土・カーボンを含

む灰層、 II層はカーボンを含む

黒色土層であった。

、主色

1思 物 第344図

本住居杜より検出された遺物

には、須恵器・土師器ともに坪

がある。

1 ~ 5は須恵器杯である。 で~

」叩

のうち底部の残らない 4を除く

と、いずれも回転糸切りによる

⑧ 

三グ
~/ ¥0.. 凶|

A 

o 50cm 
巳ニニニヨニニニニニゴ

底部をみせており、 その後一 1は
第343図 H -115号住居士止力マド実測図 (1 : 40) 

周囲に手持ちへラケズリが、 5は周囲に回転へラケズリがなされている。

6は、土師器坪の底部で、全面に手持ちへラケズリがなされている。

なお、本住居祉において石器・鉄器類は検出きれなかった。

時 葉月

本住居祉は、奈良~平安時代、前田遺跡第VII期に位置付けられよう。
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1 竪穴住居祉

第151表 Hー 115号住居土止出土遺物一覧表'<土器〉

挿番図号 器種 法量 器 青3 の 特 徴 調 整

1 杯
14，0 外面 体部ロクロヨコナデ、底部は凪転糸切りの後、 1砂1首土粒はを精選されず

(完) (須)
4.2 体部は外反し、底部平底。 局出手持ちへラケズリ 多く含み灰

8. 4 
内面 ロクロヨコナテ

色 (5Y6/0)

(ロクロ左回転) 内'k外極面右i打c. r xJ の

2 
( 杯須) 

13.5 外面 {本部ロクロヨコナデ、 j底部回転糸切り
胎土は桝立を含み l

(完) 3.9 体部は外反し、底部平底。

6.7 
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右白転)

内面lζr+Jの火
爆き有り l 

3 杯 (13.5) 

(回) (須) 3.8 {本部は外反し、底部平底。
外面 {本部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

始土は精選され

6.7 
内面 白クロヨコナデ

ず砂粒を多く含

(ロクロ右回転)
み灰色
ClOY5/1 ) 

4 杯 < 14. 9 > 休部は直線的に外反する。 外面 ロクロヨコナテ

(回) (須)
底部lζはおそらくれ高台が貼り付けられて 内面 ロクロヨコナデ

胎土は砂粒を含

いるものと考えら る。 (ロクロ右回転)
み灰色を呈する。
ClOY6/1 ) 

5 
杯 < 1~. : > 11本部は直け線ら的 ム‘外面体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切りの後、自 胎土は精選さlれuずfLEd、

(回)
(須) I 6.9 貼り付 l乙外反し、底部lとは局口か 転ヘラケズリの後高台音1¥鮎り付け

粒を多く含み

9. 1 れる。 内由 ロクロヨコナデ
赤褐色(5YR4/4)。

(ロク旦手体五部持回転)

元全な環元炎焼成1ζ

6 
杯 体部は外反し底部平底 外面 ロクロヨコナデ、底部切り離しの後、全面

なっていない。

(回)
ちへラケズリ

胎土はlζぶい赤

( 7.9) 内面 旦ヘ五ラ回ミ藍ガLキ
褐色を呈する。

(ロク
(2.5 YR5/4) 

ミ1尋〆 ミ玉J ¥zj己/
2 

O lOcm 

第羽4図 H -115号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

(116) H -116号住居祉

遺構第345図

3 

モ三一津イ
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IV 遺構と遺物

H-1l6は、第IV区ナー33グリッドにおい

て検出された。他の小形の竪穴遺構と同様

その機能が住居かどうか問題となろうが、

とえあえずここでは住居祉と呼称しておこ

@ 

つ。

本祉は、南北2.1m東西2.4mの隅丸方形

を呈し、床面積3.8m2を測り、南北軸方向は

N-190-Wを指す。壁高は20cm前後を測っ

た。柱穴等のピットはまったく検出されず、

また、カマドも認められなかった。

遺構覆土は I層のみで、若干のパミス・

ローム粒子を含む黒色土層であった。

遺物

|∞ l∞ 

A 

ミミ|句
|同

o 1 m ゑ μ 仇例扱

第羽5図 H叶 16号住居土11:実測図 (1 : 80) 

本遺構より検出された遺物は、叩き自のみられる須恵器警の破片二点のみであった。

時期

A' 

本社は、奈良・平安時代の所産と考えることに大過なかろうが、詳しい時期については遺物が

皆無に等しいため決定で、きない。前田遺跡第四期の所産とみなせようか。

(117) H -117号住居祉

遺構第346・347図

H-1l7号住居祉は、第 I区チ-

36グリッドにおいて検出された。

その東壁二カ所と西壁 1カ所を後

出するピットによって切られてい

る。

本住居祉は、南北2.8m東西3.3

mの隅丸方形を呈し、床面積7.6m2

を測り、主軸方向はN-80-Wを

指す。壁高は40~50cm を j則り、壁

溝は認められない。また、柱穴等

のピットも一切みられなかった。
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o 1m ゐ問物協物多

第羽6図 H -117号住居地実測図 (1 : 80) 



¥0 

竪穴住居祉

|。4層に分膚された。

I層はロームを多量に含む貰褐色土

住居祉覆土は、

II層は黒色土層、 III層はローム

を多量に含む暗褐色土層、 IV層が黒

層、

色土層であった。

o 50cm 
Uニニニニzニニーニ司

¥C1 h 1の葦が住居中央の床面遺物は、

4の杯が I区床面上より、上より、
A 

7の敵石が北東コーナーの床面上よ

6の横瓶が北東コーナー壁際よ
、

旧
け
〆

この他の遺物は、り検出されている。

いずれも覆土中より出土したもので
B 

ある。

カマドは、北壁中央に存在し、そ

の石組の一部をとどめていた。図の

H -117号住居士止力マド実測図(1 第羽7図
A-A'の断面をみると、火床部に

は柱状の支脚石二個が据えられてい

その上部に直方B-B'の断面では、東西に面取り軽石が一個づっ配され、るのカfわカミる。 また、

さらに粘土が貼られ、この石組みに、体状に面取りされた軽石が乗せられているのが窺えよう。

カマド本体となっていたものと考えられる。

第348図物遺

本住居祉より検出された遺物には、須恵器では蓋・杯・斐・横瓶、土師器には護がある。

1は、完形の須恵器蓋で、つまみ部は潰れた宝珠形を呈している。

4・5は回転へラケズリによる底3は回転糸切り、2は回転へラキリ、2~5 は須恵器杯で、

これ以外に全面手持ちへラケズりのなされた底部破片も認められた。な部をみせている。また、

4・5は高台付杯である。お、

口縁部はゆがんでいる。腕部には叩6は、須恵器横瓶で、胴部の一部を大きく欠損し、また、

き目がみられ、他の須恵器片の焼けっきもみられる。

この他、土師器窪は胴部の小破片で、大形の器形を知り得なかった。

315 

7は、偏平な楕円磯の敵石で、両端に敵打痕が認められる。

本住居祉は、奈良時代、前田遺跡第W期に位置付けられよう。

期時
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第抑図 Hー 117号住居士止出土遺物 (1 : 4) 

第152表 H -117号住居祉出土遺物一覧表く土器〉

持番図号 器積 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備 考

(完) (蓋須)

3. J 
つまみ部はつぶれた宝珠形を呈する。 外内面面 ロクロヨコナデ、天井部回転へラケズリ 胎土は砂を粒呈すを含

3.5 
完形

ロクロヨコナデ み灰色 る。
14.1 (ロクロ右回転) (lOY5/1 ) 

2 主事 < 14. 3 > 外内面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
飴灰土白色は精8を/選呈1す)さるれ。

(回) (須) 3.4 体部は外反し、底部平底。 面 ロクロヨコナデ
<10.0> (ロクロ右回転) C10Y 

3 主事 < 14. 0 > 外内面街 休部ロクロヨコナデ、底部自転糸切り
給土は砂を粒畏))すを含

(回) (須) 4.5 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ み灰色 る。
< 7. 2 > (ロクロ右回転) (N 6/0 

4 杯 14.7 
休部は外反し、底部には高台が鮎り付け 外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転ヘラケズリ 隅;(完) (須) 4. 1 
られる。

ロクロヨコナデ
J 0.5 (ロクロ右回転)

5 
( 須杯) 

外面面 体部ロクロヨコナデ、底部田転ヘラケズリ
胎みる土。灰褐(は7色.砂5Y粒をR呈をV含す1) 

(回) 底部iζは高台が鮎り付けられる。 内 ロクロヨコナデ
< 10. 5 > (ロクロ右回転)

6 
(横須瓶) 

11. 2 
口縁部はラ部ッパは状端iζ外潰反れし、 口唇部は帯 外内面面 白当縁て部具ヨコナデ、胴部は叩きがなされる。 J絵版Z都立高私官官器長片(完) 24.5 
状とな灼胴 の た卵形を呈するc 痕がみられる。
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2 掘立柱建物社

2 掘立柱建物土11:

( 1 ) F -1号掘立柱建物祉第349図

F-l号掘立柱建物祉は、第 I区シ-44グリッドにおいて検出された。

F-lは、 2間x1間 (2.8mX2.8m)の掘立柱建物祉で、柱聞は東西列1.4m.南北列2.8m

を測る。主軸方向はN-120-Wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈している。掘り方の埋土は黒色土 l層のみで、柱痕は

捉えられなかった。ただし、掘り方より、柱は西例では東側に、東例では西側に寄って存在した

ことが窺える。

本社からは、遺物は一点も検出されていない。

T-<¥⑧ Lt.，¥ 

|開

@ R-@F  

⑪E @E 

GE-
。F
同l ~\ 

|円 |円 O 1m 

第抑図 F一|ロτ7掘立柱建物究祉実j町図(

(2) F-2号掘立柱建物社第350図

F-2号掘立柱建物祉は、第 I区シ-43グリッドにおいて検出された。

F-2は、南列 3間・北列 2間×東・西列 2間 (3.5mx3.5m)の掘立柱建物祉である。柱聞

は南列が 1-1.2m、北・東・西列が1.6-1.gmを測る。主軸方向は、 N-go-Wを指す。

各ピットの掘り方は、円形あるいは歪んだ楕円形を呈している。掘り方の埋土は黒色土 1層の

みで、柱痕は捉えられなかった。
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IV 遺構と遺物

なお、本社からは、遺物は一点も検出きれなかった。
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第350図 F -2号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 
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(3) F-3号掘立柱建物社 第351図

F-3号掘立柱建物祉は、第 I区シ.ス-42グリッドにおいて検出された。

F-3は、東西 2間×北列 1間・南列 2間 (3.6mX3.8m)の掘立柱建物祉で、柱聞は、東西

列で1.7~ 1. 9m、南列で1. 7~2.2m、北列で3.8mを測る。主軸方向はN- 80-Wを指す。

各ピットの掘り方は、 P3が隅丸方形に近い平面フ。ランを1E.する以外は、いずれも円形である。

掘り方の埋土は黒色土層 1層のみで、その上面では埋土と柱痕の区別がつかなかったが、その底

面において柱痕が確認されたピットがいくつかある (p1・P3・P6・P7)。確認された柱痕は、

およそ20cm前後を測るものであった。

遺物は、ピット埋土中より土師器片・須恵器片が検出されている。須恵器片には杯の底部が二

点みられたが、一方は回転へラケズリ、一方は手持ちへラケズリのなされたものであった。した

318 



2 掘立柱建物祉

がって本祉は、こうした底部調整手法のみられる時期とほぽ同時期か、あるいはそれに後出する

時期の所産とみることができる。

1t:1 |ロ

。 旬| ⑧ 
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O 1m 

第351図 F-3号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 

(4) F-4号掘立柱建物祉

F-4号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。本社は、 F-3号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-4は、東西南列 2間・北列 1間(3.4mX3.2m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-80-W  

を指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈し、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は認められなか

った。

なお、本祉からは遺物は検出きれていない。

(5) F-5号掘立柱建物祉第352図

F-5号掘立柱建物祉は、第 I区ス-43グリッドにおいて検出された。

F-5は、 3間x2間 (3.5mX3.5m)の掘立柱建物祉である。柱穴の配置は、 P2が片寄った
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IV 遺構と遺物

位置にある他は規則正しいものであった。柱間は、南列で1.2m、西列で1.7m、P1P2間で'1.9m

を測る。主軸方向はN-140- Wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈している。掘り方の理土は黒色土層 1層のみで、その

なかにおいて柱痕は確認されなかった。

なお、本社において遺物は一点も検出きれなかった。
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第352図 Fー 5号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

(6) F-6号掘立柱建物社第353図

F-6号掘立柱建物土tI:は、第 I区ス-44グリッドにおいて検出された。そのうち、 P4は・ P9は

水路によっ消滅していた。また、 F-7と一部重複するが、新旧関係は捉えられない。

F-6は、 3間X2間(5.3mX4.4m)の掘立柱建物祉で、柱聞は東西列で2.2m、南北列で1.9

m程度を測る。主軸方向はN-140-Wを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないし楕円形を呈するもので、その埋土はローム層混じりの黒色土

であった。残念ながら埋土中において柱痕を確認できるものはなかったが ピットの底面におい

て柱痕の確認できたものがあった (P1 ' P3)。

なお、 F-6において遺物はまったく検出きれなかった。
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2 掘立柱建物祉
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第353図 F -6号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

(7) F-7号掘立柱建物祉第354図

F-7号掘立柱建物祉は、第 I区ス-44グリッドにおいて検出された。 F-6とは直接的な切

り合い関係は持たないため新旧関係は不明であるが、その占地が一部重複する。

F-7は、北列 3間・南列 2間×東西列 2間 (4.6mX3.8m)の掘立柱建物社て¥その建物内

部 (P3o PSの延長線上の交点)において PlQの存在をみるものである。柱聞は、因みに、 P1・P2

間では1.5m、P40 PS間で1.9m、P6・P7
間で、2.3m、PS・P9間で1.9mを測る。主軸方向はN-

740-Wを指す。
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IV 遺構と遺物

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈するもので、その埋土は黒色土層 1層のみである。埋

土中において柱痕は確認されなかった。

なお、本祉において遺物は検出きれなかった。
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第354図 F -7号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

(8) F-8号掘立柱建物社

F-8号掘立柱建物祉は、第 I区ス-44グリッドにおいて検出された。本社は、 F-25号掘立

柱建物土11:と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-8は、 1間x1間 (2.3m x 1. 5m)の掘立柱建物故で、主軸方向はN-100-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも歪んだ、楕円形を最しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕

は確認できなかった。

なお、本主11:からは遺物は検出されていない。
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2 掘立柱建物祉

(9) F-9号掘立柱建物祉

F-9号掘立柱建物祉は、第 I区セ-42グリッドにおいて検出された。 F-9は、その東列を

D-6号土墳によって切られている。

F-9は、 2間x2間 (3.4mx3.0m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-130-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えら

れなかった。

なお、本祉からは遺物はまったく検出きれていない。

(10) F -10号掘立柱建物祉第355図

F-10号掘立柱建物祉は、第 I区ソ -40グリッドにおいて検出された。

F-10は、 2間x2問 (3.2m x3.1m)の掘立柱建物祉で、柱間は南北列で1.6m東西列で1.5

mを測る。主軸方向はN-80-Wを指す。
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第355図 F -10号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

各ピットの掘り方は円形を呈し、その埋土は黒色土層 1層のみであった。埋土中においては柱

痕は確認できなかったが、その底面において柱痕が確認されたものがいくつかある (P2 ・ P6~ P7' 

P 8)。それらの柱痕はおよそ20cm前後を測るものであった。

なお、本F-IOからは、遺物は検出きれなかった。

(11) F -11号掘立柱建物社第356図

F-ll号掘立柱建物土u:は、第 I区ソ -39グリッドにおいて検出された。

F-llは、 3開X2間 (4.7mx3.6m)の掘立柱建物祉で、柱聞は、因みに、 P1' P2間で1.8

m、 P 3 ・ P 4間で~'1. 5mを測る。主軸方向はN-250-Wを指す。
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第356図 Fー 11号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 
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2 掘立柱建物社

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈する。掘り方の埋土は、黒色土膚 1層のみで、埋土中

において柱痕は確認されなかった。

なお、本F-l1からは遺物は検出きれていない。

(12) F-12号掘立柱建物祉第357図

F-12号掘立柱建物祉は、第 I区セ-41グリッドにおいて検出された。その西列は、 H-23号

住居祉東壁と接するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-12は、 1間x1関 (2.4m x 2 . 2m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-170-Wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈し、その埋土は黒色土層 1層のみである。埋土中にお

いて柱痕は確認されなかった。
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第357図 Fー 12号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 

F-12においては、遺物はまったく検出きれていない。

(13) F-13号掘立柱建物祉第358図

F-13掘立柱建物祉は、第 I区セ-41グリッドにおいて検出きれた。本祉は、 F-14と隣接す

るが、両者は棟方向や柱の並ぴもそろっており、一連の建造物であった可能性も残る。

F-13は、南北列 2間×西列 2間・東列 1関 (4.2mx3.3m)の掘立柱建物祉で、因みに柱聞

は、 P1 'P2間で2.0m、P3・P4間で1.8mを測る。主軸方向はN-6T-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈し、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中におい
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第358図 F -13号掘立柱建物土I1:実測図 (1 : 80) 

ては、柱痕は確認されなかった。

なお、本祉のピット埋土中からは、回転へラケズリのなされた須恵器底部破片が検出されてい

る。したがって本社は、この須恵器の調整手法が示す時期とほぼ同時期か、それに後出する時期

の所産とみなすことができょう。

(14) F -14号掘立柱建物祉第359図

F-14号掘立柱建物故は、第 I区セ-42グリッドにおいて検出された。本社は、前述したよう

に、隣接する F-13と棟方向や柱の並びもそろっており、一連の建造物であった可能性も残る。

F-14は、南北列 2間×西列 2間・東列 1間 (3.4mX2.7m)の掘立柱建物祉で、因みに柱聞

は、 Pl・P2間で"1.2m、P3 ・P4
間で、1.9mを測った。主軸方向はN-180-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈し、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中におい
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第359図 F -14号掘立柱建物土止実測関 (1 : 80) 

ては柱痕は確認されなかった。

なお、本F-14において、遺物はまったく検出きれなかった。

(15) F-15号掘立柱建物祉 第360図

F-15号掘立柱建物祉は 第 I区セ-42グリッドにおいて検出された。

F-15は、 1間x1間 (2.7m x 2 . 4m) の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-800-Wを指す。

各ピットの掘り方は基本的には円形を呈し、 その埋土は黒色土層 I層のみであった。埋土中に

おいては柱痕は確認されなかったが その底面に柱痕が確認された。それらは15-20cm程の径を

測るものであった。

なお、本社においては、遺物は一点も検出きれなかった。
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第360匿1 F -15号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 

(16) F -16号掘立柱建物祉第361・362図

F-16号掘立柱建物祉は、第 I区セ-42グリッドにおいて検出された。本社は、 F-17号掘立

柱建物祉と直接的な切り合いをもたないが、両者の占地の大部分は重複している。

F一一16t土、商列 4間・東列 2間×南北列 2間 (4.0mx4.0m)の掘立柱建物社で¥特に西列の

P4・P6、南列のPSは片寄った位置に存在する。因みに柱聞は、 P1'P2
間で、2.0m、PS・Pg問

て、、2.7mを測る。主軸方向はN-llO-Wを指す。

各ピットの掘り方のプランは、円形ないしは長楕円形を呈しており、その埋土は黒色土層 1層

のみであった。埋土中において柱痕が確認できるものはなかったが、掘り方の底面において柱痕

が確認されたものがいくつかある (P1・P3・P7・Ps'

P 10) 。いずれの柱痕も 15~20cm程度の径を測るもので

あった。

本祉のピットの埋土中からは、須恵器片・土師器片

が検出された。 1の須恵器葦の破片の他、回転へラケ

ズリのなされた須恵器杯底部がみられた。本祉の所産

l /乙こ下二盗、
O lOcm 

第361図 Fー 16号掘立柱建物祉

出土遺物 (1 : 4) 
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第153表 Fー 16号掘立柱建物土!I:出土遺物一覧表〈土器〉

器形の特徴 調 整

つまみ部の形状不明
外面 全体ロクロヨコナデの後、天井部回転ヘラケズリ
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

期は、これらの遺物の特徴が示す時期と同時期か、あるいは以降の時期とみられよう。

(17) F -17号掘立柱建物祉第363・364図

F-17号掘立柱建物祉は、第 I区セ-42グリッドにおいて検出された。本祉は、 F-16号掘立

柱建物土ll:と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。また、 P5・P7聞は撹乱を受けてお

り、ピットの存在は確認できなかった。
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F一 17号掘立柱建物祉実測図(1 

2間X2間(4.3mX4.3m)

第363図

F-17は、

その西側には腐と考の掘立柱建物祉で、

lOcm O えられるピットが付属するものである

Fー 17号掘立柱建物壮出土遺物 (1 : 4) 第364図Pl・P2間(P9~Pll) 。因みに柱聞は、

P8 ・P1間で2.1mを測る。まで2.2m、

た、西列と臓の柱列との距離はO.9mを測る。主軸方向はN-790-Eを指す。

その埋土は黒色土層 1層のみであった。埋各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、

土中においては柱痕は確認されなかったが、その底面で柱痕が確認できるものがいくつかあった

本祉のピット埋土中からは、須恵器片・土師器片・陶器?片が検出されている。

(P1・P2・P8)。
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第154表 Fー 17号掘立柱建物土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器穣 法量 器 形 の 特 徴 調 整 備

3.2 
外面 全体ロクロヨコナデの後、天井部回転へフケ

胎土は砂粒を含
葦

つまみ部は宝珠形を呈する。
ズリ み灰色

(回) (須) 内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

( 7.5 Y 4/1) 

外面 全体ロクロヨコナデの後、天井部回転へフケ

量購i2 蓋
内面にはかえりを有する。

ズリ

(囲) (陶) 内面 ロクロヨコナデ
<10.0> (ロクロ右回転)

l は、宝珠形のつまみ部を有する須恵、器蓋である。 2は、内面にかえりを有する小形の蓋で、

内外国に褐色に粕薬が掛かり陶器かと考えられるものである。つまみ部の形状は不明。

本社は、 1. 2の遺物が示す時期と同時期かそれに後出するものとして捉えられる。

(18) F -18号掘立柱建物祉第365・366図

F-18号掘立柱建物祉は、第 I区セ-42グリッドにおいて検出された。本祉は、 F-19と僅か

に重複をみせるが、両者の新旧関係は不明で、ある。

F-18は、 3問X2間 (5.0mX4.4m)の掘立柱建物祉である。その内部には不規則な配列を

みせるピットが 5 個 (Pll~P日)存在するが、本社に伴うものかどうかは不明と言わざるを得な

い。因みに柱間距離は、 P5・P6
間で、2.2m、P7・PS間で'1.7mを測る。主軸方向は、 N-76

0

-E

を指す。

各ピットの掘り方は、円形かあるいは繭形で、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中に

おいては柱痕は確認されなかったが、掘り方の底面において柱痕が確認されたものがある (P5' 

P 7 • P s)。

本祉のピットの埋土中からは、 1の須恵器蓋の破片と、「く jの字状に外反する土師器窪の口縁

部破片等が検出された。し

たがって本社は、これらの

遺物が提示する時期とほぼ

同時期か、あるいはそれ以

降の所産とみなし得ょう。

4乙

ニーき弓 l

O 

第365図 F -18号掘立柱建物壮

出土遺物 (1 : 4) 

第155表 F -18号掘立柱建物士止出土遺物一覧表〈土器〉

器形の特徴

小破片、つまみ部の形状不明

調

外面 ロクロヨコナデ
内面 ロクロヨコナテ
(ロクロ右回転)

整
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第366図 F -18号掘立柱建物壮実測図 (1 : 80) 

(19) F-19号掘立柱建物祉第367・368図

F-19号掘立柱建物祉は、第 Iぽセ-42グリッドにおいて検出された。本社は、 F-20号掘立

柱建物土u:. F -18号掘立柱建物土止と一部重複するが、これらとの新旧関

係は捉えられなかった。

F-19は、 3間x2間 (4.3mX3.5m)の掘立柱建物祉で、その柱列

聞には不規則なピットがいくつかみられるが(P11 ~ P 14)、本祉に伴うも

のかどうかはわからない。ちなみにキ主聞は、 P1・P2
間で、1.5m、P5・P6

間で1.6mを測った。主軸方向はN-790-Eを指す。

各ピットの掘り方は円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は
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IV 遺構と遺物

黒色土 1層のみであった。埋土中においては柱痕は確認されなかった。

本祉のピットの埋土中からは、回転へラキリによる須恵器杯底部の破片 1点が検出されている。

したがって本社は、 その調整手法が見出せる時期とほぽ同時期か、あるいはそれ以降の所産とみ

ることができょう。

(20) F-20号掘立柱建物祉 第369図

F-20号掘立柱建物祉は、第 I区セ・ソ -42グリッドにおいて検出された。本社は、
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掘立柱建物社

掘立柱建物祉と重複するが、両者の新!日関係は捉えられなかった。

の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-120-Wを指す。1間x1間 (2.6m X2. 4m) F-20は、

その埋土は黒色土 1層のみ各ピットの掘り方は、円形ないしは歪んだ楕円形を呈するもので、

Pl・P2・P3の底面におであった。その埋土中において柱痕を確認することはできなかったが、

いては柱痕を捉えることができた。それらの柱痕は、径15~20cm程度を測るものであった。

なお、本祉のピットの埋土中からは、土師器室破片 1片と、縄文土器片 2片が検出された。
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IV 遺構と遺物

(21) F -21号掘立柱建物祉第370図

F-21号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43グリッドにおいて検出された。本社は、 F-53号掘立

柱建物祉と重複するが、その新i日関係は不明で、ある。

F-21は、 2間X2間 (4.0mX3.4m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P1・Pz間で、2.0m、P3'P 4 

間で1.7mを測る。主軸方向は、 N-780-Eを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであっ

た。埋土中においては柱痕は確認できなつかたが、 P5を除く他のピットの掘り方の底面において

柱痕が捉えられた。それらの柱痕はおおよそ15~20cm程度を測るものであった。

なお、本祉においては遺物はまったく検出きれなかった。

(22) F -22号掘立柱建物祉 第371図

F-22号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43グリッドにおいて検出された。本祉の Pgは、 F-53の

P5と切り合うが、両者の新!日関係は捉えられなかった。

F-22は、北列 3間・南列 2間×東西列 2間 (4.1mX3.9m)の掘立柱建物祉で、柱聞は、 P1'

Pz間で、1.3m、P4・P5
間で、2.0m、P7・PS

間で、2.2mを測る。主軸方向はN-780-Eを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土

中においては、柱痕は確認されなかった。

なお、本祉においては遺物はまったく検出きれなかった。
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掘立柱建物社

(23) F-23号掘立柱建物祉 第372図

F-23号掘立柱建物祉は、第 I区ス-41グリッドにおいて検出された。

F-23は、 1間x1間 (3.2mx3.1m)の描立柱建物祉で、柱聞は、 Pl' P2間で、3.2m、 P 4' 

P1
間で、3.0mを測る。主軸方向はN-270- Wを指す。なお、 P1- P 4の他に不規則な配列をみせる

P5- P6がみられた。

各ピットの掘り方は いずれも円形を呈しており、 その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土

中においては、柱痕は捉えられなかった。

本社においては、遺物はまったく検出されていない。
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IV 遺構と遺物

(24) F -24号掘立柱建物祉第373図

F-24号掘立柱建物祉は、第 Isス-41グリッドにおいて検出された。

F-24は、 2間X2間 (4.1mx3.8m)の掘立柱建物祉で、柱間は、 P4・P5
間で、2.0m、P5• 

P6間で1.7mを測る。主軸方向はN-280-Wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1眉のみであった。埋土

中においては柱痕は確認されなかったが、その掘り方の底面において柱痕が確認されたものがい

くつかあった (P4 . P 5 • P 7) 。それらの柱痕は、 10~15cmを測っている。

なお、本主u:においては遺物はまったく検出されていない。

，:) D 

。ーのー。

。H @¥ ~/ 
o 1m 
同誌Eニニ=ニニニ羽

A A' 

B B' 
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(25) F-25号掘立柱建物祉 第374図

F-25号掘立柱建物祉は、第 I区ス-44グリッドにおいて検出された。その一部は、 F-8号

掘立柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-25は、 2開X2間 (4.1mX3.5m)の総柱の掘立柱建物祉で、 その柱列は、中央列がやや

北列側に寄った位置にある。柱聞は、 P1・Pz間で2.0m、P3・P4間で1.4m、P4・P5間で2.0mを

測る。主軸方向は、 N-780-Eを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形で、その埋土は 1層のみであった。埋土中において柱痕を

f足えることはで、きなかった。

なお、本祉においては、遺物は 1点も検出されていない。
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(26) F -26号掘立柱建物祉 第375図

F-26号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43グリッドにおいて検出された。

F-26は、南列 3間・北列 2間×東西列 2間 (4.2mX3.5m)の掘立柱建物祉で、柱聞は、 P1'

Pz間は2.0m、P3・P4関は1.8m、P5・P6間1.4m、P6'P7間は1.0mを測る。主軸方向はN-

7r-wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋

土中においては柱痕は確認されなかったが、その掘り方の底面において柱痕が捉えられたものが

あった (Pz ' P 5 ' P 8)。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(27) F 27号掘立柱建物社 第376図

F-27号掘立柱建物祉は、第 I区セ-44グリッドにおいて検出された。

F-27は、 2間x1間 (4.5mX3.5m)の掘立柱建物祉で、柱間はPz・P3
間で、1.7mを測る。

主軸方向はN-830-Eを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも小形な円形を呈しており、その埋土は黒色土 I層のみであった。

埋土中においては柱痕は確認されなかった。

なお、本社からは遺物の出土が認められなかった。
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第377図 F -28号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

(28) F -28号掘立柱建物祉第377図

F-28号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43・44グリッドにおいて検出された。

F-28は、南列 3間・北列 2間×東西列 2間 (3.8mx3.7m)の掘立柱建物祉で、柱聞は、 Pl'

P2間で1.8m、P3・P4聞で'1.8m、P5・P6間で1.5m、P6' P7間でO.8mを測った。主軸方向は

N -820

- Eを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは歪んだ楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみ

であった。埋土中においては柱痕は確認されなかったが、掘り方の底面において柱痕の捉えられ

たものがあった (P3 • P 7 ' P 8)。ちなみに柱痕は、 P3のもので"10cmを測った。

なお、本祉においては遺物はまったく検出きれなかった。
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F -29号掘立柱建物祉実測図(I 第378図

第378図F-29号掘立柱建物社(29) 

F-29号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。

P
3 

• P1' Pz間で、2.1m、の掘立柱建物祉で、柱聞は、2間X2間 (4.2mX3.2m)F-29は、

P7 ・P8
間で、1.4mを測る。主軸方向はN-700-Eを指す。P 4間で~'1. 7m、

その埋土は黒色土 1層のみであった。各掘り方は、円形ないしは歪んだ楕円形を呈するもので、

その掘り方の底面において柱痕を確認できるもの埋土中においては柱痕は確認されなかったが、

2本の柱をもつもP6はW字状の断面を呈しており、(P1・P7 • P 8)。また、がいくつかあった

のであったかもしれない。

なお、本祉の掘り方の埋土中からは須恵器横瓶の破片 1片が検出されている。

342 



2 掘立柱建物祉

仏|
1t:1 

I~ It< ~I 民|

o 1m 
kニニニニZ二二二二副

第379図 F -30号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

(30) F-30号掘立柱建物祉第379図

F-30号掘立柱建物祉は、第 I区シ-42グリッドにおいて検出された。 F-30は、 F-31'F-

33号掘立柱建物祉と重複するが、三者の新i日関係は捉えられなかった。

F-30は、 1開x1関 (2.Om x 1.8m)の掘立柱建物挫で、その主軸方向はN-160-Wを指

す。

その各ピットの掘り方は、丸味を帯び、た方形を呈するもので、掘り方の埋土はロームと黒色土

が混じるものであった。埋土上面においては柱痕の検出ができなかったが、 P1'P3については掘

り方の底面において柱痕が確認された。両者の柱痕は、およそ20cm前後を測った。

なお、本祉の掘り方の埋土中からは、叩き目のみれる須恵器斐の破片と、須恵器杯の破片数片

が検出されている。

(31) F -31号掘立柱建物祉第380図

F-31号掘立柱建物祉は、第 I区シ-21グリッドにおいて検出された。 F-31は、 F-30・F-

33号掘立柱建物祉と重複するが、三者の新旧関係は捉えられなかった。

F-31は、 2間x2間 (3.0mx3.0m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P4' P5間で"1.5m、P5・P6

間で1.5mを測る。本祉の南列に平行して P9-PUがみられたが、これらは本祉に付随する廟の柱

穴かとも考えられる。主軸方向はN-160-Wを指す。

F-31の各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈するもので、その埋土はロームと黒色土が混

じるものであった。埋土上面においての柱痕の把握は困難であったが、その底面において柱痕が
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第380図 F -31号掘立柱建物土Jl::実測図 (1 : 80) 

確認されたものがあった。因みにその柱痕は20cm程度を測った。なお、 P5の掘り方の底面にあっ

ては、礎石と考えられる偏平な磯 3点が据え置かれており注意される。

本土止のピットの掘り方の埋土中からは、叩き目のみられる須恵器窪の破片 1点が検出されてい

る。

(32) F-32号掘立柱建物社 第381図

F-32号掘立柱建物祉は、第 I区シ-42グリッドにおいて検出された。 F-32は、 F-33.F-

36号掘立柱建物祉と重複関係にあるが、三者の新旧関係は捉えられなかった。

F-32は、 2間X2間 (2. 9m x 2 . 9m) の総柱の掘立柱建物主t!:で、柱聞は、 P5 ・P6間で1.5
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F -32号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 第381図

P6・P9間で1.3mを測る。主軸方向はN-160-WP7・PS
間で、1.5m、P 6 • P7間で"1.4m、

を指す。

m 、

その現土はロームと黒色F-32の各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、

その底面において土が混じるものであった。埋土上面においての柱痕の把握は困難で、あったが、

ちなみにそれらの柱痕は、(p 5 ・P6. P7 • Ps・P9)。柱痕が確認されたものがいくつかあった

345 

30cm程度を測る太いものであった。

なお、本社からは遺物は検出されていない。
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第382図 Fー33号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 

(33) F -33号掘立柱建物祉第382図

F-33号掘立柱建物祉は、第 I区シ-42グリッドにおいて検出された。 F-33は、 F-30・F-

31号掘立柱建物祉と重複するが、三者の新!日関係は捉えられなかった。

F-33は、 3間X2間 (4.7mx3.3m)の掘立柱建物祉であるが、 P7はややずれた配置をみ

せ、また南列は北列にくらべ柱間距離が短く、全体的にやや歪んだプランを見せている。因みに

柱聞は、 P3・P4
間で、1.6m、P4. P 5 間で、1.7m、 P 6 • P7

間で、1.8mを測る。主軸方向はN-160

-

Wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土

上国においては、柱痕は捉えられなかった。

なお、本社においては遺物はまったく検出きれなかった。

(34) F -34号掘立柱建物祉第383図

F-34号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。

F 一 341土、 2 問 x2 間 (4.1mx2.9m) の掘立柱建物社で、柱間は P 3 • P 4 間で~'1. 6m、 P 5 ・ P 6

間で1.8mを測る。主軸方向はN-770-Eを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層の

みであった。埋土上面においては柱痕は確認されなかったが、その掘り方の底面において柱痕の
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F -34号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 第383図

(P 3・P4)。

なお、本社においては遺物はまったく検出きれなかった。

確認されたものがいくつかあった

第384図F-35号掘立柱建物祉(35) 
F-40号掘F-35は、F-35号掘立柱建物祉は、第 IIRセ-40グリッドにおいて検出された。

立柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-35は、基本的には西列 3間・東列 2間×南北列 2間 (3.8mX3.8m)の掘立柱建物祉である

Ps' 
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P6，P7
間で、2.1m、Pz・P3，P 4・P6に近接して不規則にピットがみられる。柱聞は、

P9
間で、1.8mを測る。主軸方向はN-190-Wを指す。

カf、
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第384図 F -35号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

各ピットの掘り方は、おおよそ円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土

中においては柱痕は捉えられなかった。

なお、本社ピットの掘り方の埋土中からは、須恵器嚢の破片一点と土師器窪の破片数十点が出

土している。

(36) F -36号掘立柱建物祉第385・386図

F-36号掘立柱建物祉は、第 I区シ-42グリッドにおいて検出された。 F-36は、 F-32・F-

33号掘立柱建物祉と重複するが、三者の

新旧関係は捉えられなかった。

F-36は、 2間X2間(2.5m x 2. 5m) 

の総柱の掘立柱建物社であるが、中央の

ピット P9はややずれた位置にあり、また

南列の延長線上には PlOがみられるもの

である。因みに中主聞は、 P3・P4間で'1.2

m、P6'P 7間で~'1.5m を測る。主軸方向

はN-160-Wを指す。
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F -36号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 第386図

F -36号掘立柱建物社出土遺物一覧表〈土器〉

指図
器種 法景

番号
器 形 の 特 徴 調 整 備 考

1 
(須杯) 

外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

(回)
休部は外反し、底部平底。

胎土は砂粒を含

( 6.8> 
内面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

み灰色

CN 4/1 ) 

2 
杯

外面 体部ロクロヨコナデ、底部切り離しの後手持

(回)
体部は外反し、底部平底。

ちへラケズリ
胎土は砂粒を含

( 9. 0> 内面 ヘ空血ラ基ミZカポEキ月)
みにぶい黄櫨色

(ロク C10YR 7/3) 

3 杯
外面 (本部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ

給土は精選され

(回) (須)
底部lζは高台が貼り付けられる。

( 10. 0> 
内面 ロクロヨコナデ

ず砂粒を多く含

(ロクロ右回転)
み灰色

(1OY 5/U 

第156表

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであっ

その底面において柱痕が確認されたものがあた。埋土中にあっては柱痕は捉えられなかったが、

。
、も』，，R

U
 

P
A
 

，，E
E

、、
った

土師器杯、馬歯が検出されている。

2は土師器杯の底部で切

349 

また、

本祉のピットの掘り方の埋土中からは、須恵器王手・護、

1は須恵器序で、回転糸切りによる底部をみせるものである。
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第387図 F -37号掘立柱建物士止実測図 (1 : 80) 

り離しの後全面に手持ちへラケズリがなされている。馬歯は 1点のみの検出である。

なお、本祉の時期は、 1・2遺物が存在した時期と同時期かそれ以降と考えられる。また、馬

歯は逆に、本祉の存在した以前に生存していた馬のものとみることができる。
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2 掘立柱建物祉

(37) F -37号掘立柱建物祉第387図

F-37号掘立柱建物祉は、第 I 区セ -43グリッドにおいて検出された。 F-37は、 F~45. F-

46号掘立柱建物祉と重複するが、三者の新旧関係は捉えられなかった。

F-37は、 3間x2間 (5.6m x 4. 5m)の掘立柱建物社で、柱聞は P1・P2間で'1.9m、P4' P5 

間で1.9m、P6 • P7
聞で、2.0mを測る。主軸方向は、 N-790-Wを指す。

各ピットの掘り方は、 P1・P10が丸味をおび、た方形を呈し、それ以外はいずれも円形を呈する

もので、その掘り方の埋土はロームと黒色土が混じるものであった。埋土中においては柱痕は確

認できなかったが、掘り方の底面において各ピットとも柱痕が確認された。各柱痕は25-30cm程

の径を測るもので、その並ぴは四方の列ともに直線的にそろっていた。

本祉のピット埋土中からは、須恵器窪の破片 2点と土師器斐の破片 1点が検出されている。

，α 

@ 
|∞ 

万 一 ③ @E-@a 

|同

o 1m 
幅二ニニニ=ニニ耳

A A' 

第388図 Fー38号掘立柱建物t止実測図 (1: 80) 
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(38) F -38号掘立柱建物祉第388関

F-38号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。 F-38は、 H-ll号住

居祉と重複するが、本祉のほうが新しい時期の建物として捉えられた。また本祉は、 H-4号住

居祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-38は、南列 4間・北列 3問×東西列 2間 (5.6mx3.4m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P1，

Pz間で'1.6m、Pz・P3
間で、2.5m、P4・P5

間でお1.6m、P7 ' PS間で1.lmを測った。主軸方向

は、 N-700-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その理土は黒色土 1層のみであった。埋土中

においては柱痕は確認できなかったが、掘り方の底面において柱痕が確認されたものがある

(P 7)。また、礎石と解してよいものかどうかわからないが、 P3・P4・P5・P6の底面には磯が

みられた。 P3・P5は各 1個、 P4が 6個、 P5は4個の磯が認められた。

本土止の P7は埋土中からは、叩き目のみられる須恵器片一片が出土している。

(39) F -39号掘立柱建物祉第389図

F-39号掘立柱建物祉は 第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。

F-39は、 3間x2間 (4.8mx2.5m)の掘立柱建物社であるが、全体的に柱列のそろわない

やや不規則ともいえるプランを呈している。因みに柱聞は、 P1・Pz間で、1.7m、P9・P10間で'1.2

mを測る。なお、プラン内にみられる P1lは、本社に伴うかどうかはわからなかった。本祉の主軸

方向はN-760-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中

1t:J 

まI~

Itl 
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第390医] F -40号掘立柱建物土止実測図(I 

にあっては柱痕は捉えられなかったが、埋り方の底面において柱痕の捉えられたものがいくつか

あった (P 1 • P 5 • P 9)。それらの柱痕は20cm前後を測るものであった。

なお、本社においては遺物は検出されていない。

(40) F-40号掘立柱建物社 第390図

F-40号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。本社は、 F-35号掘立

柱建物祉と重複するが両者の新!日関係は捉えられなかった。

F-40は、 2間x2間 (2.9m x 2. 7m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P1・Pz間で、1.5m、P5・P6

間で1.3m、P7・PS
間て、、1.3mを測った。主軸方向はN-190-Wを指す。

353 



|ロ 1t:J 

② 

。R

It:t It:t 

IV 遺構と遺物

o 1 m 
包ニ=ニニニEニニニニ司

|⑨ 

@R 

(d)R 

iL<1 

第391図 F -41号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 

(41) F -41号掘立柱建物社 第391図

F-41号掘立柱建物祉は、第 I区セ-41グリッドにおいて検出された。

4，1 

民|

F-41は、 1間X1間 (3.4mX2.5m)の掘立柱建物祉として捉えられたが、あるいはその柱

列が南にさらに 1間延び、2間X1聞のプランとなることも想定できる。その主軸方向はN-730

-

Eを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであっ

た。埋土中においては柱痕は捉えられなかったが、 P1，P2はその底面に柱痕が残っていた。いず

れも 10~15cm手呈度の径を測るものであった。

なお、本祉においては遺物はまったく検出きれなかった。

(42) F -42号掘立柱建物枇第392図

F-42号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。本社は、 F-83'F-

84号掘立柱建物祉と付随するが、両者の新!日関係は捉えられなかった。

F-42は、 3間X2開 (5.2mX4.2m)の掘立柱建物社である。東列のPl1はややずれた位置に

あり、本土止に付随するものかどうかわからない。柱聞は、 P1 ' P2間で1.6m、P5・P6
間で、1.7

m、P7 ・P8
間で、2.1mを測る。主軸方向はN-720-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中

においては柱痕は確認されなかったが、その掘り方の底面において柱痕が捉えられたものがあっ

た。 (P2・P6・P8) 。それらの柱痕は10~15cm程度の径を測った。

なお、本祉においては遺物はまったく検出されていない。
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第392図 F -42号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

本社のピットの埋土中からは、内面黒色研磨のなされた土師器破片と土師器室破片数点が出土

している。

(43) F-43号掘立柱建物祉 第393図

F-43号掘立柱建物祉は、第 I区チ-36グリッドにおいて検出された。
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第393図 F -43号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

F-43は、 2間X2間 (3.1mX2.6m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P4' P5間で'1.2m、P5・P6

間で1.5mを測る。主軸方向はN-120-Wを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであっ

た。その埋土中においては柱痕は捉えられなかった。

なお、本祉のピット埋土中からは遺物は検出きれなかった。

(44) F -44号掘立柱建物社第394図

F-44は、 2間X2間 (3.4mx3.3m)の総柱の掘立柱建物祉で、さらにそのプラン内には P10

~P14、プラン外にはは P15 ~ P 18がみられるが、これらのすべてのピットが本社に付随するもの

かどうかはわからない。ただし、その配列性から P10~ P15のピットは伴うものと見てよいかもし

れない。柱聞は P2 ・P3
間で、1.7m、P4 . P5間で、1.7m、P5・P6

簡で、1.6m、P2・Pg間で、1.6m

を測った。主軸方向はN-go-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形ないし楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみで

あった。その埋土中にあっては柱痕は捉えられなかった。

なお、本祉のピット理土中からは須恵器のかえりのある蓋の破片が出土している。したがって

本祉の所産期は、かえりのある蓋のみられる時期と併行するかそれに後行する時期とみられる。
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(45) F -45号掘立柱建物祉第395図

F-45号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43グリッドにおいて検出された。本社は、 F-37号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-45は、 3間x2間 (506mX4o2m)の掘立柱建物枇で、柱聞は P1・P2間で'1.6m、P2・P3

間で204m、P4 • P5間で203m、PS • Pg間で、203mを測る。王軸方向はN-7W-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土はロームと黒色土が混じったもので

あった。その埋土中にあっては柱痕は捉えられなかったが、いくつかはその底面において柱痕が

確認できた。因みにその柱痕は15-30cm前後を測るものであった。
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第395図 F -45号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

なお、本祉においては漬物は検出きれなかった。

(46) F-46号掘立柱建物祉 第396図

F-46号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43・44グリッドにおいて検出された。本社は、 F-37号

掘立柱建物祉と重複するが、 その新旧関係は把握できなかった。
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第396図 F -46号掘立柱建物祉実測図(I 

F-46は、 2間x2間 (4.3mx3.3m)の掘立柱建物祉で、その柱聞は、 P1 • Pz間で'1.9m、

Pz . P3間で2.4m、P3 • P 4間で~'1.6m を測る。主軸方向はN-900 -E を指す。

各ピットの掘り方は いずれも円形を呈し、 その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中にお

いては柱痕は捉えられなかった。

なお、本祉からは遺物はまったく検出きれていない。

(47) F-47号掘立柱建物祉 第397図

F-47号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。 F-47は、 H-17号住

居祉と重複関係をもつが、 H-17の床面下にその P 1 • P10のフ。ランがあり、本社がF-17に先行
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第397図 F -47号掘立柱建物士止実測図 (1 : 80) 

するものとして捉えられた。また、 その南列は F-48号掘立柱建物祉と重複するが両者の新旧関

係は捉えられなかった。なお、本土止の Pzは風倒木の撹乱により確認されなかった。

F-47は、 3間X2間(5.3mX4.3m)の掘立柱建物社で、 その柱聞は P3・P4間で1.5m、P 4' 

P5
間で、2.2m、P7・PS

間で、2.0mを測る。主軸方向はN-660-Wを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈しており、 その埋土は黒色土 1層のみであった。

埋土土中においては柱痕は捉えられなかったが、 その底面において柱痕が確認されたのがいくつ

かある (P1・P4・P6)。それらの柱痕は20cm弱を測るものであった。

なお、本祉のピット掘り方の埋土中からは、須恵器窪の破片が出土している。これは詳しい時

期を示す特徴的な遺物ではないが、本社の時期はこの遺物の所産期以降.H-17の所産期未満に

限定されよう。
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2 掘立柱建物祉

(48) F -48号 住 居 祉 第398・399図

F-48号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。 F-48は、 F-47'F-

49号掘立柱建物祉と重複関係にあるが、三者の新旧関係は捉えられなかった。

F-48は、 3間x2間(5.2mX4 .1m)の掘立柱建物祉て¥その柱聞は Ps'Pg間で1.4m、P5'

P6間で2.3m、Pg， P10間で2.0mを測った。主軸方向はN-690-Eを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであっ

た。埋土中においては柱痕は捉えられなかった。

なお、本祉のP1の埋土中からは、図示した 1・2の須恵器杯が検出されている。 1は、回転糸

切りの後中央を除き全面に手持ちへラケズリのなされた底部をみせるもので、 2は回転へラキリ
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第398図 F -48号掘立柱建物土Il:実測図 (1 : 80) 
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第399図 F…48号掘立柱建物祉実測図 (1: 4) 

第157表 F -48号掘立柱建物土止出土遺物一覧表〈土器〉

挿番図号 器種 法量 器 背三 の 特 徴 調 整 備 考

(14.6) 外面 央体部を除ロクロヨコナデ、底部匝転糸切りの後、中

胎み(土灰7.は白5Y砂色7粒/を1)含
1 

(邦須) 3. 7 体部は外反し、底部平底。
き全面手持ちへラズリ

(回) 内面 ロクロヨコナデ
6.8 

(ロクロ右回転)

2 
(旅須)

外内面 休体ロ部部右ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ み胎灰土白は色砂粒を含
(回)

体部は外反し、底部平底。 面 ロクロヨコナデ
( 8.7) (ロク 回転) C7.5Y7/1) 

による底部をみせるものである。このなかで 1の杯は器形の 6割程度遺存しており、埋土中に紛

れ込んだものというよりは、恐意的に埋め込まれたものかもしれない。

本祉の所産期は少なくともこれらの遺物の特徴が見出せる時期以降とみなせよう。

(49) F -49号掘立柱建物祉第400・401図

F-49号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。 F-49は、 F-48号掘

立柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-49は、 2開X1間 (3.3mX2.9m)の掘立柱建物社であるが、西列のP3.P 4はややずれた

配霞をみせている。柱聞は P4. P5間で'1.9m、P5・P6
間で、1.4mを測る。主軸方向はN-69

0

-E

を指す。

各ピットの掘り方は、概ね円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中に

おいては柱痕は確認されなかった。

なお、本祉のピット埋土中からは、 1の回転糸切りによる底部をみせる須恵器杯、 2の回転へ

ラケズリによる須恵器長頚瓶底部(高台付)、その他「く」の字状に外反する土師器窪口縁部破片

等が出土している。殊に 1・2は、比較的大きな破片であり埋土中に紛れ込んだものというより、

恐意的に埋め込まれたのかもしれない。
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第400図 F -49号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 
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第401図 F -49号掘立柱建物土止出土遺物 (1 : 4) 

第158表 F -49号掘立柱建物祉出土遺物一覧表〈土器〉

器 形 の 特 徴 調 整

{本部は外反し、底部平底。
外内面面 {本部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

底部ICは高台が貼り付けられる。
外内面面 胴部ロクロヨコナデ、底部回転へラケズリ

ロクロヨコナデ
(ロクロ右回転)

備 考

胎土は砂を粒呈を含る。
み灰色呈す
C10Y5/1) 

胎み土灰色は砂粒を含

CN 5/0) 

363 



IV 遺構と遺物

いずれにしても本祉の所産期は、 1・2のような遺物の特徴が見出せる時期以降と考えられよ

つ。

(50) F -50号掘立柱建物祉第402図

F-50号掘立柱建物祉は、第 I区セ-43グリッドにおいて検出された。本社は、 F-53号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-50は、 2間x1間 (3.2mX2.7m)の掘立柱建物祉で、その柱関は、 P4・P5
間で、1.4mを

測る。主軸方向はN-130-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しているが、 P5のみ繭形を呈し主柱とそれに付随する柱

の二者の存在を暗示させた。なお、掘り方の埋土は I層のみで、そのなかにあっては柱痕は捉え

られなかった。

本社においては、遺物は一点も検出きれなかった。
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第402図 F -50号擁立柱建物社実測図 (1 : 80) 

(51) F -51号掘立柱建物祉第403図

F-51号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。

F-51は、 2間x1間 (2.gm X 2 . 6m) の掘立柱建物祉で、柱聞は P 1 • P2間で1.5m、P5・P6
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第403図 F -51号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

間で1.5mを測る。主軸方向はN-go-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、埋土中におい

ては柱痕は捉えられなかった。

なお、本祉のピット中からは遺物は検出きれなかった。

(52) F -52号掘立柱建物祉第404図

F-52号掘立柱建物祉は、第 I区ソ -40グリッドにおいて検出された。本祉は、 H-43号住居

祉と重複関係にあり、両者の新旧関係は微妙で、あったが、一応本F-52がH-43に後出するもの

として捉えられた。

F-52は、 3間x1間の掘立柱建物祉で、北列4.4m.南列4.6m・東列3.5m・西列3.1mと西

列が東列に比べ0.4m程短く、やや歪んだプランを呈している。柱間は P1・P2間で"1.5m、P5
• 

P6間で1.4m、P7 ・PS間で1.7mを測る。主軸方向は、 N-80o-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈し、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中にあっ
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第4回函 ドー52号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

ては柱痕は捉えられなかったが、いずれのピットもその底面において柱痕が確認できた。ちなみ

にP7の柱痕は20cm前後を測った。

なお、本祉のピット中からは遺物は検出されていない。

(53) F -53号掘立柱建物社 第405・406図

F-53号掘立柱建物祉は、第 I区セー

43グリッドにおいて検出された。 F-53

は、 F-21'F-22号掘立柱建物祉と重

複するが、三者の新旧関係は捉えられな

かった。

¥忌丞グ' 宮ぞ
三二二二フ

O lOcm 

F-53は、東列 3間・西列 2間×南北

列1間 (3.4mX2. 7m)の掘立柱建物祉
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第406図 F -53号掘立柱建物i.il:実測図 (1 : 80) 

第159表 F -53号掘立柱建物社出土遺物一覧表〈土器〉

器 形 の 特 徴 調 繋

体部は外反し、底部平底。
外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

ロクロヨコナデ
( 7. 5) (ロクロ右回転)

体部は外な反る し、底部はやや丸味をおびた 外面底部手持ちへラケズリ
平底Ir. と恩われる。 内面見込み部iζ ラセン稽文が施される。

備 考

胎土は精選され
ず灰色 (N5/0) 
を呈する。

居鐙を住色呈tl(ます7ωsる粧Y。RをV含6み~I

て¥柱聞は P
1・P7間で'1.2mを測る。主軸方向はいずれも円形を呈しており、その深さは四隅の

ピット (P1・Pz. P
5・P5) が深く、その中間 (P6 'P7) は浅いものであった。いずれのピッ

トの埋土も黒色土 I層のみで、そのなかにあっては柱痕は捉えられなかったが、掘り方の底面に

おいて柱痕が捉えられた (P1 ，PZ ，P4 ・P6 ' P7)。

本社のピット埋土中からは、須恵器坪・察、土師器杯・窪の破片が検出きれている。

1は回転糸切りによる須恵器杯底部である。 2は見込み部にラセン暗文のみえる土師器杯底部

である。この他図示しなかったが弱く「コ」の字状に外反する土師器室の口縁部破片が検出され

ている。

本祉の所産期は、これらの遺物の諸特徴がみられる時期以降と考えられよう。
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第407図 ドー54号掘立柱建物土止実測函(I 

(54) F-54号掘立柱建物祉 第407図

F-54号掘立柱建物祉は、第 I区タ-37グリッドにおいて検出された。

F-54は、 3間X2間 (4.6mx3. 9m) の掘立柱建物祉で、、柱聞は P1・P2
問で、1.4m、P10 ' 

P1間で2.0mを測る。主軸方向はN-860-Eを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで柱痕は捉えら

れなかった。

なお、本祉のピット中からは遺物は検出されていない。
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第408図 F -55号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

(55) F -55号掘立柱建物祉第408図

F-55号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。本F-55は、 H-36・

H-37号住居祉と重複する。本社と H-37号住居祉については本社が新しいものとして確認でき

たが、 H-36との新旧関係は捉えられなかった。しかし本社はH-36に後出するものとしてみた

ほうが妥当であろう。したがってその順序は古いものより H-37→ H-36→F-55となろうか。

F-55は、 3間x2間 (4.7mx3.5m)の掘立柱建物祉であが、 P1は北列よりややずれた位置

に存在している。柱関は P 2 • P3間で1.7m、P5
・P6間で1.5mを測る。王軸方向はN-780-Eを

指す。

各ピットの掘り方は、 P1・P7 • P 10は方形が意図され、他は円形のプランを呈している。ピッ

トの埋土は黒色土 1層のみで柱痕は捉えられなかったが、その底面において柱痕が確認できたも

のがあった (P2・P6・P10)。それらの柱痕は25cm程度を測るものであった。

なお、本祉からは遺物はまったく検出されていない。
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(56) F -56号掘立柱建物祉第409図

~I 

何|

F-56号は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。 F-56は、 H-34号住居祉・ F-83

号掘立柱建物祉と重複する。本社は、 H-34より新しいものとして捉えられたが、 F-83との新

旧関係は把握できなかった。

F-56は、南北列 2間×東列 1間・西列 2間 (4.4mx3.5m)の掘立柱建物祉で、柱間は P2.

P3間で2.4m、P4 • PS聞は1.6mを測る。主軸方向はN-700-E を指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみであっ

た。埋土中において柱痕が捉えられるものはなかったが、 P4はその底面に径20cm程度の柱痕が捉

えられた。

なお、本祉においては遺物はまったく検出きれなかった。

(57) F -57号掘立柱建物社第410図

F-57号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。本社は、 F-59号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-57は、 3関X2間 (4.6mX3.4m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P2・P3間で1.6m、Pg.PlO 

間で1.7mを測る。主軸方向はN-660-Eを指す。
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第412図 F -59号掘立柱建物土ll:実測関(1 

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、 その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中

においては柱痕は捉えられなかったが、その底面に柱痕の確認されたものがあった (P2'P3・P4' 

P6 ' P7 ・PS ' PlO)。 それらの柱痕の径は10~25cm程度を測った。

本祉のピット埋土中からは、須恵器護破片・土師器室破片が検出されている。土師器嚢は、弱

「コJの字状に外反する口縁部破片であった。

(58) F-58号掘立柱建物祉 第411図

F-58号掘立柱建物祉は、第 I区タ -37グリッドにおいて検出された。
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2 掘立柱建物祉

F-58は、 2間x1間 (2.9m x 2 . 6m)の掘立柱建物祉であるが、ピットの配置が全体的にや

やずれ、歪んだプランを呈している。柱聞は、 P2・P3聞で1.0m、P5・P6間で1.5mを測る。主

軸方向はN-60-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 l層のみで柱痕は捉えられ

なかった。

なお、本祉からは遺物はまったく検出されていない。

(59) F -59号掘立柱建物祉 第412図

F-59号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40・41グリッドにおいて検出された。本社は、 F-57号

掘立柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係はつかめなかった。

F-59は、南列 4間・北列 3間×東西列 2間 (4.5m・3.9mx3.4m)の掘立柱建物祉で、 P5が

ややずれた配置をみせている。柱間は P1"P2間で、2.1m、P9"P1間で"1.9mを測る。主軸方向は

N-720-Eをす旨す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中
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第413図 F -60号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

。ゐp
 

p
 

においては柱痕は捉えられなかったが、底面において柱痕が確認できたものがある

P6で、10cm程度を測る。P2
で、15cm、

なお、本祉においては遺物はまったく検出きれなかった。

P1
で、15cm、P 6)。ちなみにその柱痕の太さは、

第413図F-60号掘立柱建物祉(60) 

F-60号掘立柱建物祉は、第 I区ス-44グリッドにおいて検出された。

P 5 • F-60は、 2間Xl間(305m・301mx201m)の掘立柱建物祉で、柱間は P2・P3
間で、106m、

P6
間で、108mを測る。主軸方向はN-7T-Eを指す。

その埋土は黒色土 1層のみで柱痕は捉えられ各ピットの掘り方はおおよそ円形を呈しており、

なかった。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。
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F -61号掘立柱建物土i上実測図 (1 : 80) 第414図
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掘立柱建物祉

(61) F-61号掘立柱建物祉 第414図

F-61号掘立柱建物祉は、第II区ス-23グリッドにおいて検出された。

F-61は、 2間x2間 (4.8mX3. 7m) の総柱の掘立柱建物祉で、柱聞は P1・P2
間で、2.4m、

PS • P1
間で、2.0mを測る。主軸方向はN-740-Eを指す。

各ピットの掛り方はいずれも小形の円形を呈し、比較的浅いものであった。その埋土は黒色土

1層のみである。

なお、本祉からは遺物はまったく検出されていない。

(62) F-62号掘立柱建物祉 第415図

F-62号掘立柱建物祉は、第II区ス-24グリッドにおいて検出された。
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第415図 F -62号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

F-62は、 2間X2聞の掘立柱建物枇であるが、やや歪んだ方形のプランを呈し、北列4.0m・

南列3.8m・東列3.8m.西列4.0mを測る。柱聞は P3・P4関で2.1m、P5 ・P6間で2.2mを測

る。主軸方向はN-70-Wを指す。

各ピットの掘り方は基本的には円形を呈するもので、その埋土は黒色土 1層のみで柱痕は捉え

られなかった。

なお、本祉からは遺物はまったく検出されていない。

376 

01 ⑭ 

@R cQ)R 
01 

OR @R 
1(1 

ロ| 口|

o 1 m 

第416図 F -63号掘立柱建物社実測図 (1 : 80) 

|∞ 
01 e 01 

@
l
O
l
O叫

同
O
l
Gー
⑥
同 ul 

1tl;1 

第417図 F -64号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 



2 掘立柱建物社

(63) F -63号掘立柱建物祉 第416図

F-63号掘立柱建物祉は、第II区ター23グリッドにおいて検出された。

F-63は、 1間X1間(2.3m X 2. 3m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-130-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1窟のみで、柱痕は捉えら

れなかった。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(64) F -64号掘立柱建物祉 第417図

F-64号掘立柱建物祉は、第II区スー25グリッドにおいて検出された。 F-64は、 H-67号住

居祉を切って存在している。

F-64は、 2間x1間 (2.8mx2.5m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P1・P6間で1.5m、P3・P4

間で1.3mを測る。主軸方向はN-80-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも楕円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみである。埋土中

においては柱痕は捉えられなかったが、その底面において柱痕が確認されたものがあった (P1• 

PJ。ちなみにそれらの柱痕は30cm程度を測った。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。
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第418図 F -65号掘立柱建物土Jl:実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

第418図F-65号掘立柱建物祉(65) 

F-65号掘立柱建物祉は、第II区ター22グリッドにおいて検出された。

l間x1間 (2.4mx2.1m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-730-Eを指す。F-65は、

各ピットの掘り方はいずれも楕円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉え

られなかった0・

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

第419図

F-66号掘立柱建物祉は 第II区タ・チ-22・23グリッドにおいて検出された。

F-66号掘立柱建物祉(66) 
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F -66号掘立柱建物壮実測図 (1 : 80) 第419図
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2 掘立柱建物社

F-66は、 3間X2 間 (4.7mx3.2m) の掘立柱建物祉で、柱間は p s • P6間で'1.5m、PS・P9

間で1.6mを測る。王軸方向はN-720-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中

においては柱痕は捉えられなかった。

本祉のピット埋土中からは、須恵器蓋破片 2点、須恵器窒破片 1片が検出されている。蓋は縁

部が短〈下降するものである。

(67) F -67号掘立柱建物祉 第420図

F-67号掘立柱建物祉は、第II区チ-21グリッドにおいて検出された。

F-67は、 2間x1問 (2.9m X2.4m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P1・P2間で'1.5mを測る。

主軸方向はN-720-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1膚のみであった。埋土中

においては柱痕は確認できなかった。

なお、本社においては遺物はまったく検出きれなかった。
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IV 遺構と遺物
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F -68号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 第421図

第421図F-68号掘立柱建物祉(68) 
F-68号掘立柱建物祉は、第III区テ-25グリッドにおいて検出された。

P2・P33間X2間 (5.7m x 3. 9m)の掘立柱建物社で、柱聞は P1'P2
間で、2.0m、F-68は、

Pu・P12は本社に付随するものかどうかはわからP 9 • P 10間で1.9mを測る。なお、間で~'1.8m 、

ない。主軸方向はN-720-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えら

れなかった。

なお、本社からは遺物は検出されていない。
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2 掘立柱建物社
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第422図 F -69号掘立柱建物士止実測図 (1 : 80) 

(69) F -69号掘立柱建物祉 第422図

F-69掘立柱建物祉は、第IV区ナ・ニ-32グリッドにおいて検出された。

F-69は、 2間X2間 (3.6mX2.8m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P3・P4聞で1.3m、P5・P6

関で1.9m、P7 • P S間で~'1. 5m を測る o 主軸方向はN-860 -Wを指す。

各ピットの掘り方は、基本的には円形ないしは楕円形を呈するも‘ので、その埋土は黒色土 l層

のみであった。埋土中にあっては柱痕が捉えられるものはなかったが、その底面において柱痕が

残るものがいくつかあった (Pl'P2，P4'P5'P6・P7)。それらの柱痕は10-20cmを測るもの

であった。

本社からは遺物はまったく検出されていない。

(70) F -70号掘立柱建物祉 第423・424図

F-70号描立柱建物祉は、第IV区ナ-33グリッドにおいて検出さ

れた。

F-70は、 1間X1間 (2.2m X 2 . 2m)の掘立柱建物祉で、主軸

方向はN-130

- Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色

土 1層のみで、埋土中においては柱痕は捉えられなかった。
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第423図 Fー 70号掘立柱

建物土ll:出土遺物 (1 : 4) 
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IV 遺様と遺物
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第424図 F -70号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

本社の埋土中からは、 1の回転糸切りによる須恵器杯底部が検出されている。したがって本祉

の所産期も、回転糸切り手法のみられる時期以降とみることができょう。

(71) F -71号掘立柱建物故 第425図

F-71号掘立柱建物祉は、第V区ナ-36グリッドにおいて検出された。

F-71は、 3間X2間 (4.6mX3.8m)の掘立柱建物祉で、柱間はP1'Pz 間で~'1.2m、Pz・P3

間で1.9m、P1・P10間で"1.9mを測る。なお、 P4中には柱2本が立っていたものと息われる。主

軸方向はN-840-Eを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉え

られなかった。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(72) F -72号掘立柱建物祉 第426図

F-72号掘立柱建物祉は、第V区ニ-38グリッドにおいて検出された。本社は、 F-77号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。
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F -71号掘立柱建物地実測図 (1 : 80) 第425図

P2・P32間X1間 (3.0mX2.7m)の掘立柱建物祉で、柱間は P5・P6間で1.3m、F-72は、

間で~'1. 7mを測る。主軸方向はN-900-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層みであった。埋土中に

おいては柱痕は捉えられなかったが、 P6についてはピットの底面に径20cmを測る柱痕が確認され

た。

なお、本祉のピット埋土中からは、須恵器窪破片・土師器室破片の他、見込み部にラセン状暗
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IV 遺構と遺物
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第426図 F -72号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 

(73) F -73号掘立柱建物祉 第427図

F-73号掘立柱建物祉は、第V区ナ・ニー37グリッドにおいて検出された。本社は、 H-109号

住居祉を切って存在しており、また、 H-108号住居祉と重複関係にあるがこれとの新旧関係は捉

えられなかった。

F-73は、 2間X2間 (3.5mX3.7m)の掘立柱建物祉で、柱簡は P3・P4
間で、1.9m、P5・P6

間で1.9mを測る。主軸方向はN-oo-wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみであった。埋土中

においては柱痕は捉えられなかったが、 P4はその底面において径23cm程を測る柱痕が残ってい

た。

なお、本社からは遺物は検出されていない。
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F -73号掘立柱建物士止実測図 (1 : 80) 第427図
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F -74号掘立柱建物祉実測図 (1 : 80) 第428図

第428図F-74号掘立柱建物祉(74) 

F-74号掘立柱建物祉は、第V匿ニ-39グリッドにおいて検出された。

の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-70-Wを指す。1間x1間(1.7m x 1. 7m) F-74は、

その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えら
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IV 遺構と遺物
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第429図 F -75号掘立柱建物壮実測図

(1 : 80) 

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(75) F-75号掘立柱建物祉 第429図

F-75号掘立柱建物祉は、第V区ニー38グリッドにおいて検出された。本社は、

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-76号掘立

F-75は、 1間x1間(1.7m x 1. 5m) の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-60-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも小形な円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は

捉えられなかった。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(76) F-76号掘立柱建物祉 第430図

F-76号掘立柱建物祉は、第V区ニ-38グリッドにおいて検出された。本社は、 F-75号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-76は、 1間X1間 (2.0mXl. 7m)の掘立柱建物杜て¥主軸方向は N-60 -Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、 その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えら

れなかった。
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IV 遺構と遺物

なお、本社においては遺物はまったく検出されていない。

(77) F -77号掘立柱建物祉 第431図

F-77号掘立柱建物祉は、第V!Rニー38グリッドにおいて検出された。本社は、 F-72号掘立

柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-77は、 1間x1間 (2.5m x 2. om)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-oo-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えら

れなかった。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(78) F -78号掘立柱建物祉 第432図

F-78号掘立柱建物祉は、第V区ニー37グリッドにおいて検出された。本社は、 F-81号掘立

柱建物枇と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-78は、南北列 2間×東列 1間・西列 2間 (3.4mx3.0m)の掘立柱建物祉で、柱聞は P1'

Pz間で、1.6m、P3 ' P 4 間で~'1.7mを測る。王軸方向はN-80-Wを指す。

各ピットの掘り方は、 P5・P6が不整形で、ある以外はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒

色土 1層のみで、柱痕は捉えられなかった。

なお、本社からは遺物は検出きれていない。
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第432圏 F -78号掘立柱建物土止実測図 (1 : 80) 

388 



(79) 

掘立柱建物社

D 

⑧ 

万?「め-q
O 

G 

I)-C  

o 1m 
匡二二日E二二信=

ゐ|

口|
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F-79号掘立柱建物祉 第433図

F-79号掘立柱建物祉は、第V区ニ-37グリッドにおいて検出された。

F-79は、 3間X2間 (4.3mX2. 7m)の掘立柱建物祉となると考えられるが、 その P4~P7相

当のピットが存在すると考えられる部分は土山の下にあり調査が不可能で、あった。その柱間は、

P 1 • P2間で1.4m、P8
・P9間で"1.7mを測り、主軸方向はN-oo-Wを指す。

各ピットの掘り方は円形を呈し、 その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えられなかった。

なお、本社からは遺物は検出されていない。

(80) F -80号掘立柱建物祉 第434図

F-80掘立柱建物祉は 第V区ニー38グリッドにおいて検出された。

本社は、 1間X1間 (2.3mX2.1m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-oo-Wを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、 その理土は黒色土 1層のみであった。埋土中

にあっては柱痕は捉えられなかったが、 P3はその底面において径30cm程を測る柱痕が確認されて
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IV 遺構と遺物
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第434図 F -80号掘立柱建物土!l:実測図 (1 : 80) 

いる。

本祉のピット埋土中からは、須恵器窪の小破片 2片が出土している。

(81) F -81号掘立柱建物社

F-81号掘立柱建物祉は、第V区ニー37グリッドにおいて検出された。 F-81は、 F-78号掘

立柱建物祉と重複するが、両者の新旧関係は捉えられなかった。

F-81は南列 3間・北列 2間×東西列 2間(5.2mX3.5m)の掘立柱建物祉で、 Pz・Pa問、 P7'

PS間の距離のあくピットの配置をみせている。王軸方向はN-860-Wを指す。

各ピットの掘り方は、いずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉え

られなかった。

なお、本社からは遺物は検出きれていない。

(82) F -82号掘立柱建物祉

F-82号掘立柱建物祉は、第 I区ス-42グリッドにおいて検出された。 F-82は、 F-4号掘

立柱建物祉と重複するが、両者の新!日関係は捉えられない。

F-82は、北列 3関 (4.0m)x東列 2間 (3.0m)のみのピットの配置をみせるもので、隣接す

るF-3とは棟方向・柱の並ぴ等が一致することから、 F-3の付属的な建物であったとも推測
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2 掘立柱建物社

される。主軸方向はN一790-Eを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕

は捉えられなかった。

なお、本社からは遺物はまったく検出されていない。

(83) F -83号掘立柱建物祉

F-83号描立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。本社は、 F-42・F-

56'F-84号掘立柱建物祉・ H-35号住居祉と重複関係にあるが、これらとの新旧関係は捉えら

れなかった。

F-83は、東西列 2間×南列 2間・北列 1間 (4.0mX3.6m)の掘立柱建物祉で、主軸方向は

N-190-Eを指す。

各ピットの掘り方は、 P4を除くといずれも円形ないしは楕円形を呈しており、その埋土は黒色

土 1層のみで、柱痕は捉えられない。

なお、本祉のピット中からは遺物は検出されていない。

(84) F -84号掘立柱建物祉

F-84号掘立柱建物祉は、第 I区セ-40グリッドにおいて検出された。

本社は、その東列 3間と南北列 1聞のみ確認できたものであるが、 3間X2聞の掘立柱建物祉

と想定しておくことが妥当と考えられる。東列は5.0mを測り、南北軸方向はN-190-Eを指す。

各ピットの掘り方はいずれも円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は捉えら

れなかった。

なお、本社からは遺物は検出されていない。

(85) F -85号掘立柱建物祉

F-85号掘立柱建物祉は、第II区タ -23グリッドにおいて検出された。

F-85は、 2間X2間 (4.9mX4.1m)の掘立柱建物祉で、主軸方向はN-I0-Wを指す。

各ピットの掘り方は円形ないしは楕円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は

捉えられなかった。

本社からは、遺物は検出されていない。
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IV 遺構と遺物

(86) F -86号掘立柱建物祉

F-86号掘立柱建物祉は、第II区タ -21グリッドにおいて検出された。

F-86は、南北列 3間×東列 1間・西列 2間 (4.5mX3.1m)の掘立柱建物祉で、さらにその

西列に平行して府になるかとも考えられる 2個のピットがみられる。主軸方向はN-7r-Eを指

す。

各ピットの掘り方は円形ないしは楕円形を呈しており、その埋土は黒色土 1層のみで、柱痕は

捉えられなかった。

本社からは遺物は検出されていない。

(87) F -87号掘立柱建物祉

F-87号掘立柱建物祉は、第III区ツ・テ-25グリッドにおいて検出された。

F-87は、南列 3間・北列 2間×東西列 2間 (7.Om X5. Om)の掘立柱建物祉と考えられるが、

南西コーナーのピットは地区外に外れており検出できなかった。また、その内部にも 5個程ピッ

トが認められたが、本社に伴うものかどうかはわからなかった。主軸方向はN-6T-Eを指す。

各ピットの掘り方は、円形ないしは楕円形を呈しており、その埋土は黒色土のみで、柱痕は捉

えられなかった。

なお、本社からは遺物は検出されていない。
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2 掘立柱建物枇

第160表 掘立柱建物祉ピット一覧表くその 1> 

No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ

P1 60 58 22 P6 103 87 38 P1 62 53 50 

P2 62 54 29 P7 101 86 53 P2 38 32 28 

P3 77 65 35 
F-1 

F-6 PS 107 96 46 P3 76 61 34 

P4 65 64 33 Pg (90) (90 ) F-13 P4 68 67 31 

P5 72 65 37 PlO 96 80 46 P5 77 58 34 

P6 74 64 27 P1 69 63 29 P6 72 55 32 

P1 56 55 20 P2 52 51 29 P7 58 56 46 

P2 32 29 9 P3 57 52 19 P1 48 44 20 

P3 69 43 21 P4 78 65 25 P2 39 38 33 

P4 57 33 23 

F-2 P5 69 52 38 

P5 85 81 31 
F 7 

P6 62 52 28 

P3 50 44 12 

F-14 P4 42 42 15 

P6 63 34 9 P7 53 47 36 P5 50 40 14 

P7 46 41 12 PS 75 65 39 P6 53 41 27 

PS 59 50 29 Pg 73 69 34 P7 43 40 10 

Pg 49 42 25 P10 38 35 19 P1 70 65 51 

P1 108 98 58 

P2 142 28 48 

P1 67 59 49 

P2 71 61 49 

P2 93 68 48 
F-15 

P3 100 80 43 

P3 93 80 49 P3 63 60 40 P4 62 55 44 

F-3 P4 99 88 51 

P5 82 71 

P4 63 58 37 
F-I0 

P5 62 59 44 

P1 80 71 42 

P2 42 36 19 

P6 81 71 60 P6 68 60 47 P3 60 39 44 

P7 103 93 48 P7 73 58 53 P4 25 25 14 

P1 50 43 24 

P2 29 26 

PS 57 52 41 

P1 46 44 35 

P5 66 57 37 
F-16 

P6 56 47 42 

P3 48 47 P2 49 44 40 P7 96 53 44 

P4 38 30 11 P3 72 56 52 PS 59 38 57 

P5 32 30 25 
F-5 

P6 67 61 29 

P7 31 27 14 

P4 58 49 51 

P5 68 64 38 
F-11 

P6 57 57 39 

Pg 63 57 47 

PlO 52 33 35 

P1 96 92 63 

PS 44 41 13 P7 61 56 39 P2 71 68 43 

Pg 48 37 35 PB 62 51 40 P3 94 80 45 

PlO 58 49 22 Pg 55 55 48 P4 68 63 32 

P1 96 82 58 PlO 49 45 38 F-17 P5 94 80 53 

P2 95 87 55 P1 59 52 17 P6 (70 ) (70) 

F-6 P3 126 91 78 

P4 (100) (100) 

P2 45 42 26 
F-12 

P3 56 48 32 

P7 102 75 64 

PS 74 54 35 

P5 113 93 51 P4 43 41 13 Pg 47 46 48 
L-

来単位はcm
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IV 遺構と遺物

第160表 掘立柱建物土止ピッ卜一覧表くその 2> 

No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ 1

P10 38 33 10 P2 75 73 27 P7 64 51 

F-17 Pn 60 50 40 P3 75 70 45 F-25 P8 61 50 20 

P12 48 40 P4 110 101 Pg 49 42 

P1 68 58 53 F-21 P5 82 72 41 P1 74 65 27 I 
P2 82 44 30 P6 70 68 P2 57 57 50 

P3 83 50 33 P7 74 74 P3 63 58 

P4 54 53 53 P8 135 83 34 P4 57 52 32 

P5 73 61 33 P1 66 62 48 F-26 P5 62 62 37 

P6 86 45 40 P2 64 64 45 P6 47 39 24 

P7 51 47 13 P3 69 60 43 P7 58 53 16 

F-18 P8 100 45 26 P4 65 53 61 P8 72 57 35 

Pg 82 69 49 F-22 P5 64 58 59 Pg 63 58 25 

PlO 58 51 56 P6 61 61 46 P1 51 41 30 

Pll 27 20 P7 64 58 46 P2 41 38 26 

P12 65 55 P8 64 62 49 P3 53 53 30 
F-27 

P13 36 30 Pg (82) (62) 45 P4 42 40 22 

P14 53 46 P1 62 59 31 P5 63 44 20 

P15 33 23 P2 56 47 54 P6 52 47 26 

P1 96 53 32 P3 47 43 47 P1 55 49 43 

P2 30 27 11 F-23 P4 56 53 43 P2 68 50 41 

P3 45 40 21 P5 65 58 P3 111 78 66 

P4 67 63 48 P6 65 51 P4 52 39 23 

P5 54 45 19 P7 63 58 20 F-28 P5 50 48 25 

P6 45 44 55 P1 63 60 P6 68 49 11 

P7 80 45 15 
F-19 

P8 86 72 20 

P2 66 64 29 

P3 68 67 32 

P7 55 47 40 

P8 75 58 44 

Pg 60 48 45 P4 84 67 42 I 
F-24 

Pg 59 48 27 

PlO 29 26 7 P5 72 68 49 P1 57 55 42 

Pn 68 56 30 P6 77 77 45 I P2 59 49 19 

P12 52 49 P7 53 53 46 P3 63 44 25 

P13 53 52 10 

P14 43 28 6 

P8 60 54 20 

P1 114 64 

P4 56 50 26 
F-29 

P5 65 61 29 

P1 118 84 59 P2 67 59 15 P6 98 57 35 

P2 131 98 49 
F-20 

P3 74 69 54 

P3 76 69 30 I 

F-25 
P4 59 52 31 

P7 80 65 40 

P8 105 69 43 

P4 92 60 35 

F-21 P1 81 77 47 

P5 60 54 41 

P6 68 62 44 

P1 122 (119) 62 
F-30 

P2 (118) 85 50 
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2 掘立柱建物祉

第160表 掘立柱建物士止ピッ卜一覧表くその 3> 

No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ

F-30 
P3 87 (87) 58 P6 90 68 37 PS 82 71 48 

P4 90 (75) 48 F-34 P7 74 56 53 P7 87 76 49 

P1 122 110 62 PS 65 64 50 PS 54 51 13 
F-38 

Pz 74 69 52 P1 65 48 37 Pg 100 67 26 

P3 93 85 51 Pz 84 50 48 PlO 95 86 53 

P4 83 83 47 P3 105 82 44 Pll 94 92 43 

P5 96 (94) 40 P4 60 46 35 P1 72 57 43 

F-31 P6 75 68 47 F-35 P5 58 34 Pz 46 43 

P7 103 96 55 P6 95 66 40 P3 53 44 25 

PS 108 100 66 P7 48 44 35 P4 62 52 20 

Pg 47 40 PS 78 64 35 P5 45 45 29 

P10 100 70 Pg 62 57 37 F-39 P6 74 64 26 

Pll 35 33 P1 58 42 49 P7 62 57 33 

Pl 103 80 54 Pz 53 44 57 PS 42 40 

Pz 143 91 49 P3 47 46 58 Pg 74 69 35 

P3 111 105 44 P4 64 55 44 PlQ 47 42 24 

P4 110 102 52 

F-32 P5 122 104 49 

P5 58 54 52 
F-36 

P6 44 40 21 

Pll 46 38 

P1 50 47 45 

P6 103 84 50 P7 85 58 45 Pz 40 37 43 

P7 102 (83) 56 PS 44 38 48 P3 43 38 48 

PS 94 90 56 

Pg 86 75 37 

Pg 50 42 

PlQ 50 47 30 

P4 56 52 19 
F-40 

P5 71 57 47 

P1 59 44 24 P1 120 110 89 P6 38 36 30 

Pz 55 (53) 31 Pz 86 72 82 P7 43 38 39 

P3 50 48 25 P3 120 95 79 PS 49 43 33 

P4 50 (46) 24 P4 118 114 69 P1 50 38 41 

P5 44 43 22 
F-33 

P6 61 51 20 

P5 92 89 83 
F-37 

P6 95 91 86 

Pz 42 40 36 
F-41 

P3 45 39 18 

P7 75 53 22 P7 76 70 80 P4 51 46 28 

PS 70 63 12 PS 106 95 72 P1 61 56 52 

Pg 43 43 20 Pg 88 85 80 Pz 72 67 41 

P10 64 61 29 PlQ 115 105 80 P3 89 77 45 

P1 69 65 38 

Pz 82 79 37 

P1 100 98 48 

Pz 70 60 45 

P4 86 70 42 
F-42 

P5 80 75 50 

F-34 P3 93 72 60 F-38 P3 66 50 52 PS 70 62 61 

P4 124 100 54 P4 66 50 64 P7 75 68 40 

P5 71 66 
L悶ーーーーーー岨幽・

40 P5 54 51 43 PS 72 60 44 
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IV 遺構と遺物

第160表 掘立柱建物祉ピット一覧表くその 4> 

No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ

P9 83 72 51 P9 97 82 77 
F-45 

P2 46 42 40 

F-42 PlO 72 68 34 PlO 79 53 52 P3 38 37 27 

Pll 83 67 17 Pl 49 48 34 F-50 P4 46 43 20 

P1 115 62 28 P2 39 30 18 P5 68 42 36 

P2 98 65 28 P3 47 45 36 P6 38 37 16 

P3 74 73 36 P4 52 47 29 
F-46 

P1 70 58 45 

P4 43 43 27 
F-43 

P5 70 70 40 

P5 51 44 28 

P6 32 25 15 

P2 61 36 19 

P3 59 56 19 
F-51 

P6 82 72 34 P7 59 52 40 P4 65 58 34 

P7 87 80 32 PS 68 59 34 P5 32 32 33 

P8 58 48 29 P1 70 50 52 P6 68 67 35 

P1 54 44 34 P2 (60) (60) P1 82 75 67 

P2 68 45 P3 71 66 33 P2 95 56 54 

P3 66 55 P4 69 67 51 P3 85 70 47 

P4 101 72 45 P5 83 66 38 
F-47 

P4 100 94 61 
F-52 

P5 63 57 P6 92 83 47 P5 78 70 68 

P6 58 58 53 P7 93 67 36 P6 81 62 58 

P7 73 66 43 PS 68 62 25 P7 85 74 64 

P8 60 51 32 P9 82 73 43 PS 84 69 43 

P9 58 50 30 
F-44 

P10 51 36 42 P1 72 67 55 

PlO 38 33 P1 67 58 35 P2 72 67 50 

Pll 42 38 P2 76 62 35 P3 64 64 

P12 52 48 P3 70 67 43 F-53 P4 74 70 56 

P13 60 50 18 P4 86 68 39 P5 88 88 45 

P14 108 64 20 P5 81 
F-48 

74 50 P6 69 64 22 

P15 36 33 P6 73 70 40 P7 61 47 21 

P16 42 40 P7 104 72 39 P1 60 60 50 

P17 62 54 PS 84 76 44 P2 65 62 61 

P18 33 26 P9 76 64 45 P3 56 52 59 

P1 85 69 49 PlO 77 73 33 P4 69 62 50 

P2 92 86 44 P1 68 65 46 P5 69 62 42 
F-54 

P3 59 52 65 P2 80 69 28 P6 62 52 56 

P4 87 82 42 
F-45 

P5 120 95 89 

P3 83 65 30 
F-49 

P4 68 62 12 

P7 93 57 55 

PS 65 56 51 

P6 85 58 56 P5 69 52 12 P9 50 50 43 

P7 84 71 55 P6 85 73 30 P10 71 60 50 

目

P8 109 101 44 F-50 P1 36 33 16 F-55 P1 106 102 63 
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2 掘立柱建物社

第160表 掘立柱建物土!l:ピット一覧表くその 5) 

No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ

P2 88 87 67 P5 79 77 35 P4 112 82 68 

P3 88 80 53 P6 73 65 29 F-64 P5 89 68 67 

P4 79 67 37 F-59 P7 78 71 27 P6 77 60 43 

P5 63 58 37 P8 57 54 25 P1 67 58 32 

F-55 P6 76 66 37 

P7 105 70 36 

Pg 50 48 19 

P1 52 48 23 

P2 96 66 35 
F-65 

P3 78 58 39 

P8 82 57 40 P2 63 56 35 P4 68 55 42 

Pg 70 70 34 P3 60 55 30 
F-60 

P1 74 65 37 

PlO 95 61 56 P4 61 56 30 P2 75 65 50 

P1 (55) (55) P5 78 48 24 P3 72 65 59 

P2 63 59 37 P6 60 55 29 P4 69 68 40 

P3 85 84 27 P1 30 30 21 P5 72 64 52 
F-66 

F-56 P4 97 72 47 P2 36 29 16 P6 80 62 45 

P5 65 64 24 P3 30 22 11 P7 67 64 48 

P6 64 60 38 P4 32 31 50 P8 86 70 50 

P7 ( 55) ( 55) F-61 P5 30 27 28 Pg 84 74 52 

P1 57 54 29 P6 30 30 16 PlO 64 58 39 

P2 45 44 53 P7 34 28 24 P1 98 81 44 

P3 48 47 39 P8 34 30 25 P2 90 80 39 

P4 52 51 44 Pg (33) (現) (26) P3 104 89 51 
F-67 

F -57 
P5 60 58 38 P1 94 45 10 P4 77 71 36 

P6 76 70 45 P2 85 79 24 P5 82 51 35 

P7 62 49 40 P3 45 39 18 P6 94 77 47 

P8 55 45 40 P4 30 30 17 P1 73 61 45 

Pg 60 54 34 

P10 79 73 44 

P5 80 54 16 
F-62 

P6 92 65 20 

P2 52 50 54 

P3 90 70 55 

P1 52 45 24 P7 75 57 17 P4 54 50 49 

P2 62 53 53 P8 47 35 12 P5 65 63 28 

P3 38 34 14 Pg 63 22 10 P6 74 65 54 
F-68 

F-58 P4 42 42 38 P10 32 25 P7 47 45 56 

P5 36 34 23 P1 57 54 28 P8 50 42 41 

P6 42 39 23 P2 72 65 33 
F-63 

Pg 52 47 43 

P7 42 41 49 P3 51 50 23 PlQ 46 45 41 

P1 65 64 46 P4 57 54 35 Pl1 77 54 

P2 .60 58 31 
F-59 

P1 84 72 69 P12 61 59 

P3 102 73 28 F-64 P2 97 76 42 P1 54 49 63 
F-69 

P4 52 48 25 P3 87 78 34 P2 85 66 50 
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IV 遺構と遺物

第160表 掘立柱建物社ピッ卜一覧表くその 6> 

No. 長径 短径 深さ No. 長径 短径 深さ

P3 46 38 53 F-74 P4 50 47 30 

P4 80 44 48 P1 42 34 29 

P5 53 50 53 
F-69 

P2 50 40 28 
F-75 

P6 64 52 48 P3 40 37 22 

P7 57 53 64 P4 45 33 28 

P8 60 53 65 P1 63 60 45 

P1 69 60 39 
F-76 

P2 53 49 34 

P2 82 70 27 
F-70 

P3 56 48 34 

P3 70 67 36 P4 51 48 40 

P4 69 62 37 P1 60 60 50 

P1 56 54 30 
F-77 

P2 51 50 54 

P2 46 43 32 P3 59 59 58 

P3 53 49 31 P4 62 45 45 

P4 50 46 23 P1 62 55 25 

F-71 
P5 72 37 37 P2 55 54 25 

P6 44 44 40 P3 56 47 27 

P7 42 41 25 F-78 P4 50 45 20 

P8 46 45 32 P5 107 54 42 

Pg 65 51 35 P6 77 68 28 

P10 55 50 29 P7 65 59 30 

P1 72 67 55 P1 61 47 26 

P2 75 73 57 P2 66 55 24 

P3 72 63 55 
F-72 

P3 54 48 14 

P4 72 64 47 P4 (49) (49) 

P5 86 78 51 
F-79 

P5 (49) (49) 

P6 70 70 50 P6 (49) (49) 

P1 (45) (45) P7 (49) (49) 

P2 (50) (50) 一 P8 70 50 15 

P3 58 57 27 Pg 56 50 17 

F-73 
P4 57 54 46 PlO 48 44 44 

P5 55 55 30 P1 86 68 63 

P6 53 53 (37) P2 100 96 56 
F-80 

P7 61 56 (28) P3 91 90 51 

P8 (48) (48) P4 95 90 44 

P1 46 44 29 

F-74 P2 47 42 29 

P3 49 49 32 
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3 土横

3 土壌

土墳は、第 I区から第V区において総数52基が検出された。

各区の内訳は、第 I区で29基、第II区で19基、第III区・第W区はともに検出されず、第V区に

おいて 4基検出された。

ここでは、検出された個々の土壌について取り上げるスペースがないため、そのうちの主なも

のについてふれておくことにする。

( 1 ) D -1号土境 第435図

D-1号土壌は、第 I区ター37グリッドにおいて検出された。

D-1は、その上面は1.6mx 1. 7mの円形を呈しているが、底面にかけてやや広がり、いわゆ

るフラスコ状の断面形態を呈しているものである。その土}音堆積は、いずれも均等な堆積をみせ

る6層に分膚された。 I層は若干のカーボンを含む黒褐色土層、 II層は多量のロームを含む灰褐

色土層、 III層は若干のパミスを含む黒褐色土層、 IV層は多量のロームを含む灰褐色こと層、 V層は

パミスを含む黒褐色土層、 VI層はロームをよく含む茶褐色土層であった。

なお、本祉の覆土中からは、 1. 2の底部回転へラケズリのなされた須恵器杯、 3の土師器小

|吋 |吋 (⑧ 

|吋 |司

II N" 
E' 

第435図 D一|号土塘実測閤 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

形窒の他、須恵器蓋・窒破片、土師器饗破片等が検出されている。

(2) D-4号土壌第436図

D-4号土壌は、第 I区ター37グリッドにおいて検出された。

D-4は、平面形が楕円状を呈し断面形が逆凸状を呈するこヒ撲で3.1mX2.5m深さ 1.0mを測

る。覆土は 2層に分層された。 I層はパミスを含む黒色土層、 II層はパミスとローム粒子を含む

黒褐色土層であった。

なお、本土壌中からは、 1の回転へラキリのなされた須恵器杯底部の他、内面黒色研磨のなさ

れた土師器坪破片、底部回転糸切りの後周囲手持ちへラケズリのなされた須恵器杯破片、土師器

窪・須恵器饗破片等が検出されている。

(3) D-6号土撲第437図

D-6号土壌は、第 I区セ-42グリッドにおいて検出され、 F-9号掘立柱建物祉を切って存

在している。

D-6は、 2.6mX1.3mの長楕円形を呈する土壌で、深さ90cmを測る。なお、本土墳からは遺

物はまったく遺物されていない。

|∞ ¥。

④ 

A 

A' 

I~ o 1m 
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第436悶 D-4号土墳実測図 (1 : 80) 
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IV 遺構と遺物

( 4 ) 第 I区シ-41・42グリッドの土壌群 第438図

第 I区シー41・42グリッドにかけては、 D-2.D-3'D-9・D-29-D-36の12基の土

壌が検出されたが、 これらの各土壌はいずれもやや歪んだ小形の楕円形を呈しており、一連の土

壌群として把握できょう。そして、 これらは住居祉・掘立柱建物祉のいずれとも切り合わず、独

自のまとまりを見せているため、前田遺跡のある時期を構成する集落に伴って形成されたものと

考えることもできる。

なお、 これらの各土壌からは遺物はまったく検出されていない。

( 5 ) 第 I区ソ-41グリッドの土壌群 第439図

第 I区ソ -41グリッドにおいては、 D-20-D-26の 7基の土壌が検出されている o

⑧ v 

B 
B' 

D-23 v D-24 
B c C' 

可プ

o 1m 
固有日=ニニ:=;

⑧ 

主。 主

D-26 

D-21 

F F F 

第439図 D -23・20， D -24， D -26・25， D -22・21号 (1 : 80)土墳実測図
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3 土墳

土境も、その形状・分布等のまとまりをみせており、ーで連の土墳群として捉えられよう。

これらのうち、 D-21・D-22.D-24・D-26はやや歪んだ楕円形を呈しており、 D-20・

D-23・D-25は隅丸方形状のプランをみせている。

なお、これらの土墳群も本遺跡のある時期の集落に付随するものと考えることができょう。

( 6 ) 第11区 シ ・ ス -23・24・25グリッドの土墳群 第440・441図

第 II 区シ・スー23 ・ 24 ・ 25グリッドにおいて検出された土墳のうち、 D-10~D-17号土墳は

いずれも長楕円形を呈しその断面形も一致するもので、一連の土壌群として捕らえた。

これらの土壌からは遺物がまったく検出されていないため、その時期決定が難しいが、 D-15

はH-62号住居祉に、 D-16はH-60号住居祉に切られており、この両住居祉は古墳時代中期に

位置付けられるものであるため、これらの土墳が同一期に所産であるとすればそれは古墳時代中

期以前ということになろう。なお、各土墳の主軸方向はまちまちといえる。

以下、各土墳の覆土について説明する。

D-12号土墳覆土は、 2層に分層きれた。 I層は小パミスを含む黒褐色土層、 II層がローム粒

子を含む黄褐色土層で、ともに粘性のない土層であった。

D-13号土墳覆土は、 2層に分層された。 I層が黒褐色土層、 II層が黒色土層で、ともにパミ

スを含まず粘性のない土層であった。

D-15号土墳覆土は、 2層に分層された。 1層は少量のノマミスとローム粒子を含む黒色土層、

II層は多量のロームを含みパミスをよく含む茶褐色土層であった。

D-16号土層覆土は、 3層に分層された。 I層が多量のローム粒子を含みパミスをよく含む茶

褐色土層、 II. III層が少量のロームとパミスを含む黒褐色土層であった。

(7) D -52号土墳

D-52号土壌は、第V区ニ-37グリッドにおいて検出された。

D-52は、 2.1mX2.0mの円形を呈し、断面は深さO.9mを測る逆台形状を呈する土墳である。

本土墳からは、 1・2の底部回転へラケズリのなされた須恵器杯の他、内面黒色研磨のなされ

た土師器邦破片、須恵器窪破片等が検出されている。
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IV 遺構と遺物
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第161表 土墳出土遺物一覧表〈土器〉

持園 器穏 法量 器 形 の 特 徴 務 整 備 考
番号

品選。説さOれY盟7た/主灰1が白)畑色
14.5 外面 {本部ロクロヨコナデ、底部回転へフケズリ

杯 3.3 体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ
(回) (須)

11. 0 (ロクロ右回転)

(12.0) 外面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へフケズリ

垣弘土色れ焼D瞳iは(成E5主地直色Y良催l盤iV7静好出S劃品1芳土冊〉位桜。点内置目書胎外一さ) 

2 杯 3.2 休部は外皮し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ
(回) (須) ( 8.4) (ロクロ右回転)

( 8. 5) 
ロ縁部は「く Jの字状iζ外反し、胴部の

外面 ラ口縁ケ部ズ~リ胴部上半ロクロヨコナデ、腕部下半へ

3 蜜
やや膨らむ小形の器形 内面 ロクロヨコナデ(回)

(ロクロ右回転)

外内面面 体部ロクロヨコナデ、底部回転へフキリ

土色iυζ自(ま5砂時然4世納出4を付〉之着含酬み脂届灰4 杯 体部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ
(回) (須) ( 8.8) (ロクロ右回転)

天井部の高まらない偏平な形状を呈する。
外内面 ロクロヨコナデ

飴みυ〈灰土7.5は白bY色砂出7/ニ粒仁1を)含
5 蓋 面 ロクロヨコナデ

(回) (須) ( 19. 6) 
つまみ部形状不明

(ロクロ右回転)

04.0) 外面 {本部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り

み焼胎U灰土成は色良52砂好白出粒Y土Vを含1) 6 杯 3.6 {本部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ
(回) (須) ( 10.3) (ロクロ右回転)

外面 {本部ロクロヨコナデ、底部回転糸切り
胎みυ土灰-は白b2色砂出粒土を含7 杯 体部は外反し、底部平底。 内面 ロクロヨコナデ

(国) (須) ( 7.5) (ロクロ右回転)
C10Y7/1) 
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溝状遺構

4 溝状遺構

( 1 ) M-l号溝状遺構 第443図

M-l号溝状遺構は、第V区ト・ナ-38グリッドにおいて検出された。

M-lは、 38列を南北に延ぴる溝であり、図には示していないがニ-38グリッド・テー38グリ

ッドにおいてもそのプランは確認できた。なお、 M-lはナ-38グリッドにおいてH-ll1号住居

祉に切られており、少なくともその所産期はH-lll号住居祉の所産期である前田遺跡第IV期以前

と考えられる。

M-lは、その幅およそ60-100cm深き30cm程を測るもので、その覆土は 2層に分層きれた。 I

層は黒色土層、 11層は黒灰色の砂層であった。 11層の堆積により本溝遺構において水の流れがあ

ったことを認めることができ、本遺構

が水路としての機能を果たしていたこ
H-l11 

とを想定させる。

なお、 M-lからは須恵器窪の破片 ⑧ 
三片が検出されたのみである。

主楊

物扱

物.
物多多

D' 
D 

o 2m 

第443図 Mー|号溝状遺構実測図 (1 : 120) 
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IV 遺構と遺物

5 表面採集遺物 第444図

表面採集遺物は、およそテンパコ 1箱分程あるが、そのうちの主なものを図示した。

1・2は須恵器杯で、奈良時代の遺物と考えられる。 2は、高台付杯である。第 I区表採品。

3は、土師器杯で、、古墳時代後期の所産かと考えられる。第 I区表採品。

4. 5は、土師器小形丸底窪である。奈良時代の漬物と考えられょうか。第 I区表採品。

6. 7は、須恵器長頚瓶の頚部て¥沈線か施こされたものである。 6は第II区表採品。

8は、土製の紡錘車で、山口伸彦氏の採集品である。第V区付近のもと思われる。

9も、山口伸彦氏の採集品て¥石臼の欠損品である。第IIIIR付近採集。

第162表表面採集遺物一覧表く土器〉

挿番号図 器種 法量 器 青3 の 特 徴 調 務 備 考

杯 (14.4) 外内面面 {本部ロクロヨコナデ、底部回転へラキリ
1鈴2〈E2はき5Y灰零8白2色警〉告F (回) (須) 3.7 {本部は外反し、底部平底。 ロクロヨコナデ

(10.0) (ロクロ右回転)

外面 {本部ロクロヨコナデ、底部切り離しの後、
2 杯 体部lζは高台の貼灼付げられた痕跡、が残 手持ちへラケズリ

(回) (須) る。 内面 ロ右ク回ロ転ヨ)コナデ
(ロクロ

3 
( 14. 3) 

底直線部は偏平外反な丸す底るを呈し、稜をもった後、 外内面面 口縁部ヨコナデの後、底部手持ちへラケズリ
(回)

主事 4.0 
的iζ 口縁部となる。 ヨコへラミガキ

4 14.8 
口縁部小は形外反のし、胴部完球形状を呈し、底部 外内面 口毛縁部白状ヨコナデと若の干後、胸部縦位のへラケズリ

(完)
護 15.8 

丸底の 器形。 面 刷 調整 のへラミガキが認められる。

5 12.1 
丸口底縁の部小は形外の反器し形、。胴完部形球状を呈し、 底部 外内面面 口縁縁部ヨコナデの胴後、胴部縦位のへラケズリ

(完)
護 12.4 

口 部ヨコナデ、 部へラナデ

6 
長(頚須瓶) 器口形縁部から頭部lζゆくにつれてすほ.まる

外内面 ロクロヨコナデ、二条の沈線が施される。

(完)
面 ロクロヨコナデ
(ロクロ右田転)

7 長(頚須瓶) 形頚部を呈は中位から下位につれて、太まる器
外内面 ロクロヨコナデ、額部l乙一条の沈線が施される。

(完) する。
面 ロクロヨコナデ
(ロクロ回転不明)

第163表表面採集遺物一覧表く土製品・石器〉
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5 表面採集遺物
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V 総 括

l はじめに

最後に、鋳師屋遺跡群前田遺跡の発掘調査成果についての整理を試み、それに若干の考察を加

え、総括としたい。

その手順としては、まず各時代毎の土器様相を把握し、その時期細分を試みる。次に、そこに

おいて細分された時期別に集落様相を明らかにしよう。そして各期の集落がどのような変還を辿

るのかを捉えてみる。また、それと併行させ遺構の構造等にもふれてみることにしよう。

2 前田遺跡における古墳時代中@後期の土器様相

( 1 ) 古墳時代中期(前田遺跡第 I期)

本遺跡の第II区においては、古墳時代中期に比定できる住居祉が5軒検出されている。すなわ

ち、 H-60・H-61'H-62・H-65'H-71の各住居祉である。これらのうち、 H-60・H-

61号住居祉の出土遺物は比較的充実したものであり、当該期の土器様相を知るうえでの格好な資

料であるといえる。この 2軒の住居祉の資料を中心に本遺跡の古墳時代中期の土器様相について

ふれてみることにする。

なお、当該期は前田遺跡において集落が形成きれる初源期であり、これをもって前田遺跡第 I

期と位置付けよう。

各器種の特徴第445図

本遺跡において古墳時代中期に位置付けることのできる土器には次の器種がみられる。須恵器

では臨・蓋、土師器では手担・邦・高杯・器台・ 1宛・甑・褒・窪・小形翠の各器種である。

以下、各器種の個々について述べる。

須恵器

砲砲はH-60で 1点、 H-61で2点検出きれている。 いずれもやや肩の張る球胴をみ

せ、頚部から口縁部にかけてシャープな稜を有し、均整のとれた器形を呈している。ま

た、 H-60・1は頚部に波状文が施きれている。 3個体とも外面に自然柑が認められる

が、ことにH-61の 1が顕著で、ある。
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V 総括

蓋 蓋はH-65号住居士l上において 1点検出されている。天井部は丸味をおびるものの偏平

で、その端において鋭い税をもった後、直降する体部へと続き、平坦な面をなした口唇

部となるプロポーションを見せるものである。口唇部はへラケズリによらない。内外面

ともに自然粕は付着していない。

きて、これらの須恵器4点は、いわゆる「初期須恵器」と呼称されているものの範l噂に入る

ものと思われる。「初期須恵器Jは、これまで和泉陶邑窯における一元的供給品と考えられてい

たが、近年愛知県東山218号窯(荒木他 1978)・宮城県大蓮寺窯(渡辺他 1976)等地方窯の

存在が知られるようになり、多元的供給も想定されつつある。

このような問題も含めて、本4点の須恵器をめぐる論考を木下氏に寄稿していただき、付編

として掲載することとした。したがってここでは、これ以上ふれないことにする。

また、本4点の須恵器についての原産地同定の手掛りを得るため、奈良教育大学三辻利一教

授に胎土分析を依頼した。これについても付編として掲載するが、本稿の段階においては胎土

分析の結果が得られていないため、その成果に対する見解は別の機会に提示しよう。

ところで、「初期須恵器」は、通常古墳の副葬品等としてみられ、一般集落からの出土はあま

り認められない。須恵器が奈良時代以後にあって日常の食器等として用いられるようになるの

とは異なり、「初期須恵器Jが祭問的な性格を色濃く帯びていることを示す証右であろう。

本遺跡においても、砲の検出されたH-61号住居社からは有孔円板2点が検出され、手控土

器などの存在もあって屋内祭把が行われたことであろうことを窺わせている。これら 4点の貴

重な須恵器は、一般の日常雑器とは異なり祭器として用いられたものと想定しておこう。

土師器

手担手控土器は、杯形態のものが2点 (H-60・2、H-62・1)、高坪形態のものが 1点

(H-61・1)みられた。

412 

王手 杯には、 A'Bがみられる。

A 素口縁・丸底・口縁部内湾の特徴をみせるもの。内面は放射状にへラミカゃキがな

され、外面体部下半~底部にかけてはへラケズリ、日縁部はヨコナデかへラミカ、、キ

がなされる。 3個体認められた (H-60・4、H-61・3、H-65・2)。

B 体部が丸味を帯びて外湾し、口縁部で短く強く外反するもの。ほとんどが丸底と

なっているが、平底の例もある (H-60・8)。また、口縁部が僅かに立ち上がる特

徴をみせるものもある (H-60・7、H-61・4)。器形の大きさにも大小バラエテ

ィをみせる。調整では、内面に放射状のへラミカホキ、口縁部ヨコナデ、外面体部下

半~底部にへラケズリのなされる場合が多い。 6個体認められた (H-60・5・6・

7・8、H-61・4・5)。
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V 総括

j宛 体部が湾曲し、口縁部で短く外反するもの。器形は杯Bと相似形をなすが、口径に対

し器高の数値が高いものを域として捉えた。底部は平底 (H-61・6)丸底 (H-60・

9 )の両者が認められる。調整は、口縁部はヨコナデ、外面体部~底部にはへラケズリ

が一般的に認められ 内面にはへラミカゃキのみられる場合もある。 5個体認められた

(H-60・9、H-61・6・7・8・9)。

高杯 4点 (H-61・11、H-62・2・3・4)検出されているが、 H-61・11を除くとい

ずれも部分品である。 H-61・11は杯部が稜を有し外反するが、 H-62・2は杯部に稜

を有きない。また、 H-61・11においては刷毛目状調整がなされているが、他にはへラ

ミ庁、キがなされている。 H-61・4には赤色塗彩がなされている。

器台 器台は 2点認められたが (H-60・10、H-61・10)、器形は高杯と何ら変わりのない

ものである。ただし双方とも杯部底において焼成前の穿孔が認められており、器台と認

識した。 H-61・10は、邦部底から体にかけて稜をもって変換し、さらに体部中央に鈍

い稜を有する特徴的な器形をみせており、杯部内外面・脚部外面にはへラミカ、、キがなさ

れている。
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壷 査と考えられるものは何個体か認められたが、いずれも部分であり、器形の全体を知

り得るのはH-61・12のみであった。 H-61・12は、外反する素口縁をみせ、胴部は球

状を呈しその下位で鈍い稜をもって逆「八の字」状にすぽまり、平底へと至る器形をみ

せている。口縁部および胴部外国にはへラミガキがなされ、胴部内面には刷毛自状調整

を窺える。なお、 H-61・16の壷の口縁部には鈍い稜が巡っており、有段もしくは折り

返し口縁の名残かと J思われる。

警 察としたもののうち器形の大方を知り得たのは 5個体ある(狂-60・13、H-61・17・

18・19・20)。このなかでも、口縁が「く Jの字状に外反し膨らんだ長胴を呈し平底をみ

せるA (H -60・13、H-61・20) と、小形・球胴・丸底.rくJの字状口縁のB (H-

61・17・18・19) とが認められた。調整は全般に刷毛目状調整が顕著にみられる。なお、

H-61・18の口縁には僅かに鈍い稜が認められ注意される。

甑甑は 3点認められた (H-60・11・12、H-65・3)。このうちH-60・11、H-65・

3は近似した器形をみせている。すなわち 口縁部がゆるく外反し、腕部がゆるやかに

すぽまり、径 7~ 8 cmを測る単孔の底部へと至る器形である。なお、他の 1点、 H-60・

12は底部のみのため器形の全体を知り得ないが、底部の単孔の径が 2cmと前二者に比べ

小さいといえる。



2 前回遺跡における古墳時代中・後期の土器様相

2 前田遺跡第|期土器群の編年的位置付け

編年的位置付け

これまで、前回遺跡の古墳時代中期に比定で、きうる土器群について、その器種構成と代表的な

個体の把握につとめてきた。ここでは、その編年的位置付けについて考えてみよう。

きて、佐久平において古墳時代中期相当の土器群を伴出した遺跡には、佐久市市道遺跡 (H-

2.T-3)、同舞台場遺跡 (H-25)、同中道遺跡、問西裏遺跡 (T-1)、同北西久保遺跡、小

諸市久保田遺跡等が散見される。このうち、良好な一括遺物が検出されすでに報告書の刊行をみ

たものは、市道遺跡(佐久市教育委員会 1976・西裏遺跡(佐久埋蔵文化財調査センター 1986) 

の二遺跡である。

まず、市道遺跡第 2号住居祉 (H-2)・第 3号竪穴状遺構 (T-3)出土の土器群についてで

あるが、花岡氏によるとこの前者は「同時期の所蔵Jとして捉えられるという(花岡 1976)。そ

して、その器種構成は、高邦・埼・饗が主体的にみられ、僅かに杯・甑・須恵器葦が伴うといっ

たあり方をみせている。この器種構成は、杯・士宛類が主体となる本土器群とは異なっており、両

者の比較見当を困難なものにさせている。殊にメルクマールとなる土師器柑が、市道には多くみ

られるのに対し本群にはまったくみられないということがその決定的要因となっているものと思

われる。

ところで、本土器群に後続して出現する前田遺跡第II期の土器群中には柑 3点が含まれている。

これらの吋は、口縁部が短く、その最大径を胴部にもつものである。これに対し、市道遺跡の坊

は、口縁部が長〈、その最大径は口唇にあり、古式な要素をみせている。土師器柑における器形

変化(口縁部の短縮化・最大径の口縁部から胴部への移動)を迫ってみても、市道の土甘から前田

II期への吋へという継続的な器形変化は追えそつにない。したがって、前田第II期に前続する第

I期の土器群中において、本来的には吋が存在していたとしても、それは市道遺跡における柑よ

りは新しい様相が見出せなければならないことになる。ここにおいて、きわめて消極的ではある

が、市道遺跡の土器群は、本 I期土器群に先行するものという捉えかたができる。また一方、市

道遺跡においては、杯部底から体にかけてゆるやかな変換を呈する高杯が3点程見出せるが、こ
(1) 

れなども本 I期の稜の明瞭化した高杯等と比べ古い様相をみせているものと考えられよう。いず

れにしても本土器群は市道遺跡の古墳時代中期の土器群に後出するものとして捉えられようが、

両者の関係が継続的であるのか、時間的間隙をもつのかという点については、今後佐久平の当該

期資料の類例増加をまって論じられなければなるまい。

きて、次に西裏遺跡第 1号特殊遺構出土遺物についてであるが、この中には壷・窪・杯・高杯

などの器種がみられる。西裏の杯類は本群の杯類と形態的にはよく類似するようである。高王手は、
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V 総括

本群の高杯類に比べると杯体部の外頻度がゆるやかで口縁部にかけて丸味を帯びる特徴をみせて

おり、本群よりやや新しい様相といえるかもしれない。また、西裏の土器様相は、後述する前田

遺跡第II期にあてはめてみても決しておかしいものではなく、西裏の土器群の位置付けの微妙さ

を露呈させてている。このことは、西裏にみられる土師器器種の少なきにも起因しよう。したが

って、ここではとりあえず、西裏の土器群が本 I期の土器群とほぼ同時期か、あるいはやや後出

するものとして幅をもって捉えておきたい。

なお、千曲川水系においては、本 I期の土器群とほぼ同時期のものに、中野市新井大ロフ遺跡

の一括資料(金井 1971 1982)、更埴市城の内遺跡第III期土器群(岩崎 1982)等があげられよ

う。また、長野市駒沢新町遺跡一号祭肥遺構一括資料(笹沢 1982)は、これらに先行するもの

として捉えられょうか。

時間的位置付け

きて、当該土器群の時間的位置付けにあたっては、伴出した 4点の須恵器が有力な手掛かりと

なり得る。これら 4点の須恵器については、和泉陶邑窯の製品であるかどうかの問題は別として

も、いわゆる陶邑編年との比較において時間的位置付けを行うことができる。

4点の須恵器の詳細については付編に譲るとして、これらは陶邑のどの型式段階と対応するの

であろうか。木下氏の御教示によれば、百-61・1の砲はTK-73、H-61・2の砲は TK-

216、H-60・1の砲はTK-208、H-65・1の蓋はTK-216の各型式にそれぞれ対応させるこ

とができるという。すなわち、これら 4点は陶邑における最古型式である TK-73から TK-

216・TK-208の 3段階の範囲に収まるものとみることができも?

実年代でいえば、 TK-73 . TK  -216は五世紀第四四半紀、 TK-208は五世紀第IV四半紀の

年代が与えられる。ここにおいて、本須恵器4点も五世紀第III四半紀から第IV四半紀にかけての

ものであることが想定できょう。

したがって、これら 4点の須恵器を伴出した前田遺跡第 I期の土器群については、やや時間幅

をもたせたにしても、五世紀第IV四半紀を中心に展開したものであると考えることができる。
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(1) 佐久市教育委員会 1976 市道 PP77、第43図 1・2・3の高坪

(2) これらの須恵器の型式段階の異なりをもって本期がきらに細分される可能性も考えられよう

が、これらに伴う土師器の様相は共通し、細分されるべき可能性をみせていない。また、 H-

61においては、比定される型式の異なる砲が実際に共存している。よって、これらを含む土器

群は一時期のものとして一括して扱われるべきものと考える。



2 前田遺跡における古墳時代中・後期の土器様相

( 2 ) 古墳時代中期末(前田遺跡第11期)

本遺跡第II区においては、古墳時代中期末の集落が認められた。これは前田遺跡第 I期に継続

して営まれるものであり、前田遺跡第II期の集落として位置付けられる。

前田遺跡第II期を構成する住居祉は、 H-63'H-66' H-67' H-75. H-77の5軒である。

この 5軒の住居祉の出土土器について検討を加え、その土器様相を探ってみることにする。

i 各器種の特徴第446図

古墳時代後期初頭前田遺跡第II期の土器群中に認められる器種としては、手担・葦・王手・ 1宛・

高王手・器台・土甘・甑・壷・窪・小形窪などがある。いずれも土師器のみで、須恵器は認められな

かった。

以下、個々の器種について述べる。

手控手控土器は 9点図示したが、まず内面赤色塗彩の無頚壷が特徴的に存在する (H-67・

4 . 5、H-75・5)。また、鉢形態のものも 2例みられ (H-63・8、H-75・3)、

その一方には片口が付されている。杯形態もみられるようである (H-75・1・2・4、

H-63・1)。

蓋 蓋は 1点みられたのみであった (H-75・6)。つまみ部をもたず、偏平な半球状の器

形を呈するものであった。

王手 杯には、第 I期と同様な器形をみせるA.Bがある。

A 素口縁・丸底・口縁部内湾の特徴をみせるもの。 2個体を図示した (H-75・7、

H-77・1)。内菌に放射状のへラミ方、キ・外面口縁部ヨコナデ・体部下半~底部

へラケズリ等の調整が認められる。

B 丸底で、体部が丸味をおび、て外半し、口縁部で短く強〈外半するもの。口唇部が

僅かに立ち上がる特徴をみせるものもある。基本的には、内面に放射状のへラミカ、、

キ・口縁部ヨコナデ・外面体部~底部へラケズリの調整がなされる場合が多い。ま

た内面黒色研磨のなされるものも 2例認められる(耳-63・3、H-77・3)。図示

し得たのは、 10個体である (H-63・2・3、H-66・1、H-67・1・2、H-

75・8・9、H-77・3・4・5)。

域体部が球状を呈し、口縁部が短く外半するもの。底部は偏平な丸底をとなっている。

3個体を図示した (H-63・4・5、H-77・6)。内外面に放射状のへラミガキがなさ

れたり、内面黒色研磨がなされるものがある (H-63・4)。

高杯 高杯は11点を図示したが (H-66・3・4、H-67・3、H-75・10・13・14・15、

H-77・7・8・9)、いずれも坪部または脚部の部分品で、器形の全体を知り得るもの
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2 前回遺跡における古墳時代中・後期の土器様相

ではない。脚部では「八」の字状に広がるものが多く、杯部では底部から体部にかけて

稜をもって外半するものがほとんどであった。唯一例外として坪Bと同様な邦部をみせ

るものがある(H-75・10)。調整は全体的にへラミカゃキが顕著といえる。

器台 器台は 1点みられたのみで (H-75・11)、高杯の器形と同様なものであるが、杯底部

に焼成前に穿孔がなされ器台となっている。杯部は稜をもって外反し、脚部はラッパ状

に広がる。杯部内外面には刷毛目状調整、脚部外面にはへラミカ、、キがなされている。

士甘 士甘は 3個体ある (H-63・9・10、丘一66・5)。口縁部が外反し、胴部球状、底部平

底を呈するもので、最大径が胴部中央にくるものである。このっち、 H-66・5の口縁

部には退化した稜がみられる。また、 H-63・10はややなで肩となる胴部をみせている。

調整は胴部内面以外にはへラミ方、キが一般的に認められそうである。

査壷は、何個体か認められたが、 H-66・6にみるように r< Jの字状口縁を呈し胴部

が下ぶくれの球状を呈する平底のものや、口縁部が直立する小形の短頚壷が2個体ほど

検出きれた (H-63・11・12)。

護 窪として捉えたもののなかでも、口縁部を残すものは10個体認められた。それらは、

A.B.Cの3者に分類された。

A 口縁部が短くあまり強くなく外反し、長胴を呈するもの。長胴化は、カマドの登

場に伴う器形変化と考えられる。 3個体がこれに相当した (H-75・19・20、H-

77・10)。

B 小形・球胴・ r< Jの字状口縁を呈するもの。 3個体認められた (H-63・6・

7、H-66・8)。

c rくJの字状口縁を呈し、胴部はやや膨らんだ後すぽまり、底部平底となる器形

をみせるもの。 H-75・17に代表され、この他類例が4例程認められた (H-67・

6・7、H-75・18、H-77・11)。

甑甑は 1点検出されたのみである (H-75・16)。素口縁で、底部にゆくにつれてゆるや

かにすぼまる器形を呈している。底部は径の大きい単子しをとる。内外面には刷毛目状調

整が顕著に認められた。

2 第 l期から第 11期にかかる土師器様相の同異について

第I期から第II期にかけては、遺構においては、後述するように炉からカマドへというきわめ

て重大な火拠の変容が窺えるのである。それでは土器様相にはどのようなありかたの違いが認め

られるのであろうか。それについて若干ふれてみよう。

①手担土器は、 I期・ II期を通じて認められる。小形の杯形態は両時期に共通してみられる。
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II期には内面赤彩の無頚壷・鉢が顕在化する。

② 土師器蓋はII期において 1点のみ認められる。

③ 土師器邦A.Bの器形変化は、 I期・ II期を通じて認められない。内面放射状へラミ yゲキ・

口縁部ヨコナデ・体部下半~底部へラケズリという調整手法も基本的には変化がみられない。

ただし、 II期において内面黒色処理のなされるものが登場してくることは注意される。

④ 土師器域では、 II期においてより頚部が締まる器形をとることが窺える。また、杯と同様、

II期において内面黒色処理のなされたものがみられる。

⑤ 土師器高杯では、坪底部と体部との境に稜をもって外半するものについては、 I期・ II期

を通じて変化は認められない。また、坪Bにみられる器形の坪部を有するものが、 II期には

1点認められた (H-75・10)。

⑥ 土師器器台は、高杯と同様な器形を呈し底部に穿孔されたものが、 I期・ II期を通じて認

められる。この中で、杯部体の中央に鈍い稜を有する器形は第 I期H-61に1点みられた。

⑦ 土師器時は、第II期においてのみ認められたが、これは第 I期の本来的な土器組成中に柑

が存在しないということを意味するものではないであろう。

⑧ 土師器壷においては、 I期にみられた口縁部中央に鈍い稜を有するものが、第II期に消失

する。また、胴部下半から底部へと至る変換点が、 II期において明瞭化しなくなるようであ

る。 II期には小形の短頚壷も認められる。

⑨ 土師器斐Aでは、 I期から II期にかけて、長胴化、頚部の締化、口縁部短縮・直立化、外

面腕部のへラケズリの多用化という傾向が窺える。殊にその長腕化は、カマドの登場に対応

したものと考えられる。

⑬ 土師器斐Bでは、 I期から II期にかけて、有稜口縁の消失、外面胴部へラケズリの多用化

の傾向が窺える。

⑪ 土師器甑は、 I期・ II期を通じて比較的径の大きい単孔のものが認められる。 I期では、

「く Jの字状口縁、 II期では素口縁のものが認められた。

⑫ 須恵器は、第 I期においては 4点認められたが、第II期においてはみられなかった。

以上、前回遺跡第 I期・第II期の土器様相の違いについて論及してきた。これを総括すると、

土器様相全体としては第 I期・第II期を通じて大きな変化は認められないといえる。ただしその

細部においての変化は窺えよう。すなわち、坪・ 1宛類における内面黒色処理化、壷・窪類におけ

る有稜口縁の消失、カマド登場に伴う斐の長胴化等がそれである。

3 前田遺跡第 11期土器群の編年的位置付け 付図 5 

前田遺跡第II期の土器群についてこれまで述べてきたが、それは編年的にはどのように位置付
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2 前田遺跡における古墳時代中・後期の土器様相

けられるのであろうか。

きて、前田遺跡第 I期の土器群は、伴出した 4点の須恵器から 5世紀の第IV四半紀を中心に位

置付けられることが明らかになった。そして、本第II期の土器群は、その土器様相から第 I期土

器群に継続して出現することも捉えられた。そこからは、当然の帰結として、本第II期土器群が

6世紀初頭に位置付けられるものであることが導き出される。

ところで、 6世紀初頭といえば、古墳時代中期から後期へ、関東では和泉式から鬼高式へと移

行する時期でもある。本第II期土器群は、古墳時代後期いわゆる鬼高式土器メルクマールとされ

る須恵器模放の杯(底部丸底、底部と体部の境に稜を有し、体部が直立するもの)を含まないこ

とや、基本的には前時期とあまり変わりのない土器様相を示すことから、古墳時代中期の最終末

期の土器群として位置付けておこう。

なお、本第II期の土器群と同様なものとしては、佐久市西裏遺跡第 l号特殊遺構出土土器群が

該当してくる可能性がある。ただし西裏の土器群については前述したように、本第 I期に併行さ

せるか、本第II期に併行させるかが微妙な問題ではある。また、この他、小諸市五ケ城遺跡第 7

号住居祉出土土器群(小諸市教育委員会 1981)は、本土器群に近似した様相を呈しているとい

える。

( 3 ) 古墳時代後期中葉(前田遺跡第III期) 第447図

本遺跡において古墳時代後期中葉に位置付けられる土器群を伴出した住居祉は、第II区百-84

号住居祉 1軒のみであった。 H-84号住居祉の北東区コーナーからは、良好な状態で一括資料が

検出された。このH-84号住居祉の一括資料をもって、前田遺跡第皿期が設定される。

H-84の土器群中には、須恵器短頚査・土師器杯・高杯・壷・翠・甑の各器種がみられた。

土師器

杯 9点検出された。 A・B.Cの三者に分類きれる。

A 底部丸底、底部と体部の境に稜を有し、体部が直線的に外反するもの。 7点認め

られた (3~ 9)。調整は、内面がヨコナデ・外国体部ヨコナデ・外面底部へラケズ

リが一般的である。

B 底部平底、体部は底部との境に稜をもって外反するもの。 1のみが該当する。内

外面にはへラミカ守か施きれている。

C 底部は偏平な丸底を呈し、体部が丸味をおびて外半するもの。 2のみが該当する

内面には黒色研磨がなきれている。

高坪 脚部 1点のみが認められたにすぎず、詳細は不明。
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第447図第111期土器分類図

窪 3個体認められたが、長鯛のものは含まれなかった。 14は、ほぽ全体の器形を知り得

るもので、口縁部が外湾し胴部球状を皇し底部平底の護であった。

甑 甑は、口縁部が胴部との境に稜をもって外反し、胴部は底部にかけて逆「八Jの字状

にすぼまる 9孔の甑12が 1点認められた。また、底部が接合帯より欠損したために甑と

して再利用されたと思われる13も認められた。

須恵器

奪 回は、土師質の須恵器室である。内面には土師器にみられる刷毛目状調整が窺える。

短頚査 11は、須恵器短頚壷と考えられるものである。

以上が前田遺跡第III期の土器群の内訳である。これらの土器群は、殊に杯A ・窪・甑等の形態

をもって古墳時代後期中葉の所産と考えられるのである o その実年代については、特徴ある須恵
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3 前回遺跡における奈良・平安時代の土器様相

器等が認められないなどしてやや論拠に乏しいため、 6世紀後葉から 7世紀前葉にかけてと幅を

もって理解しておこう。

なお、本第III期の土器様相は前述した第II期土器様相に直接継続し得るものではなく、また、

後述する第IV期の土器様相がこれに直接継続し得るものではない。したがって本第阻期の前後に

空白期が介在していることが解きれる。

3 前田遺跡における奈良@平安時代の土器様相

( 1 ) 須恵器杯について

須恵器杯は、奈良時代から平安時代にかけての土器組成中における普通的な器種であり、量的

な保障もあって、当該期の土器様相を知るうえでの重要な鍵となっている。

まず前田遺跡における当該期の土器様相を探るための骨子として、この須恵器杯の様相変化に

目を向けてゆくこととし、それに付随させて他の器種の様相変化を捉えてみることにする。

なお、本遺跡において検出きれ図示きれた須恵器坪は177点におよぶが、それらについて以下の

視点に沿って分析を進めてゆこう。

(1) 須恵器杯の底部切り離し手法および、底部調整手法のあり方を捉えその変化を追う。

(2) 須恵器杯の形態と器形を捉え、その器形変化を追う。

(3) 須恵器杯の製作・焼成のあり方について考えてみる。

底部切り離し手法と底部調整のあり方について

底部切り離し手法および底部調整手法のバラエテイ

第164表 須恵器t不底部調整手法概念表

(切り離し手法)

町 V E 
静止ヘラキリ 回転ヘラキリ 静止糸切り 回転糸切り

未調整 外周囲転へラケズリ全面回転へラケズリ外周手持ちへラケズリ 全面手持ちへラケズリ部分子持ちへラケズリ ナデ その他

a b d e k 

(再調整)
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第165表須恵器I不底部調整数一覧表

I 回転へラキリ II 回転糸切り II 不 明
計

a b C d e a b C d e C e g h 

32 。4 21 7 54 2 。11 。。 11 21 9 3 177 

ここで取り上げている須恵器杯は、いうまでもなくすべてロクロ整形によるものである。

それらの坪はどのような手法によってロクロから切り離されているのか。そして、さらにその

底部にはどのような調整か施されるのかを検討してみることにする。

第164表は、その底部切り離し手法および調整手法のバラエティを概念的にまとめたものであ

る。須恵、器杯の底部のあり方は、概ねその分類の最末端のいずれかで理解できるものである。

それでは、ここで扱つ底部には具体的にはどのよっなものがみられるのであろうか(第165

表)。

まず、その後の調整等によって消されることなく底部切り離し手法の確認できるものを観察す

ると、回転へラキリ手法(1類)が65例、回転糸切り手法 (II類)が67例認められ、それ以外の

静止へラキリ手法や静止糸切り手法は認められなかった。

また、底部切り離し手法の確認できないもの (III類・切り離しの後全面に調整が施されるもの、

破片、風化剥落の激しいもの)は、 45点 (26%)みられた。これらがどのような手法によってロ

クロから切り離されているかは、厳密には判断しかねるが、切り離し手法の捉えられるもののな

かに、静止へラキリや静止糸切りがまったく認められないことを勘案すると、概ね回転へラキリ

または回転糸切り手法によるものである蓋然性が高いといえよう。

続いて底部調整手法についてみてみることにする。

そのバラエティとしては、 a.切り離しのまま未調整のもの、 b.周囲回転へラケズリのなさ

れるもの、 c.全面回転へラケズリのなされるもの、 d.周囲手持ちへラケズリのなされるもの、

e .全面手持ちへラケズリのなされるもの、 f.部分手持ちへラケズリのなされるものがある。

なお、破片等のためその調整範囲が不明なものでは、回転へラケズリのみられるものを g (実際

には bまたは Cに属する)、手持ちへラケズリのみられるものを h (実際には d.e.fのいずれ

かに属する)、また、風化・剥落等により調整の不明なものを iとして扱った。
(1) 

まず、由転へラキリによる I類では、 aが32例、 bが O例、 Cが4例、 dが 1例、 eが21例、

fが7例認められた。 a. eか圧倒的に多く、 b.dがほとんど認められない傾向がみられる。

次に、囲転糸切りのなされる II類では、 aが54例、 bが2例、 Cが O例、 dが11例、 eがO例、
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3 前田遺跡における奈良・平安時代の土器様相

fがO例となった。 aが圧倒的に多いが、 dもいくつか確認でき、 bの事例も僅かに認められた。

また、 I類に認められた f例はまったく認められなかった。なお、 c.e例は後述する皿類の c. 

e例に含まれている可能性も残るため、これをもってのみその事例が存在しないとは言い切れな

しミ。

最後に、切り離し手法の不明なIII類であるが、その c. e ・g.h. は、 1 . II類の a~f

のいずれかに包括される蓋然性が高いことは前述したとおりである。ここでは、 Cが11例、 eが

21例認められ、実態が不明瞭な gが1例、 hが9例、 iが3例あった。

住居士止毎における底部切り離し手法および調整手法の構成とその変化

きて、前述した須恵器杯底部切り離し手法および、調整手法が、一住居祉内においてどのような

構成をみせるかについて考えてみる。っきつめれば当然扱った住居祉分だけの構成が捉えられる

ことともなろうが、その主な構成様相を取り上げてみることにする。

第166表を参考にして捉えられる主な構成様相とは以下の 4様相である。

1. 主に回転へラキリのまま未調整である I類aが認められ、殊に回転糸切り手法のみられ

ない構成様相。以下の住居祉に代表される。

H-1、H-6、H-19、H-21、H-29、H-38、H-39~ H -107。

2. 全面手持ちへラケズリ調整 (Ie'IIIe)の認められる構成で、回転へラキリ手法は認

められるが、回転糸切り手法の存在が不明な構成様相。以下に代表される。

H-32・H-37、H-47、H-48、H-53

3. 全面手持ちへラケズリ調整をみせる eと回転糸切りによる II類dが主な構成要素となる

もので、回転へラキリ手法と回転糸切り手法の共存がみられる構成様相。以下の住居祉に

代表される。

H-23、H-28、百-44、H-46、H-55、H-64

4. 回転糸切りのまま未調整である II類aが主体を占め、他の類例のあまりみられない構

成。殊に、回転へラキリ手法がほとんどみられなくなる。以下の住居祉がある。

H-3、H-4、H-20、H-26、H-1150 

以上、代表的な 4つの構成様相について述べたが、これらの構成様相が底部切り離し手法およ

び調整手法の時間差あるいは段階差を示しているのではないかということに気がつく。それでは

それはどのようにしたら確かめることができるのであろうか。そしてその変化をどのように追う

ことができるのか。

幸いなことにそれらを検証する手だては残っている。すなわち住居祉の切り合い関係による検

証である。上記の構成様相の代表例としてあげた住居祉のいくつかは切り合い関係をもっている。

そうした切り合い関係をもとに構成様相の変化を追ってみよう。
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第166表 須恵器t不底部調整事例一覧表(住居社毎)

I E E I H E 
a b c d e f a b c d e f c e g h a b c d e f a b c d e f c e g h 

H - 1 12 H - 5311 3 1 1 
H-2  H-54 1 
H-3  3 H -5511 2 2 
日-4 6 H-56 1 
H-5  H-57 2 
H - 6 11 H-58 1 
H-7  2 H-59 
H-8  H -6411 2 
H-9  H-68 1 
H -10 11 H-69 2 
H-ll 1 H-70 
H-12 H-72 

H -13 11 2 H-76 1 
H -'-14 1 H-78 

H-15 H-79 

H -16 11 2 1 H -80 11 
H -17 H -81 2 
H -18 H-82 

H -19 11 H -8311 
H-20 4 H-85 
H -21 11 H-86 1 2 
H -22 H -87 3 
H-23 1 2 1 1 H-88 
H-24 2 H -8911 
H -25 2 H-90 
H-26 5 H -91 
H-27 2 H-92 
H -28 H -93 
H -29 11 H-94 
H-30 1 H-95 
H -31 1 H-96 
H -32 11 2 日 -97
H -33 11 2 H-98 1 
H -34 H -99 2 
H -35 H-100 

H -36 11 H-101 1 
H-37 1 1 1 1 H-102 

H -38 11 H-103 2 1 
H -39 11 111 H-104 
H-40 H-105 
H -41 11 H-106 
H-42 H-107 1 
H-43 1 H-108 2 2 
H -44 11 2 2 H-109 
H-45 1 H-ll0 
H -46 11 1 H-ll1 1 1 
H-47 1 1 111 H-112 1 
H -48 11 3 2 日-113 3 1 
H -49 H-114 1 
H-50 H-115 2 
H -51 H-116 
H -52 11 1 1 1 H-117 
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3 前田遺跡における奈良・平安時代の土器様相

まず、構成様相 1のH-19号住居祉は、構成様相 4のH-20号住居祉に切られている。したが

ってその序列は、構成様相 1→構成様相 4と捉えられる。

次に、構成様相 1のH-29号住居祉は、構成様相 3のH-28号住居祉に切られている。したが

って、構成様相 l→ 3の順となる。

構成様相 1のH-39号住居祉は、構成様相 2の耳-47号住居土止に切られている。したがって、

構成様相 l→ 2の順となる。

構成様相 2のH-37号住居祉は、代表例とはいえないが構成様相 3のなかで捉えられる H-36

号住居祉に切られており、その序列は、構成様相 2→ 3となる。

ここまでで捉えられた構成様相の序列を整理すると 1→ 2→ 3となる。また、構成様相 4は1

より新しいものであることが捉えられたが、 2・3との序列は住居祉の切り合い関係からは導き

出すことができなかった。しかし、回転糸切りのまま未調整である底部II類aが凌駕するという

構成様相 4は、 3に後続させ最も新しい段階として捉えることが可能で、ある。これは、これまで

の当該期の研究成果からみても妥当かっ容易なことであり、何ぴとも異論のないものであろう。

したがってその構成様相の変化は、

構成様相 1→構成様相 2→構成様相 3→構成様相 4

の順で追えると結論できる。、

この構成様相の変化は、従来からいわれている当該期の回転へラキリ手法から回転糸切り手法

への転化という大きな流れのなかにあっても矛盾せずよく符合するものといえる。
(2) 

2 須恵器郊の形態と器形

本項で扱う須恵器杯については、まずその器形および法量の相異をもって大きく A・B'Cの

3形態に分類し、さらにその形態下における器形を類型化することにした(第448・449図)。

形態 A 

体部が外反し底部が平底を呈する器形。形態Bに比べ体部の外傾度が強〈、器高が高い

のが特徴。法量は、口径15. 7 ~ 12 . 4cm、底径11.3~6.0 cm、器高4.7~3.2cm、外傾度1140 -

1370

の範囲におよぶ。

Al 底部は縁部から中央に向けてやや突出するため、丸味を帯ぴた平底を呈するもの

で、底部から体部にかかる変換点もシャープにならない器形。

A2 Alに比べると底部の突出はほとんどなくなり、平坦な平底をみせる器形。ただし、

底部から体部への折り返しはシャープとはいえず、丸味を帯びて外反する。

A3 底部の突出はなくなり、偏平かあるいは中央のやや産む底部をみせる器形。ただし

底部から体部への折り返しは依然としてシャープとはいえず、丸味を帯びて外反する
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須恵器原形態 A(・)・ B(ロ)・ c(ム)の法量分化第448園

もの。

~ 
底部は突出のみられない平底を呈し、底部と口縁部の変A4 

換点もシャープとなる器形。体部は比較的直線的に外反す

る。

須恵器杯分類図第449図
口径に比して底径が小きくなり、その外傾度が急になるA5 

器形。底部は突出のない平底を呈し、底部から体部にかけ

ての変換点もシャープになるもの。

B 形態

体部が外反し底部平底を呈する器形。形態Aに比べ体部の外傾度が弱〈、器高が低いの

が特徴。いわゆる盤状の形態を呈するもの占法量は、口径15. 3 ~ 11 . 8cm、底径12.3~7 .Ocm、

器高4.0~2.8cm、外傾度1100 ~ 1330 におよぶ。

C 形態

体部が外反し底部平底を呈する器形。形態A.Bに比べ口径・底径ともに小きくなるが、

口径・底径に対し器高が高いもの。肉厚な小形品である。3点みられたのみである。法量は、

口径13.5~ 11.6cm、底径7.4~6 .4cm、器高5.O~3 .8cm、外傾度115
0 ~ 127"を測る。
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3 前回遺跡における奈良・平安時代の土器様相

C1 底部が丸味を帯ぴた平底を呈する器形

C2 底部は丸味を帯びない偏平な平底で、底部から体部にかけてシャープに変換する。

3 底部切り離し手法および調整手法と器形

きて、これまで調整手法あるいは器形の個々のレベルで話を進めてきたが ひとつの邦は両属

性の総合体であり、決してその結び、っきを切り離して考えることはできない。ここでは、底部切

り離し手法および調整手法がどのように器形を規制するかを考え、両者の結ぴつきをみてみるこ

とにする。

まず、かかる手法がどのように器形を規制するかを以下に列記しよう。

① 底部切り離し手法によって規制きれる底部の形状は次のようである。

まず、回転へラキリの場合、へラがロクロ中心に向かつて下向きに切り込まれると、 Al類の

ように中央の突出した底部となる。

逆に、へラがロクロ中心に向かつて水平あるいは上向きに切り込まれると、 B形態にみれ

るような平坦な底部か中央のやや窪む底部となる。

回転糸切りによる場合は、平坦な底部か中央のやや窪む底部となるが、 Al類のように中央

が突出する底部は生み出きれない。

② 底部調整によって意図される形状は次のようである。

まず、回転糸切りの後周囲手持ちへラケズリがなされた場合、底部から体部への折り返し

部分の角がとれてシャープさがなくなり、 A2類にみられるような器形となる。

底部全面手持ちへラケズリがなされる場合、主に外周部がよく削られAl類にみるような丸

味を帯ぴた底部が形成される場合と、突出部分中心に削りがなされより平坦な底部が形成さ

れる場合とが認められる。

部分手持ちへラケズリがなされる場合、例えば回転へラキリの際の中央のへソの除去など、

不都合な突起の除去等が意図される o

囲転へラケズリがなされる場合、より平坦な底面の確保が意図きれる。

以上が、切り離し技法および調整手法によって規制される器形である。では、ぞれをふまえて

の両者の結びつきはどのようであろうか。その主な結び、つきを以下に記しておこう。

① 器形Alは、調整手法 I類 aと強い結ぴつきをみせる。

② 器形A2は、調整手法eとも強い結び、つきをみせる。

③ 器形A2は、調整手法 I類aと強い結ぴつきをみせる。

④ 器形A2は、調整手法eとも強い結び、つきをみせる。

⑤ 器形A3は、 I類aとの結ぴつきもみられるが、殊にII類a'dとの結び、つきが特徴的であ
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⑥ 器形A4は、調整手法II類aとの結びつきが強い。

⑦ 器形A5は、調整手法II類aとの結ぴつきが強い。

⑧器形(形態) Bは、 I類・ II類のいずれとも結び、っきを見せている。

⑨ 器形C1は、 I類との結び、つきをみせる。

⑬ 器形Czは、 II類aとの結ぴつきをみせる。

4 底部調整手法の変遷からみた須恵器杯の器形変化

きて、前頃では調整手法と器形との結び、つきが明らかとなった。また、調整手法の構成様相が

1~4 の順で変遷することも前述しておいたとおりである。それでは、調整手法の変選に基づい

て須恵器杯の器形変化がどのように追えるかを明らかにしておこう。

① まず、杯形態Aにおいては、相互に重なる部分がありながらも、おおよそAl→Az→A3→

A4→A5の順で、の器形変化が追える。

② ①に述べた坪の器形変化とは、具体的には、丸味を帯びた平底からより平坦な平底への変

化(底部の平坦化)、底部から体部にかかる変換点の明瞭化、体部の外傾化、底部径の縮小化

であるといえる。

③ 形態Bの器形は、底部調整手法の変換に鑑みて追っても、ほとんど変化がないものといえ

る。

④ 形態Cにおいては、 C1→Czの器形変化が追え、底部の平坦化がみられる。

5 須恵器杯の製作・焼成について

須恵器杯の製作・焼成について簡単にふれておこう。

まず、その成形について考えてみる。かつて須恵器杯の成形技法は、ロクロ水挽き技法による

ものとされたが(阿部 1971)、近年で、はマキアゲ水挽き技法によるものであることが有力視され

ている(中村 1980、田辺 1981)。事実、本遺跡のH-114号住居祉出土の須恵器坪内面体部に

は、粘土の紐痕が残っており、また本遺跡と隣接する小諸市鋳物師屋遺跡においては、体部に幾

重にもわたってかなり明瞭な粘土紐痕を残す須恵器杯が検出されている。この僅か数例をもって
(3) 

のみ、その成形技法がマキアゲ水挽きによるものであると判断するのはいささか危険で、あるが、

須恵器生産の統一性・均質性をふまえてみた場合、数少ない資料から引き出される様相もある程

度の普遍化が可能で、あるといえる。したがって、本遺跡にみられる須恵器杯の成形技法としても、

一般に考えられているマキアゲ、水挽き技法を想定しておくのが妥当といえよう。

次に須恵器王手の成形の際のロクロの回転方向についてはどうであろう。図示した個体のうち、

ロクロの回転方向の捉えられる個体は165個体であり、その内訳は以下のようである。
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総数165個

3 前回遺跡における奈良・平安時代の土器様相

ロクロ右回転 130個 (79%)

ロクロ左回転 35個 (21%)

時期や生産地の異なる可能性のあるこれらについて一概には比較できないが、そのおおよその

傾向は抽出できる。その傾向とは 8割がたが右回転のロクロによるものであることである。この

ロクロ回転方向の偏りは注意、されねばなるまい。そこにおいては、須恵器生産における製作上の

規範が現われているものとも解釈されょっか。あるいは単にロクロ使用者の「利き」や「くせ」

の偏りとしてでも捉えられょうか。

きて、須恵器は一般に、ロクロを用いて成形きれ還元焔焼成された灰色の焼き物であるとされ

る(中村、田辺 前掲)。本項で、扱った坪の大部分も灰色を呈するものである。しかしその一部に

は澄色を呈するものが含まれていることが注意きれる。従来、こうした樺色を呈する土器につい

ては、「須恵質土器J(天野・他 1974)・「土師質須恵器J(松村 1977)などとの認識もある。

しかし、ここでは、桂色を呈するそのような土器が目的的に生産されたものでなく、須恵器焼成で

酸化焔焼成をへて還元焔焼成へと移る過程において還元が不十分で、あったために生み出されたも

のであると考え、「須恵器Jの範噂で捉えることとした。

ところで、本遺跡においてこのような「澄色の須恵器」は、前述した形態A1に多く見出せるこ

とが注意される。形態Alは本項の須恵器杯のなかでは最も古い器形として捉えることができ、当

該期の初期段階においては須恵器杯の還元焔焼成が不十分な場合も多かったことを予測せしめる

のである。

これらの須恵器杯はいずれから供給されたものであろう。在地窯からなのか、他の地方からの

搬入品なのであろうか。在地にあっては、御牧ケ原古窯祉群・八重原古窯群が須恵器生産窯祉と

して展開しているが(坂詰 1982、福島 1986)、その詳細は不明で、ある。しかし、佐久市石附古

窯祉(林 1982)にみるように、すでに 7世紀後半段階において在地での須恵器生産が一部開始

されており、 8世紀段階に在地窯からの須恵器の供給があったであろうことは推測に難くない。

ただし、在地における須恵器窯の実態が明らかになったうえで、集落出土の須恵器との対比が試

みられ、胎土分析等による科学的手法を用いた裏付けがなきれない限り、在地窯の須恵器供給の

問題についてはこれ以上言及できない。

言主

(1) この他の調整手法として第164表に揚げたナデがある。ただし、当遺跡の須恵器坪の底部に

はナデのなきれているものが認められなかったため、ここでは具体的事例として取り上げてい

ない。
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(2) ちなみに多摩ニュータウン地域の古代の土器編年のメルクマールは次の通りとされている

(栗城・鶴間・比由井 1982)。

第 I期 口縁部と体部の境界に稜を有する鬼高的様相をもっ邦

第II期 従来、美濃須衛窯跡群からの搬入品とされている高台杯の須恵器坪

第III期 底部が回転糸切りの後、全面あるいは外周をへラケズリ調整されている須恵器杯

第IV期 底部が回転糸切りのままで、調整の施きれない須恵器坪

第V期 体部外面がへラケズリ調整された粗雑なっくりものや、内面にへラミカ、、キ調整を施

し、黒色処理されるなどバラエティー富む土師坪

殊にこのなかでも、第III期・第IV期の指標は、本構成様相 3・4と共通するものであり、本

構成様相が編年のメルクマールたり得る妥当性を支持してくれている。

(3) 小諸市教育委員会花岡弘氏の御厚意により実見させていただ、いた。

A H-19 3 

( 2 ) 須恵器高台付杯

三ぼ
須恵器高台付j不の形態

本遺跡で検出されている須恵器高台付杯は、主にその法量の分化と

器形によって以下に形態分類ができる(第450・451図)。

形態 A 

口筏13.O~ 10. 2cm、底径(高台部径)8.7~6 .4cm、器高4.5~

器高

10 

5 

O 5 15 

B H-26 9 

モ三l三ミヨ
C H-89 4 

第450図須恵器高台付部

の形態

50 

40 

30 

20 

口ィ圭

20cm 

第451図 須恵器高台付郎形態A・B・Cの法量分化
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3 前回遺跡における奈良・平安時代の土器様相

第167表須恵器高台付坪底部調整数一覧表

I 回転へラキリ II 回転糸切り III 不 明
計

b C d e a b C d e C e g h 

。。。。。 2 5 。。。。 18 2 。2 30 

3.9cmの範囲におよぶもので、体部が比較的直線的に外反し、底部平底を呈する器形。形態

Bとは相似形をなすが、法量によって小形に分化する器形。 5例認められた。

形態 B 

口径17. 9 ~ 15 . 2cm、底径14.1~9.9cm 器高7.5~5. 7cmの範囲におよぶもので、体部が比

較的車線的に外反し、底部平底を呈する器形。形態Aとは相似形をなすが、法量の点て、、大

形に分化する。 9例認められる。

形態 C 

口径16.1~ 12. 2cm、底径12.1~9 .8cm、器高4.0~3.0cmの範囲におよぶもので、形態A.

Bに比べ、口径・底径・器高の三種の属性のなかで器高の数値が低くなる盤状の器形を呈

する。 9例認められた。

2 須恵器高台付杯の底部調整と高台

須恵器高台付杯の底部調整にどのような手法がみられるかを、須恵器杯の項で前述したそのバ

ラエティに即応させ検討してみよう(第167表)。

まず、その底部切り離し手法については、回転糸切り手法によるものが確実に認められた。ま

た回転へラキリ手法によるものは確認できなかったが、数多く検出されている底部切り離し手法

の不明なIII類のなかに含まれているものと考えられる。

次に、その底部調整手法についてであるが、殊に周囲回転へラケズリ調整bと全面回転へラケ

ズリ調整 Cが特徴的にみられることが注意される。前述したように、回転へラケズリの意図は平

盟な底面の確保にあるといえる。平坦な底面は高台部貼り付けの際に有効で、もあったのであろう。

いずれにしても、底部回転へラケズリ調整は本器穂における重要な特性と評価できょう。なお、

回転へラケズリ調整の他、切り離しのまま未調整の aや全体手持ちへラケズリによる eも若干み

られた。

きて、高台部は 1点を除きすべて貼り付けによるものであった。例外の 1点とは、 H-ll1・5

にみられる削り出し高台である。なお西弘海氏によれば削り出し高台は 9世紀前半の緑粕陶器に

433 



V 総括

みられるもので、晩唐越州糸青磁の影響下における革新技術であるという(西 1974)。しかし、

後に位置付けられるようにH-ll1号住居祉は 8世紀代の住居祉であり、削り出し高台の出現期を

湖る住居祉ということになってしまう。また 5のま干の高台部は底部をこえて突出しておらず用を

なしていないこともあって、本個体が恐意的に生み出されたものであることを考えさせるのであ

る。

( 3 ) 須恵器長頚瓶

須恵器長頚瓶と考えられるものは、 21個体みられるが、いずれも部分品のみで完形が存在せず

実態はわからない。また、頚部を失うものについて長頚瓶と判断するのにはいささか危険が伴う。

したがってここでは、その若干の様態についてふれておくのみとする。

まず、その口縁は外側に折り返し帯状を呈する口縁をみせるものが4点あるが、 H-41・4に

みるような素口縁のものもある。

底部では、高台の貼り付けられるものと、高台をもたないものの二者がある。また、底部調整

のバラエティとしては、回転糸切りのまま未調整のII類aが6例、全面回転へラケズリのなされ

るIII類 Cが6例と目立った。

なお、底部径から推測して、これらの長頚瓶の器形には

大小の二種が認められるらしいことがわかった。

( 4 ) 須恵器蓋第452図

須恵器蓋は47点を図示したが、それらを次の視点によっ

て分類してみた。すなわち、①内面のかえりの有無、②つま

み部の形状、③偏平度の 3点である。導き出された形態を

以下に記そう。

形態 Al 内面にかえりを有する葦で、つまみ部は径が

大きく中央が窪む皿状のもの。その中央に向か

つて器高が高まる器形。主に 2例が該当する。

A2 内面にかえりを有する蓋で、中央においても

器高の高まらない偏平な器形を呈する。 1例の

みでありつまみ部の形状は不明。

形態 Bl 底菌にかえりを有きない蓋で、つまみ部が環

状もしくは血状を呈するもの。その中央に向か

434 

AI H-I07 1 

ーとごプー T正工三三さ戸

A2 H-lu7 2 

ぷ三重ミ
81 H-44 3 

戸~再三しでごえ

82 H-53 1 

5z妥bh司

CI 
H-89 1 

ぷ毛主人
CI H-29 1 

C2 ~三重量、 H一回 1

第452図須恵、器蓋分類図



3 前回遺跡における奈良・平安時代の土器様相

って器高が高まる器形。主に 3例が該当する。

Bz 内面にかえりを有きない蓋で、つまみ部が皿状を呈するもの。その中央においても

器高が高まらず、偏平な器形を呈する。偏平な点においてはAzと共通する。 l例認め

られた。

形態 C1 内面にかえりを有きず、つまみ部が宝珠形を呈するもの。なお、口径の点において

H -29-1のように口径の大きいものと、 H-89-1のように口径のきわめて小さい

ものなどがみられる。主に16例が該当する。

Cz 内閣にかえりを有きず、つまみ部が偏平なボタン状を呈するもの。なお、本例のつ

まみ部の形状は、 C1の宝珠形つまみの退化したものと捉えることができ、 C1の範鳴に

含めて理解することも妥当といえる。 9例認められる。

以上、須恵器蓋の形態を示したが、これらの葦は基本的には杯類とセットをなすものと考えら

れる。ちなみにH-7号住居祉では、須恵器杯と蓋がセットで出土しており、貴重な事例といえ

る。一方、 B1の葦は、佐波理坑蓋の模放形態とされ(西 1974)、特定形態の域とのセット関係も

想定できょうが、むしろ在地にあってはそのようなセット関係は崩れ、独立した器種として存在

しているものとも思われる。

( 5 ) 須恵器円面硯第453図

須恵器円面硯は、 H-20号住居祉・H-108号住居祉の 2軒から各 1

点ずつ検出されている。この 2軒は、前田遺跡第四期(8世紀第IV四

半紀から 9世紀初頭)に位置付けられるものである。

H-20の円面硯は、脚台部に 9ケ所の透しを有するもので、その脚

部には 4条の沈線が認められた。磨墨面には顕著な磨滅もみられず、

墨の付着も認められなかった。

H-20 1 

7一二!二二ミ

日-108 1 

第453図円面硯

H-108の円面硯は、脚台部を失うが、おそらくその脚台部に透しを持たないことが、前田遺跡

佐久市分出土の円面硯二例から類推できる。本円面硯の磨墨面には、磨墨による磨滅や墨の付着
(1) 

は認められなかった。

なお、鋳師屋遺跡群のおける円面硯の出土事例は、現在まで、に総数5例となっている。内訳は、

前田遺跡御代田町分 2例・同佐久市分2例、小諸市鋳物師屋遺跡 1例である。
(2) 

註

(1) 佐久市前田遺跡では、本第II期(8世紀第II四半期中心)に位置付けられる住居祉 2軒(H-

3、H-5)から 1点ずつ円闇硯が検出されている。

(2) 小諸市教育委員会花岡弘氏の御厚意により、実見させていただいた。
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( 6 ) 須恵器その他の器種 第454図

須恵器では、これまで、扱ってきた器種の他、壷・短頚壷・鉢・警などが検出されている(第454

図)。しかしいずれの器種も断片であったり、僅少で、あったりして実態を捉えるに至らなかった。
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3 前田遺跡における奈良・平安時代の土器様相

( 7 ) 土師器杯 第455図

本遺跡において検出され、図示し得た土師器杯は31個体ある。

それらは、器形・調整・暗文等の属性をふまえたうえで、以下

に形態分類される。

形態 A 底部は偏平な丸底を呈し、体部が弓なりに湾曲す

る器形。外面は口縁部を中心にヨコナデがなされた

後、底部から口縁部近くまでへラケズリがなされる。

内面はヨコナデがなされる。ロクロ整形によらない。

図示し得たのは 4個体のみである。

形態 B 内面体部に放射条暗文が施こされ、見込み部には

ラセン状暗文が施こされる。外面は、口縁部を中心

にヨコナデがなされた後、体部に横位のへラケズリ

A人三Lノ山 2

B¥ミE山ノ
H-I02 1 

C H-41 4 

D 

第455図 土師器杯分類図

がなされている。また、底部にも全面にへラケズリがなされる。平底のもの (B1)と

偏平な丸底のもの (B2) とに分類できる。図示し得なかったものも含め18個体が確認

された。なお、本形態については後に詳述することになる。

形態 C 底部は偏平な丸底を皇し、体部が弓なりに湾曲する器形。内面は黒色研磨のなされ

るものと、単にへラミカ、、キのみがなされるものとがある。外面は体部から底部にかけ

てへラケズリがなされ、口縁部には若干のへラミカゃキがなされる。ロクロ整形によら

ない。図示し得たのは 4個体のみである。

形態 D 底部は平底を呈し、体部が外反する器形。ロクロ整形による。内面は黒色研磨がな

される場合が圧倒的に多いが、へラミカ、、キのみの場合もみられる。外面体部はロクロ

ヨコナデ痕を残したまま未調整である(ただし厳密には底部からのへラケズリが体部

最下位におよぶ場合がある)。底部はロクロからの切り離しの後、全面に手持ちへラケ

ズリのなされる場合がほとんどある。なお、回転糸切りのまま調整の底部が 1例のみ

認められている (H-20・6)。

( 8 ) 土師器長胴窪 第456・457図

土師器長胴窪は、須恵器杯とともに、当該期の土器組成中にあっては最も普遍的な器種といえ、

その土器様相を考えるつえにおいて欠かせないものである。

ここでは、次の 4つの視点、すなわち①器形・②器厚・③調整・④胎土のあり方から形態分類
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を行い、その変遷を追ってみることにする。

まず、形態は以下のように分類される。

形態 A 長胴を呈し口縁部がゆるく外反する器

形。肉厚で、、最大径は口縁部にある。胴

部外面においては、息、の長いへラケズリ

が下から上へ(口縁部近くまで)なされ

るのが特徴。胎土は以下の形態に比べ精

選きれない。図化できたのは 3例のみで

ある。

形態 Bl 長胴を呈し口縁部が「く jの字状に外

反する器形。肉薄で、最大径は口縁部に

ある。腕部外面においては、上位に横方

向のへラケズリ、中~下位に縦方向のへ

ラケズリがなされる。また、腕部内面に

はへラナデがなされている。口縁部はヨ

コナデによる。胎土は形態Aに比べ精選

されている。図化した嚢のうちの22例が

これに該当した。

B2 長胴を呈し口縁部が「く Jの字状に外

反する器形。 Blと異なるのは、最大径が

胴部上半にあることである。また、口縁

部の外傾度はBlに比べゆるくなり、立ち

上がり気味となる。調整手法・胎土等は

Blと変わらない。図化したもののうち53

例がこれに該当した。

形態 C 長胴を呈し口縁部が「コJ字状に外反

する器形。肉薄で、最大径は胴部上半に

ある。網部外面においては、上位に横方

向のへラケズリ、中~下位に縦方向のへ

ラケズリがなされる。胴部内面にはへラ

ナデがなされ、口縁部にはヨコナデがな

されている。胎土は形態Aに比べ精選さ
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81 82 C 

-8世紀第 I四半紀 8世紀第II四半紀 8世紀第m四半紀 8世紀第W四半紀一

第457図 土師器長胴聾器形変遷模式図

れている。 16例がこれに該当した。

なお、ここでいう形態B2はいわゆる「く Jの字状口縁の「武蔵型饗J、形態Cは「コJの字状口

縁の「武蔵型窪Jと同様なものである。近年、この種の窪は武蔵地域のみならず、上野・下野そ

してこの信濃地域の一部において認められており、広範囲にわたる分布のひろがりが予想される。

したがってこの種の饗について、「武蔵」という地域的限定を伴った型式名が与えられるべきでは

なく、ここでもそのような名称を用いないことにする。

きて、本来であれば土器群全体の様相が把握され、その変遷が明らかにされて後、個々の器種

の変化が語られるべきであろうが、ここでは後の説明の煩雑きを解消するため、後に捉えられる

土器様相から見出すことのできる土師器長胴窪の変遷を追ってみることにする。

その変遷は以下に記す(第457図)0 

① 土師器長胴窪の形態変遷は、相互に重なり合う部分をもちながらも、古いものからおおよ

そ形態A→Bl→B2→Cの)1慎で追える。

② 形態Aから Blへと移る過程においては、器種の肉薄化、胎土の精選化、へラケズリの調整

方向の変化、口縁部の伸張化、口縁部の外傾化、胴部のふくらみが強まる、等の変化が認め

られる。胎土の精選化は肉薄の器厚への対応を示すものであろう。なお、形態Bの系譜を形

態Aに求め得るかどうかは、微妙な問題でもある。

③ 形態Blから B2へと移る過程においては、最大径が口縁部から胴部上半部へと移る、口縁の

外傾化が弱まる、胴部から口縁部への変換点のシャープさがなくなる、胴部のふくらみが強

まる等の変化が認められる。

④ 形態Cの系譜を B2に辿り得るものかどうかは微妙な問題でもあるが、 B2から Cへと移る
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過程においては口縁部の「コJの字化が認められる。「コ」の字の屈曲は時期が下がるにつれ

てますます強まるようである。

⑤ 形態A→Bl→B2へと移る過程においては、器高の短縮化がみられるようであるが、各形態

において底部まで残る個体が少ないため言明できない。

( 9 ) 土師器小形球胴護 第458図

土師器小形胴窒と認識できるものは29個体ある。それらは、

器形・器厚・胎土・調整等のあり方から以下に形態分類できる。

形態 A 口縁部は外反し、胴部は球状を呈し、底部平底を

呈する器形。肉厚で、腕部外面には主として縦方向

のへラケズリがみられる。胎土は形態Bに比べ精選

きれない。 10個体認められた。

形態 B 器形は形態Aと変わらないが、ロクロ整形による

もの。外国胴部下半には、須恵器の調整にみられる

叩き目、内面胴部下半には青海波文がみられる。 1

例のみ認められた。

形態 C 口縁部は外反し、胴部球状を呈する肉薄な器形。

鯛部外面にはへラケズリがなされ、胴部内菌にはへ

ラナデがなされる。胎土は形態Aに比べ精選される。

小形窪とはいえその大きさには大小 2種が認めら

れそうである。

18個体を該当させることができるが、このうち底

部のないものの中には台付警が含まれる可能性も残

る。

(10) 土師器碗第459図

土師器域に分類きれる個体は、僅かに 3点認められたにすぎ

ない。本器種は一部土師器坪と同様な器形を呈しており、底分

が困難な面があるが、ここでは便宜的に口径5.9cm以上、器高7.1

cm以上のものについて域とした。
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3 前回遺跡における奈良・平安時代の土器様相

検出された域は、いずれも内面黒色研磨がなされており、外面においてもへラミカホキが認めら

れる。器形は、いずれも丸味をおびた底部をみせ、全体により半球状に近い器形をみせるものと

(H-46・3、H-86・5)、やや偏平な器形をみせるもの (H-6・4)がみられた。

なお、これらは、佐波理器の模放といわれている(西 1974)飛鳥II.飛鳥皿段階の杯A ・杯

Cの器形に近似していることが注意される。

(11) 土師器その他の器種 第460図

これまで取り上げてきた以外の土師器器種についてふ

れておこう。

まず、高台付杯は、ロクロ整形により内面黒色研磨の

なされたものが1点ある (H-37・9)。

高王手は 3点認められたが、 1点はロクロ整形によらな

いもので (H-22・1)、他の 2点はロクロ整形によるも

のである (H-19・6、H-98・2)。ただしこの 2点

は、前述したような「環元焔焼成が不充分な須恵器」で

ある可能性も残る。

特殊な器種としては、 H-93・1の高台付高杯がある。

本器種と同様な器形を示す例は、千葉県金市山田水呑遺

跡第79号住居社(山田水呑遺跡調査団 1977)の須恵器

にみられる。仏具等の模放形態とも考えられょうか。
(l) 

高士不

H-46 1 

護

第460図 土師器その他の器種

この他、皿が2点 (H-46・1、H-86・6)、手控土器 1点 (H-86・1)がみられた。

台付窪は 3点検出されたが (H-33・7・8、H-108・18)、いずれも器体の一部を欠いてお

り全体を知り得なかった。

前述した以外の土師器室では、日縁部が短く外反し胴部が直線的に下降するもので、刷毛目状

調整がなされた饗もいくつかみられた(耳-19・9・10、H-44・11)0 H一 号住居祉にみら

れた土師器大斐は、須恵器大奮の模放によるものと考えられ注意きれる。

なお、検出された器種のうちでも、甑は認められなかった。

註

(1) 長野県史刊行会笹沢浩氏の御教示による。
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(12) 奈良・平安時代の土器様相とその編年的予察

きて、これまで、当該期土器についての器種分類および、形態分類を行ってきた。殊にその中で

も、須恵器杯についてはその構成様相を明らかにし、その構成様相が段階を追って変化すること

を明らかにした。

ここでは、構成様相の変化が、当該期をさらに商するうえでの重要な要件であると考え、須恵

器杯の構成段階に対応する各器種・各形態の組み合わせを捉えてみたい。そしてその各段階毎の

土器様相全体を明らかにし、編年を組み立ててみよう。

なお、本編年について「予察Jとしたのは、本遺跡群の広がりがさらに大きなものであり、現

在継続中の調査の成果のいかんによって、細部の様相が修正される可能性をも苧んでいるからで

ある。

各段階の土器様相 第168表

各段階毎の基本土器組成を明らかにするためには、住居社内における真の共伴遺物を抽出する

ことが第一義であろう。この点において、いわゆる一括資料 (Fund)がまず有効なものとして見

出されてくる。しかし、良好な一括資料が住居祉において遺存する状況は稀であり、実際に我々

が扱わなければならない遺物のほとんどは、遺構覆土中のものである。だが、覆土中の遺物の共

伴性についても、統計学的方法で伴出頻度をみることによって検証でき、有効性を持たせること

ができる。

ここでは、山田水呑遺跡の報文において用いられたような共伴頻度表(松村 1977) を作成し、

各段階にみられる主要な土器器種をふるい出した。そこから窺えた各段階の土器様相について以

下に記す。

第 l段階 須恵器杯の構成様相 1で代表される段階。

442 

① 底部が丸味をおびた平底を皇し、回転へラキリのまま未調整の須恵器坪形態Aがそ

の組成の主体をなす。

② 須恵器坪形態Bも土器組成中にみられる。

③ 須恵、器高台付杯では、形態、A'Cはみられるが法量の大きい形態Bはみられない。

④ 土師器杯では、ロクロ未使用・丸底・体部内湾気味の形態Aがある。

⑤ 須恵器蓋では、かえりを有する形態Aがみられ、形態B・Cもみられる。

⑥ 土師器長胴窪では、前時代の様相を色濃く残す、肉厚・長胴・縦方向へラケズリを

みせる形態Aが残っている。

⑦ 土師器長胴護で主体となるのは、肉薄・ r< Jの字状口縁の形態B1で、ある。その最大
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径は口縁部にある。

⑧ 土師器小形球胴墾では、肉厚で縦方向のへラケズリのみられる形態Aが特徴的に存

在している。

第 2段階 須恵器杯の構成様相 2で代表される段階

① 須恵器杯形態Aでは、底部に全面手持ちへラケズリがなきれ、丸味を帯びた平底を

みせるものが特徴的に見出せる。回転糸切り手法は認められない。

② 須恵器杯ではこの他形態B.Cもみられる。

③ 須恵器高台付杯は、形態Cが認められる。

④ 土師器杯では、畿内型暗文の施こされる形態Bが特徴的に認められる。

⑤ 須恵器蓋では、環・盟状つまみでかえりを有きない形態Bがみられ、宝珠つまみの

形態Bもみられる。

⑥ 土師器長胴斐では、形態Bの「く」の字状口縁ものが主体的にみられるが、そのな

かにあっても口縁部に最大径がある B1より、胴部上半に最大径がある B2が圧倒的に

多い。

⑦ 土師器小形球胴窪では、肉厚な形態Aも存在するが、肉薄な形態Cもみられる。

第 3段階 須恵器杯の構成様相 3で代表される段階

① 須恵器杯形態Aでは、回転糸切りの後周囲手持ちへラケズリのなされるものが特徴

的にみられる。また、切り離しの後、全面手持ちへラケズリのなされるものも存在す

る。

② 須恵器杯ではこの他形態Bがみられ、形態Cも存在するものと思われる。

③ 須恵器高台付杯では、形態A.形態Cがみられる。

④ 土師器杯は、ロクロ整形・平底・内面黒色研磨の形態Dがみられるようになる。

⑤ 須恵器蓋には、形態B.Cがみられる。

⑥ 土師器長度嚢では、「く Jの字状口縁で胴部上半に最大径のある形態B1が主体を占め

る。

⑦ 土師器小形球胴裏では、肉厚な形態Aはみられなくなり、形態Bが主体的にみられ

るようになる。

第 4段階 須恵器杯の構成様相 4に代表きれる段階

① 須恵器杯では、回転糸切りのまま未調整のものがそのほとんどを占める。
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第168表 時期別出土器種・形態数一覧表

須恵器葦
須恵器

土師器杯 土師器長胴喜美
土師器

高台付邦 小形球胴嚢

A B C A B C A B C D A B1 B2 C A B C 

2 3 3 1 2 3 2 1 l 3 13 8 1 5 1 1 

1 2 8 1 3 7 2 3 5 27 2 5 4 

2 3 2 3 2 1 1 。2 3 9 1 1 6 

一-11 6 2 8 一-12 11 。 8 

② 須恵器高台付坪では、殊に形態Bが顕在化するようになる。

③ 土師器杯て、、は、ロクロ整形・底部平底・内面黒色研磨の形態Dの存在が顕在化し始

める。

④ 土師器長胴棄では、「く jの字状口縁で、胴部に最大径のある形態Bzも存在するが、

「コJの字状口縁の形態Cの存在が顕在化しつつある。

⑤ 土師器小形球胴斐は、肉薄の形態Cのみの存在に限られるようになる。

以上、当該期における 4段階の土器様相について、その概要を列記してみたが、ここでいう「段

階」とは、「時期Jと言い換えることも可能で、ある。ところで、前述したように、本遺跡において

はすでに古墳時代中期・後期において集落が形成されており、それらは第 I期・ II期・ III期とし

て位置付けられている。本第 1段階は、その第III期(古墳時代後期中葉)より継続的に移行する

ものではないが、これを第IV期として位置付けておこう。したがって各段階は、次のような時期

として編年される。

第IV期(第 1段階)→第V期(第 2段階)→第VI期(第 3段階)→第四期(第 4段階)

2 当該編年と実年代

きて、当該編年における 4時期について、実年代を想定し、本項を閉じることにしよう。

まず、実年代推定の直接的根拠となり得るのは、紀年銘をもっ木簡・漆塗文書・墨書土器等で

ある。当然、本遺跡においてはこのような遺物は検出されておらず、また、近隣にも認められて

いない。一方、伴出古銭の鋳造年代は、共伴遺物の上限を押えることにおいてのみは有効といえ

る。古銭は、神功関宝 (765) が南隣りの野火付遺跡、高年通宝 (760)・隆平永宝 (796)・鏡益神

宝 (859)が北隣りの十二遺跡の各住居祉から検出されている。

実年代推定のための次の手だてとしては、操業期間の明確な窯祉からの製品や、流通(使用)期

間の限定される製品を遺物中に見出すことである。例えば、南関東においてそうされているよう
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3 前田遺跡における奈良・平安時代の土器様相

に美濃朝倉窯の製品をもって年代を与えたり、飛鳥・平城地域で用いられた畿内産の土師器をも

って年代を与える方法である。着用期間の限定される帯金具などをもっても、ある程度の年代を

与えることができょう。

最後の手段は、特定地域(例えば平城地域)の整然となきれた編年と在地の編年との整合化を

測り、その年代観を援用する方法である。そっした意味においては、与えられた年代は、実年代

たり得ないともいえる。しかしこの問題は、タイムスケールを大きくもつことによって解消され

よう。

以上の方法のいくつかを用いることによって、想定できた各期の実年代とは次のようである。

第W期 8世紀第 I四半紀を中心とした年代を想定しておく。理由は以下による。

① 佐久市分の前田遺跡のH-1号住居祉は、本IV期に位置付けられる住居祉である。こ
(1) 

のH-1号住居祉からは、胴製の巡方 1倍が検出されている。阿部義平氏によれば、この

巡方等の付される鍔帯は、 707年-796年・ 807年-810年の間に限定して着用されたとい

う(阿部 1976)。 この使用期間に基づけば、伴出した土器群は少なくとも707年を湖り

得ないことになる。

したがって本期の年代の一点を707年以降におくことができる。

② 本期の土器群は、 7世紀代の土器様相を一部にとどめている。例えば、須恵器蓋の内

面のかえりや、肉厚・息の長い縦方向のへラケズリをみせる長胴斐形態Aの存在がそれ

である。したがって 8世紀代においてもその時期がさほど下り得るものではない。

第V期 8世紀第II四半紀を中心とした年代を想定しておしその理由は以下による。

① 本期に特徴的な土師器杯Bにみられる畿内系暗文は、体部1段放射状暗文+見込み部ラ

セン暗文である。このような暗文構成は、畿内においてはすでに平城宮IIIの段階で、消失

している。したがって、ここにみられる暗文土器の展開は、平城宮III(代表SK820=749 

年)以前とみるのが妥当といえる。

② 本期に顕在化する土師器坪Blは、いわゆる盤状坪といわれるものである。南武蔵にお

いて土師器盤状杯が成立するのは、現在のところ 8世紀第II四半紀と考えられている(福

田 1983、河野 1983)。ここにおいて想定した年代は、南武蔵の年代観とも矛盾するも

のではない

③ 土器様相の連続性から、第IV期に後続し、第VI期に前出する年代が与えられるべきで

ある。

第VI期 8世紀第III四半紀を中心とした年代を想定しておく。

① 本期においては、回転糸切り手法が採用きれるのが特色としてあげ、られるが、当該期

編年研究の進んでいる南関東地方にあっても回転糸切り手法の登場は 8世紀第四四半紀
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V 総括

とされており(神奈川考古同人会 1983)その年代観と矛盾するものではない。

② 土器様相の連続性から、第V期に継続し第四期に前出する年代が与えられるべきであ

る。

第四期 8世紀第IV四半紀から 9世紀初頭にかけての年代を想定しておく。

① 本期の土器群に後続させることができるのは、野火付遺跡第II期の土器群である。野

火付遺跡第II期の土器群は、 9世紀前半に位置付けられるという猿投糸のいわゆる灰始

灰粕を伴っている。灰粕陶器の示す実年代をさらに繰り上げて考えるべきであるという
(2) 

指摘もあるが(高島 1971)、野火付第II期の土器群は神功開宝 (765) も伴っており、

少なくとも765年を湖り得ないことも明らかである。そのような点からいって野火付第II

期の土器群を 9世紀前半におくことは、妥当であるといえる。

いずれにしても、野火付第II期に先行する本期は、 9世紀前半未満の年代を与えるこ

とができる。

② 土器様相の連続性から、第VI期に後続する年代が与えられるべきである。

以上、奈良・平安時代の各時期の年代観を示してみた。各期は、四半世紀程度の存続期間を持

つことが明らかになった。

この年代観を今後継続される鋳師屋遺跡群の調査の成果によって検証し、さらに確かな年代観

の確立を目ざしてゆこう。

註

(1) 佐久市分の前田遺跡H-l号住居祉からは、第W期の様相を示す 土師器部形態A、土師

器室形態B1が検出されている。佐久市教育委員会の御厚意によって実見させていただいた。

(2) 愛知県陶磁資料館赤羽一郎氏の御教示による。

(13) 畿内系暗文を有する土師器杯について 第461図

後述する本遺跡第V期(8世紀第II四半紀中心)に特徴的な、土師器杯形態Bには、体部に一

段の放射状暗文、見込み部にラセン暗文が施されている。

ところで、土師器の器面に施される放射状暗文+ラセン暗文は、空間的には飛鳥・平城地域を

中心とした畿内に認められ、時間的には 7世紀から 8世紀にかけてみられるものである。ここに

おいて、かかる暗文は「畿内型」と認識される。

本遺跡の土師器杯にみられる特徴ある暗文は、この「畿内型」暗文の模放と考えられる畿内系

暗文である。なお、放射状暗文のみを取り上げてみたならば、在地においてもその糸譜を辿り得
(1) 

ないものではないが、ここにラセン暗文が加えられるとその存在はいわば特殊なものとなり、畿
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第461図 畿内系暗文を有する土師器1不

内との結び、つきが想定できるようになる。

以下には、ここでみられた畿内系暗文を有する土師器杯の特徴等について記す。

① 畿内系暗文を有する土器は、本遺跡において16軒の住居祉・ 2棟の掘立柱建物祉から、 19

個体(小破片も 1個体に含める)が検出されている。これが検出されたのは、 H-6、H-21、

H-23、H-41、H-44、H-46、H-48、H-54、H-70、H-88、H-101、H-102、

H-103、H-104、H-105、H-113の各住居祉と、 F-53、F-72の各掘立柱建物祉であ

る。

② 畿内系暗文を有する土器は、本遺跡第V期(8世紀第II四半紀中心)に特徴的にみられる。

③ 体部の放射状暗文は、畿内のそれと比べると太くかっ疎である。また、見込み部のラセン

暗文も太い。畿内のシャープな暗文に比べ、本暗文には全体的に稚拙な感を受ける。
(2)(3) 

④ 畿内系暗文を有する土器の器形には、底部平底で体部との境に稜がある Blと、底部丸底で

体部との境に稜をもたないB2がある。

殊に、畿内の杯A.杯Cにおいて、底部と体部との境に稜を持つBlのような器形は知られ

ていない。形態Blはいわゆる盤状杯とよばれる杯の形態と一致するものであろう。

⑤ かかる土器の大きさには、大小の 2種が認められそうである。ただし一定の法量分化をも

つものかどうかは個体数が少なくてわからない。

⑥ 本土器は、その中に畿内に認められない器形Blがみられることや、暗文が稚拙で、あるこ

と、胎土があまり精選きれないことなどから、おそらく畿内産ではないものと考えられる。

付編における胎土分析の結果では、本土器の胎土は在地の領域(石附領域)内に入札在

地産の土師器である可能性を示唆している。

註

(1) ここでいう畿内系暗文の概念は、西山氏のいわれる(西山 1984・1985)I畿内系暗文土器」
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の概念とはやや異なる。本用語は、いわば氏のいわれる「在地暗文土器Jの概念に近いもので

あろう。

また、林部氏は、「畿内産Jという用語を用いて、畿内における暗文土器を他と画している(林

部 1986)。

いずれにせよ、この種の土器についての系統だった用語の整理・統ーが急務であろう。

(2) 奈良県檀原考古学研究所において、石野博信・林部均氏の御配意により、飛鳥地域の檎前・

上山遺跡(林部 1985)の土器を実見させていただき、本遺跡のものと比較してみた。

(3) 佐久市若宮遺跡においても、体部に二段の放射状暗文・見込み部にラセン暗文の施れた邦が

1点検出されている(小山 1985)。若宮例は暗文もシャープで、法量や胎土も畿内のものと近

似している。この土地は、飛鳥IIもしくはIIIの坪AIに対比することができ、林部氏のいわれ

る「畿内産」土師器として捉えてよいものではなかろうか。

4 奈良@平安時代の石器@鉄器について

( 1 )石鍛

本遺跡の奈良・平安時代の竪穴住居祉5軒からは、黒曜石の石鎌4点とチャートの石室族2点が

検出されている。いずれもその出土状況は良好で、はないので、住居祉に伴うものかどうか判断し

難かった。石鎌はいわゆる飛道具としての移動性が高いので、遺構内に混入する可能性は大であ

る。ちなみに、『続日本後記』には石鎌が天から降ってきたとする記事がみえるので、当時の人々

にとって石鍛は実用から離れた好奇の対象だったことも窺える。

しかし一方で、は、石鎌=縄文時代の石器という安易な考えは避けるべきで、黒曜石やチャート

の原産地に近い本遺跡にあって、貴重な鉄鉱にかわる石鎌が副次的に行われる狩猟に用いられて

いたとしてもさほど疑問はなかろう。

( 2 ) 紡 錘車第462・463図

奈良・平安時代の10軒の竪穴住居祉からは、 6点の紡錘車と 5点の紡錘車未成品が検出されて

いる。

その材質をみてみると、 1点が滑石製・ 1点が須恵器製で、残る 9点は軽石製であった。殊に

軽石が多用される傾向が窺えようが、それはカマドの構材と同様、軽石が在地において入手し易

かったことと、加工が容易で、あったことに起因するものであろう。紡錘車における軽石の多用は

鋳師屋遺跡群のひとつの特色で、あるといえる。なお、須恵器製の紡錘車は、北佐久群望月町の岩

清水遺跡(望月町教育委員会 1986)においても検出されている。

きて、ここで、 10点の紡錘車の大きさと重さについてみてみよう。その最大径と重量について
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※日一19の11は須恵器製、他はすべて軽石製

奈良・平安時代の紡錘車 (1 : 3) 第462図
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第463函紡錘車最大径と重量のグラフ

は、第463図のグラフに示した。このグラフを見ると、その大きさと重きの分布がおおよそ 3群に

分かれることが理解される。すなわち 1. II ・III群である。 I群は径が 5cm程度で、重量100g未

満、 II群は径8-12cmで、重量は100-200g 、III群は径13cm重量420gを測るものである。

ところで、佐原呉氏によると(佐原 1979) r同じ繊維を重軽二種類の紡錘車で、撚ってみると、

重い紡錘車で、撚ったものは撚りが粗く、軽い紡錘車で、撚ったものは細かなものとなる。このよう

に紡錘車の性質を考えるうえでその重きは重要な特徴となる。jとの指摘がある。また、滝津亮氏

によれば(滝漂 1985)。石製紡錘車は麻糸系の紡錘に、鉄製紡錘車は紺糸系の紡錘に使用された

のではないかという推測がなされている。このようなことを合わせて考えると、本紡錘車におけ

る大きさ・重量の異なりは、紡がれる糸(麻糸?)の粗細を意味しているのではないかというこ

とに気づPく。しかしそれにしてもIII群の紡錘車は、従来のものの度を超えて大きなものであるこ

とが注意される。

ちなみに、小県郡海野郷からの調の麻布が正倉院中に現存していることからは、信濃における

麻布生産の一端が窺え、紡錘車による紡糸の実際を想起させてくれる。

( 3 )鉄器第464図

本遺跡から検出された鉄器は、鎌3、刃子3、銀1、燐鉄 1、その他不明なものである。鋤鍬

先等は検出きれなかった。

鎌は、第IV期の第 I区集落の 2軒の竪穴住居 (H-16、H-41)から各 1点ずつ、第四期・第

I区集落のH-25号住居祉より 1点の計3点が検出されている。うち、 H-16の 1点は破損品で、

他の 2点は完存品(ただし 2点とも折損する)である。完存品は 2点ともいわゆる曲刃鎌であっ

た。ちなみに、鶴間正昭氏によれば、曲刃鎌は 8世紀前半に出現し、それによって稲の根刈りが
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H-25・6

第169表遺跡毎における鉄製農具出土数

遺 跡 竪穴数 堀立数 鋤鍬先 鎌

日リ 田 104 87 。※ 3 

亡 山田水呑 143 52 5 

H-108・19 村 上 155 24 3 14 

井 頭 124 12 1 10 

O 5Ocm 鳶 尾 169 117 12 

第464図 奈良・平安時代の鉄器 向 原 184 161 10 

※ただし前田遺跡佐久市分においては 1点出土している。

一般化したとされている(鶴間 1985)。きて、鉄製品は鋳直しがきくものであり簡単に廃棄され

るようなことは少ないという鬼頭氏の見解(鬼頭 1985)に基づけば、一概にその出土数を問題に

することは危険で、あるが、とりあえず当該期の竪穴住居祉100軒以上が検出された集落とその数を

対比すると、第169表のようになる。かつて原島礼二氏は、鉄製農具は 6世紀以降には大家族の

もとにまとめて私有され、国分期になって各竪穴単位に私有が移行したとされた(原島 1965)。

一方で、鬼頭氏は 8世紀当時の集落ではど、の竪穴住居においても鉄製農工具が使用されていたと

みている(鬼頭 前掲)。本遺跡における鎌の出土率が当時の鉄製農具所有のどのような状況を

示すかは判断に苦しむ。しかしいずれにしても、その出土数以上に鉄器が存在したことはそれ以

上に出土した砥石の存在からも裏付けられよう。

きて、鎌の他は、 H-48号住居祉からは鉄鉱が、 H-20号住居祉からは刀子が出土している。

H-108号住居祉からは燐鉄が1点検出された。山口氏によれば機鉄は日常品ではなく儀式具、

祭器ではなかったかという (山口 1977)。本遺跡においても、燐鉄が出土したはH-108のみで

あること、同じH-108からは特殊遺物である円面硯が出土していることなどから、その特殊性を

考慮、しておこう。

なお、鉄器生産に関しては、 H-29号住居祉からスラグが検出されていることなどをみると、

本集落において簡易な製鉄はなされていたものとみて大過あるまい。
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

これまで、前回遺跡における土器様相について言及し、それらが 1~VIII期の 8 時期に時期区分

でき得ることを明らかにした。また、 I期は 5世紀第IV四半紀、 II期は 6世紀初頭、 111期は 6世

紀末葉から 7世紀前葉、 IV期が8世紀第 I四半紀、 V期が8世紀第II四半紀、 VI期が8世紀第皿

四半紀、 VII期は 8 世紀第IV四半紀~9 世紀初頭を中心に実年代がおさえられた。

それでは、各時期にいて遺構はどのようなあり方をみせ、また、その構造はどのように変化す

るのか。そして、各時期の遺構のまとまりである集落はいかなる様相をみせ、いかに変遷するの

か、ここでは、それらの諸点についての考察を加えよう。

その手順として、まず竪穴住居祉を取りあげ、火拠のあり方、規模、主柱穴のあり方の検討に

主眼をおいて、その構造を捉えてみる。そして、その構造変化を追ってみよう。

次に、掘立柱建物祉の構造についてふれ、その機能、所属期について考えてみる。また、各期

における竪穴住居社との組み合わせについてもふれなければなるまい。

最後に、遺構の総体としての集落、その様相についてふれ、集落の形成から消滅に至るまでの

変遷を追ってみよう。

なお、同一遺跡である前田遺跡の佐久市分については、現在これと併行して整理が進められて

いるため、その様相が明らかでない。したがって、集落全体の様相を追うのには、かなりの制約

を伴うのである。そうした事情もあって、ここでは佐久市分の前田遺跡の発掘調査成果の影響を、

直接的に大きく被らない地区の集落を中心に取り上げてゆきたい。その集落とは、自然地形によ

って画される第 I区の集落、第II区の集落、第III区の集落である。

( 1 ) 竪穴住居祉

竪穴住居士止の構造とその変化

前田遺跡における各期の竪穴住居祉の構造とその変化を追うために、全時期をとおしての住居

祉の構造の分類規準を示し、その規準にもとずいて各期の住居祉の構造を分類、相互に比較検出

してみることにする。

各期の竪穴住居士止の構造

まず、竪穴住居祉の構造の分類規準を示そう。

住居祉の構造を考えるうえで、最初に問題となるのは火拠のあり方である。基本的には次の三
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相

A B C D 

第465図 竪穴住居土止における主柱穴のあり方

者がある。

I 住居社内に炉を有するもの。

II 住居祉の壁中にカマドを有するもの。
(1) 

III 住居社内において炉・カマド等の火拠の認められないもの。
(2) 

次に、住居祉の規模を問題としよう。

E 

続いて、主柱穴のあり方を取り上げるが、基本的には次の 6者が認められよう(第465図)。

A 屋内に 4個の王柱穴が規則的に配されるもの。

B 屋内に 3個の主柱穴が規則的に配きれるもの。

C 屋内に 2個の王柱穴が対で配されるもの。

D 壁中に 2個の主柱穴が対で配きれるもの。

E 主柱穴のまったく認められないもの。

F その他。

以上、火拠・規模・主柱穴のあり方 3点が、まず住居祉の基本構造を考えるうえで重要なポイ

ントとなる。これに関連させて、付随するピットの有無、壁溝の有無、掘り込みの深さ等の属性

を拾いあげ検討してみよう。

このような視点からの分類作業に基づいて、抽出された各期の住居祉の構造とその構成を以下

に列記しよう。

第I期 本期の住居祉5軒について記す(第170表)。

① 炉を有する住居祉(1 )が3軒 (H-61・H-62・H-65)みられ、炉の認められな

い住居祉 (III)が2軒存在した (H-60、H-71)。

② 炉は、住居の中央よりやや一方の壁寄りに設けられていた。

③ カマドを有する住居 (II)は、本期には認められなかった。

④ 住居祉の面積としては、(第466図)、 4軒は約10-20m'の関におきるものであるが、 H-

61のみは65m2と他と掛け離れて大きなものであった。住居祉の平均床面積は26.3m'であ

る。
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V 総括

第170表第 i期竪穴住居壮一覧表

ン
遺構

平 面 フ。
フ

主軸方向
形 態 東西 南北 i5lτt ， 面積

炉 ピット 備 考

H-60 隅丸方形 4. 7 4. 8 O. 15 18. 7 N-19
0-W  無 E 

H-61 隅丸方形 8.3 8. 1 0.2 64. 7 N-70-W  有 A 

H-62 隅丸方形 4. 7 3. 8 O. 15 15. 3 N-23
0

-W  有 E 

H-65 隅丸方形 3.5 4. 1 0.2 11. 7 N-20
0-W  有 E 

H-71 隅丸方形 4. 9 5. 2 O. 25 21. 3 N-18
0-W  無 E 

単位m、rrf

⑤ 上記の約10~20mzの面積を有する住居祉 4 軒は、いずれも主柱穴の認められない (E)

ものであった。一方、大形のH-61は四方のコーナーに主柱穴が配されていた (A)。

第II期 本期の住居祉5軒について記す(第171表)。

①炉を有する住居祉(1 )が1軒(H-77)、炉とカマドの双方を有する住居祉が 1軒(H-

63)、カマドを有する住居社 (II)が3軒 (H-66、H-67、H-75)存在した。

カマドの登場と炉の消滅のという過渡的な様相が、これらの住居祉の火拠のあり方か

ら窺うことができる。

② 住居祉の規模としては、約14m2を測るやや小形のものが 1軒(H-63)、20m2前後を測

るいわば中形の住居祉が 2 軒 (H-66、 H-75) 、 35~40m2 を測る大形の住居祉が 2 軒

(H-67、H-77)認められた。

③ 住居祉の平均床面積は、 26.4m2で、ある。

④ 主柱穴は、大形の 2軒 (H-67、H-77) と小形の 1軒 (H-63) には認められなか

った。 (E)。一方、中形の 2軒では (H-66、H-75) 4本の主柱穴が認められた。双

方の住居祉の柱穴は、いずれも径の小きいものであった。

第III期 該当する 1軒の住居祉 (H-84) について記す。(第172表)。

① H一841ま、カマドを有する住居士u:(II)であった。

② 面積は、 13.1m2を測った。

③ 主柱穴は、まったく認められなかった。

第W期 該当する24軒の住居祉について記す(第173表)。

① カマドが確認されたのは、 24軒中22軒であったが、残りの 2軒もカマドを有していた
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相

第171表第 H期竪穴住居士ll:一覧表

平 面 フ。 フ ン
主軸方向

カマド
遺構 . ピッド 備 考

形 有包 東西 南北 深 面積 炉

H-63 隅丸方形 4.25 3. 85 O. 2 13. 5 N-28
0-W  

有
E 

カマドと炉の双

有 方を有する。

H-66 隅丸方形 5. 2 5. 15 O. 5 22. 2 N-17
0-W  

有
A 

無

H-67 隅丸方形 6. 6 5. 95 0.3 35.0 N-70-E  
有

E . 
無

H-75 隅丸方形 5.2 4. 75 0.3 19.8 N-1T-W 
有

A . 
無

H-77 隅丸方形 7. 0 6.6 0.2 41. 6 N-70-W  
無

E . 
有

単位m、d

第172表第111期竪穴住居壮一覧表

備考

単位m、d

ものと思われる。したがって、本期の住居祉のすべてがカマドを有していることになる。

② 住居祉の規模としては、 7-12m2の聞の小形のものが6軒、 14-20m2の中形のものが

11軒、 24-29m2の大形なものが 6軒、 36m2を測る大形住居が 1軒認められた(第

466図)。

③ 住居祉の平均床面積は18.8m2で、ある。

④ 主柱穴が4つ認められるAは17軒、主柱穴が 3つ認められる Bは1軒、主柱穴が屋内

に2つ認められる Cは1軒、壁中に 2つ認められる Dは1軒、主柱穴の認められないE

が4軒あった。

②で述べた大形住居はすべてAで、 Eは小形住居に限られていることも捉えられた。

⑤ ②で述べた大形住居・ Aには、壁溝が全周し、カマドと対峠する南壁際中央に 1・2

個のピットを有するものが特徴的に認められた。これは 4軒ある。

⑥ 各住居祉の最深部の数値を用いた本期の住居祉の深度の平均値は34cmで、ある。

第V期 該当する23軒の住居祉について記す(第174表)。

① 本期の住居祉は、重複によってカマドの存在が確認されなかった 1軒を除き、すべて

カマドを有していた。

② 住居祉の規模としては(第466図)、 7 -12m2の小形なものが5軒、 15-20m2の中形の
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V 総括

第173表 第IV期竪穴住居士止一覧表くその 1> 

平 面 フロ フ ン
遺構

形 態 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピット 備 考

H-1 隅丸方形 3.8 3. 8 O. 3 11. 7 N-13
0-W  北壁中央 E 

H-9 隅丸方形 4. 0 3. 35 O. 6 9. 8 N-14
0-W  北壁中央 E 

H-11 隅丸方形 4. 0 4. 9 0.35 20. 1 N-23
0-W  北壁中央 A 

H-16 隅丸方形 5.3 5. 03 0.2 24.3 N-14
0

-W  北壁中央 A 

H-19 隅丸方形 5. 45 5.75 0.5 24.7 N-50-W  北壁中央 A 

H-22 隅丸方形 4. 5 4. 6 O. 45 18 N-220-W  北壁中央 A 

H-29 隅丸方形 4. 35 4. 3 O. 3 15. 5 N-30-W  北壁中央 A 

H-38 隅丸方形 4. 7 4. 4 O. 4 16. 1 N-13
0-W  北壁中央 B 

H-39 隅丸方形 4. 6 4. 85 0.3 19. 9 N-24
0-W  北壁中央 A 

H-41 隅丸方形 5.5 5. 8 0.4 29. 1 N-13
0-W  北壁中央 A 

日-42 隅丸方形 4. 5 4. 4 0.3 16. 7 N-20-W  北壁中央 D 

H-52 隅丸方形 6.55 6. 15 O. 3 36. 7 N-30-W  北壁中央 A 

H-86 隅丸方形 4. 75 4. 9 O. 45 7.3 N-250-W  北壁中央 A 

H-94 隅丸方形 4. 7 4. 9 O. 12 20. 5 N-ll
O-W  北壁中央 A 

日-97 隅丸方形 3. 95 5. 0 0.2 15. 2 N-36
0-W  北壌中央 A 

H-98 隅丸方形 4. 8 4. 7 O. 2 17. 6 N-39
0

-W  北壁中央 C 

H-99 隅丸方形 5. 4 5. 4 0.25 26.4 N-25
0-W  北壁中央 A 

H-1∞ 隅丸方形 3.2 3.4 O. 02 10.8 N-27
0

一一W 北壁中央 E 

単位m、d
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相

第173表 第IV期竪穴住居祉一覧表くその 2>

遺 構
平 面 フ。 フ ン

形 有包 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピッ卜 備 考

H-101 隅丸方形 4. 0 3. 5 0.2 12. 5 N-22
0-W  北壁中央 A 

H-107 隅丸方形 5. 0 4. 65 0.2 19. 1 N-60-W  北壁中央 A 

H-109 隅丸方形 4. 0 3.2 O. 3 10.8 N-12
0-W  E 

H-11O 隅丸方形 4. 4 4. 6 O. 6 14.9 N-50-W  北壁中央 A 

H-111 隅丸方形 5. 8 5. 5 O. 4 28. 4 N-90-E  北壁中央 A 

H-114 隅丸方形 5. 2 5.4 O. 4 25. 0 N-OO-W A 

単位m、rrf

ものが10軒、 22-28m2の大形なものが 7軒、 35討を測る大形住居が I軒認められた。

③ 住居祉の平均床面積は19.0m2である。

④ 主柱穴が4つ認められるAは17軒、 3つ認められる Bは1軒、 2つのCはl軒、まっ

たく認められないEが4軒あった。

C'Eは、②で述べた小形住居に限られることも捉えられる。

⑤ 壁溝の認められる住居祉は 2軒のみで、②でいう大形と最大の各 1軒ずつで、あった。

⑥ カマドと対峠する南壁際中央に、ピットを 1個有する住居祉が4軒認められた。

⑦ 各住居祉の最深部の数値を用いた本期の住居祉の深度の平均値は30cmで、ある。

第四期 該当する15軒の住居祉について記す(第175表)。

① 本期の住居祉では、 14軒がカマドを有し、小形の 1軒のみがカマドを持たなかった。

② 住居祉の規模としては、 7-13m2の小形のものが6軒、 17-20m2の中形のものが6軒、

23m2の大形のものが2軒、 33m2を測る大形のものが 1軒認められた。

③ 住居祉の平均床面積は、 16.7m2で、ある。

④ 主柱穴が4つ認められるAは9軒、 3つ認められる Bは1軒、主柱穴の認められない

Eは5軒あった。

Aは②でいう中・大形住居に、 Eは小形住居に限られることが捉えられる。

⑤ 壁溝の認められる住居祉は 2軒あるが、 1軒は最大の面積をみせる住居であり、もう

1軒は中形のものであった。

⑥ カマドのある北壁中に 2個のピット(柱穴)を有する住居祉が2軒存在した。
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第174表第V期竪穴住居土Il:一覧表くその 1>

平 面 フ。
フ ン

遺構
東西 南北

主軸方向 カマド ピット 備 考
形 態 深 面積

H-6 隅丸方形 4. 1 3. 7 0.2 12. 5 N-70-W  北壁中央 C 

H-10 隅丸方形 4. 8 4. 9 O. 1 20.2 N-12
0-W  北壁中央 A 

H-14 隅丸方形 5.7 5. 88 O. 2 28. 6 N-14
0-W  北壁中央 A 

H-21 隅丸方形 4. 35 4. 4 0.3 16. 2 N-17
0-W  北壁中央 A 

H-32 隅丸方形 5.25 5. 6 O. 15 25.3 N-22
0-W  北壁中央 A 

H-37 隅丸方形 5.3 5. 15 0.3 24. 1 N-60-W  北壁中央 A 

H-45 隅丸方形 4. 8 4. 85 O. 4 18. 2 N-12
0-W  北壁中央 A 

H-47 隅丸万形 4. 05 4.25 O. 1 15. 7 N-15
0-W  北壁中央 A 

H-48 隅丸方形 5. 65 5. 7 O. 3 27.8 N-70-W  北壁中央 A 

H-53 隅丸方形 6. 1 4. 9 O. 4 25.4 N-80-W  北壁中央 A 

H-54 隅丸方形 4. 7 4. 7 O. 25 18.8 N-40-W  北壁中央 A 

H-78 隅丸方形 4. 4 3. 8 O. 2 15.5 N-l0
0-W  北壁中央 A 

H-80 隅丸方形 5.0 5. 1 O. 4 22.9 N-14
0-W  北壁中央 A 

H-81 隅丸方形 4. 3 4. 4 O. 5 14. 6 N-lOO-W 北壁中央 A 

H-87 隅丸方形 5. 2 5. 3 0.5 24.3 N-28
0-W  北壁中央 A 

H-88 隅丸方形 3. 6 2. 8 O. 3 7. 7 N-20
0-W  北壁中央 E 

日-90 隅丸方形 4. 1 3. 1 0.4 9. 4 N-80-W  E 

H-102 隅丸方形 4. 5 4. 6 O. 2 17. 1 N-30-W  北壁中央 A 

単位m、rrf
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

第174表第V期竪穴住居祉一覧表くその 2> 

平 面 フ。 フ ン
遺 構

形 態 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピット 備 考

H-103 隅丸方形 4. 9 4.9 O. 4 19. 5 N-30-E 北壁中央 A 

H-104 隅丸方形 4. 6 4. 35 O. 15 17.8 N-20-W  北壁中央 A 

H-105 隅丸方形 4. 0 3. 6 0.2 11. 2 N-OO-W 北壁中央 E 

H-112 隅丸方形 3.5 3.3 O. 7 8. 8 N-50-W  北壁中央 E 

H-113 隅丸方形 6.3 6.8 0.35 35.8 N-OO-W 北壁中央 B 

単位m、d

第175表第VI期竪穴住居壮一覧表くその 1> 

平 面 フ。 フ ン
遺構

ID 育包 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピット 備 考

H-23 隅丸方形 4. 4 4. 85 O. 25 18. 0 N-ll
O-W  北壁中央 A 

H-28 隅丸方形 4. 95 5. 0 0.3 20. 1 N-70-W  北壁中央 A 

H-36 隅丸方形 3.4 3. 1 O. 2 8. 9 N-80-W  北壁中央 E 

H-43 隅丸方形 4. 8 4. 7 0.25 18. 6 N-80-W  北壁中央 A 

H-44 隅丸方形 4. 8 4. 3 O. 45 18. 0 N-50-W  北壁中央 A 

H-46 隅丸方形 4. 0 3. 9 0.5 13. 2 N-90-W  北壁中央 B 

H-49 隅丸方形 5. 3 5. 2 O. 4 23. 9 N-40-W  北壁中央 A 

H-55 隅丸方形 6.2 6.5 0.35 33. 3 N-40-W  北壁中央 A 

H-117 隅丸方形 3.3 2. 8 O. 5 7. 6 N-8
0

-W  北壁中央 E 

H-64 隅丸方形 3. 3 3. 05 0.4 8. 4 N-13
0-W  北壁中央 E 

H-68 隅丸方形 3. 7 3. 3 0.2 10.9 N-13
0-W  無 E 

単位m、d

459 



V 総括

第175表第VI期竪穴住居祉一覧表くその 2>

ン平 面 フ。
フ

遺 構
形 台旨 東西 南北 深 面積

主軸方向 カマド ピット 備 考

H-69 隅丸方形 4. 35 4. 8 O. 2 17.9 N-9
0

-W  北壁中央 A 

H-72 隅丸方形 3.2 3. 1 0.5 7.9 N-80-W  北壁中央 E 

H-79 隅丸方形 5. 4 5. 1 O. 3 23. 8 N-18
0

-W  北壁中央 A 

H-93 隅丸方形 4. 5 4. 9 O. 2 20.5 N-60-W  北壁中央 A 

単位m、rrf

また、カマドと対峠する南壁際中央にピットをもっ例が1軒あった。

⑦ 各住居祉の最深部の数値を用いた本期の住居祉の深度の平均値は33cmで、ある。

第四期 該当する39軒の住居祉について記す(第176表)。

① 本期の住居祉は、カマドを有するものが35軒、次に述べる小形の住居祉でカマドを有

きないものが2軒、その存在が不明なものは 2軒あった。

② 住居祉の規模としては、 3~ 4 m2の最小のものが4軒、 7~13m2の小形住居祉が24軒、

16~19m2の中形住居祉が 7 軒、 28m2の大形住居士ll:が 1 軒認められた。

③ 本期の住居祉の平均床面積は11.8m2で、ある。

④ 主柱穴の 4つ認められる Aは5軒、 3つのBが 1軒、 2つのCが 4軒、壁中に 2つの

主柱穴が認められる Dが10軒、主柱穴の認められないEが15軒、屋内に 2個壁中に 2個

認められる例Fが 1軒あった。

⑤ 壁溝の認められる住居祉は 3軒あった。

⑥ 各住居祉の最深部の数値による本期の住居祉の深度の平均値は19cmで、ある。

第四期 該当するのは 2軒の住居祉である。

① 2軒とも炉を有する住居祉であった。

② 2軒とも面積は20m2前後を測った。

③ 一方 (H-73) は主柱穴の 2つ認められる C、もう一方は主柱穴の認められないEで

あった (H一74)。

④ 双方とも周溝は認められず、壁高は10cm程度を測った。

竪穴住居祉の構造変化第466・467図

以上、各期の竪穴住居祉の構造の諸類型を捉えてみた。

ここでは、本遺跡において継続して営まれる集落のなかで、住居祉の構造がどのように変化す
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

第176表 第VII期竪穴住居壮一覧表くその 1> 

平 面 フ。 フ ン
遺構

形 態 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピット 備 考

H-2 隅丸方形 4. 0 3.5 O. 15 11. 9 N-50-W  北壁中央 D 

H-3 隅丸方形 5.5 6. 1 O. 1 28. 1 N-14
0-W  北壁中央 A 

H-4 隅丸方形 3. 66 3. 25 O. 1 9. 9 N-16
0-W  北壁中央 D 

H-5 隅丸方形 3. 8 3. 4 O. 1 10. 5 N-lQO-W 北壁中央 D 

H-7 隅丸方形 4. 35 4. 2 0.2 16. 2 N-60-W  北壁中央 C.D 

H-8 隅丸方形 3. 9 3. 5 O. 1 12. 7 N-20-W  北壁中央 E 

H-12 隅丸方形 3. 65 3. 4 10. 7 N-lQO-W 北壁中央 E 

H-13 隅丸方形 3. 5 3. 4 O. 1 10. 3 N-14
0-W  北壁中央 D 

H-15 隅丸方形 3.9 3. 7 0.05 12. 9 N-3
0

-W  無 E 

H-17 隅丸方形 4.7 4. 7 O. 1 18.9 N-19
0

-W  北壁中央 E 

H-20 隅丸方形 3. 8 4. 1 O. 15 13.0 N-I0
0-W  北壁中央 E 

H-24 隅丸方形 3.6 3. 28 0.2 10.0 N-2
0

-W  北壁中央 D 

H-25 隅丸方形 3. 5 3. 0 O. 25 8. 5 N-14
0

-W  北壁中央 E 

H-26 偶丸方形 4. 35 3. 7 O. 25 13. 1 N-I0
0-W  北壁中央 D 

H-27 隅丸方形 2.9 3.7 O. 1 9.6 N-160-W  北壁中央 D 

H-30 隅丸方形 3. 33 3.6 O. 1 10. 7 N-130-W  北壁中央 D 

H-31 隅丸方形 3. 65 3. 4 O. 05 10.8 N-1r-w 北壁中央 D 

H-33 隅丸方形 4. 25 3. 5 O. 15 11. 9 N-19
0-W  北壁中央 C 

'-

単位m、rrf
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V 総括

第176表 第VII期竪穴住居士止一覧表くその 2> 

平 面 フ。 フ ン
遺構

形 態 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピット 備 考

H-34 隅丸方形 2. 85 2. 92 O. 1 7. 2 N-14
0

-W  無 E 

H-35 一 E 

H-40 隅丸方形 2.35 2. 4 O. 15 4.7 N-70
0-E 東壁中央 E 

H-50 隅丸方形 (2.8) 3. 9 O. 25 一 N-7
0

-W  E 

H-51 隅丸方形 (2.1) 3.7 O. 15 N-70-W  北壁中央 E 

H-57 隅丸方形 4.7 5. 1 O. 2 19. 4 N-OO-W 北壁中央 C 

H-58 隅丸万形 4. 75 4. 6 O. 45 17. 5 N-OO-W 北壁中央 A 

H-59 隅丸方形 3. 6 3. 7 0.4 18. 7 N-20-W  北壁中央 B 

H-70 隅丸方形 3. 45 3.7 O. 15 11. 0 N-90-W  北壁中央 C 

H-76 隅丸方形 3. 87 3. 15 O. 2 10. 7 N-l1O-W  北壁中央 C 

H-82 隅丸方形 3. 5 2.93 O. 05 9.0 N-180-W  E 

H-83 隅丸方形 3. 8 4. 1 0.2 11. 9 N-82
0

一一E 東壁中央 B 

H-85 隅丸方形 2. 9 2. 9 0.25 7.3 N-19
0-W  北壁中央 E 

H-89 隅丸方形 4. 8 4. 55 0.4 18. 5 N-15
0-E 北壁中央 A 

H-91 隅丸方形 3. 6 3. 15 O. 5 8. 3 N-1T-W 北壁中央 D 

H-92 隅丸万形 2. 8 2. 4 O. 3 4.2 N-150

一-E 無 E 

H-95 隅丸方形 3. 1 3. 2 O. 3 8. 3 N-20
0-W  無 E 

H-106 隅丸方形 3. 3 3.2 O. 2 5. 4 N-OO-W 北壁中央 E 

単位m、nf
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相

第176表第VII期竪穴住居壮一覧表くその 3> 

平 面 7
0 

フ ン
遺構

形 台包 東西 南北 深 面積
主軸方向 カマド ピット 備 考

H-116 隅丸方形 2.4 2. 1 0.2 3. 8 N-19
0-W  無 E 

H-108 隅丸方形 4. 9 5. 3 O. 6 19. 2 N-70

-W  北壁中央 A 

H-115 隅丸方形 3. 2 4. 0 O. 1 10.8 N-50-W  北壁中央 E 

単位m、d

るかを追ってみる。したがって、第 I期→第II期と、第W期→第V期→第VI期→第四期という集

落変遷のなかの竪穴住居構造の変化を、中心に取り上げることになる O

。第 I期→第II期

古墳時代中期後半にあたる第 I期から第II期の住居祉の構造変化とは以下のようである。

① 第 I期から第II期へと移行するなかで、最も大きな住居祉の構造変化とは、カマド

の登場と炉の消滅である。第II期の住居祉中には、カマドと炉の双方を有する住居祉

も認められ、過渡的な様相も窺えた。

② 第 I期・第II期ともに住居祉の平均床面積は変わらず、 26m2を測った。

③ 第 I期・第II期を通じての住居祉の主柱穴のあり方には、主柱穴 4つのみられるA

か主柱穴のみられないEの二者が認められたのみであった。殊に、主柱穴のみられな

いEの存在は特徴的で、大形の住居祉においてもこれに該当するものもあった。

。第IV期→第V期→第四期→第四期

8~9世紀初頭・奈良時代から平安時代初頭にあたる第IV期から第VII期にかけての

住居祉の構造変化とは以下のようである。

① まず、各期を通じて、カマドが普遍的に認められることがいえる。

② 一方、第VI期・第四期では、カマドを有きない小形の住居社も僅かに認められる。

③ 住岩祉の平均床面積は、第IV期から第V期では19m2程度と変わりないが、第VI期で

16m2とやや減少し、第VII期においては11m2と前2期に比べ半減することが捉えられる。

ちなみに、第 1. II期の平均面積の数値とくらべると、第IV期~第四期の平均床間

積の数値が小さいことも窺える。

④ ③で述べた平均床面積の減少は、大・中・小の規模の住居祉の増減に影響されてい
(3) 

るといえそうである。第466図の時期毎の住居祉の面積の分布をみてみよう。

第IV期から第V期にかけては、最大・大形・中形・小形の住居祉の構成比は 1: 3 : 
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4 : 2で、ほぽ変わりがない。

第VI期になると大形の住居祉は激減し、中形の住居社も減少する。

第VII期では、大形の住居祉がほぼ消滅し、小形の住居祉が激増する。また極小の住
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第467図 奈良・平安時代時期別住居形態構成比 ※数字は住居祉の軒数

居祉もみられる。殊にこの時期の小形住居祉の急増は、他の時期とは一線を画した顕

著な様相変化であるといえる。

⑤ 主柱穴の個数は、後にも述べるように住居の大きさと対応するものである。

すなわち、大・中形においては 4倒の主柱穴を有するもの (A)がほとんどで、小

形においては 2個 (C. D) もしくは無柱穴 (E)のものがほとんどである。

④でみた住居祉の規模の変化に伴って、主柱穴のあり方の変化が追える(第

467図)。

第IV期から第VI期では、大・中形の 4本柱穴 (A)の住居祉が優位にあるが、無柱

穴のEも一定して認められる。

第四期では、小形の住居祉の増加に伴い、 2本柱穴のC・壁中 2本柱穴のD・無柱

穴のEの住居祉が増大する。この中で、 Dは、前 3期にはほとんど認められなかった

柱穴の配置をみせるもので、本期に顕在化するタイプといえる。

⑥ 壁溝や、カマドに対峠する南壁際中央にみられるピットも、大形の住居祉によく付

属するものである。小形の住居祉が増加するにつれ、こうしたものもみられなくなっ

てくる傾向が窺える。

⑦ 住居祉の深度の平均値は第IV'V.VI期を通じてはほぼ変わりないが、第四期にお

いて減少することが窺える。つまり、第四期には浅い住居祉が増加する傾向があると

いえる。住居祉の深度は住居祉の規模とも比例するようであり、そうした意味におい
(4) 

ては小形の住居祉の急増化は、浅いものの増加と無関係で、あるまい。

註

(1) 炉とカマドの双方が認められる住居が 1例あるが(第II区H-63号住居祉)、これについて
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V 総括

はカマドに主体性があるものと解し、 IIの範鳴に含めた。

(2) 火拠は、一般に消費生活の単位を示すものとされ、その存在が、住居枇を住居枇たらしめて

いる由縁であろう。しかし、それがはたして真実なのであろうか。火拠をもっ竪穴状遺構はす

べて住居祉なのか。また、火拠をもたないものは住居祉ではないのか。

実際、本遺跡にあってはカマドをもっ竪穴状遺構でも、居住のひとつの条件である就寝が不可

能かと思われるくらい小さなものが存在している。このようなものについては釜屋等としての

機能しか想定しえないのではなかろうか(ただし、 その上屋構造が著しく拡大していた場合は

別である)。また逆に、火拠をもたない例でも別に釜屋があるとすれば居住の他の条件(就寝等)

は満たせることになる。そのような問題もあって、火拠の有無が居住施設かどうかの最終判断

の規準とはなり得ないことがわかる。

ここでは、かかる遺構について学史的な背景をもっ竪穴住居並という名称を用いたが、その

一部は「居住施設」と必ずしも同義語とはならない可能性も残る。

(3) ここでは第IV期から第四期の住居祉の面積分布の偏りによって大・中・小の規模の規準を設

けた。

最大は30m'以上のもの、大は29カマド-22m'、中が21-14m'、小は13-7 m'、極小は 6m'以

下となった。

(4) 時期の異なる住居祉について、確認面からの、深度は一概に比較で、きうるものではないとの反

論もあろう。なぜなら、各期の生活面が当然異なる可能性もあるからである。生活面(地表)

は時期を追って徐々に高くなるものとみるのが妥当であろう。それならば、確認面からの住居

士止の深度は時期を追って徐々に浅くなる傾向も認められなければなるまい。しかしここでは、

そのような段階的な浅化の傾向は認められず、むしろ第四期に入つてのみの急な浅化の傾向が

認められるといえた。よってその傾向は、生活面の異なりに還元されるものではないことがわ

かる。

2 竪穴住居士止の構造

ここでは、本遺跡の竪穴住居祉の上屋構造、カマドの構築、住居内の空間利用、竪穴住居祉の

機能等について考えてみる。

竪穴住居祉の上屋構造

まず、第 I・II期の住居祉の主柱穴のあり方としては、 4本柱穴のAと無柱穴のEの二者が認

められたのみであった。このなかで、 35~40m2 を測る大形住居祉の 2 軒も無柱穴であったことは

注意される。しかし、これらについては、面積からいって主柱をもたない上屋構造を想定するの

には無理があり、柱穴が穿たれないまでも何らかの工法で主柱が立てられていたものと考えてお

きたい。

きて、次に奈良・平安時代(第IV期~第VII期)の住居祉についてみてみる。

先にも述べたように、主柱穴の数は住居祉の大きさに対応している。すなわち、大・中形にお

いては 4個の主柱穴を有するもの (A)がほとんどで、小形においては 2倍 (C・D)もしくは

無柱穴 (E)のものがほとんどであった。
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

それでは、こういった主柱穴のあ

り方について、どのような上屋構造

を想定でき得るのであろうか。まず、

主柱穴が4個認められるAについて

は、当該期の一般的な工法といわれ

る小屋組みによる上屋構造(第468図

1 )を想定しておこう。また、無柱

穴の小形住居社は、主柱をもたず合

掌と垂木だけで竪穴を覆う構造(宮

本 1986)が想定できょう。一方、

Dは壁中に対になる 2個の柱穴が穿
竪穴住屑土止Aの小屋組み

たれたものであるが、この柱穴が斜 (鬼頭 1985)より

2 

竪穴住居祉Dの構造

めに聞いている場合が多く認められ 第468図竪穴住居士止の上屋構造の推定

た。このことから、主柱はいわば垂木的に傾斜されて埋め込まれ、上位で交叉きせられて組まれ

たことが想定できる(第468図 2)。これは、構造的には無主柱のものに近いものとみなせよう。

小形の住居祉内において主柱が認められないのは、構造上の必要性が薄いことに起因しょうが、

一方住居内の空間の有効利用にもつながったものと思われる。

ところで、当該期の小形住居祉について、竪穴部分はいわば土間であり平地部分に広聞が存在

したとする考え(笹森 1978、高橋 1979) もある。そこでは、その上屋構造も竪穴部分よりさ

らに大きくなると考えられている。興味深い見解ではあるが、現在のところ根拠に乏しく、説得

力のないものといえる。

きて、本期の大形住居祉には、壁溝の認められるものがいくつかあった。壁溝は、壁の土どめ

のための板を埋めた痕跡であるともされている(工楽 1977、鬼頭 1986) ものである。

最後になったが、 H-32号住居祉の 4つの主柱穴のうちの 1つより、主柱が検出されているの

でふれておく。検出された主柱は残存径15cmを測るもので、パリノサーヴェイ(械により「クリJ

材と同定された(付編参照)。クリ材は、加工はやや困難で、あるものの、強度・耐朽性にすぐれてい

るため住居主柱には適した材といえそうである。本遺跡の近隣・八風山麓には、現在でも自生の

クリが多く認められる。おそらく当時にあっても、入手容易な材であり、多用されたと思われる。

竪穴住居祉の機能

竪穴住居主止とは、本来的には居住機能を有する遺構について冠せられなければならない名称で

あろう。居住とは、基本的には食・寝や作業を伴う屋内での生活とでも言い得ょうか。

本遺跡において、監穴住居祉としたもののほとんどは、居住施設としてよいものと考えられる
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が、そのごく一部は居住行為のすべてを伴う施設ではないものと思われる。そのごく一部とは奈

良・平安時代第VI期~四期のカマドを有する小形の住居祉のいくつかと、カマドを有きない小形

の住居社である。

まず、カマドを有する住居祉で、その床面積が6m2未満のものが2軒認められた (H-40、H-

106)。このうちH-40は、 2.4X2.4mで床面積4.7m2を測る非常に小形なものであった。 1.5坪弱

の空間の中で、食・寝を伴う日常生活が可能で、あったとは考え難い、ましてやそこに家族何人か

の居住を想定することは不可能に近いといえるのではなかろうか。その竪穴にかかる上屋構造が

前述した見解(笹森 1978他)のように平地部分の広間を取り入れた大きなものであったと考え

た場合には、人々の居住はうなずけるかもしれない。しかし、それについて十分な根拠がしめさ

れていない現在では、この見解には納得できない。

そこで浮かび上がるのが、この遺構が釜屋として機能していたのではないかという考えである。

後述する掘立柱建物祉のいずれかが主屋で、こちらは付属する釜屋ではなかったかということで

ある。これについては、かかる遺構と掘立柱建物祉との結ぴつきが検証されたうえで、成り立ち

うる仮説といえる。ちなみに伊丹氏も、相模国の掘立柱建物祉を検討するなかで、掘立柱建物祉

が母屋で竪穴住居祉は釜屋ではなかったかと推論されている(伊丹 1985)。

いずれにもしても、カマドを有する小形竪穴遺構の一部が釜患である可能性も、今後考えてゆ

かねばならない問題であろう。

きて、次に、カマドをもたないものについて、みてみよう。

カマドを有きない住居祉は、 3軒認められたが (H-68、H-95、H-116)、いずれも 4-11

m2を測る小形の住居祉であった。これらがカマドを有きないことにおいては、まず居住施設では

ない可能性(倉庫等)が浮かび上がろうし、食・寝・作業のうちの食の部分の欠落する設施であ

ったことも想定し得るのである。

ところで、著名な山上憶良の貧窮問答歌には東国農民の暮らしぶりが歌われており「……楚取

五十戸里長我許恵波 寝屋度麻但 来立呼比奴……Jとある。ここにおいて寝屋戸という施設が

存在することが窺え、生活施設が分割して機能していた場合があることも想定できる。

本遺跡にみられるカマドを有きない遺構が、寝室であったとは言わないまでも、何らかの生活

施設であったとすることには過ちはあるまい。

今後は、竪穴住居士止について、すべて居住施設として片付けてしまうのではなく、他の機能を

もつものも幾つかあることがふまえられなければなるまい。神奈川県向原遺跡の 1軒の住居祉に

ついて産屋の可能性を想定した中田氏のような積極的な試み(中田 1986) もまたなされなけれ

ばなるまい。

力マドの構造
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

各期のカマドの構造についてふれておく。

6世紀初頭にあたる第II期は、本遺跡のカマド出現期でもある。

第IIのカマドは、偏平な安山岩が袖石等として多用される事に特徴づけられる。この安山岩は、

いわゆる「安原石」と呼ばれる平尾山系の石材かと考えられる。この石材がさらに粘土で固めら

れ、カマドが構築されている。なお、本期のH-66のカマドには、一点面取り軽石が用いられて

いた。後述するように、面取り軽石は本遺跡第IV期以降のカマドに多用きれる構材である。その

利用の萌芽がカマド出現期の本期にあることは注意しておこう。

第III期の住居祉は 1軒認めれたのみである。そのカマドは、粘土のみが用いられて構築され、

石材は用いられていなかった。煙道部が屋外に長〈延ぴるのが特徴的であった。

第IV期から第VII期にみられるカマドは、面取りした軽石が構材に多用されることに特徴づけら

れる。軽石が多用されたのは、全体層序第四層の追分火山灰流層中に軽石が多く含まれ入手が容

易であったことと、加工(面取り)がし易かったことに起因しよう。

当該期のカマドの最前部の袖石には IrJ状に面取りされた軽石が用いられる場合も多く、また

その他の村石・天井石等には直方体状に面取りされた軽石が多用されていた。支脚石においても、

角柱状に面取りされた軽石が用いられる場合があった。一方支脚石には長楕円形の河床磯が用い

られることもあった。これらの石材が粘土で固められ、カマドが構築された。

奈良・平安時代の住居祉のカマドにおける面取り軽石の多用は、本遺跡群の住居祉の構造を最

もよく特徴づける事象のひとつといえよう。

竪穴住居祉の空間利用 第469・470図

ここでは、本遺跡の第IV期から第四期の集落において、共通した或は特有な住居内の空間利用

があったものかどうかを考えてみる。長岡氏の指摘(長岡 1986)される「集落内に共通した居住

空間の利用方法のデザインがあったとするならば、ひとつひとつの竪穴住居祉の遺物の出土状態

を集成することによって、これを復原することが可能になるJI遺物の出土位置が住居使用時の家

財(遺物)の収納位置を反映しているとするならば、これを探ることによって当時の空間利用の

状況を知る間接的な手懸りとすることができる」ということに同調し分析を進める。

具体的には、各期ごとに住居祉の遺物の出土位置を相対化して 1枚の図にプロットし、きらに

それらを比較検討してみることになる。ここでは、遺存度が高〈床面に近い位置より出土した土

器について取り上げた。各期ごとの住居祉内における相対的な土器の出土位置は、第469図に示し

た。

第469図の遺物分布から読みとれる傾向を以下に列記する。

① 第IV期から第四期の各期とも、杯・翠の分布はカマドの両側の 1. II区に集中、ことにそ

の両脇ともいえる壁際に集中する傾向が窺える。
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相

② ①で杯・窪類の分布がカマド両脇に集中すると述べたが、特にその中でも第 I区の壁際(北

壁際東半分)に分布が集中することがわかる。なお、 ドット化した遺物のなかで完形品・床

面車上遺物のみを取り上げてみた場合、その傾向はさらに顕在化する。

③ 第IV期から第VII期を通じ、住居祉中央には遺物の分布があまり認められない傾向がある。

④ 器種別にみた場合、杯(食器)は住居祉 I・II区に集中するとはいえ住居社全体に散らばる

が、護(煮沸器)は I区援際の位置にいわば圏定的でその分布はあまり散らばらない。

以上が分布図から読みとることのできる傾向である。それでは、その分布のあり方を参考に、

竪穴住居内の空間利用を想定しておこう(第470図)。

まず、①~④でいう食器・煮沸器の分布の集中は、それらの管理空間(長岡 前掲)や調理空間を

表していると捉えられよう。そしてその管理空間や調理空間が炊事施設であるカマドに接するこ

とは当然といえば当然である。

次に、食器等の分布があまり認めれなかった中央では、他の道具(鉄器・石器等)類の分布も

あまり認められないようであった。つまり、そうした家財管理の空間ではなかったとも察せられ

よう。家財の分布を寄せ付けない空間とは、さしずめの作業空間・居間・就寝空間を想定できょ

うか。

きて、従来竪穴住居の入り口部についてはカマドと相対する位置が考えられていたが、群馬県黒

井峰遺跡(石井 1986)の調査では必ずしもそうでないことが明らかになった。いずれにしても、入

④ 

食器等の管理空間

2調理空間

3 居間・作業・就寝空間

4 家財の管理空間

5 入り口部

第470国 前田遺跡奈良・平安時代竪穴住居士止における機能空間の想定
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V 総括

り口部がカマドを有する壁側にあることはまず想定できず、他の 3壁部分のいずれか、しかも出入

によって主柱が邪魔になることのない主柱問中央にあたる位置にあったものとみて大過あるまい

ちなみにD類とされた援中に対で主柱を有する住居祉では、 3援がカマド・主柱で占領されてい

るので、入り口部は残る 1壁部分(カマドと相対する壁)に想定せざるを得ない(第468図2)。

また、一般的な四本柱の住居祉で深度の大きいもののなかには、カマドと相対する壁の中央に梯

子もしくは踏み台等の入り口部施設を灰めかすようなピットが存在するものもあった。したがっ

てここでは、黒井峰の事例を認めつつも、従来言われてきたカマドと相対する位置に入り口部が

あったことを想定しておきたい。

なお、本遺跡の第IV期より第VII期の各期においては、住居祉のカマド施設方向と棟方向に統一

性が窺え、これが集落の統一的な設計意匠であったと察せられる。そしてこの統一的な集落の設

計意匠は 4時期を通じでほぼ変わらないのである。したがって、ここから還元される個々の住居

内の基本的な空間利用もまた、 4時期を通じて統ーされあまり変化のないものと解されよう。

( 2 ) 掘立柱建物社

掘立柱建物土止の形態

ここで、は総数87棟の掘立柱建物祉について、その平面形と柱(穴)の配置による形態分類を試

み(第471表)、あわせてその大きさを検討してみよう。

まず、掘立柱建物祉はその平面形によって次の二者に分類される。

I 平面形がおおよそ正方形を呈するもの。

II 平面形が矩形を呈するもの。

次に、一柱(穴)の配置には、以下のようなあり方が認められた0

4念中主となるもの。

A 桁×梁の柱の配置が3本X3本(2間x2間)となるもの。

側柱となるもの

B 桁×梁の柱の配置が2本X2本(1間x1間)となるもの。

C 桁×梁の柱の配置が 3本x2本(2関x1問)となるもの。

D 桁に 3本、梁に 2・3本の柱の配置がみられるもの。

E 桁×梁の柱の配置が3本X3本(2間x2間)となるもの。

F 桁に 2・4本、梁に 3本の柱の配置がみられるもの。

G 桁に 3・4本、梁に 2本の柱の配置がみられるもの。
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

H 桁×梁の柱の配置が4本x2本(3間x1間)となるもの。

I 桁に 4本、梁に 2・3本の柱の配置がみられるもの。

J 桁に 3・4本、梁に 3本の柱の配置がみられるもの。

K 桁×梁の柱の配置が4本x3本(3間x2間)となるもの。

L 桁×梁の柱の配置が 3本x3本(2間X2間)となるもので、その 1辺に 3本の柱の配

置によるいわゆる繭の付属するもの。

M 桁に 2本、梁に 2. 3本の柱の配置がなされるもので、その梁側の 1辺に 2本の付属柱

(賄)のみられるもの。

以上が柱(穴)の配置による分類である このうちDはE (2間x2間)のバラエティと

して、 GはH (3間x1間)のバラエティとして、 F. 1 . JはK (3間X2間)のノぐラエテ

ィとして捉えることもできょう。また、基本的には、 LはEの、 MはKのバラエティとみるこ

ともできる。

以上、本遺跡の掘立柱建物祉の形態分類の規準を示した。具体的には、第471図のように、各掘

立柱建物祉がこれに該当することになる。

次に、上記で分類された 1. II、A-Mの面積はどのように分布するのであろうか。第472図に

その分布を示しておこう。なお、その分布の偏りから、掘立柱建物祉の規模を次のように設定で

きる。すなわち、小形が面積10m2以下のもの、中形が11-19m2程度のもの、大形が20m2以上のも

のである。

きて、これまで本遺跡の掘立柱建物祉の形態分類を試みてみた。これらをまとめると、本遺構

についての次のような形態的特質とその構成が明らかにされている。

① 本遺跡の掘立柱建物祉には、正方形 (1 )・矩形 (II)の双方の平面プランが認められる

が、その数は Iが34棟 (39%)、IIが49棟 (56%)で、不明が4棟あった。

② 矩形のIIには、大・中・小の規模の三者が認められるが、正方形の Iで、は20m2以上の大形

建物が認められなかった。

③ 本遺跡の掘立柱建物祉には、総柱式が5棟 (6%)、側柱式が82棟 (94%)認められ、側柱

式が圧倒的に多いといえる。なお、側柱式のなかにいわゆる廟付のものが3棟みられた。

④ 2間x2聞の総柱建物 5棟の面積は、 6-16m2の聞にばらつき、特に集中はみられない。

⑤ 掘立柱建物枇の中でも、 1間x1聞のBは特徴的に認められた。その数は16棟で、全体の

18%に及んだ。 Bのプランには正方形・矩形の双方があるが、その面積は10m2以下の小形の

ものがすべてで、特に 5m2以下の極小のものが目立った。

⑥ 2間x1聞のCには、矩形のプランを呈するものが多かった。その面積は 6-9 m2に集中

し、ノj、青3なものカfほとんどといえた。
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第471図 掘立柱建物祉の介類

⑦ 2間X2聞を基本形とする D.Eには、正方形・矩形の双方の平面プランが認められ、そ

のそれぞれにおいて大・中の 2者の規模が認められた。

⑧正方形のプランを呈する Iで、桁行3聞を基本とするものには、 F'G，]'Kが認めら
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第472図 掘立柱建物土止形態別面積分布

れるが、その面積は12-16m2 (中形)に限定された。

⑨ 矩形のプランを呈する IIで、桁行3聞を基本とするものには、 F'G.H・I・J・瓦が

認められるが、わけでも 3間x2聞のKが特徴的に認められた (16棟、全体の18%)。それら

の規模としては、 10m2以下の小形のものはほとんどみられず、 11m2以上の中・大形に限られ

ることが窺えた。殊に20m2以上の面積を測る大形の建物は、正方形プランを呈する Iには認

められないものであった。

⑬ 廟付の建物の平面プラン(廟部の部分は除く)には、正方形が 2例 (L)、矩形が 1例 (M)

認められた。 Lの一方は 正方形のプラン(1 )の建物のなかでも最大の面積をみせている

(19m2
)。

また、 Mは、矩形のなかでも中形の部類に属する建物であった。

2 掘立柱建物祉の構造とその機能

構造

本遺跡の掘立柱建物祉の構造についてふれてみる。構造とは大げきな言いかたかもしれないが、

掘立柱建物祉の痕跡として残きれたピットのあり方から捉えられることについて以下に記す。

① そのピットの掘り方は、いずれも坪掘で、布掘は認められなかった。またピット関が溝で

連結される「溝もち」例も認められなかった。
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② ピット掘り方の平面形は、円形もしくは楕円形を呈するものがほとんどすべてといえた。

③ ピット掘り方の底面に礎石の認められるものが2例あった (F-31、F-38)。

④ その柱痕は、いずれも円形を呈しており、太きは建物の規模に比例するようである。

⑤建物の規模に比例して、側柱の本数が増加している。

⑥ 本遺跡にみられる掘立柱建物には、高床式、平地式の二者が認められると考えられる。

確実に高床式と考えられるものに、総柱のAがあげられる。そのプラン中央の柱は、床が

高くなければ存在し得ないものだからである。中央の柱が高床にかかる重圧を支えたのであ

ろう。

⑦ 一方、平地式の可能性が高いものは、側柱の建物10m2以上を測る中形・大形の建物である。

仮にこれらが高床の建物であったと考えてみても、束柱なしにはある以上の加重には耐えら

れなかったであろう。なお、高床自体、構築上煩雑なものもであり、その設計には十分な目

的がもたれたと考えられる。床を高くする目的とは、第一に地表からの温気の回避であり、

湿気を嫌う施設とは一般的にみて穀(稲)倉か住居であろう。ところが穀(稲)倉や住居は

床にかなりの加重がかかる施設であり、ある規模以上のものでは束柱なしには高床が保たれ

なかったと思われる。こうした矛盾点から、消極的ではあるが、ここにあげた中・大形の側

柱の建物のほとんどが平地式の建物であることを想定しておこう。

⑧ 小形の側柱の建物については、高床式、平地式のいずれを判断し難い。ただしこれは次に

述べる建物の機能ともかかわってくるのであるが、これらの建物で穀倉と考えられるもの以

外は、構築上煩雑な高床の建物ではないとみておくのが妥当といえようか。

⑨ 本遺跡の掘立柱建物祉について、その上屋構造を知るべき直接的な手掛かりはない。

ちなみに、秋田県男鹿市脇本や大館市胡桃館で発見された洪水による埋没家屋は、その上

屋構造を考えるうえで参考となろう。胡桃館例は板壁を有しており、観音聞きの板扉である

という (永井 1975)。

中田英氏は、「一遍聖人絵伝J(歓喜光寺本)の福岡の市にみる掘立柱建物の壁体に板と草

葺の双方が認められることを指摘している(中田 1981)。また、同じく歓喜光寺本の一遍聖

人絵伝にみる佐久郡大井太郎の住宅では、土壁も認められている。佐久伴野の市にみる掘立

柱建物の屋根は草葺きとなっている(第473図)。これらは、鎌倉時代の事例ではあるが、当

該期の掘立柱建物祉の上屋構造を考えるうえで十分に参考となるものであろう。

一方、当該期の倉には、板倉・甲倉・丸木倉があるとされるが、富山氏によれば板倉は板

を柱の溝に落とし込んだ落としはめ方式、甲倉は角材(六角形)によるあぜ組み、丸木倉は

丸木によるあぜ組みの倉であろうと考えられている(富山 1974)。

本遺跡の掘立柱建物祉については、総柱の建物(次に述べる穀倉)は丸木組みによる上屋
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相

第473図 一遍聖絵にみる掘立柱建物祉(佐久郡伴野市・歓喜光寺本)

構造を、側柱で中・大形の平地式と考えられる建物は、屋根が草葺き・壁体は草葺きあるい

は板材からなるもので、切妻を呈する上屋構造を想定しておこう。

機能

当該期の掘立柱建物祉は、東国においてはこれまで漠然と「倉庫Jとして考えられてきた。し

かし、はたしてそれらのすべてが「倉庫Jであったのだろうか。もし仮に、それらのすべてが「倉

庫」であったとした場合、本遺跡では住居祉117軒に対し87軒もの「倉庫Jが存在していることに

なる。

東国の掘立柱建物社ニ「倉庫」という既成概念を打ち破ったのは、千葉県山田水呑遺跡の報文

(山田水呑遺跡調査団 1977)である。山田水呑遺跡で、は、検出きれた52棟の掘立柱建物祉につ

いて、倉庫・住居・作業所・納屋という 4つの機能が与えられている。このうち、作業所・納屋

の性格付けに関しては根拠薄弱で、あるが、掘立柱建物祉の機能を積極的に推定した点において高

〈評価されよう。

また、東国の掘立柱建物祉のうち 3間X2間・ 2間x2聞の側柱のものを居住施設として捉え

てゆこうとする伊丹氏の努力(伊丹 1985・1986) も認められる。

きて、本遺跡で検出された87棟の掘立柱建物祉は、いったいいかなる機能を有していたのであ

ろうか。そして、その性格はどのようなものと考えられるのか。ここではその機能についてのさ

さやかな推定を以下に試み、集落再構成の手だてとしよう。

① 本遺跡にみられた総柱の建物Aは、稲倉と考えておこう。

建物Aは、正方形のプランを呈する総柱の高床建物である。高床は湿気を避ける機能を、
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総柱は加重に耐えようとする構造を反映しており、そ

のような条件を要求する建物としては稲倉がまず想定

されるのである。

ちなみに、正倉院文書にみられる正税帳から倉の平

面形を導き出した松村氏によれば、倉の平商形は正方

て至五三Y
第474図墨書土器「倉」

形に近いものであるという(松村 1983)。本建物Aは、この点においても矛盾しないといえ

る。

ところで、本遺跡のH-7号住居祉からは、「倉jと墨書された須恵器杯が検出されている

(第474図)。本集落内における稲倉の存在を灰めかしてくれる好資料といえる。この「倉」
(1) 

とは、 H-7号住居祉と同時期(第四期)の所産とみられる F-25号掘立柱建物祉を指して

いたのかもしれない。

なお、松村氏の計算によれば、滝川政次郎氏が想定した標準房戸10名に班給された日分田

1町 2段240歩に対する最大見積収入量は600束前後で、これを収納し得る倉は3.6mX3.6m
(2) 

(13m2
) 程度のものであるという(松村 前掲)。一方、ここで稲倉として捉えた建物Aは総

数 5棟(平均床面積11m2)、各期の集落に 1棟ぐらいずつ付随しているのみで、集落の規模か

らすればやや不足している感を否めない。ここにおいて、建物A以外にも稲倉として機能し

たであろう建物の存在の可能性も考えられてこよう。

②①で述べた稲倉Aの不足分を補う機能を有する建物として、本遺跡に特徴的に認められた

建物B (1間x1関)の存在があげられょうか。こちらは、小形の建物であるので束柱なし

にも稲倉としての高杯は保たれていたものと考えられる。いずれにしてもこの建物Bは、大

方 5m2以下というその小形さゆえ、住居としては考え難く、稲倉ではないとしても広義の「ク

ラjもしくは納屋と想定しておくことに大過あるまい。

なお、この建物Bも稲倉として機能していたと考えるとき、建物Aとは異なる性格の稲が

収納されたであろうことは、両者それぞれの構造の特殊性から推察に難くない。一方は種稲、

一方は一般食料としての稲の収納倉、というように性格が異なったのかもしれない。

③ 本遺跡にみられた、多くは矩形、もしくは正方形プランを呈する掘立柱建物で、 10m2以上

を測る中・大形のものは、平地住居としての機能を考えておこう。

集落内における客体的施設(倉・納屋・作業場・その他)には、主として小形の建物祉39

棟を充てたとして、その39棟という数自体客体的施設を満たすには余りある棟数といえる。

となると残された中・大形の建物祉48棟には、主体的施設(住居)としての機能を与えざる

を得=ないのではあるまいか。

なお、これらの建物を住居と考えた場合に問題となるのは、消費生活の基礎となる火拠の
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所在であろう。残念ながらこれらの建物祉からは火拠の存在は確認されず、また置カマド等

の検出をみることもできなかった。上面が削平されてしまっている可能性が高いとはいえ、

火拠の何らかの痕跡は残らないものなのだろうか。見方を変えれば、掘立柱建物祉(母屋)

の釜屋が小規模な竪穴住居であると推察する伊丹氏の見解(伊丹 前掲)にも魅力があろう。

きて、ここで住居祉とした中形 (10m2以上20m2未満)の建物には、正方形プランを呈する

ものもいくつかみられた。しかし 鬼頭氏によれば、正方形の掘立柱建物は住居ではない可

能性が高いという(鬼頭 1985)。古墳時代以来の居住用建物は、いずれも長方形であるのが

原則だとされるのである。そこでは説得力のある根拠が示されている訳ではないので、この

点についてはまだまだ検討の余地が残ろう。

以上本遺跡の掘立柱建物祉の機能についての推察を重ねてきた。しかし、その推察のもつ危

険性は、山田水呑の報告以来10年を経た今日でもあまり変わってはいない。掘立柱建物祉自体の

提示する情報量が著しく増大したともいえない限りにおいては、しかたのないことなのかもしれ

ない。だが、何かしらその機能を積極的に推定する糸口は見出し得ないものなのだろうか。この

点については、来年度、再来度へと継続される鋳師屋遺跡群の調査・報告の課題としよう。

3 掘立柱建物祉の時期

これまで、掘立柱建物祉が集落研究のなかにおいて市民権を得られなかった理由のひとつとし

て、この遺構の時期決定が非常に困難であることがあげられよう。掘立柱建物祉は、竪穴住居祉

のように良好な伴出遺物をもつことがほとんどなく、また、そのピット中から遺物が検出きれた

にしろ、その遺物が遺構の所属期を必ずしも示すものではないという条件の悪きを負っているの

である。

しかどのようにかして、その時期を決定する手掛かはないものなのだろうか。その手掛かりと

は、次にあげる事項となろうか。

① 掘立柱の埋土中から遺存度の高い遺物が検出された場合、その遺物は意図的に埋め込まれ

たものとみることができる。そして、その遺物の示す時期が遺構の所属期であるとも考えら

れよう。具体例として、須恵器杯が検出された F-48、F-49があげられる。

遺物の埋納行為は、建物を建てる際の地鎮的な意味合いをもっ場合もあったのであろうか。

② 掘立柱の埋土中にみられる土器片は、少なくともその建物が土器片の示す年代以降に建て

られたものであることを物語ってくれている。

③ 時期の明確な遺構と掘立柱建物祉の重設がみられたとき、その新!日関係を捉えることによ

って掘立柱建物祉の時期的位置付けの見通しを得ることができる。

④ 危険の伴う作業ではあるが、時期の明確な遺構との配置関係(主軸方向の統一性や占地の
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あり方)を捉えることによって、掘立柱建物祉の時期的位置付けの見通しを得ることができ

る。

以上が、その手掛かりである。この中で①以外は、厳密な意味での時期決定の手段とはいい難

い。①より順に④の方法をとるにつれて、その危険度は増すものともいえる。しかしここにおい

て頼らざるを得ないのは②③④(殊に④)の方法である。その危険度を考慮しつつ時期を考えな

ければなるまい。

なお、ここでまず確認しておかなければならないのは、本遺跡の掘立柱建物祉の該当する時代

である。結論的にいえば、それらはすべて本遺跡の第IV期から第VII期、奈良時代から平安時代初

頭の所産であるとみることができる。それは、①の手掛かりによって本遺跡第VI. VII期に位置付

けられるものがあることからも窺えようし、古墳時代中期(第 1. 11期)の住居祉が分布する地

区に掘立柱建物祉がほとんど存在しないという、古墳時代遺構との結び、つきのなさからも肯定で

きる。

一方、本遺跡の掘立柱建物祉はそれ自体で、最高 3棟が重複する場合がある。このことは掘

立柱建物祉の所属期が少なくとも 3時期にわたることを示している事実といえる。ここにおいて、

各掘立柱建物祉が、第IV期から第VII期のいずれかの時期に所属することを考えるのが妥当となる。

きて、上記①~④の手掛りに基づいて本遺跡の掘立柱建物祉の時期を考えてみた。各建物祉は

第177表に示したような時期に分けることができた。この時期区分から窺うことのできる掘立柱建

物祉のあり方とは以下のようである。

① 各時期毎の掘立柱建物祉の棟数は、竪穴住居祉の軒数の増減に比例している。

ちなみに第 I区では、第IV期から第四期を通じて竪穴住居祉と掘立柱建物祉がほぼ同数存在

している。また、全体をみても、第四期を除いた各期においては、竪穴住居祉と掘立柱建物

祉がほぼ冊数ずつ存在していることが窺える。

② 前頁において稲倉と想定した建物Aは、各期を通じて 1棟程度存在している。

③ 建物Aとは異なるが稲倉とも考えられた建物Bは、各期を通じて数棟ずつ存在しているこ

とが捉えられる。なお、その分布は、他の建物群とか住居祉の分布からやや掛け離れていて

踊離的であることが、後に示す時期別分布図よりわかる。

④ 平地住居と想定した中・大形の側柱建物は、 IV期からVI期にかけては10棟程度認められ、

第四期にやや増加して16棟程度認められるようになる。

⑤ 後に示す時期別分布図をみると、各期を通じて掘立柱建物の占地が集中する地区が何カ所

かあることが窺える。その集中地区とは、第 I区ス-42グリッド付近、セ-43グリッド付近、

セ-42グリッド付近、セ-40グリッド付近である。

480 
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第177表掘立柱建物壮一覧表(時期・形態別)

時期誌を
E 

A B C D E F J K LIB C D E G H K M 不明

百

V 

羽

1直

F-32 F-65 F-8 F-27 F-13 F-66 F-87 F-6 

F-75 F-41 F-60 F-14 F-81 F-21 

F-74 F-77 F-58 F-56 F-47 

23 F-42 

F-ll 

F-68 

F-71 

F-44 F-30 F-3 F-40 F-17 F-20 F-51 F-46 F-22 F-39 F-86 F一日2

F-12 F-83 F-72 F-34 F-73 

F-63 F-79 

22 F-70 

F-76 

F-80 

F-64 F-59 F-35 F-19 F-31 F-15 F-50 F-26 F-45 F-84 

F-43 F-38 

F-62 F-48 

15 F-54 

F-25 F-23 F-1 F-4 F-l0 F-2 F-28 F-5 F-49 F-78 F-9 F-53 F-52 F-7 F-37 

F-36 F-67 F-24 F-33 F-18 

F-61 F-29 F-16 F-57 

27 F-85 F-55 

F-69 

註
(1) rクラ」は、現在では収納施設一般を指すように用いられているが、当時はその機能によっ

てあてられる字が異なっていたと考えられる。「倉jとした場合には稲倉を、「庫jは武器庫を、

「蔵」とした場合には財物を収納する施設をそれぞれ表しているものと思われる。

したがって、この「倉Jとは稲倉を表す用字とみて差し支えあるまい。

(2) この収入量は、田稲・種稲・出挙本利稲、その他が支出きれる以前の数値である。なお、集

落内の倉はすべて棋(穂を束ねたもの)稲倉であったとされている(松村 前掲)。
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( 3 ) 前田遺跡における集落様相

本項においては、前項で捉えたあるひとつの総体的土器様相を示すものとしての「時期Jに属

する遺構群を、「集落jという形で捉え、その特質と変遷を追ってみる。

ところで、これは考古学の「集落論J上に常についてまわる問題であるが、ひとつの土器様相

で表象される遺構群をすぐさま「集落」と呼んで、よいのかということがある。同一時の居住の集

合状態が本来の集落であるのなら、ある程度の時間幡をもっ土器様相でくくられる遺構群を厳密

には集落とは呼ぴ得ない場合もあるからである。同一時の遺構の把握方法としては、旧石器時代

の研究方法論として用いられている遺物の遺構(ブロック)間接合や個体別資料の遺構間共有を

みる方法等があげられようが、後時代の集落論にこの方法をすぐさま適応できない点に難も残る。

いずれにしても、現段階ではある土器様相の表象体としての遺構のまとまりをして「集落」と

呼ばざるを得ず、これもいたしかたないことであろう。なお、そこにおいては、集落の正確な居

住員数を推定するうえでの大きな支障があることを予め断っておかねばなるまい。

第|期 ( 5世紀第IV四半紀中心) 第475図

① 本期の集落は、第II区において認められるもので、竪穴住居祉5軒から構成されるもので

ある。これは、本遺跡の当初を飾る集落であり いずれかの地からの移住によって形成され

たものであろう。

② 集落は、東西を低地に画される約7000m2の帯状微高地の南端部に展開し、その広がりはお

およそ2500m2程度におよぶものである。

③ 本集落を構成する住居祉 5 軒のうち、 4 軒は 10~20m2 を測る中形のものであるが、残りの

1軒は他とかけ離れて大きく (H-61)、約65討を測るものであった。このことは、 H-61の

居住者の財力を象徴しているかのようにも思える。もし推定がゆるされるのであれば、この

大形住居祉は集落内の首長一家の居宅でもあったとも考えられよう。ちなみに、この住居祉

は有孔円板等が検出されていることにも特徴づけられる。

④ 5軒の住居士止とも、その棟方向はほぼ統ーされ北北西を指している。

⑤ 本集落において火拠として採用されているのは、炉である。

⑥ 一人あたりの居住に必要な面積を3.7m2と設定すると、本集落の住居の総床面積131.7m2か
(1) 

ら算定される構成員総数は35.6人となる。ただし、大形住居においては余裕をもった居住が

なされていだとも考えられるので、その構成員数(人口)は30人強とみておいて大過あるまい。
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セ

O 
ス。

O 
H -60 

H-61 
γ 

26 23 22 

第475関第|期の集落 (1 : 1，500) 

2 第 11期 ( 6世紀初頭) 第476図

① 本期の集落は、第II期において認められ、竪穴住居祉5軒から構成される。

② 集落は、東西を低地によって画きれる約7000m2の帯状微高地上に展開し、その広がりはお

およそ2500m2程度におよんでいる。

③ 本集落は、第 I期より継続して営まれる集落である。その占地は、第 I期と入り組むこと

がなく、むしろ隣接地に対称的ともいえるようなあり方をみせている。

④ 前第 I期におていは、中形住居 4軒:特大住居祉 1軒という構成であった。これより継続

される本期では、中形住居 3軒:大形住居祉2軒(35m2
• 41m2

)という構成となる。特大住居の

ある種の性格が大形住居 2軒に分化したことも想定してみなければなるまい。

なお、第 I期の総床面積は約132m2、第II期も 132m2と同数値を示しており、継続して営ま

れる集落の等質性の一面を窺わせている。

⑤ 本集落を構成にする竪穴住居が、その構造上において第 I期と画される点は、火拠として

のカマドの採用にある。ただし、前時期の火拠として用いられている炉をとどめている住居

枇もなかにはあり、過渡的な様相を窺わせている。

⑥ 本集落を構成する 4棟の住居祉はその棟方向を北北西にとっているが、残りの 1軒はやや

ずれ北北東にその棟方向をとっている。

⑦ 1人あたりの居住に必要な面積を3.7m2とすると、本集落の住居の総床面積 (132・1m2から
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26 23 22 

第476図第 11期の集落 (1 : 1，500) 

算出される構成員総数は35.7人となる。この員数は、第 I期の35.6人と変わりのない数値で

ある。大把みでは、 30人強とみておいて差しっかえあるまい。

⑧ 本集落は次期に継続されてゆくものではない。それは自然消滅を辿るのではなく、新転地

への移住といったかたちで継承されたのであろう。考えてみれば、本集落の前進である第 I

期の集落が移住によって突発的に形成されたのと理由を同じくするのかもしれない。

3 第川期 ( 6 世紀末葉~7 世紀前葉) 第-477図

① 本期は、第II区にみられる住居社 1軒 (H-84)のみで構成される時期である。 25万d に

もおよぶ広大な調査区のなかで、本期と同時期の遺構はまったく検出きれなかった。

また、本期は第II期に継続するものではなく、後の 4時期の前身とはなっていない。

時間的にも空間的にも隔離されたところに本住居祉の特異性がある。

② 本期の住居祉は、商積13m2を測る中形のものでその北壁中央にカマドを有していた。棟方

向は北西を指す。

③ 時間的にも空間的にも隔離される本期の単独住居祉は、平安時代におけるいわゆる離れ国

分(中山 1976) ともよばれる単独住居とも同様なあり方を呈している。

④ 本H-84号住居祉は、本遺跡における 1人あたりの居住必要面積 3.7m2 を算出する基礎と

なったものである。本住居士止には、 3.5人の居住が想定される。
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。
H -84 

26 23 22 

第477図第111期の集落 (1 : 1，500) 

4 第IV期 ( 8世紀第 I四半紀中心)

21 

ソ

セ

ス

、
y 

本期の集落は、前III期より継続的に営まれているものではない。 8世紀になって、いわば忽然

と現れる集落である。

なお、前述したが、本第IV期から第四期にかけての遺構の分布は、佐久市分の前田遺跡につい

ても多数認められるところである。したがってこれらの時期全体を語るには、佐久市分の前回遺

跡の様相が明らかにされないことには不可能といえる。そうした事情をふまえ、ここでは、前田

遺跡佐久市分の調査成果の直接的影響を被らない地区の集落についてのみ取り上げることとする。

その集落とは、自然地形によって画きれる第 I区の集落、第11区の集落、第III区の集落である。

第IV期・第 i区集落第478図

① 本集落は、南北を底地によって画される約1l000m2の帯状微高地(第 I区)上に展開する。

② 本集落は、竪穴住居祉12軒・掘立柱建物祉14棟によって構成される。

③ 竪穴住居祉は掘立柱建物祉の占地については、グリッド40例以東では竪穴 5軒に対して掘

立 2棟という構成をみせ、それ以西では竪穴 7軒:掘立12棟という構成をみせてている。つ

まり 40列以東では竪穴が分布の主体となり、以西では双方がみられながらも掘立が主体とな

る占地といえる。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、小形 1:中形 6:大形 5軒という構成をみせている。

⑤ 本集落の竪穴住居祉にみられるカマドは、いずれも北壁中央に設けられている。
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⑥ 本集落の掘立柱建物には、稲倉と考えられるAが 1棟 (F-32)、B (稲倉?)が2棟、平

地住居かと考えられる中・大形のものが8棟、小形のものが3棟認められた。

⑦ 本集落の竪穴住居祉・掘立柱建物土止は、すべてその棟方向合北北西にとっている。

⑧ 1人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積242.6m2から算定され

る人口は65.5人となる。

一方、住居と考えられる掘立柱建物祉8棟の総床面積は140・6m2で、算定される人口は38人

である。

双方の合計から、本集落の構成員数を103・5人と想定しておこう。

第 IV期・第 11区 集落第479図

① 本集落は、東西を底地によって画される約7000m2の帯状微高地(II区)の南半分に、約1800

m2の広がりをみせて展開する。

② 本集落は、竪穴住居士止 2軒・掘立柱建物祉2棟によって構成される小規模集落である。

③ 竪穴住居祉 l軒と掘立柱建物祉2棟は比較的近接し、他の竪穴住居祉 1軒はやや隔離した

イ立置にある。
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相
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第479図第IV期・第 H・111区集落 (1 : 1，500) 

④ 竪穴住居祉2軒は、いずれも中形の規模を呈するものであった。

⑤ 竪穴住居祉2軒のカマドは、いずれも北壁中央に認められた。

⑥ 掘立柱建物祉は、稲倉とも考えられたBが1棟と、住居と推定きれる桁行3聞の中形建物

Iが1t東認められた。

⑦ 本集落の竪穴住居祉・掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北北西にとっている。

⑧ 1人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積37.8m2から算出される

人口は10.2人、住居と考えられる掘立柱建物祉の面積14.3m2から算出きれる人口は3.8人、総

計14人が本集落の構成員数であると推定しておこう。
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V 総括

第IV期第111区集落第479図

① 本集落は、周囲を底地によって画される約1000m2の微高地 (III区)上に展開する。 III区に

認められるのは本期の集落のみである。

② 本集落は、竪穴住居祉5軒・擁立柱建物社2棟によって構成される小規模な集落である。

③竪穴住居祉5軒は、比較的近接した位置に寄り添うように並んで、いる。やや混み入りすぎ

ているきらいもあり、あるいは同一時期内のさらに細かな建て替えのサイクルを示す分布な

のかもしれない。

一方、掘立柱建物祉は、一棟は竪穴住居祉群の横に並ぴ、一棟はやや離れて存在するとい

った占地をみせている。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、中形 4軒:大形 1軒という構成であった。

⑤ 本集落の竪穴住居祉にみるカマドは、いずれも北壁中央に設けられていた。

⑥ 掘立柱建物祉は、住居と考えられる桁行 3聞の大形のものが2棟認められた。

⑦ 本集落の竪穴住居祉・掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北北西にとっている。

③ 1人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積84.3m2から算定される

人口は22.8人、住居と考えられる掘立柱建物祉の総床面積57.3m2から算定される人口は15.5

人、総計38.3人が本集落の構成員数と推定しておこう。

5 第 V期 ( 8世紀第II四半紀中心)

第V期・第 i区集落第480図

① 本集落は、南北を低地によって画される約11000m2の帯状微高地(第 I区)上に展開する。

② 本集落は、第IV期より継続して営まれるもので、竪穴住居祉11軒・掘立柱建物祉14棟によ

って構成きれる。

③ 竪穴住居士止と掘立柱建物祉の占地については、グリッド40列以東では竪穴 7軒に対して掘

立 1棟、それ以西では竪穴4軒:掘立13棟といっ構成をみせている。つまり、 40列以東では

竪穴が分布の主体となり、以西では掘立が主体となる占地であり、第IV期と同様な傾向をみ

せていることがわかる。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、中形 5軒:大形 6軒という構成をみせている。

⑤ 本集落の竪穴住居士t1:にみられるカマドは、いずれも北壁中央に設けられている。

⑥ 本集落の掘立柱建物祉には、稲倉と考えられる総柱のAが 1棟(F-44・集落東隅)、 1間×

1間のB (稲倉?)が3棟、平地住居かと考えられる中・大形の建物が7棟、中・小形の建

物が3棟認められた。
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相
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第480図第V期・第|区集落 (1 : 1，500) 

⑦ 本集落の竪穴住居祉、掘立柱建物祉は、すべてその棟方向を北北西にとっている。

⑧ l人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積232.6m2から算定され

る人口は62.9人となる。

一方、住居と考えられる掘立柱建物祉7棟の総床面積は104.8m2で、算定きれる人口は28.3

人である。

双方の合計から、本集落の構成員数を91.2人と推定しておこう。

第V期・第 11区集落第481図

① 本集落は、東西を底地によって画きれる約7000m2の帯状微高地 (II区)上に展開する。

② 本集落は、竪穴住居祉 6軒・掘立柱建物祉2棟によって構成きれる。掘立柱建物祉が竪穴

住居祉を凌駕する本期第 I区集落に比べ、本集落は擁立柱建物祉の数が少ないといえる。

③ 竪穴住居祉は、前IV期 II区と比べ 4軒の増加をみせ、きらに南側へと広がっている。一方、掘

立柱建物土止は、前IV期と同様な構造の 2棟がほぼ変わりのない占地をみせている。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、小形 2軒:中形2軒:大形 2軒という構成をみせている。

⑤ 本集落の竪穴住居祉のカマドは、いずれも北壁中央に設けられている。
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第481図第V期・第 11区集落 (1 : 1，500) 

⑥掘立柱建物祉は、稲倉とも考えられたBが 1棟と、住居と考えられる廟付の中形建物Mが

1棟認められた。

⑦本集落の竪穴住居祉・掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北北西にとっている。

⑧ l人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積94.4m2から算定される

人口は25.5人、住居と考えられる掘立柱建物祉の面積14m2から算定される人口は3.8人で、総

計の29.3人を本集落の構成員数と想定しておこう。
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5 前回遺跡における遺構および集落の様相
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第482図第VI期・第|区集落い:1，500) 

第VI期 ( 8世紀第四四半紀中心)

第IV期・第|区集落第482図

① 本集落は、南北を低地によって画される約11000m2の帯状微高地(第 I区)に展開する。

② 本集落は、第V期より継続して営まれるもので、竪穴住居祉9軒・掘立柱建物祉13棟によ

って構成されている。

③ 竪穴住居祉と掘立柱建物祉は、集落のほぼ中央を境として東西に対峠するような状態で分

布している。前IV'V期の当地区においても竪穴住居祉と掘立柱建物祉の占地がそれぞれ異

なるような様相が窺えたが、本期においてその傾向はきらに顕在化したものとみられる。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、小形 2軒:中形 4軒:大形 3軒という構成をみせている。

⑤ 本集落の竪穴住居祉のカマドは、いずれも北壁中央に設けられている。

⑥ 掘立柱建物祉では、前IV'V期において l棟ずつ認められた稲倉と考えられる総柱建物A

は認められなかった。この代替となる建物としては、 F-31'F-43のいずれかを充てるこ

ともできる。 1間x1聞のBはl棟認められた ( F -15)。中・大形の側柱建物で住居と考
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第483図第VI期・第 H区集落 (1 : 1，500) 

えられるものは 9棟認められた。

⑦ 本集落の竪穴住居祉・掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北北西にとっている。

⑧ 1人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積161.7m2から算定され

る人口は43.7人、住居と考えられる掘立柱建物祉の 9棟の総面積166.1m2から算定きれる人口

は44.9人で、総計88.6人を本集落の構成員数と想定しておく。

第VI期 第 11区集 落第483図

① 本集落は、東西を低地によって画きれる約7000m2の帯状微高地 (II区)に展開する。

② 本集落は、竪穴住居祉6軒・掘立柱建物祉2棟によって構成される。掘立柱建物祉が竪穴
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5 前田遺跡における遺構および集落の様相

住居祉の数を上回る本期第 I区集落に比べ、本集落は掘立柱建物祉の数が僅かで、ある。

③ やや遊離して存在する 1軒の竪穴住居祉 (H-93) を除いて、他の竪穴住居祉と掘立柱建

物祉はほぼ弧を描くような状態で並んで、いる。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、小形 2軒:中形 2軒:大形 2軒という構成をみせている。

⑤ 本集落の竪穴住居祉のカマドは、いずれも北壁中央に設けられている。

⑥ 掘立柱建物祉では、正方形のプランを呈する 2関x1聞のCと、 2間x2聞のEがそれぞ

れ 1棟ずつ検出されている。 Cは稲倉としてのEは住居としての機能を担っていたのであろ

うか。

⑦本集落の竪穴住居祉・掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北北西にとっている。

⑧ 1人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積89.4m2から算定される

人口は24.2人、住居と推定してみた掘立柱建物祉の面積15.0m2から算定される人口は4.1人、

総計28.3人を本集落の構成員数と想定しておこう。

第VII期 ( 8世紀第IV四半紀-9世紀初頭)

第VII期・第|区集落第484図

① 本集落は、南北を低地によって固される約11000m2の帯状微高地(第 1!R)に展開する。

② 本集落は、第VI期より継続して営まれるもので、竪穴住居祉23軒・掘立柱建物祉22棟によ

って構成されている。竪穴住居祉・掘立柱建物祉とも、前VI期に比べ 2倍近い数に膨れあが

ることが捉えられる。

③ 竪穴住居祉と掘立柱建物祉の占地は、グリッド40列以西に集中し、しかも双方が入り組み

建て混んだ様相を呈している。一方、前 3時期において竪穴住居祉の主体的な分布がみられ

たグリッド40列以東では、小形の竪穴住居祉2軒のみの分布しか認められなくなる。

④ 本集落の竪穴住居祉の規模は、 13m2以下の小住居祉19軒:中形住居祉3軒:大形住居祉 1

軒という構成て¥小住居祉の軒数が前VI期に比べ増大する傾向がうかがえる。

⑤ 前VI期に比べ竪穴住居祉の軒数は 9軒から22軒と倍加するが、その総床面積は161.7m2から

271.6m2と1.5倍程度の増加にとどまっていることには注意しておきたい。

⑥ 本集落の竪穴住居祉のカマドは、北壁中央に設けられている。ただし 1列のみ東カマドが

認められる (H-40)。

⑦ 掘立柱建物祉は、稲倉と考えられる総柱建物Aが2棟認められ(F-25、F-36)、 1間×

1聞のBが 1棟、住居と考えられる中・大形の建物は14棟、小形の建物は 5棟認められた。

⑧ 本集落の竪穴住居社・掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北北西にとっている。
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第484図第VII期・第|区集落 (1 : 1，500) 

⑨ l人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積271.6m2から算定され

る人々は73.4人、住居と考えられる掘立柱建物の総面積233.5m2から算定される人口は63.1

人、総計136.5人を本集落の構成員数を想定しておこう。

第VII期・第 H区集落第485図

① 本集落は、東西を低地によって闘される約7000m2の帯状微高地 (II区)に展開する。

② 本集落は、竪穴住居祉12軒・掘立柱建物祉3棟によって構成される。掘立柱建物祉が竪穴

住居祉の数を上回る本期第 I区集落に比べ、本集落は掘立柱建物の数が僅かでおある。

③ 本集落を構成する遺構は、概ね三つのまとまりをみせて分布している。

一つは、グリッドシ・ス列の竪穴住居祉4軒と掘立柱建物祉 1棟(総柱)のまとまり、も

う一つは、グリッドセ列の竪穴住居祉5軒のまとまり、グリッドタ列の竪穴住居祉3軒と掘

立柱建物社 2棟のまとまりである。

④ 竪穴住居祉の数は、 6軒から12軒と前VI期に比べ倍増している。その規模としては、小形

5軒:中形 7軒といっ構成となっている。
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5 前田遺跡における遺構および築港の様相
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第485図第VII期・第 H区集落 (1 : 1，500) 
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⑤ 本集落の竪穴住居祉のカマドは、北壁側に設けられているものが8軒、東壁側に設けられ

るものが1軒認められた。他は不明か、カマドを有きないものである。

⑥ 掘立柱建物祉では、総柱の建物Aが 1棟 (F-61)、住居かと考えられる側柱の大形建物が

1棟 (F-85)、小形の建物が 1棟認められた。

⑦ 本集落の竪穴住居士t!:.掘立柱建物祉は、いずれもその棟方向を北~北北西にとっている。

⑧ 1人あたりの居住必要面積を3.7m2とすると、竪穴住居祉の総床面積137.5m2から算定きれ

る人口は37.2人、住居と考えられる掘立柱建物の面積20.1m2から算定される人口は5.4人、総

計42.6人を本集落の構成員数と推定しておこう。
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第486図第VIII期の集落 (1 : I ，500) 

なお、本期を最後として、これに継続する集落は前田遺跡では認められなくなってしまう。土

器様相の断絶から、それは徐々に消滅したのではなく、ある時期の集団移住によって短時間に消

滅した可能性が高いといえよう。

第VIII期 (古代末期~中世) 第486図

① 本期に属する遺構は、第II区において重複する竪穴住居枇穴住居祉 2軒が認められたにす

ぎない。

② 2軒の竪穴住居祉では、双方とも火拠として炉が採用きれていた。

③ 双方ともその棟方向を北北西にとっている。

④ その面積から、一方 (H-73)は5.5人の居住を、一方 (H-74)は5.4人の居住を想定で

きる。なお、この 2軒は建て替えの結果として残された可能性も残ろう。
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(1) 1人あたりの居住面積は、縄文時代においては、関野氏による 3m'という見方や(関野

1934)、姥山員塚での 5体分の人骨出土例から2.4m'とする見方もある。

ここでは、とりあえず、住居内にほぼ一括して残されたと考えられる食器から、その食器を

使用したのであろう人数を割り出し、住居祉の総面積をその人数で割って 1人あたりの居住面

積を算定してみた。

具体的には、何らかの理由で生活の中断を余儀なくされ、食器類がそのまま住居祉内に遺棄

されていると考えられる本遺跡のH-84号住居祉を取り上げてみた。 H-84では、最も基本的



5 前田遺跡における遺構および集落の様相

な食器となると考えられる杯Aは7点検出された。これがl人2点ずつの割合いで用いられて

いたと考えるとき、その使用人数(=居住人数)は3.5人となる。これを住居祉の面積13.1m'で、

割れば 1人あたりの居住面積が3.7m'強と算定きれる。

なお、この数値はあくまで目安であり、いくつかの前提をもつものであって、このような単

純計算どおりに 1人あたりの居住面積が落ちつく保障は大きいとはいえない。しかし、無条件

で関野氏らの縄文時代のデータを借用するよりは根拠がない訳ではなく また、これに替わる

べき方法がないこともあって、この数値を用いることにした。

( 4 ) 奈良・平安時代における住居廃絶時のカマド破壊について

本遺跡の奈良・平安時代(第IV期~第四期)の住居祉にみられるカマドの大部分が、住居廃絶

時に破壊されているものであることは、すでに述べたとおりである。後世の撹乱等によって、カ

マドのあり方が捉えられないものを除くと、100%に近い割合でカマドが破壊されているといって

も過言ではないだろう。ここでいう破壊とは、あくまで人為によるものであり、住居廃絶に伴う

カマドの自然崩壊とは当然意味が異なる。そこに人為が介在していたことは、カマドの構材であ

る軽石のいくつかが破壊後整然とーカ所にまとめて置かれていたり、カマドの位置からかなり遊

離した場所から袖石等が検出されるという状況において明らかであろう。

きて、住居廃絶時におけるカマドの破壊とは、いったいいかなる意味をもつものであったのだ

ろうか。当然、その行為が恋意的なものであったとは考えられまい。その行為のもつ意味とは、お

およそ次の二者に集約されょうか。

① カマドの破壊行為とは、祭問的な意味合いをもっ。

② カマドを破壊し、その構材(袖石・支脚石等)を新たなカマドに再利用する。

この二者のうち、殊に後者の②は、その意味合いが薄いと思われる。なぜなら、実際、カマド

破壊の後にも良好な袖石等が住居祉内に置き去りにされている場合も多くみられるからである。

多くのカマドの構材となっている軽石は、浅間山起源のもので、在地において容易に入手でき、

また加工も簡単なこともあって、再利用の効用もさほど大きいとは言えまい。

ここに浮かび、上がってくるのが、カマド破壊行為のもつ祭把的な意味合いである。

これに関連して、桐原健氏のきわめて興味深い指摘が思い起こされる(桐原 1977・1981・

1982)。すなわち桐原氏は、カマド支脚石には竃神・宅神が湿っており、その支脚は転居に伴って

抜去され、新しい家のカマドに移きれたと推論するのである。寵神がとりもなおさず宅神であり、

その倍仰が庶民にもゆきわたっていたことについては、「今夜家神件竃神来坊円、……J(明月記)・

「即如庶人宅神祭也J(神祇令季夏月次祭義解)の記載をあげ説明している。また、桐原氏は、カ

マド信仰祭加は当初渡来人系氏族の聞にのみ沈潜したとも推察している。

一方、寺沢知子氏の指摘(寺沢 1986) も見逃せない。寺沢氏は「カマド祭加はそれ独自の新
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しい祭具と祭舵形態を備えていたというより、「住居廃棄Jと一体化した祭把として機能していた

場合が多い。一一中略一一カマド祭加は各住居の個別祭把のように考えられがちであるが、集落

全体の意図をうけて実施きれていた可能性が強い。J(傍点筆者)と述べている。寺沢氏がふれる

のは主に古墳時代のカマド祭杷についてであるが、その見解は十分傾聴に値しよう。

前田遺跡においては、桐原氏のいわれる支脚石の抜去とはやや行為が異なるが、住居廃絶時に

カマドを破壊するという祭施行為が、集落全体におよんでなされていたものと推察される。それ

は、 8世紀の初め頃から 9世紀に至る各期を通じて認められるのもである。そのカマドの破壊は、

一部のみであるか全体であるかという個々の差はあるようであるが、破壊するという意味におい

ては変わりのないものであったのだろう。中には、破壊後にカマドの構材をその場所に整然と置

いてゆく例もみられる。また、 H-86号住居社(第 I期)のカマドからは、手提土器も検出きれ

ており、祭肥の一端が窺える。

いずれにしても、本遺跡の奈良・平安時代における住居のカマドの破壊を伴う祭組とは、住居

廃絶により、家宅の神を古い家から送り出すような意味をもつものであったのだろうか。

ちなみに、 6世紀初頭に位置付けられる H-63号住居祉のカマド中からも、鉢形の手提土器が

検出されている。この住居祉は、本地域にカマドが登場してくる初期段階のもので、カマドと炉

が併存する住居祉でもある。本地域においてはカマド登場当初から、カマド祭澗がなされていた

ことを窺わせている。
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6 前田遺跡における古代集落の性格とその歴史的背景

これまで、前田遺跡の特質について多岐にわたって論じてきた。最後にその総括として、前田

跡の古代集落の性格について本地域の歴史的背景をふまえながら考えてみよう。

( 1 ) 古墳時代中期 (前回遺跡第 I期・第11期)

本遺跡において検出された古墳時代中期相当の集落は、 2時期に区分され、第 I期は 5世紀第

IV四半紀中心、第11期は 6世紀初頭の年代が与えられた。

双方の集落は、竪穴住居祉5軒・集落構成員数推定30数名程度の様相をみせるもので、土器様

相の連続性から継続して営まれているものであることが捉えられた。

ここにおいて認められた竪穴住居祉 5軒に居住する人々のまとまりは、かつて近藤義郎氏や(近

藤 1959)、和島・金井塚両氏(和島・金井塚 1966)の指摘された経営・消費単位としての「単

位集団Jとみることができょう。それでは、本単位集団における経営・消費とは何だったのであ

ろうか。ある意味での特殊性をみせていない本単位集団の経営とは、水田経営とみておくのが妥

当ではあるまいか。その水田可耕地としては、本集落の西にひろがる低地がまず挙げられようが

(第487図)、本来ここに水田が存在していたかはどうかについては、来年度に結果の出されるプラ

ントオパール分析によって明らかになってこよう。いずれにしても水田は集落からそう遠くない

ところにあったと考えられる。

第487図 前田遺跡の集落と低地(網点)
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ところで、本地域の気候が冷涼なことは前述したが、冷涼な気候は水田耕作の大きな障害とな

ったであろう。事実、稲作技術の未発達な弥生・古墳時代前期の遺跡が本地域にまったく認めら

れないことは、これを如実に物語っているといえる。本遺跡第 I期の 5世紀末頃が、本地域と比

べ温暖な佐久の平野部より、本地域に水田が拡大してくる時期とみることができ、それに伴って

人々の居住もなされるよつになったのであろう。

きて、本第II期になると、住居内の火拠としてカマドが登場するという画期的な様相が窺えた。

カマドの登場については、在地において多元的に発生するという見方と(高橋 1975)、須恵器窯

とともに太陸から日本にもたらされたという見解(大)I[ 1955)がある。近年では高橋氏も自説を

撤回し(高橋 1986)、カマドは太陸からもたらされたものであるという大方の見方が固まってき

た。そしてその初見は、 5世紀初頭に求められるという(高橋前掲)。

6世紀初頭の本第II期のカマドは、その初見より 1世紀後出するものではあるが、現段階では

佐久地方で最も古いものであり、佐久地方でのカマド出現期の様相を探るうえで、の好資料となる

ものであろう。

なお、集落におけるカマドの出現が消費生活の自立化を示すものであり、石製模造品の保有が

祭杷権の掌握を意味すると考えるとき、そこにおいて家父長的世帯共同体の自律化が窺えるとす

る見解(高橋 1971)がある。また、群馬県黒井峰遺跡では、 6世紀後半の集落においての宅地

の所帯が明らかにされ(石井 1986)、家父長制評価の一要因ともなる宅地所有が考古学的には比

較的古い時期から認められることを示している。かかる成果をふまえるなら、本遺跡に認められ

る単位集団が家父長的世帯共同体として自立しているものかどうかを当然検討してみなければな

らないで、あろう。しかし、文献史学の側では、家父長制世帯共同体の自立は少なくとも 7世紀以

降であるという見方が大勢で、鬼頭氏によるなら 8世紀段階にあってもその自立には到達してい

ないという(鬼頭 1977)。したがって、このような問題も残るので、本単位集団における家父長制

のあり方等についての言及は、思Ijの機会にゆずることとしよう。

( 2 ) 古墳時代後期 (前田遺跡第III期)

前田遺跡第III期に位置付けられるのは、第II区において検出された竪穴住居祉 1軒のみである。

6世紀末葉から 7世紀初頭と考えられるこの竪穴住居祉は、時間的にも空間的にも隔絶きれる

もので、 3.5人程度の居住がなされていたものと推察された。単位集団として認識された前時期の

集落とは明らかにその様相を異にするものである。それはいわば、後の平安時代にみられる「離

れ国分J(中山 1976) と呼ばれるような単独住居と類似するように思われる。「離れ国分Jの性

格としては、鋳物師屋・木地屋といった特殊作業小屋、農民の季節的な作業小屋、浮浪人や逃亡

民の住居等々が考えられている。
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いずれにしても、この、単独住居の構成員のみにおいては、殊に水田経営を行うことは不可能

と考えられる。その水利ひとつをとってみても、共同体的な協業なしにしては実現し得ないから

である。ここにおいて具体的には表現できないが、その特殊性を想定しておくことに無理はある

まい。

( 3 ) 奈良・平安時代 (前回遺跡第IV期~第四期)

奈良時代を中心とした 8世紀代から 9世紀初頭にかかる時代が、本遺跡のいわば最盛期となる

ことは繰り返し述べるまでもないであろう。この時代を、さらに 4時期(第IV期~第四期)に区

分し、各時期の特質と集落の様相をこれまでの明らかにしてきた。

本遺跡においては、 8世紀代に入ると突如として集落が形成され、それが一世紀あまり継続き

れた後、忽然と姿を消してしまうというきわめて特徴的な様相が浮かび、上がってきた。それとと

もに、その集落においては竪穴住居祉のみが存在するのではなく当初から掘立柱建物が顕在化し

ているという興味深い現象も把握された。殊に第 I区においては、各時期において竪穴住居祉と

掘立柱建物がほぼ同数ずつ存在しているという事実が認められている。ちなみに、掘立柱建物で

は、住居と考えられるものが主体をなしたが、総柱の稲倉も確実に認められ、その他納屋等の客

体的施設の存在も想定できた。

ここで、本遺跡の第 I区の集落を取り上げてみた場合、前時期を通じてその構造が一定化して

いる訳ではないことに気づく。竪穴住居と掘立柱建物の数を問題にするなら 第IV期から第VI期

の3時期を通じてはその数が一定的で増減の少ない傾向が窺えるが、第四期になって双方とも倍

加するという大きな変化が認められる。しかし一方で、は、竪穴住居についてのみみたならば、そ
(1) 

の軒数は倍加しても、総床面積自体は1.5倍程度にとどまっていることも注意された。その背景に

は、大形竪穴住居の消滅と小形竪穴住居の増加という二つの現象が隠されていたのである。

ところで、奈良時代末から平安時代に及ぶにつれ、竪穴住居祉の小形化という現象がみられる

ことが以前から指摘されている。本遺跡の第VII期の様相は、まさにその竪穴住居祉の小形化現象

のなかで捉えられるものであろう。これまでその原因としては、律令的収奪による一般民衆の貧

困化(和島・金井塚 1966)等が考えられていたが真の原因とは他にあるように思われる。すな

わち、“居住の分散化"ではないだろうかということである。本第四期集落における小形竪穴住居

祉倍加の意味も、そこに求められるのではなかろうか。
(2) 

そして、このような“居住の分散化"は、居住形態の分化(例えば釜屋と寝室の分離)を意味

するのだろうか。あるいは、核家族化を意味するのか。また、当時の家父長制世体共同体の自立
(3) 

化なかにあって“居住の分散化"がどのように位置付けられるかは興味深い。

きて、本遺跡の第 I区集落にあっては掘立柱建物と竪穴住居がほぼ同数存在していることは前
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述した。一方、第II区集落にあっては竪穴住居が主体的にみられ、掘立柱建物が付属するという

あり方であった。中田英氏によれば、神奈川県内の当該期の集落には、掘立柱建物が竪穴住居と

肩を並べるほど多数検出される「鳶尾型Jの集落と、竪穴住居のなかに掘立柱建物が散見される

「上浜田型Jの集落が存在するという(中田 1983)。中田氏の言を借りるなら、本第 I区集落は

「鳶尾型」に、本第II区集落は「上浜田型Jにそれぞれ比定されよう。隣接する集落においてこ

のようなこ者の構造が認められる事実は何を意味するのであろう。それは集落聞のある種の格差

を物語っているものとみられる。竪穴住居に比べ掘立柱建物の住宅は一歩進んだ居住施設であり、

集落内へのその取り込み方が集落の進歩度を測るバロメーターともなろう。したがって「鳶尾型J
(4) 

の第 I区集落より進歩的な新しい形の集落で、「上浜田型」の第II区集落はいわば後進的な在地色

の濃い集落ともみなせよう。

ところで、本集落が8世紀になって突如として形成され約一世紀続いた後、忽然とその姿を消

してしまうということについては冒頭で述べた。かつて直木孝次郎氏は、古代集落の一類型とし

ての「計画村落」の存在性を指摘されたことがある(直木 1965)。それは、「当該村落の外にあ

る力一一公権力一ーによって計画された村」であるという。その「計画村落」の存在を支持した
(5) 

高橋一夫氏は(高橋 1979)、その具体例として、栃木県井頭遺跡(栃木県教育委員会 1975)、

千葉県村上遺跡(房総考古資料刊行会 1974)、千葉県中馬場遺跡(柏市教育委員会 1972)、千

葉県山田水呑遺跡(山田水呑遺跡調査会 1977)等を挙げている。そして、それらの集落はいず

れもある一定の時期に突如として出現し、ある一定の時期に突如として消滅してゆくような大集

落であるという o 本集落はまさしくその「計画村落」と同様な様相を示しているものではないか
(6) 

と考えられるのである O

それでは、本集落を「計画村落」であると考えた場合、それはいったいいかなる「計画Jに基

づいて施設されたものなのであろうか。ここにおいてまず問題としなければならないのが、本集

落をとりまく歴史的環境である。

律令期にあっては、本鋳師屋遺跡群の北隣には『延喜式』記載の御牧「塩野牧」が展開してい

たものと思われる。また、官道として整備された東山道がこの付近を通過していたことも予想さ

れ、その駅家の一つである「長倉駅家」が本遺跡の近くに設施されたという説もある(一志

1957)。このような歴史環境と強い結び、つきを示す発見が、隣接する野火付遺跡の調査によってな

された(御代田町教員委員会 1985)。野火付遺跡においては、それら御牧や駅家の馬ではないか

と考えられる(堤 1986 a)平安時代初頭の埋葬馬 5頭が検出されたのである。本集落において

も、 F-36やH-48.H-66から馬歯が検出きれており、馬とのかかわり合いが初御させられる。

ちなみに、「塩野牧」には少なくとも100頭程の馬は飼育きれていたものとみられ(堤 前掲)、

「長倉駅jには15匹の駅馬が置かれたとされている (r延喜式j)。厩牧令によれば、牧には牧長一
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人と牧帳一人がおかれ、馬牛100頭の一群には牧子二人があてられたとみえる。この他飼丁・足工・

騎士などがいたらしい。一方、駅では、駅馬一匹の飼育につき駅戸のうちの中中戸一戸があてら

れたとみえる。単純に考えれば、駅馬15頭の飼育には中中戸15があたったことになる。なお、『続

日本紀』の文武天皇四年 (700年)三月丙寅の条には、「令諸国定牧地放牛馬」とみえ、官牧成立
下 ニ ー 中 上

の目安を 8世紀初頭におくことができる。

本前田遺跡に居住した人々は、そうした「長倉駅Jあるいは「塩野牧Jの経営に係わった人々

ではなかったか。つまり駅経営や牧経営にあたって「計画」された村落が、本集落ではなかった

かと考えられるのである。 本集落において検出された円面硯や巡方は、その中の長的な人物の

所持品だったことも想定に難くなく、また、多量に認められた幾内系暗文土器は、本集落と中央

との結ぴつきを考えさせる。なお、計画村落の建設には渡来人の労力によるところが大きかった

とされる(直木 前掲)。本集落において普遍的に認められたカマド祭肥も、当初は渡来人系氏族

聞に沈潜した信仰であるともいわれている(桐原 1977)。このように、本集落を残した人々のな
(7) 

かには渡来人の影をも見出せるのではなかろうか。

きて、本集落を残した人々は駅や牧経営に深く係わっていたとしながらも、一方で、は当然稲作

に携わっていたとみなければなるまい。本集落から検出された稲倉と考えられる建物祉はその証

左といえようし、隣接する野火付遺跡では稲作を灰めかす「大田」という墨書が杯に認められて

いる。また、駅や牧経営にあてられる駅田や牧田の存在も当然考えられよう。しかしいずれにし

ても、当時の人々の食生活を満たし得る稲作が当然どこかで行われていたと考えなければならず、

仮に第IV期・第 I区の100名程度の集落をのみ取り上げて単純に計算してみても、その年間食料を

満たし得る約230000m2にもおよぶ水田がいずれかに存在していなければおかしいことになる。そ
(8) 

の水田の存在候補地としては、遺跡中央の低地がまず挙げられようが(第487図)、本来ここに水

聞があったものかどうかについては、来年度に結果の出きれるプラントオパール分析によって明

らかとなることを期待したい。

なお、ここにおいては、本集落が駅経営に係わるものなのか、あるいは牧経営に係わるものな

のかという判断を下し得る直接的な証拠を持ち得なかった。そうした問題の解決の糸口が、今後

継続されてゆく鋳師屋遺跡群の調査のなかで見出し得れば幸いで、ある。

註

(1) また、第四期となって竪穴住居祉と掘立柱建物祉の占地が近接し、両者の結ぴつきが強まる

と考えられるような様相も窺えた。

(2) 他方で、竪穴住居祉の増加の原因が人口の大幅増加にあるということも考えられよう。その場

合それは自然的人口増加ではなく、移住による人為的人口増加と考えられる。もし仮に自然的

人口増加(集落内での出産に基づく)を考えるなら、当該期の当初の第IV期から徐々に人口増

加が認められるような現象(例えば竪穴住居祉の軒数が徐々に増すような現象)がみられなけ
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ればならないからである。しかしそのような現象は認められない。

一方、その集団移住による人口増加の可能性も薄いとみられる。その理由としては、竪穴住

居祉・掘立柱建物祉が建て込みすぎていることが挙げられよう。新しい人々の居住がなされる

とすれば、よほど狭い土地か特別の理由のない限りその占地にゆとりをもつのが常識だからで

ある。

(3) 前述したように鬼頭氏は、 8世紀においてなお家父長的世帯共同体の自立には到達していな

いものと考えられている(鬼頭 1977)。

また義江明子氏も、家父長制家族の成立を 9世紀以降に求めている(義江 1986)。

一般的には、いわゆる郷戸擬制説に基づくなら、家父長制の成立は遅く考えられようし、実

態説に基づくならその成立を早く求めることができょう。

(4) 掘立柱建物の充実度をもってするならば、佐久市分の前田遺跡にみる掘立柱建物の充実度は

かなりのもので、ある意味でここが集落聞の中枢であったとも推察される。

(5) 直木孝次郎氏は、計画村落は水田開発に強〈結び、ついたものであると考えられている。

(6) 計画村落の存在性については、いくつかの凝義が出されている(伊丹 1986、他)。

(7)桐原健氏の御教示による。

(8) 100名の年間食料を満たし得る水田の面積230，OOOm'とは次のように算出した。

かつて滝川政次郎氏が算出した(滝川 1944)標準房戸相当の10名の年間食料カf稲627.8束で

あるとすると、 100名の年間食料とは稲6278束となる。また、滝川氏によると当時の水田の一町

あたりの平均的収穫は314束強とされている。したがって稲6278束を収穫する水田のひろがりと

は、約20町ということになる。当時の 1町は、現在の11400m'にあたるので、約20町の水田とは

現在の228000m'の面積となる。
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付編 1

前田遺跡出土材の樹種同定

パリノ・サーヴ、ェイ株式会社

( I ) 試料

試料は 1点で、 H-32号住居祉P4から検出された主柱とされる材である。

( 2 ) 方法

試料は乾燥・収縮し、表面には無数の割れ目が入っていた。これを水で煮て軟化させたのち、

その一部を切出し、剃万の刃を用いて木口・柾目・板目三面の切片を作成、方、ム・クロラール(Gum

ChloraI)で封入、生物顕微鏡で観察・同定した。同時に、顕微鏡写真図版(図版百八十五)も作

成した。一方、残りの試料はアルコールを用いて脱水し、再び乾燥させた。

( 3 ) 結果 (図版百八十五)

試料は、クリ (Castaneacrenata)と同定された。その主な解剖学的特徴は次のようなもので

ある。

環孔材で孔圏部は 1~2 列、孔圏外で、急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は単独、横断面では円形~楕円形、小道管は単独および、 2~3 個が斜(放射)方向に複合、

横断面では角張った楕円形~多角形、ともに管患は薄い。道管は単穿孔を有する。放射組織は同

性、単列、 1 ~15細胞高。柔組織は周囲状および、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州の山野に自生し、また植栽されるブナ科の落葉高木で

ある。材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐久性が高い。土木・建築・器

具・家具・薪炭材、椅木や海苔粗染などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、

果実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。強度・耐久性に優れるこ

とから、住居主柱として用いるには適した材といえる。



付編 2

前田遺跡の初期須恵器ついて

一旦下木

前田遺跡は、古墳時代から平安時代に及ぶ大規模な集落遺跡である。今回の発掘調査に於いて、

古墳時代の住居祉3軒より初期須恵器が検出されている(第 1図)。

H-60号住居祉より隠1点、 H-61号住居祉より砲2点、 H-65号住居祉より杯蓋 1点の合計

4点の須恵器で、ある。これらの須恵器は、いずれも古式の様相を示し、初期須恵器の範時でとら

えられるものである。

従来より当地域では、初期須恵器の出土は多いとは言えず、この点からも前田遺跡の初期須恵

器は、当該地域への須恵器導入時期と考える上で、一つの重要な資料を呈示したと言えよう。又
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前回遺跡の初期須恵器について 木下
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第 2図 前田遺跡出土初期須恵器

供伴土師器が多い点からも好資料である。

先ず、各住居社出土の須恵器について、その諸特徴を観察した上で、所属型式を明らかにして

いきたいと思う。

H-60号住居祉からは、 1の庖 1点が検出されている。口径9.9cm、器高9.8cmを各々はかるは

ぼ完形品である。頚部は短〈、又大きく外反している。その基部は太く作られている。口縁部は

、頚部より吏に屈曲、外反するが、それを画する稜線は、やや鋭きに欠けている。口縁端部には

回線が巡り段をなしている。頚部には、単位14本ほどの櫛描波状文が一条施文されている。体部

は、その中央上位に最大径をもっ屑球形を呈し、やや上方から円孔を穿っている。体部には文様

帯はみられない。全体に器壁が厚く作られている。

手法面からみると、底部口外はヨコナデ調整によっている。底部は、弱いへラケズリによって

仕上げられている。

口縁部内外面及び肩部外面、内面底部付近には、自然粕の付着が認められる。色調は内外面共

に暗灰色を呈し、焼成は良好、堅微な仕上がりである。

H-61号住居祉では、 2点の砲が検出された。

lの取は、口径8.6cm、器高約11.5cmをはかるものである。頚部はその基部が細くしまってお

り、そこからハの字状に外反する。頚部と口縁部を界する稜線は鋭く作られている。口縁端部は

水平面をなし段をなさない。体部は肩が良くなり、その最大径は上位 3分の lに存在する。底部

は尖り気味に作られている。肩部には上方から比較的径の小さい円孔が穿たれている。

手法問からみると、口縁部、体部共に丁寧なヨコナデ調整によっている。底部は入念なナデ調

整が行われているが、成形時の粘土巻き上げの痕跡を認める事が出来る。又、肩部内面には、頚

部接合時の指頚痕跡を顕著に残している。

口頭、部内面及び肩部には、深緑色を呈する自然粕を厚く被っている。色調は内外面共に黒色~褐

色を呈し、断面はアズキ色である。焼成は良好で、竪微な仕上がりである o

もう 1点の砲2は、口径8.8cm、器高10.6cmをはかるはぽ完形品である。細くしまった頚基部か

ら頚部は大きく外反する。頚部と口縁部を画する稜は鋭〈突出している。口縁部は頚部で屈曲し、
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緩やかに外方へのび、る。口縁端部は、平坦に仕上げられている。口頚部の形態は、端部を除くと

lの砲と近似している。体部はあまり肩の張らない廟球形を呈し、その最大径は中央に位置して

いる。中央やや上方に円孔が穿たれている。

手法閣では、底部以外はヨコナデ調整である。底部外国は細くこまかい平行叩きがなされてい

る。特に中央部分では、叩き目が交叉し、一部格子状を呈する部分も認められる。底部内面には

叩き成形時のアテ具痕跡を明瞭に残している。全体に器壁は厚〈作られている。

色調は暗灰色を呈し、焼成は良好で、ある。又、胎土に微砂粒を多く含んで、いる。

H-65号住居祉からは、 lの王手蓋 1点が検出された。口径12.5cm、器高4.6cmをはかる完形品で

ある。口縁部は垂直に立ち上がり、口縁部と天井部を界する稜は鋭く突出している。口縁端部は

平坦に仕上げられている。

手法上からみると、天井部は回転へラケズリ、他はヨコナデ仕上げである。回転へラケズリは、

その削りの幅も狭く入念になされており特徴的である。

色調は内外面共に暗灰紫色を呈し、焼成はやや悪く軟質である。胎土は精良で、、砂粒はほとん

どみられない。

以上、各住居祉出土の須恵器について、形態・手法上の特徴を記述してきた。

次にこれらの観察から、各須恵器の編年的な位置付けを行っておきたい。

H-60号住居祉出土の1の取は、頚基部も若干太くなりつつあり、頚部も短く大きく外反して

いる。口縁端部も段をなしており、新しい様相を示している。以上の諸点からこの躍は定型化以

後のものと考えられ、 TK208型式に対比することが出来よう。

H --61号住居祉の1の砲は、頚基部が細くしまり、頚部も高さを有している。又、体部は屑が

良くはり、尖り底を呈する特徴的な形態を有している。又、手法面でも底部まで入念にヨコナデ

調整がなされている。これらの諸点から TK73型式の特徴を良〈示していると言えよう。もう 1

点の2の砲は、体部最大径が中位にあり、 lの抱よりやや新しい様相を持っている。しかし全体

的には定型以前の形態を示すと言え、 TK216型式に対比するのが妥当で、あろう。

H 65号住居祉の杯蓋は、天井部にあまり丸味を持っておらず、偏平な感、を受ける。稜線は鋭

く突出し、口縁端部は僅かに丸味を有するが、ほ~;J:'平坦に仕上げられている。天上部に施される

へラケズリもその幅が狭く入念になされている。以上からこの杯蓋はTK216型式でもやや新しい

段階に位置付けられると思われる。

これらをまとめてみると、

H 60号住居社聴一一-TK208型式

H-61号住居祉磁 l-TK73型式

理 2一一TK216型式

H-65号住居祉杯蓋 l-TK216型式

TfJ 
H-25号住居社出土 王手 (1 : 4) 

(佐久市教育委員会 1981) 

第 3図佐久市舞台場遺跡

初期須恵、器



前田遺跡の初期須恵器について 木下

この様に H-61号住居祉のものが最古式に、 H-60号住居祉のものが一番新しく位置付けられ

よう。

次に当遺跡周辺地域の初期須恵器についても概観しておきたい。

隣接する佐久市域に於いても近年、僅かながら当該期の資料が蓄積されつつある。

佐久市舞台場遺跡H-25号住居祉から、初期須恵器の杯身と考えられる小破片が検出されている。
(1) 

口縁部を欠失しているため、全体の形態を明確にし難いが、恐らく釜形と称される坪身に近似す

るものと思われる。受部直下に櫛描の稚拙な波状文を施し、底部は不定方向のナデ調整によって

仕上げられている。又、この土器は環元焼成されておらず、生焼の状態である。これらの特徴か

らTK73型式に対比しうると考える。同様の形態を呈し、受部下に櫛描波状文を巡らす例は、尾張

地域で比較的多く認められる。

次に佐久市大字前山所在の中道遺跡 H-3号住居枇出土の砲があげられる。口径10.3cm、器高

11.3 cmをはかる完形品である。頚部はその基部がやや太〈、口縁部に向かつて大きく外反している。

口縁部には櫛描波状文が施される。この砲には TK216型式をあてることが出来る。

古墳出土のものとしては、佐久市大字岩村田所在の北西久保遺跡14号墳周溝内より抱1点が検

出されている。口径9.2cm、器高約10.5cmほどをはかるものである。日縁部は細くしまった頚基部

より外方へ大きく広がる。頚部には櫛描波状文か施きれ、頚部と口縁部を界する稜線は鋭くつく

られている。口縁端部は僅かに凹面をなしている。体部は中央やや上位に最大径をもち、肩部に

凹線が一条巡っている。その宣下には櫛描波状文が 1条施きれる。手法上では、底部付近を丁寧

に手持へラケズリで仕上げている点が注目出来る。この砲は、明らかに定型化と認めることが出

来るがその調整手法については、手持へラケズリという古い技法が用いられており、注意すべき

遺物の一つである。

最後にやや時期は降るものの、佐久市大井城遺跡 H-2号住居祉より、まとまった資料が検出

されている。杯蓋4点、坪身 1点である。この内杯蓋 3点と杯身は、施きれる回転へラケズリの範

囲も狭くなり、口縁端部も段はなすものの鋭さは認められない。口径も 11cmほどで小形である。

これらからみてTK47型式に位置付けられるであろう。もう l点の杯蓋は、他に比較して、稜も

鋭く突出しており、天井部のへラケズリも入念で、ある。口縁部は垂直に立ち上がっている。口縁

部には丸味をもっているが、全体としてはすK208型式に対応すると思われる。

以上、周辺地域の初期須恵器も含めてその概略を記述して来た。

終わりに、前述の須恵器について若干の検討を行っておきたい。

先ず、これら須恵器の生産地について考えてみたい。現在、当該地域では、この段階に概当す

る窯祉は未発見である。更に集落などに於いても出土数は少なしその特徴の抽出など充分な検

討はなしえない。しかしながら、その全てが陶邑窯から搬入されたとは、一概に言い切れない面

も存在している。例えば、前述の佐久市北西久保遺跡14号墳周溝出土の躍は、定型化した器形に
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手持へラケズリという、 TK73型式に特徴的に認められる古い技法が使用きれている。この様に

形態と調整技法上の特徴に若干のズレが認められる点は、その生産地を考える上で一つの重要な

視点となろう。又、舞台場遺跡出上の坪身の様に、尾張地方の影響を考えうる資料も存在してい

る。

長野県内で、初期須恵器生産の可能性を考えうる地域として、善光寺平域を挙げることが出来

る。長野市信更町松ノ山窯祉は、 6世紀初頭、 TK47型式に対比することが出来、この段階では
(2) 

確実に須恵、器生産を確認することが出来る。更に周辺の更埴市域では、森将軍塚古墳を始めとし

て多くの初期須恵器が検出されている。これは土日将軍塚古墳にみられる格子叩き技法の埴輪の

存在とも呼応して;初期須恵器生産の可能性を考えうる地域である。

須恵器生産、特にその初期の段階は、その地域の古墳の動向と密接に関連し、導入、展開する

ものと思われる。この面から佐久平域をみた場合、善光寺平域の様に顕著な古墳分布を深めるこ

とは出来ない。よって、当地域に、須恵器生産そのものが導入された可能性は低いものと言えよ

つ。

何れにしても、 5世紀代の遺跡が比較的稀薄な当地域に、初期須恵器が搬入される背景は、今

後、資料の増加を待ち、更に検討されねばならない課題と言えよう。

本文をなすにあたり、前田遺跡の須恵器については、御代田町教育委員会堤隆氏より御教示頂

いた。又、佐久市内の資料実見については、佐久市教育委員会林幸彦、羽毛田卓也氏、佐久埋蔵文

化財調査センタ一、高村博文、三石宗一、小山岳夫氏のお世話になった。記して感謝いたします。

註

(1) 佐久市教育委員会 1981 舞台場J

(2) 笹沢浩・原田勝美 1974 長野県下出土の須恵器amJ(r信濃j26-9・11)信濃史学会

(3) 岩崎卓也・他 1985 I森将箪塚古墳J(r保存整備事業第 4年次発掘調査概報j)更埴市教育委

員会
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前田遺跡出土土器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三辻利一

( I ) 胎土介析による産地推定の考え方

土器の素材は粘土である。粘土を1350
0

Cの高温で焼成しても、その化学特性に変動がないこと

は粘土の焼成実験によって確かめられた。この結果、土器のもつ化学特性は素材粘土のもつ化学

特性ということになる。

各地の土器の化学特性がわかれば、古墳や遺跡出土の土器を分析し、その化学特性が何処の土

器のそれに対応するかを調べることによって産地を推定することができる。そのためには、各地

の土器を分析し、その化学特性を整理しておかなければならない。このような基礎データを得る

上に都合のよい土器が須恵器である。何故なら、須恵器を焼成した窯社(生産地)は全国各地で

発見されており、そこには多数の須恵器片が埋蔵されていることがわかったからである。これら

の須恵器を多数分析すれば、各地の須恵器の化学特性、言い換えれば、各地の粘土の化学特性が

知られる。勿論、窯跡出土須恵器には天然物特有のばらつきがある。そのため、 1窯跡について

1点の須恵器のみの分析では、その窯跡出土須恵器の化学特性を十分には把握できない。通常、

1窯跡について、 10-30点の須恵器片を分析する。そうすると、全国各地に発見されている数千

基の窯跡出土須恵器を分析するためには、少なくとも数万点にのぼる試料の分析が必要で、ある。

このように多数の試料の分析を可能にするのはエネルギ一分散型蛍光X線分析法のみである。筆

者のところでは年問、 3000-4000個の試料を分析している。通常、この装置で測定される土器中

の含有元素は瓦、 Ca、Fe、Rb(ルビジウム)、 Sr(ストロンチウム)の 5元素である。また、こ

の方法の分析精度はどの元素についても、変動係数にして 5-10%程度である。一方、 1窯跡出

土須恵器を分析すると、変動係数にして20-30%程度ぱらつくのが普通であり、この研究を遂行

する上にこの分析法のもつ精度で十分である。これ以上の精度をもっ分析法を使っても、試料そ

のものがぱらついているので無意味で、ある。

きて、筆者は過去十年間にわたって全国各地の窯跡出土須恵器を分析してきた。この結果、各

地の須恵器にばらつき以上に大きな地域差があることが見つけられた。また、同一窯跡群、言い

換えれば、同じ地質構造をもっ地域内の窯跡出土須恵器はたとえ、窯の操業年代が奈良時代、平

安時代という具合に違っていても、同じ化学特性をもつこともわかった。このことは全国どこの
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窯跡群についても成立し、素材粘土は地元産であることを示唆する。もし、素材粘土を現代窯業

におけるように遠方から運び込むとすれば、どこかの窯跡群には化学特性の異なる須恵器を出す

窯が見つかる筈である。そのような窯はこれまでのところ皆無で、ある。さらに、各地の窯跡出土

須恵器のもつ化学特性は窯の後背地を作る岩石の化学特性に支配されていることも明らかにされ

ている。このように、全国各地の窯跡から出土した須恵器の分析データから素材粘土は地元供給

であるとする説が有力で、ある。そうすると、仮に、長野県下に 5世紀代の未発見の窯跡があると

しても、 7、8世紀代の窯跡出土須恵器と同じ化学特性をもった須恵器を出すはずで、ある。また、

地質構造、つまり、基盤岩石の化学特性からみて、大阪陶邑産須恵器と同じ化学特性をもっ須恵

器は長野県下では製作きれてないはずで、ある。したがって、もし、大阪陶邑産須恵器と同じ化学

特性をもっ須恵器が長野県下の遺跡で発掘されたとなると、これは大阪陶邑から運び込まれたと

しか考えようがない。このように、遺跡出土須恵器の分析結果をまず地元の窯跡出土須恵器の化

学特性に対応させてみる。対応すれば地元産と考える。対応しないときには、同時代の有力な須

恵器生産地の須恵器と対応、させる。 5世紀代では大阪陶邑がもっとも有力な対照生産地となる。

これが胎土分析による須恵器の産地推定の基本的考え法である。

以下に、長野県御代田町の前田遺跡から出土した 5世紀代と推定される須恵器と 8世紀代と

推定される土師器(第 1図)の分析結果について報告する。

( 2 ) 介析法

須恵器資料は表面の灰粕を削りおとしたのち、タングステンカーバイド製乳鉢(硬度9.5)の中

I (H-61 1) 
2 (H-61 2) 

3 (H-60 1) 

P B  
4 (H-65 1) 

5 (H-6 3) 

第|図 前田遺跡蛍光X線介析対象土器
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で100~200メッシュ程度に粉砕した。灰柑を削りおとす理由は、灰粕はK、 Ca、 Rb、 Srに富んで、

おり、そのまま粉砕すると、土器の分析結果に影響を及ぼすからである。

次に、粉末試料を塩化ヒ、ニール製リング枠の内にいれて約15トンの圧力でプレスし、直径20rnrn、

厚き 3rnrnのコイン状の錠剤を作成した。この錠剤にX線を照射し、発生する 2次X線(蛍光X線

という)をエネルギ一分散蛍光X線分析装賓で、測定した。 K、CaはTiを2次ターゲットにして真

空中で、また、 Fe、Rb、SrはMoを2次ターゲットにして空気中で測定した。岩石標準試料JG-

1を標準試料にして定量分析を行った。分析値は JG-1による標準化値で標示した。

( 3 ) 介析結果

第 1表に分析結果を示す。この結果に基づいて、はじめに、前田遺跡出土須恵器が地元産であ

るかどうかの目安をつけるため、 Rb-Sr分布図上で、地元窯に対応、させてみた。 Rb-Sr分布図を最

初に描くのはこの分布図が各地の須恵器の地域差をよく表示し、どこの産地のものかを大まかに

目安をつける上に役立つからである。地元窯としては、時代は異なるが、長野市の松ノ山窯、佐

久市の石附窯を選択した。その結果を第 2図 1に示す。松ノ山領域、石附領域はこれらの窯跡出

土須恵器をほとんど包含するようにして定めた。この領域は定量的意味をもつものではなく、こ

れらの窯の須恵器はこの領域に分布するということを示す定性的な意味をもっ領域で、ある。定量

的に産地推定を行うためには、全因子を統計的手法でまとめて計算し、マハラノビスの汎距離を

計算しなければならない。今回はそうしなくても、図面上における定性的な産地推定法でも十分

結果を理解できるので、作図法の理解のし易さを優先させて作図法による産地推定を行った。第

2図 1よりNo.1、2、3、4の須恵器は 4点とも地元窯には対応しないことがわかる。 No.5の土師

器のみは石附窯領域に対応する。土師器は窯跡(生産地)が残っていないため、その産地推定法

の開発は遅れている。ここでは須恵器のデータを参考にして分析結果を考察することにした。第

2図 1よりNO.5の土師器は 4点の須恵器とは別の胎土であることは明らかである。

第|表前田遺跡出土土器の分析値

No. 出土遺構 器種 器形 K Ca Fe Rb Sr 備考

1 H-61号住居祉 須恵器 百基 0.367 0.069 2.24 0.471 0.167 5世紀後半

2 H-61号住居土止 須恵器 腿 0.380 0.058 2.61 0.455 0.159 5世紀後半

3 日-60号住居社 須恵器 五基 0.485 0.113 1. 76 0.676 0.312 5世紀後半

4 H-65号住居祉 須恵器 芸i工E 0.496 0.116 2.72 0.594 0.267 5世紀後半

5 H-6号住居祉 土師器 王手 0.360 1. 47 3.57 0.278 0.592 8世紀前半
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前田遺跡出土土器の蛍光X線分析三辻

次に、 4点の須恵器が地元産ではないとなると、 5世紀代の最大の須恵器生産地である大阪陶

邑の須恵器と対応させなければならない。その結果を第 2図2に示す。この図には大阪陶邑のT

K-73、TK-87、TK-306、TG-22、TK-85、ON-22、TK-305、TK-218、TK-

37、TK-303、TK-67、TK-I09、TK-15、ON-44、ON-34などの窯跡出土須恵器も

プロットしである。そうすると、前田遺跡出土の須恵器は 4点とも大阪陶邑産須恵器によく対応

していることカfわかる。

以上の結果、前田遺跡出土の 5世紀代と推定される 4点の須恵器は大阪陶邑産の可能性が出て

来た。この推定をさらに確実なものにするためには、他の因子についても大阪陶邑に対応させな

ければならない。第 2図3にはK因子を対応させてある。 4点の須恵器は大阪陶邑領域による対

応している。第 2図4にはCa量を比較しである。地元産の須恵器に対し、大阪陶邑産の須恵器に

はCa量が少なく、完全に相互識別は可能で、ある。そうすると、前田遺跡の 4点の須恵器はすべて

大阪陶邑領域に対応する。 No.5はCa量が多く、この図では右端にはみ出してしまう。第 2図5に

はFe因子を比較しである。地元産に比べて大阪陶邑産の須恵器にはFe量が少なく、 Fe因子で、も相

互識別は可能で、ある。そうすると、前田遺跡の須恵器は 4点とも大阪陶邑領域に対応することが

わかる。

以上の結果、前回遺跡の 4点の須恵器はRb-Sr、K、Ca、Feの全因子で、大阪陶邑領域に対応

し、地元産の須恵器には対応しないことが明らかになった。したがって、これら 4点の須恵器は

大阪陶邑からの搬入品であると推定される。一方、土師器の方はRb-Sr、Ca分布図などで大阪陶

邑領域から大きくずれており、畿内からの範入品とは考え難い。むしろ、石附窯跡の須恵器に対

応しており、長野県内産である可能性の方が大きい。ただ、土師器の産地推定法の開発は遅れて

おり、今後、各地の多数の土師器の胎土分析のデータを集積していく過程で、より明確に産地推

定されることであろう。




